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卒治 物語 解說 

. 一 作者 及び 著作の 時代 

平 治 物語 は 保 元 物語と 其の 事實が 類似して ねて、 文章 體裁も 亦 似、 ねる ので、 昔から 

同一人の 手に なった もので あらう と 言 はれて ねる。 然 らば 作者 は 誰で あるかと いふと、 

昔から 種々 の說 があって 確定し ない。 民 部 權少輔 時 長 卽葉室 時 長で あると いひ、 或は 中 

原師 梁で あると いひ、 又は 多武 峰の 僧源喩 (又は 公喩) だと も 言って ねる が、 皆 推察で 

確かな 事 はわから ない。 

本窨 著作の 年代 も 亦 不明で ある。 土 御門 天皇の 正 治 元年に 源賴 朝が 薨去した 事が 書い 

て あるから、 それ 以後に 出來 たもので ある 事 はわ かるが、 その外に は 何等の 確證 がな 

い。 まづ 文章の 上から 推して、 鎌倉時代の 中頃に 出來 たもので あらう と 思 はれる。 

二 內容及 X 章  \ 
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本書の 記實は 保 元三 年 八月 十 一 日、 後白河 天皇の 御讓 位に 始ま 6/ 正 治 元年 源賴 朝の 

薨去に 至る 四十 一年間に 亘 つて. Q るが、 大部分 は 平 治 元年 信 賴義朝 等の 擧 兵から、 義朝 

の 子供の 處 分に 至る まで 約 二 ヶ月 間の 出来事で ある。 本書 は 保 元 物語と 同 樣大蹬 史實こ 

よって^い たもので は あるが、 中には 誇張に 失する 處も あら、 或は 事實に 反する 處もぁ 

つて、 其の儘 を 信ずる 事 は出來 ない。 

保 元 物語の 中に 大立 物と して 爲朝を 描いて あるに 對し、 本書で は義 平に 最も 力を入れ 

て 書いて ある。 そして 其の 擧止 風丰 などが 互によ く 似て ねる やうに 思 はれる。 信 賴り涂 

目に 參も會 つて、 「大阈 か.^ 國か、 官も加 階 も 思 ひの 如くなる べし。」 と 言 はれた に^し、 

「義平 は柬國 にて 兵 共に 呼びつ けられて 候へば、 本の 惡源 太に て 候 は to 一と 答へ たの^ 

爲 朝が 藏 人を辭 した 音： 氣 に似て. Q るで はない か。 又 義平は 僅に 十七 #を 引率して、 重 蓬 

の 率ね る 五 百 餘騎の 中に、 少しも 臆せず 割って入 ゥ、 大將 軍に 目 を 懸けて、 大 庭の 椋 © 

木 を 中に 立て、 左 近の 櫻 右近の 橘 を 七 八 度まで も 追 ひ 廻して、 奮 鬪カ戰 した 有樣 よ、 a 

河 殿の 夜 討に 爲 朝が 其の 剛^ V- あら はした と、 好一^で はない か。 著者 は爲 朝と 同様に 

義平を 理想的 英雄と して^ いたので あらう。 


此の 外義朝 重. ゆ. などの 剛^ も 描かれて 居る が、 - 臆病者と して は、 保 元 物語に 淸盛ぉ あ 

げ てね るに 對し、 本窨 では 主として 信賴を 代表者に してね る。 尤も 淸盛も 熊野參 詣の途 

次惡源 太が 阿部野に 待つ と 聞いて、 四國へ 渡って. 後日に 都へ 歸 らうと 言って みたり、 六 

波羅に 源氏が 押 寄せて 閧を 作る と、 驚いて 冑を 逆に 著て みたらして、 相當 臆病 振 を發揮 

してね るが、 併し 信賴 程の 事 はない。 

少年と して は 保 元 物語で は 乙 若の 沈勇が 描かれて ねる が、 本書で は賴 朝の 剛膽 な有樣 

が寫 されて やる。 栴檀は 二葉より 香し いと、 實に賴 朝が 後來源 家の 大將 として、 四海の 

權を 掌握す ベ き 素質 はこの 時に 於ても 十分 現れて ねる。 

保 元 物語の 中で は、 女性と して 唯 爲義の 北の， 方 一人が 出て ゐ るが、 本書に は 常 磐 及び 

其の 母、 鎌 田の 妻女、 義 朝の 女子、 延壽 腹の 夜叉 御前な ど 多くの 女性が 描かれて ぬろ。 

： いづれ も 節義 を 重んじ、 身命 を 惜しまぬ 所 は、 流石 武士の 家に 育った 女 だけ あると 思 は 

しめる。  ， 

本書 中 文章の 傑出して ねる もの は、 待 賢 門の 戰と、 光賴 卿の^ 內 及び 常 磐 落な どで あ 

る。 併し 全體 から 言って、 保 元が 叙事の 井 然として 統一 あるに 反し、 本書 は 多少 支 離に 
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流れ 甚だ 不手際な 所が ある。 尙保 元が 經書を 引いて. Q るのに 對し、 本書 は 史書、 文選、 

白 氏文狻 など を 引いて ねる が、 彼の 堂々 たる 義朝論 や 帝道 論な ど を 見た 眼で、 此の 信賴 

論 ゃ忠致 論な ど を 見る と、 赏に 拙劣 至極で、 これが 同一人の 手で 書かれた 物で あら ラか 

と 思 はしめ る 程で ある。 

三 異本 及び 註釋書 

平 治 物語 は 昔から 多く 保 元 物語と 併せて 刊行され てなる。 そして 片 假名 本 三 冊と 平假 

名 本 三 冊との 二種が ある。 片 假名 本の 方 は 古くよ ら 傳， o、 平 假名 本の 方 は それより 後に 

出来て、 一般 世間に 流布した もので あらう。 尙 異本と して は、 京師 本、 杉 原本、 嫌 倉 本 

半 井本、 岡 崎 本の 五 種が ある。 本書の 註釋 書と して は 左の 如き も， のが ある。 

一 、 参考 平 治 物語 六册 今 井 弘濟內 藤 貞顯著 

1 、 頭書 平 治 物語 一 冊 中 根 淑氏著 

一、 平 治 物語 講義 二 冊 今 泉 定介氏 著 
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吉村， 重德 著 

信 賴信西 不快の 事  ; 

M び ば、 三皇五 帝の 國を 治め、 四嶽八 元の 民 を 撫づ る。 皆 是れ器 を 見て 官に任 

じ、 身 を 顧みて 祿を受 くる 故な り。 君、 臣を 選びて 官を 授け、 臣己を 量み て 職を受 くる 

時 は、 任 を 鬆 しう し 成 をせ むる 事、 勞せ ずして 化すと いへ り。 故に 舟航 海 を 渡る に、 必き J: 

髒 船の 功 を かり、 ^^iAS ぐに、 必ず 羽 識 の 用に よる。 帝王の 國 を 治む る 事、 必ず 医 

i の 助に よるとい へみ。 國の 匡輔は 必ず 忠良 を まつ， 任 使 其の 人 を 得る 時 は、 天下 自ら 

冶る と 見えたり。 

セゥ カウ セン ギヨ ク 

【量〕 支那 古代の 重で、 伏犧、 神 農、 黃帝 をい ふ。 〔五 帝】 同じく、 少吴、 S, 高 辛、 唐堯 虞 

信 賴信西 不快の 事 
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ぶ をい ふ。 【四 嶽】 唐堯の 世に、 義仲、 義叔、 和 仲、 和 叔の四 人に 諸侯 を 掌ら しめ、 これ を四嶽 といった。 r\ 

元】 舜の用 ひた 八 人の 善臣 で、 伯 奮、 仲堪 寒 季仲、 伯 虎、 仲 熊、 叔豹、 季貍 をい ふ。 元と は 善の 意で あ 

る。 【撫 づ】 いつくしむ。 〔器】 其の 職に 堪へ 得る 才幹、 德量 ある 者 をい ふ。 〔已を 量りて 職 を受く J 自己の 才能 

を 量って、 それ 相當の 官職に つく。 【任 を 委レ くし〕 貴 任 を 十 分 負 はせ る。 【成 を 貴む〕 成功 を 期 せしめる。 

【橈 揖】 ともに かぢ。 〔鴻】 鶴に 似た 大きな 鳥。 【羽 翮】 翮は 羽の 莖を いふ。 【匡 弼】 正しくた すける。 【匡 輔】 匡. 

弼に 同じ い。 〔任 使】 入 を 任じ 用 ふること。 

竊に考 へて みるに、 三皇五 帝の 國を 治め、 四嶽八 元の 民 をい つくしん だの は、 これ 皆 その 

人物の 才榦德 量 をみ て宫に 任じ、 又官に 任ぜられた 者 は 自己 を 顧みて、 才能に 相當 する 祿を 受けた. 

故で ある。 君が 臣を よく 選んで 官を 授け、 臣は 自己の 才能 を 量って、 それ 相當 の官戳 につく 寺 ±、 

賫任を 十分 負 はせ て、 成功 を 期せし める のに、 勞せ すして 出来る といって ある。 故に 舟が 海の 上 を- 

行ぐ のに は 必^ か ぢの功 を かり、 鴻鹤の 雲の上まで 飛ぶ に は、 必す 羽根の 力に よるので ある。 帝王- 

の 國を 治める に は必卞 正しい 臣の 助に よるとい  つて ある。  又國を 正しく 輔 ける 者 は必す 忠良の 臣， で 

なければ ならん。 人 を 任じ 用 ひる 場合、 その 適任者 を 得る 時 は、 天下 は 自ら 治る と 書物に かいて 

ある。 

古よ々 今に 至， o て、 王者の 入臣を 賞す る、 和漢 兩朝 同じく 文武 二道 を 以て 先と す。 文 • 


を 以て 4 機 t? 以て は i の f 治 H 天下 I ち國き p る ほ 

文 i にして 1? 右に すと 見え？。， ば 人の 二つの 手 はし： J つ 基き^ 5 

がた し。 兩端 以て 叶 ふ 時 は、 四海に 風波の 恐れな く、 八荒 民庶の f し。 夫れ 澆季に ほ 

？は、 人 奢え 朝 し、 民 猛しく して 野心 を 挟 む、 能く 用意すべし。 I 

赏 せらるべき は 勇士な り。 

• 1 〔I】 四方の 夷。 卽東 夷、 西戎、 鏖、 北狄 をい ふ。 【八荒】 八方の 遠い 土地。 【1〕. 民衆。 s£ 

末の世。 【蔑 如】 輕蔑 する こと。 【抽 賞】 多くの 中から 特に 拔き 出して 賞す るの をい ぶ 

1 昔から 今まで、 王者が 臣下 を 賞す るに は、 日本 支 那兩 朝と も 同様に 文 si を 以て 第一 

とする。 文事 を 以てすべ ての 政？ 輔け 武力 を 以て 四方 菌の亂を 治める。 天下 を 保ち 國內を 治め 

る 謀 は、 文武 を 左右に してやる のに あると 書いて ある。 譬 へば 人の 兩 手の やうな も § 一方 を闕 

いて は 何も 出來 ない。 兩方 がよく 整備して ゐる時 は、 國內の 亂れる 恐れ もな く、 八方の 遠い 地に 於. 

ける 民衆 も 何の 愁ふ暴 もない。 さて 末の世に なって は、 人々 奢りた かぶって 謹の 威光 を あなど 

り、 民 は 猛惡. になって 野心 を 抱く やうになる。 餘程 I をせ ねばならん。 多くの 中 力ら 特に？ 出 

して 賞すべき は 勇士で ある。 

信 賴信西 不快の 事 
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されば 唐の 太宗文 皇帝 は、 髭を燒 きて 功臣に 賜 ひ、 血-て 含み i をぎ うて 戰士を | でし 

かば、 心 は 恩の ために 仕へ、 命 は義に 依み て輕 か， o ければ、 身 を 殺さん 事 を 痛まず、 只 

死 を 致さん 事 をのみ 思へ. o けりと なん。 自ら 手 を 下し、 我と 能く 戰 はね ども、 V こ 志 を 

施せば 人皆歸 しけう。 又 讒侫の 徒 は、 國 の蠹賊 なら。 榮 花を且 夕に 爭 ひ、 世 利 を 市 朝 こ 

て. N  W 

f 詣 謎の 質 を 以て、 忠 賢の 己が 上に ある 事を惡 み、 其の 姦 邪の 志 を 抱きて、 富貴の 

我 先たら ざる 事 を 恨む。 是れ皆 愚者の 習なら、 用 拾すべき は 此の 事な， os。 

—  I _ 【唐の 大宗 文 皇帝〕 實 は太宗 文武 皇帝と いふ。 名 は 世 民 高祖 李 淵の 次子で ある。 父 を 助けて 天下 を 平 

定 した。 太宗は 外力 を 以て 禍 « を 定めた けれども. 卽 位の 後 は 名 將賢相 を 用 ひ、 治める に 文德を 以てした から S 

内 泰平 打ちつ づき 威 は 域外にまで 及んだ。 【髭 を燒 きて 功臣に 賜 ひ 云々】 李勣 が病氣 をした 時、 醫師が 龍 鬚 をん 

に燒 いて 之 を欽ん だなら 仝 快 するとい つた。 太宗は これ を 聞 いて 自ら 鬚 を翦り 灰に 燒 いて 之 を 賜った が 服す る 

とともに 仝 快した。 义李思 摩と いふ 者が 漢の 大將 軍と なって、 帝に 隨 つて 高麗 を 征伐した が、 折 あしく 弩 矢に 

あたった。 すると 帝 は 親ら その. i をす ひ 取って やった。 これ は鏃に 塗って ある 所の 毐氣 をす ひ 出す 爲 であった 

とい ふ。 白樂 天の 七德 舞の 詩に これが 出て ゐ るので それ を 引いて 書いた ものである。 詩に は 「默 レ鬚燒 レ藥賜 一. 

功臣 T 李 勣嗥咽 思， . 殺 レ身 1 含レ血 吮.. 窘撫 一一 ® 士 T 思 摩 奮 呼 乞 レ効レ 死。」 と ある。 【心 は 恩の ために ±、1 報恩の た 

めに 赤心 を あら はし^ 仕へ。 【命 は義 によりて 輕か りければ】 義の爲 に は 命を輕 しとした ので。 【讒^〕 人を讒 


苢 して、 長上に へ つら ふ。 【蠢 賊】 物事 を そこな ひ 害する もの 【市 朝】 まちなか。 【譖 諛】 へ つら ひ おもねる こと • 

【富貴の 我 先たら ざる こと を 恨む】 官位が 卑 くて 利 祿の他 入の 上に おない の を 恨む。 〔用捨〕 取捨に 同じい。 

1 そ丄で 唐の 太宗 文武 皇帝 は 髭を燒 いて 病める 功臣に 賜 ひ、 血 を 含み 創 をす うてまで S 士を 

愛撫せられ たから、 臣下た る もの は 報恩の ために 赤心 を あら はして 仕へ。 義の爲 に は 命を輕 しとし 

たので、 身 を 殺す 事 は 少しも 苦痛に 思 はす、 只 君の 爲に命 をす てる 事ば かり 考 へて ゐ たとい ふ。 そ 

れで 自分から 手 を 下す でもな く、 又 自分に よく 戰 つたと いふで もない けれども、 人に 對 して 情 を か 

けたから、 人々 は皆歸 服した ので ある。 又 人 を 讒言し 長上に 詔 ふやうな 者 は國を そこな ふ賊 であ 

る。 榮花を 極めん として 朝夕 爭ひ、 利益 を 得ん として は 市中で 銃爭 をす る。 自分が 諮訣の 質で あり 

ながら、 忠 賢なる 者が 自分より 上の地位 にある 事を惡 み、 姦 邪の 志 を 抱きながら、 宫 位が 卑しくて 

利^の S 人の 上に 出ない の を 恨みる。 これ 等 は 皆 愚者の 常に やる ところで ある。 それで 臣下 を 用 ひ 

る 0. に 取捨 選擇を あやまらない 榇 にせねば ならん の はこの 點 である 

-  >  あま 

爱に近 來櫂中 納言兼 中 宫權大 夫 右衛門 督藤原 朝臣 信賴 卿と いふ 人 ありき。 人臣の 一. W 入 

Kaisr の 御 Js^、 中ぎ 白 道隆八 代の 後 撒、 播磨 三位 S 降が 孫、 伊豫 ヒ位 忠隆が 子な 

i 然れ ども 文に も あらず 武 にも あらず、 能 もな く、 藝も なし 。只 朝恩に のみ 誇^て 』 

B 賴信西 不快の 事 
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昇進に かか はらず。 父祖 は 諸國の 受領 をのみ 經て、 年 闌け齡 傾きて 後、 僅に 從 三位まで 

M そ 至， cO か。 是れ は近衞 司、 藏 人頭、 皇后 宮司、 宰. 相 中將、 g 航伊、 撿 非違 使 別當、 

此等を 僅 二三 箇 年の 間に 經 昇りて、 年 二十 七に して 中 納言右 衞門" 督 にい たれ 

【攉中 約言】 攉は 定員 外の 意。 中 納言は 太 政 官の官 人で、 大納言と 《r しく 天下の 政事 を議 し、 大臣の 居な 

い 時 は 太 政官の 政務 を 執行した。 又 天皇の 仰 言に 對 して、 可なる を勸 め、 否なる を しりぞけて、 下から 申 上げる 

事 を 上奏し、 上から 仰せられ たこと を 下へ 傳 達する 役で ある。 〔中 宫權大 夫】 中宮 麋の 長官 を 中宫大 夫と いひ、. 

後世 其の 外に 一 人 核大夫 を 置かれる 事に なった • 中宮 艤は 後宫 一 切の の 事務 を 統べ 掌る 役所で ある。 〔右窗 

門督〕 右衛門の 長官。 衛門 は宫弒 を護衞 し、 諸 門の 禁衛 出入 を 管し、 行幸の 時には これに 供奉す る 職。 〔卿】 

三お 以上の 人に. つける 敬稱 【人臣の 耝】 藤 原 氏の 遠祖 天 津兒屋 根 命 は 天孫 瓊々 杵 尊の 時から 旣に 臣下に 列し 

て 御供 をした ので、 天 耝に對 して かう いったの である。 【苗裔】 遠い 子孫 をい ふ。 〔中 開 白】 世間 のん が 藤 原 道 

隆 を中閼 白と いった。 閼白は 天子 を 輔佐し、 百官 を總 ベて、 萬 機の 政 を 行 ふ 職で ある。 攝政は 天皇の 御 幼時の 

8 で 御成 人の 後 は ^白と なる 例で ある。 關白は 宇多 天皇の 掏 代薦原 基 U に 始まる。 【播磨 三位】 播磨 守で 三位 

て あ？ 【文に も あらず 武 にも あらず】 文學 にもく らく、 武藝 にも 達しない。 【昇進に かか はらず〕 順序 年限 等 

に 翻 係せ ず 昇進した の をい ふ。 【^領】 國 守に 同じい。 地方 長官 をい ふ。 【近窬 司】 近衛 府に 同じ ハ。 禁中 を黉 

搭し、 行幸の 時 は 供奉す る 役で ある。 【蔵人 頭】 蔵人 所の 次官で 二人あった。 蔵人 は 至尊 近侍の、 官 人で、 * 密の 

文書 を 掌り、 また 天皇の 钧 起居に 供奉し、 e 上 一切の 事を^る 役で ある。 【皇后 宫司】 ^33? に 同じい。 宰相 中 


將】 蠢ヌ i 中將 i ねて ゐ るの S ふ。 參 S 公文書な ど a  £ く 例で、 普通 に S 相と い 

つた。 參議は 太， の官 人で、 朝政に 參與 する。 大臣 1 についでの 重役で、 諸官の 中.、 四 位 以上で 其の 才ぁ 

る 人 を 選任した。 近 衞中將 は 近 衞府 の I。 【衞 府督】 六 衞府。 卽 左右 近衞、 左右 衞門、 左 右兵衛の 眷を いふ。 

【検非違使 I〕 檢 I 崖の 長官。 檢非囊 8 峨 iQ 時 6 めて 置かれ、 京都 け II. 察の 事 を 

掌った が、 後に は諸國 にも 置かれる やうに なった。 

I ここに 近頃 權中納 言 兼 中宮 權大夫 右衛門 督藤原 朝臣 信賴 卿と いふ 人が あった e 人臣の 祖天 

津兒 屋根 尊の 遠い 御子 孫で、 中 關白籐 原道隆 より 八 代の 子孫、 播磨 一二 位基隆 3 孫、 伊豫 三位 忠隆の 

？ である。 しかし 文舉 にも 暗く、 武藝 にも 達せす、 才能 もな く、 藝 もない。 只 朝廷の 御 恩 を 受ける 

ことば かり を 誇って、 順序 年限な どに 係らす 昇進した。 父祖 は 諸 國の國 守ば かり をして、 老年の 後 

僅に 從 三位までに 至った ので ある。 それ だのに 此の方 は近衞 司、 藏 人頭、 皇后 宮司、 宰相 中將、 衞 

府督、 撿 非違 使別赏 など を 僅 二 H 箇 年の 間に 經 昇って、 年が 二十 七で 中納言 右衛門 督 になった。 

一 の 人の Mi など こそ、 かやう の 昇進 はし 給 ふに、 凡人に 於て はいえ た 此の 如くの 例 

を 聞かず。 又 官途の みに あらず、 俸祿 も猶 心の ままな り。 かくの み 過、 分な^; ^ども、 

猶 足らずして、 家に 絕 えて 久しき 大臣の 大將に 望 を かけて？ 凡そお ほけ なき 擧動 をのみ 

信賴^ © 不快の 事  セ 
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"ノ 

しけり。 されば 見る 人目 を 塞ぎ、 聞く 者 耳 を 驚かす。 徼子 瑕に も 過ぎ、 安祿 山に もき え 

たり。 餘 桃の 罪 を も 恐れず、 只榮 花の 恩に ど 誇. CN ける。 

iffl  〔一 の 人】 攝玫關 白 をい ふ。 1 座の 上席に つくから である。 【家 嫡】 あとつぎ。 【家に 絕 えて 久しき 大臣 

の 大將に 望 を かけて】 大臣の 大將と は 左右 大臣であって、 近 衞大將 を 兼ねる ことで、 最も 名譽な ことで ある。 

しかし それ 等 は その 家系が あるのに も かか はらず、 その 家に 絶えて 久しくなかった 大臣 大將を 希望した の を い 

J 【お ほけ なき 舉動】 身分に すぎた 振舞。 【徵子 瑕】 彌子 瑕と 養く が 正しい。. 衞の 君に 寵愛せられ たが、 或 時 

桃 を 食って、 甚だ 甘かった ので、 食ひ盡 さずに 君に 奉った。 其 時 君 は 非常に 歡 ばれて、 「實に 我 を 愛して ゐる、 

自分が 口をつけた 事まで 忘れて 我 を 念って ゐる」 と、 言 はれた が、 後 容色が 衰 へて 君の 愛が ゆるんで くと る、 

彼 は 已れに 食餘の 挑を與 へたと いって 罪せられた。 ここ は 君主の 讒の鎮 むにたら ない 譬へ である。 【安 錄山】 宭 

. の玄宗 皇帝に 仕へ て寵 があった が、 終に 叛謀 をした 人で ある。 

攝政關 白の あとつ-き など こそ、 この 樣な 昇進 はせられ るので あるが、 普通の 人に 於て はま 

だ こんな 例 を 聞かない。 又 官吏と しての 地位の 方面ば かりで なく、 俸給な ども やはり 自分の 心の ま 

まになる。 これ 程 分に過ぎた 事ば かりであった けれども、 猶 不足に 思って、 自分の 家に 結えて 久し 

くな つて 居る 大臣 大將に 望 を かけ、 すべて 身分に すぎた 振舞ば かり をした。 故に 見る 人 も 目 を 塞 

い. で 之 を 見まい とし、 聞く 者 は 耳 を 驚かす ので ある。 其の 行 は微子 瑕に も 勝り、 安綠山 以上で あつ 

た。 君主の 寵も賴 むにたら す、 一度 恩寵の 衰 へた 場合に は 身に 罪の 及ぶ の を も 恐れす、 只 朝 S を受 


けて 榮ぇ 時め くの を 誇った e 

其の 比 少納言 入道， si!: と. いふ 者 あり、 山 恥 三位 永 賴卿六 代の 後胤、 越後 守季 綱が 孫、 鳥 

；羽院 の 御宇、 S し士 藏人實 兼が 子な り。 儒 胤 を 受けて 儒 業を傳 へずと い へど も、 諸^^ 學 

して 諸事に £ からず、 九 流 百 家に 至る、 當世無 雙の宏 才博覽 なり。 後白河 上皇の 御^ 母、 

紀£ 二 立の 夫た るに 依うて、 保 元元 年より 以來 は.、 天下の 大小 事 を 心のま^ に 執り行 ひ 

て、 絕^ たる 跡を繼 ぎ、 i れ たる 道 を 輿し、 延久の 例に 任せて 大 S. に 記 錄所を 置き、 理 

： 非 を g おす。 聖斷 私な か， o かば 人の 恨 も殘ら ず、 世を淳 素に 歸し、 ^を 堯舜に 致し 孝 

よしちか これしげ •  •  rl,  3 

る。 延喜天 暦の 二 朝に 恥ぢ ず、 義懷惟 成が 三年に も 超えたり 

<3 【少納 S 三人あって、 詔勅^ 下の 事 を つかさどり、 內印 (天皇 御璽が 刻して ある) と 官印、 (太 政官 

の 印) を 取り あっか ふ 役で ある。 【進 士藏 人】 進+ 出身の 藏人 をい ふ。 進士は 文章 生の ことで、 文章 逍 志願の 學 

生 を 大學頭 監胬の 下に 試驗 して 桉 文章 生に 補し 之 を 更に 式部省で 試驗 して 及第した もの をい ふ。 【儒 胤】 儒者 

の 系統。 【九 流】 儒家、 陰陽 家、 法 家、 名家、 逍家、 疆家、 縱橫 家、 雜家、 農家、 〔百 家〕 多くの^ 派 をい ふ e 

【宏才 博覽〕 すぐ，^ て大 なる 才能 を 有し、 書物 を 博く みて 物事 を 譏って ゐ るの をい ふ。 〔紀伊 二位〕 名 は 朝 子 

刑部丞 佧範の 孫で、 紀^ 守 兼 永の 女で あ^から かう 呼んだ ので ある。 【延 久】 後三條 天皇の 御代の 年號。 【記 i 

信 賴信西 不快の 事  う 
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. 所】 後 II： 條 天皇の 延久 元年に 設けられ、 に 於け る莊 13 の 地 券 状の 正否 を K 調べ 記錄 する 事 を 掌ら しめられ 

たが、 後に は 專ら諸 國諸. 司、 並に 諸人の 訴訟 を 裁 新した。 〔勘 決】 取調べて 決 斷 する。 【聖 J2 天子の 钧決斷 【淳 

素】 質朴で かざ リ けがない。 【延喜 天 暦】 延喜 は酹豳 天皇の 钧 代の 年 號、 天 暦 は 村 上 天皇の 街 代の 年號 で、 も 

に 泰平の 钩 代と 言 はれて ゐる。 【義 懷、 惟 成】 義懷は 一 倏攝政 伊 尹の 男で、 花 山 天皇が 钾卽 位になる と、 其の 

叔父に 當 るので、 親近 せられて、 參議 權中納 言に 至った。 惟 成 は难材 の 子で、 官は左 中辨に 至った。 義懷と 共 

に 政治に 與る こと 一!： 年、 花 山 天皇が 位 を 返 かれて、 锊剃髮 になる と 一 緒に 二人とも 出家した。 

この頃 少納言 入道 信 西と いふ 者が あるが、 山 井 三位 永 賴卿六 代の 子孫で、 越後 守季 綱の 

孫、 鳥 羽院の 御代に 進士 出身で 藏人 となった 實 兼の 子で ある。 儒者の 系統 を 受けつ いで ゐて、 儒學 

を傳 へない けれども、 すべての 道 を 合せ 學ん で、 萬 事に 通曉 し、 九 流 百 家の 擧を 修め、 當 時に 比類 

なき 大才 博學 である。 後白河 上皇の 御 乳母で ある 紀伊 二位の 夫で あるから、 保； 兀 元年から 以來 は、 

天下の 大小 事 を 心の ままに 執り行って、 結えた ものの 跡を籀 ぎ、 廢れた 道 を 興し、 延久の 例に なら 

つて 宫 中に 記 錄所を 置いて、 正しい 事 不正な 事 を 取調べて 決懾 する。 天子の 御 決斷は 公平であった 

から、 人の 恨 も殘ら す、 世間の 人々 を 質朴で かざりけがない やうに し、 君 を 堯舜の 如き 名君に なし 

奉る。 世の 治まった 事 は 延喜天 暦の 二 朝に も 恥 かしから す、 義悽惟 成 等が 三年 間 も 君に 親近せられ 

で、 政^に 與 つたよりも 上であった。 


けいさ  まき ちと 

大內は 久しく 修造 ぜられ ざり しかば、 殿 舍傾危 し、 樓 閣荒廢 して、 牛馬の 牧、 雉 兎の 

"臥所と なりたり し を、 1 兩 年の 中に 造畢 して 遷幸な し 奉る。 外廓 重疊 〃る 大極殿、 豊樂 

あん  あいたん どころ  Z  たる さ 

院、 諸 司 八 省、 大學 寮、 朝 所に 至る まで、， 華の 榱雲 のかた、 大厦の 構、 成 風の 功、 年 を 

わ ブらひ  す a ひせち. 

經 ずして 不日に ならし かど も、 民の 煩 もな く 國の費 もなから けり。 內宴、 相撲の 節、 久 

, しく 絕 えたる 迹を 興し、 詩歌 管鉉の 遊、 折に ふれて 相 催す。 九重の 儀式 昔 を恥ぢ ず、 寓 

事の 禮法舊 きが 如し。 

.-—4 に； - 

. 〔大 內〕 禁中。 御所。 【牛馬の 牧】 牛馬に 草 をく はす 所 T 雉 兎の 臥所】 雉 や 兎の 棲む 所。 〔造 畢】 修造し 

畢 る。 【大極殿】 昔 八 省院の 中央に あって、 天皇が 朝政 を 見、 又 賀正 卽， 位 等の 大禮を 行 はせられ た 正殿。 〔豐樂 

院】 昔 大內裏 八 省院の 西に あって 一 區劃 をな し、 天皇の 節 儀 大宴會 を 行 ふ 所 。〔八 省〕 大寳の 制に よって 太政官 

の 中に 置かれた 八箇の 中央 行政官 廳で、 中務 省、 式部省、 治 部 省、 民 部 省、 兵 部 省、 刑 部 省、 大藏 省、 宫 内省 

をい ふ。 【大學 寮】 古昔、 式部省に 屬し、 耙傳、 明經、 明 法、 算 道を敎 へ、 兼ねて これに 關 する 事務 及 # 典の 事 

を 掌った 所。 【朝 所】 太 政 ^廳の 中に ある 建物の 名で、 參議 以上の 食事 をす る 所。 【華の 榱 3 榱 はたる き。 華 は 美 

しい 形容。 【雲の かた〕 雲形の こと。 肘 木に 雲の 模樣を 彫刻した ので ある。 【成 風の 功】 建築の 功。 莊 子に 大工の 

手際の よいの を、 「運 レ 斤成レ 風」 といった のから 出て ゐる。 〔內宴 〕 正月 廿 二日 仁 毒 殿に 文人 を 召し、 題 を 賜つ 

て、 詩 を 作らし め、 御前に 披露し 宴 を 賜 ふ 儀式 。【相撲の 節 】 古昔 毎年 七月、 朝廷に 於て 行 はれた 公 亊。 まづ 左. 

右近 衞 から 諸 國へ、 相撲 使 を 遣して 相撲 取 を 召す。 之 を部領 使と いふ。 次で 廿 六日に 仁壽 殿で 內取 といって 相 
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撲の 下稽古が あり、 サ 八日に 紫 K 殿で 召 合が あって 勝負 を 決する。 其の 中で 選拔 した もの を拔 出と いって、 S 

ftc 又 取らせる。 これ も御覽 になる ので ある。 力士 は犢鼻 揮 を 著け、 狩 衣、 鳥 帻子を 著て とる。 

禁中 は 久しく 修繕せられ なかった から、 殿舍は 傾いて 危く、 樓閣は 荒れ はてて、 牛馬に 草 

をく はす 所と なり、 雉 や 兎の 棲む 場所と なって ゐ たの を、 一二 年の 中に 修造し 畢 つて、 遷幸 をお さ 

せ 申す。 外廊の 幾重に も 重なって ゐる 大極殿、 豐 樂院、 諸 司 八 省、 大擧 寮から 朝 所に 至る まで、 華 

の 如く 美しい 榱ゃ 雲形 を 造り、 大 なる 建築 をして、 其の 功 も 明に、 年を經 すして 直に 出来た けれど 

も、 民の 苦痛 もな く、 國の 費用 も 入らなかった。 內实ゃ 相撲の 儀式の 久しく 絕 えて ゐ たの を 再 g: 

し、 詩歌 管：^ の 遊な ども 四季 折々 に 催される。 宮中に 於け る 諸の 儀式 は 昔に 劣らす、 萬 事の 禮法も 

もとの 通りで ある。  ， 

去ん ぬる 保 元三 年 八月 十一 日、 主上 御 位 を すべらせ 給 ひて、 御子の 宫に讓 ftN 申させ 給 

へり。 ニ條 院是れ なり。 然れ ども 信 西が 櫂 位 も 彌威を 奮 ひて、 飛鳥 も 落ち 草木 も 靡く ば 

かりなり。 又信賴 卿の 寵愛 も、 猶彌 珍ら かにして、 肩を雙 ぶる 人 もな し。 》れ ば 雨 雄 は 

必ず 爭ふ 習なる 上、 如何なる 天魔 か 二人の 心に 入り 替 6 けん、 其の 中惡 しくして、 事に 

U  いかさま 

觸れて 不快の 由 聞え けり。 信 西 は 信賴を 見て、 何樣 にも 此の 者 共 天下 を あやぶめ、 阈家 


. を も亂 らんず る 人よ と 思 ひければ、 如何にもして 失 は^ゃと 思へ ども、 當時無 雙の寵 HT 

、なる 上、 人の 心 も 知らが. たければ、 打 解けて 申し 合すべき 輩 もな し。 次 あらば とた めら 

ひ 居たり。 信 賴も又 何事 も 心の ま、 なる に、， 此の 入道 我 を 拒みて、 怨を 結ばん 者 彼なる 

べしと t ひて ければ、 如何なる 謀 を も述 らして、 失 はんと どた くみけ る。 

【すべらせ】 御 位 を 去られる。 〔天魔】 佛敎 でい ふ 欲界の 笫六 天 の 魔王。 名 を 波 旬と いふ。 多くの 眷族 

を 盲し、 常に 佛 道の- をな し、 人心 を惱亂 し、 智禁を 鈍らし、 善极を 妨げる とい ふ。 〔何 樣〕 いかにも。 【ため、 

らひ 居たり】 躊躇して ゐた。  ， 

去る 保 元三 年 八月 十一 日、 、王 上 は 御 位 をお りさ せられて、 御子の 宫 に御讓 りに なった。 ニ.， 

條 1K 皇 が是れ である。 しかし 信 西の 樓勢位 a はいよ く 威力 を 奮って、 飛ぶ 鳥 も 落ち、 草木 も 靡く 

S である。 又信賴 卿の 御 寵愛 もます，/ \ 類例の ない 程 加 はり、 境 を雙 ベる 人 もない。 故に 兩維 は必 

す爭 ふなら はしで ある 上に、 如何なる； 入 魔が 二人の 心に 入り 替 つたの だら う。 兩 人の 中が 惡く なつ. 

て、 何事に つけても 心が 合 はない とい ふ 事であった。 信 西 は 信賴を 見て、 いかにも 彼 は 天下 を危 く. 

し 1 國 家を亂 さう とする 人 だと 思った から、 如何にもして 亡して やらう と 思 ふけれ ども、 當時 無双. 

の 寵臣で ある 上に、 他人の 心 も 知り 難いから、 打 解けて 談合すべき 人々 もない。 何 かの ついでが あ； 
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つたなら ばと 画して ゐた。 信 賴も又 何事 も 心の ままになる のに、 此の 入道 だけ ±.| を 排斥し， 

て、 向後 怨を 結ぶ 者 は 彼 だら うと 思った から、 如何な， る 謀 を も 運ら して、 失って やらう と ナ略を£ 

てて ゐた。 

7^ 時 信 西に 向 ひ て 上皇 仰せな 6 ける は、 「信賴 が 大將を 望み 申す は 如何。 必ずしも 重代 

淸華の 家に あら ざれ ども、 時に， てな さる， 事 も ありけ ると ど、 傳へ聞こ し 召す」 と 

仰せられければ、 嶺西 す はこの 世の中、 今 はさて i かしくて 申しけ る は、 「信賴 など， 

^にな-なば、 誰か f かけ 候 は f ん。 君の 御 政 は S し を 以て 先と ず。 

き 事 出で 來 上、 天の $に 背き、 下、 人の， うけて、 世の？ y ず。 幻ハ 

の カレ 漢家 本朝に 繁多な， されば にや、 阿古 丸 大納言 宗逋卿 を、 白 河 ノ院、 大將 こなさ L 

と I し？ しか ども、 寬 治の 霊 御 許されな か，， き。 故 中^: 藤 中 納家靡 を、 舊 

院、 大納言に なさば やと 仰せられ しか ども、 の 大納言になる 事は絕 えて 久しく 

候。 中納 言に 至り 候 ふだに、 過分に 候 ふ もの をと、 諳卿皆 諫め 申され じかば、. a 召し 止 

ま 力ぬ。 せめての 御 志に や、 歲の始 の 勅書， の 裏書に、 中 御門 新 大納言 殿へ と 遊ばされた 

务 ける。 之を拜 見して、 實 になされ 進ら せた るに も、 猶 過ぎた る 面目 かな。 御 志の 程 香 


しとて、 老 の^を 拭 ひかね ける とど 承ら 候。 大納言 猶 以て 君 も 執し 思 召し、 臣も 緩に サ 


こそ 諫め 中し しか。 況ゃ近 衞大將 を や。 三 公に は 列 すれ ども、 大將 をば 經 ざる li の 

みあり。 執 柄の 息、 英才の W も、 此の 職お 先途と す。 信賴 などが 身 を 以て 火將 をけ がさ 

ば、 彌奢を 究めて 謀 逆の ぼと なり、 天の ために 亡され 候 はん 事、 举 でか 不 Jffi に 思 召され 

で 候 ふべき」 と、 諫め 中し けれども、 實 にもと 思 召した る 御氣色 もな し。 信西餘 りの 勿. 

體 なさに、 虚 の 安祿出 が^れる を 給に， きて、 卷物 三卷を 作りて 院へ 進ら せ けれど 

も、 君 は猶實 にもと 思 召した る 御お もな く、 天氣 他に 異なり。. 信賴卿 は通憲 入道が 散散- 

に 申しけ る^  を 漏れ聞きて、  安から ぬ 事に 恐 ひければ、 常に 所 勞と號 し 出仕 もせず、 伏 

見 源 中 納言帥 仲 卿 を 相 語ら ひて、 彼の 在所に 籠り 居て、 馬に 乘り、 馳引、 早足、 力 持な 

ど、 偏に 武藝を ど 稽古せられ ける a 是れ 併しながら 信 西 を 失 はんため とど 聞え ける。 

ffl^  〔^帮 】 攝 政に つぐ 名門で、 大臣、 大將を 兼ね、 太 政 人臣に もの ほる 事の 出来る 家枘。 〔す はこ" の， の 

中、 今 はさて と】 それ こそ 人 變、 この 世の中 も 八， はさて 亂れ るかな と。 【司 召】 仕せ の 俵に 二種あって、 一 つき 

司 召 除 目と いって 京 {：2 を 任ずる 依で 秋季に 行 はれ、 他 を縣召 除 HI といって、 地方 宵 を 任ずる 俵で、 舂 半に 行 は.. 

れる。 しかし こ、 は^に 任せの 意に 用 ひて ある 。【除：；：：〕 任^式。 【俽^ 】 逍理 .2, 違った 事。 〔巍々 〕 高大なる 形- 

信賴信 ^不快の^  S 
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容 in: 古 丸大鈉 言宗 通】 右大臣 藤原佼 家の 子で、 白 河 天皇の 御窗愛 をう けた 。〔寬 治の 聖主】 堀 河 天皇。 〔舊. ； KT 

鳥 羽院。 〔諸大 夫】 攝政 大臣 家に 祇 候し、 功に よって 昇殿 を 許され、 大中納 言まで 昇進す る こと を 禅る 家柄。 【裏 

書】 羝を卷 いて その 裏に 書く の をい ふ 。【寅に なされ】 眞赏 大納雷 になされ るの を いふ。 【大納言 猶 以て】 大納言 

の官 でさへ 。【君 も 執し 思 召し】 深く 洶 心中に ぉ考 になる 〔三 公〕 太 政 大臣、 左大臣、 右大臣。 【執 柄】 政治の 核 

抦を とる こと。 又 攝政關 白の 異稱。 ここ は 後者。 【先途： f 最後のと ころ 。【天 氣 他に 異なり〕 天皇の 御 寵愛 は 他に 

すぐれて 格別で ある \ 所勞】 ^お 1 馳引】 馬に 乘 つて ゐて、 かけたがら 弓 を 引く こと 。〔早足】 早く 走る こと。 

〔力 持】 重 い 石な ど を 持ち あげて 力 をね る こと。 〔しかしながら】 すべて。 一 切。 

或 時 信 西に 向って 上皇が 仰せられ たのに は 「信賴 が 近衛の 大將を 望んで ゐる がどう だら 

う。 彼れ は 代々 淸 華の 家で はない けれども、 今迄 も 時には、 其の 家柄でなくて 大臣 大將 にされ る 事 

もあった とい ふこと を 聞いて ゐ るが。」 とあった から、 さて こそ 大變 だ、 此の世の 中 も 今 はさて 亂れ 

るかな あと 悲しく 思って、 中 上げた のに は、 r 信賴 などが 大將 になったならば、 誰か 望 を かけない 者 

力 ありませ う。 君の 御 政 は 任官の 儀が 第一 であります。 位に 叙し 官に 住する 場合に 道理に m つた 事 

が 起って 來ま、 すと、 上 は 高大なる 天の 意に 背き、 下 は 人々 の 貶 を 受けて、 世の. 亂れる 端で ありま 

す。 其の 例 は 支那に も 日本に も澤山 有ります。 其の 様な ことが 有る からでせ うか、 阿古 丸 大納言 宗 

s 卿 を 白河院 が大將 にしようと 思し 召されました けれども、 堀 河 天皇 は 御 許しに なりません で レ 


た。 故 中 御門 籐中納 言 家 成 卿 を、 鳥 羽院が 大納言に してやり 度い と 仰せられ ま L たけれ ども、 諸大 

夫が 大納言になる 事 は 絶えて 久しくな つて 居ります。 中納 首になる すら 分に過ぎた 事で 御座います 

のにと、 諸 卿が 皆 諫め 申されました から、 そのお 考へは 止まりました。 しかし 叶 はぬ まで もせめ て 

の 心 やりに との 御 志で ありまし たか、 年の 始に 下された 勅書の 裏書に、 中 御門 新 大納言 殿へ と 書か 

れて ありました。 家 成 卿 は 之を拜 見して、 眞實 大納言に なされた よりも 猶 以上の 名譽 である。 御 志 

の 程 は實に 有り難い と、 老の淚 を 拭 ひかね たと 承って 居. ります。 大納言の 宫 でさへ 君 も 深く 御 心中 

にお 考へ になる 處 があって 輕々 しく 與 へ られ す、 臣も 輕忽に 取扱って はなります まいと お諫め 申し 

ました。 まして 近 衞大將 に 於て は尙更 であります。 三 公に は^します けれども、 大將に はなった 事 

のない 臣 ばかりであります。 攝政關 白 C- 子息で も、 又す ぐれた 才能 を 有する 人々 でも、 此の 職が 最 

後のと 懇ろであります。 信賴 などの 身を以 つて 近 衞大將 をけ がすな どの 事が ありましたならば、 い 

よ. （奢 を 極めて、 謀 逆の 臣 となり、 天の ために 亡され てし まひ ませう が。 それ を どうして か哀と 

思し 召されないです みませう か」 と、 お諫め 申した けれども、 尤もと 思し 召された 御 様子 もない。 

信 西 は あまりに 畏れ 多い ので、 席の 安祿 山が 奢った 昔の^ 様 を綺に 書いて、 卷物 三卷を 作り、 院へ 

差 上げた けれども、 君に はや はり 尤もと 思し 召された 御 様子 もな く、 信賴 卿に 對 する 御 寵愛 は 他に 

すぐれて 格別で ある。 信賴卿 は通憲 入道が 散々 に惡 口した 事 を 漏れ聞いて、 不快に 思った から、 常，. 

^賴 信 西 不快の 1 七 


に病氣 といって 出仕 もせす、 伏 見 源 中 納言師 仲 瘠 を說 いて 仲間に 引き入れ、 彼の 住所に 引麄 つて、 

馬に 乗リ、 馳 引き、 早足、 力 持な ど をして、 偏に 武藝を 練習 せられた。 これ はすべ て 信 西 を 亡す た 

めだとの 事であった。 

信賴 謀反の 事  0 

攀 

さる 程に 信賴鄕 は、 子息 新 侍 從信親 を、 大贰淸 盛の. g になして 近附 きょ 气 平家の 武 

威 を 以て 本意 を 遂げん と m さける が、 淸盛 は^ ^si; たる 上、 大國數 多 賜より て、 一族 

皆 朝恩 £f  、 恨 ある まじければ、 よも 同意せ じと 思 ひ 止まる。 朝 こそ、 保 一， 3 

の亂 以後 平 ぼ^ 覺ぇ 劣らて、 安から ず存 ずる 者と 思 はれ、 近附 きて おおに 志 を ど 1ょし， 

ける。 常に 見参の 度に は、 「信 賴 かくて 候 はば、 國を も^ を も 望み、 官加 階, i 申さ チし 

に、 天氣 よも 仔細 あら じ」 と宣ふ 。「かやう に 御意に 懸けられ 候 ふ條、 身に と 6 て 大慶な 

6^0 如何なる 御大 事 を も 承りて、 一 方 は 固め 申さん」 とど 宣 ひける し 0^ぉ" 當 帝の 御^ ^ 

新 大納言 經宗を も かたら； 3、 中 御門 藤 中 納言家 成鄉の 三男、 越 I 中 將成親 朝臣 ま、 君の 

御氣 色よ き 者な もとかたら ひ、 御 にの 別 當惟方 を も 船 まれけ. ，。 中に も 此の 別 営ま 母方 
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©ft 父な ho に、 我が 弟 尾 張 ゲ將信 俊 を 婿に^ し、 殊更 深く ぞ爽 られ ける d 

【侍 從】 天皇の 御 側に 近侍して、 御用 を 勤め、 の 十分に 及ばせられ ぬの を 補 ひ、 御手 落の 事な ど 

が あらせられた 時 は、 御注意 巾 上げる 役で ある。 【大 式" 太宰大 * で、 太宰府の 次官 をい ふ。 其の 職掌 は 帥と 同. 

じで、 西 海逍に 於け る 1 切の 政治 を. 取扱 ひ、 又 外交の 事に も關 保した。 そして^ 帥 を大武 といった と 同じく、 

大甙 のこと を 一 も 帥と いった 0 である。 【左お^】 左 馬^の^^。  ^寮 は 御所の 御厩の- ir 馬具、 及び 諸國の 牧場 

の 馬 を 掌る 役所で ある。 【« え 劣りて】 御 寵愛が 劣って。 【信 钳 かくて 4* はば】 信頼が 今の 如く 君の 御 寵愛 を 受け 

てゐ るなら ばの^。 【莊】 ^阅 のこと。 一村^し く は 数 村に 跨った 私有地で、 阈 司の、 配 を 受けず、 租稅も 納め 

ない 。〔^加 階 を も 申されん に】 -:；： 位の^ 逝 を.：' 巾した^ 合に は 。【天 氣 よも 仔細 あら じ】 勅許の 下る こと はわけ 

のない 事で せう。 【御意に 懸けられ 候條】 御 心に かけて 下さる 事 は 二 御 外戚】 外戚 は 母方の 親族 をい ふ。 ここ は 

88宗， の父大 實の 養女が =條 天 さの であ， るから いふ osa 検非違使の 長^。 

さても 信 轵卿は 子，：：^ 從^ 钆を、 大甙淸 盛 Sig にして 近附 きょり、 平家の 武力と 威光 を 

かって 本望 を 遂げようと 思った が、 ^盛 は 太 宰大甙 である 上に、 大國を 數多賜 はって、 一族 は 皆 朝- 

廷の御 恩 を^り、 何の 恨 も ありさう にないから。 よも や M: 意 はすまい と 思って やめる。 左 馬頭 義朝 

と そ、 保 元の 亂 以來、 平^に 比して おの 御 愛が 劣り、 不快に 思って ゐる者 だと 考 へられた から、 

近附 いて 懇に志 を 通 はして ゐた。 常に 而會 する 度に 「信 賴が 今の 如く 君の 御 竈 愛 を 受けて ゐ るなら 

信頼 謀^の 事 ，  1 九 
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ば、 國をも 莊園を も 望み、 又 官位の 界進を 上申した 場合に、 勅許の 下る こと はわけ のない 事で サ 

う 3」 と 言 はれる。 又 義朝は 「との やうに 御 心に かけて 下さる 《 は、 私の 身に 取って 非常な 幸福な こ 

とであります。 如何なる 大事が 起っても お引受け 申し、 一方 は 十分 守護 致し ませう。」 と 言 はれた。 

其の上に + 上帝の 御 外戚なる 新大納 曾經宗 をも說 いて 引き入れ、 中 御門 藤 中納霄 家 成 卿の 三男、 a 

. 後 中 將成親 朝臣 は 君の 御^ 愛が 深い 人 だとい つて 味方に し、 御 守役の^ 當惟方 を も 力と して 賴られ 

た。 中で も 此の 別 當惟方 は 母方の 叔父で あつたが、 自分の 弟の 尾 張 少將信 俊 を 婿に して ゐ るので、 

殊更 深く 契られて ゐた。 、 

： かやう にした V め 廻らして、 隙 を 伺 はれけ る 程に、 平 治 元年 十二月 四 i、 大甙淸 Ik. 

爾 ありと て、 嫡子 左 衞門佐 重 盛 相 具して、 熊 野 參詣の 事 あり。 其の 隙 を 以て 信 賴卿義 朝 

を 招き、 「信 西は紀 伊の 二位の 夫た るに 依 6 て、 天下の 大小 事 を 心 ま、 に 申し 行 ひ、 子に. 

は官 加階恣 になし 與へ、 信 @ が方樣 の 事 を. ば 火 を も 水に 申しな ャ、 ^^至極の な 

？ 此の 入道 久しく 天下に 在りて は、 國も 傾き 世も亂 るべき 禍の 基な み。 君 もさ は 思 召 

t たれ ども、 させる 次 もなければ、 御誡 もな し。 いさとよ、 it 始終 如何 あらん。 大贰 

淸盛も 彼が 緣 となりて、 源氏の 人々 をば 申し 沈めん とするな どこ そ 承れ。 能き 様に 計ら； 


ほるべき もの を」 と 語れば、 義朝 申されけ る は、 「六 孫 王より 七 代、 弓箭の 藝を 以て 今に 

叛逆の 輩 を 誠め、 武略の 術を傳 へて 凶徒 を 返け 候。 然るに 去ん ぬる 保 元に、 門 葉の 輩 多 

く 朝敵と なりて、 親類 皆お せられ、 已上義 朝 一人に 罷り 成り 候へば、 淸盛 も內々 さど 計ら 

ひ候ム らん。 此等は 本よ ftv 覺 悟の 前にて 侍れば、 强ち 驚くべき にて 候 はね ども、 かやう に 

i み 仰せ 候 ふ 上 は、 候 は^、 當 家の 浮沈 を も 試むべし とこ そ 存じ 候へ」 と 申されけ 

nM、 IMS- こ 喜びて、 怖が 太刀 1 腰， 目ら 取り出し、. 且は悅 の 初と て 引かれた ゥ。 

義朝 謹みて 請け^. OS て 出 でられけ るに、 白く 黑 くさる 體 なる 馬 二 匹、 ^鞍 置きて nx> き 立 

<2po 1ほ の 事 なれば、 振り 擧げ させて、 此の 馬 を 見、 「合戰 の 出立に、 馬 程の ナ， 

，ま 候 はず、 近お の 御馬に て 候。 此の 龍 蹄 を 以て、 如何なる 强陣 なりと も、 など か 破ら 

で荧 ふべき。 合戰は 1 に は よらず、 謀 を 以てすと い へど も、 小 を 以て 大に 敵せ ずと も 申 

せば、 賴政、 光 某、 光泰、 季實等 を も 召され 候へ。 其の上 此等を 始めて、 源氏 共、 內々 

申す 旨 あもと 承み 候」 と 申して 出 でられければ、 信 賴卿月 來日來 瘠へ 置かれた る 武具な 

れば、 i し 立てた る 鎧 五十 領、 15! 樣に 遣され けり 。信賴 纏て 此の 人々 を 呼びて、 憑む ベ 

き由宣 へば、 二 門の 中の 大將、 旣に、 從ひ 奉る 上 は、 左右に あた はず」 とて ど歸， - ける . 

信賴無 反の 事  ニー 
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【認め 38 らして】 用意 をして。 【宿 S かねての 願パ 1】 紀 伊東 牟婁 郡本宫 村に I 座 神社 i 野 本 

宫が ぁリ、 同 郡 新宮 町に |速玉 神社 I 野 新宫が あり、 II 村に I 神社が ある。 以上 II せて § 

三 山と いひ、 古來 世人の 信仰が 厚かった" 加 階】 位の 昇る こと 。 【僻 者】 惡 人つ 〔させる 次】 よい 折 • 〔いさとよ〕 

いや それ はさう として。 〔御 邊】 同輩 を 呼ぶ 詞。 【始終 如何 あらん】 最後 はどうなる だら う。 よく は あるまい。 〔申 

し 沈めん】 惡く 言って 陷れ る。 〔六 孫 王】 淸和 天皇の 第 六 皇子 S 純 親王の 子^ 綾基と いふ。 基 は 武略が ぁリ弓 

馬の 道に 達して ゐた。 平將門 S いた 時には、 舊忠 文と 征討に 向 ひ、 藤 原 純 友 の謀叛を した 時には 小 野 好古 

とともに 之 I つた。 後 I、 養、 但馬、 讓等 I 介嘉 て镇 守府將 軍と なり、 天曆中 上野 介に 任ぜら レ 

應和 元年？ 五 歳で 卒しち 【蒙の？ 誡め】 蒙 は 討伐の 意。 〔門 葉】 15 子弟。 S す】 さらす。 首 を獄 門 

にかけ る こと。 【己 上】 然る 後。 〔さぞ 計 ひ 候 ふらん】 我が家 を 載すべき 工夫 をして ゐ るお らうの I  Is 

2 履の i  。【怒 物 作】 太刀 q 持へ 方 を、 いかめしい やうに した もの。 其の 制、 柄 も 雜も皆 銀のまで 包 

み、 帶 1? 通す 所の 足 に は 一一； つ 連ねた f、 一 つ 足に 七 つづつ 著け、 その 七つの 鎖 を 一 つに 5 て帶取 

に 通す。 そして？ は 虎の 皮の 尻？ かけ ，【引かれたり〕 引出物と して 進められた。 引出， は i の 時 主 

人から？ 贈物 をい ふ。 〔12 然るべき さま S で、 よい 體？ いふ。 【鎮】 S 前 f 外に、 金で も 銀で 

も S でも、 薄い のべ 金 i つて、 山形 S に 覆？ かけた も S 夜陰】 101  OS  I にない 珍ら 

しいよ い 馬 Tl】 すぐれた 馬 をい ふ。 S し 立てた る 鎧】 新しくず き S 。【追 樣に 遣され け，〕 まら 追 

ゥ かけて 造 はされ た 尸 左右に あた はず〕 とや かう 異議 をと なへ る 事 は 出来.. り。 


この やうに 用意 をして、 隙 を 伺 はれて ゐた 時に、 平 治 元年 十二月 四お、 大贰淸 盛が かねて 

の 願が あると いって、 嫡子 左 衞門佐 K 盛 を 伴れ て 熊 野へ 參詣 した こ. とが ある。 其の 隙に 信頼 卿は義 

朝 を 招いて T 言 西は紀 伊の 二位の 夫で あるから、 天下の 大小 事 を 君へ 申 上げて 心の ままに 行 ひ、 自 

分の 子供に は 官位の 昇進 を 自分勝手 になし 與へ、 信賴の 方の 事 は、 火 を も 水の やうに 言 ひます。 人 

"を讒 し 君に， 詔 ふ、 此上 もない 惡 人です。 此の 人遨が 久しく 世の中に 居て は、 國も 傾き 世 も 亂れる や 

うになる 禍の 基であります。 君 もさう に、 ぉ考 へに なって 居ります けれども、 よい 折 もありません. 

から、 御誡 になる こと もありません。 いや それ はさう として、 あなたの 最後 はどうな るので せう。 . 

よい 事 はありますまい。 大貳淸 盛 も 彼と 緣を 結んで、 源氏の 人々 をば 惡く 言って 陷れ ようとす るな 

どと 聞きます、 此の 場合 能い 計略 を 立てねば なりますまい。」 と談 すと、 義朝は 「六 孫 王から 七 代、 

武藝を 以て 今迄 叛逆の 氣を 討伐し、 武略の 術 を相傳 へて 凶徒 を 討ち 退けました。 然るに 去る 保 元に 

一門の 子弟 共 は 多く 朝敵と なって、 親類の 者 は 皆 首 を 獄門に かけられ、 其の後 義朝 一人に なり まし 

たから、 淸盛も ひそかに 其の 様な 計略 を 致し ませう。 こんな * など は 本より 覺 悟の 前であります か 

ら、 强 ひて 驚く 程の 事で は 有りません けれども、 この やうに ぉ賴 みになります からに は 好い 時機 力 

あったならば、 一軍 起して、 我が家の 興廢 をた めして 見ようと 思 ひます。」 と 言 はれた から、 信賴は 

いに 喜んで、 怒 物 作の 太刀 一 腰 を 自ら 取り出し、 一つに はお 悅の 初で あると 言って 引出物と して 

信賴 謀反の 事  一一 三 
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進められた。 義朝 がそれ を 謹んで 受け取り 退出す ると、 尙も 白と 黑 とのよ ぃ體格 をした 馬 を 二 匹、 

鏡 鞍 を sa いて 引き出して 贈られた。 喑 い 夜の 事で あるから、 松明 を 振り 擧げ させて、 此の S を 見、 

「合戰 に 出る 場合、 馬 程 大事な ものはありません、 これ は 近来に ない 珍ら しいよ い 馬であります。 

^の 駿馬 を わて、 どんな 强ぃ陣 でも、 どうして 破らす に 置き ませう か。. 合戰の 勝敗 は 軍勢の 多少に 

よらす、 謀 を 以て 勝 を 制すと 巾し ます けれども、 又 小 を 以て 大に 勝つ こと は 出来ない ともい ひます 

から、 賴政、 光基、 光泰、 季實等 を もお 召しなさい ませ。 それに 此等を 始めと して 源氏の 者 共 i 密 

に 談合せ てゐる W が あると 聞いて 居リ ます。」 と 言つ て 出られた ので、 信 賴卿は 前々 から 武 罠ま 斿 / 

て g かれた 事で あるから、 新しく 作りた ての 鎧 を 五十 領、 後から 追つ かけて 遣 はされ た。 信賴 i 纏 

て此 等の 人々 を 呼んで、 頼む とい ふ 事 を 言 はれる と 、「一門の 中の 大將が 旣に從 ひ 奉る 上 は、 とや か 

ぅ異 $S をと なへ る こと は 出 来ません。」 といって 皆 承諾して 歸 つた。 

院の 御所 夜 討附信 西が 宿所 燒き拂 ふ 事 

さる 程に 信賴卿 は、 同じき 九日 夜 子の刻ば かりに、 左 馬頭 義朝 を大將 として、 其の 勢 

五 百 餘騎、 院の 御所 三條 殿へ 押し寄せ、 四方の 門々 を 打 固め、 右衞 k 督乘 りながら 、「お 


來御 いと ほしみ を 蒙りつ るに、 信 西が 讒に 依りて、 信賴討 たれ 進ら すべき 由 承， OS 候 ふ 

間、 暫 しの 命 助からん ために、 柬國の 方へ こそ 罷り 下り 候へ」 と 申せば、 上皇 大に 驚か 

せ^. ひて 、「何者か 信賴を 失 ふべ かなる ど」 とて、 あきれさせ 給へば、 伏 見 源 中 納言師 仲 

卿 御 車 を 差し 寄せ、 急ぎ 召さるべき 由 申されければ、 「はや 火 を 懸けよ」 と聲々 にど 申し 

, ける。 上皇 あわて V 御 車に 召さ るれば、 御 妹 上 西 門院 も、 一つ 御所に 渡らせ 給 ひける 

が、 同じ 御 車に ど 奉りけ る。 信賴、 義朝、 光泰、 光基、 季赏 等、 前後左右に 打 園み て、 

大內へ 入れ 進ら せ、 一本 御誊 所に 押し 籠め 奉る。 纏て 佐 渡 k 部 大輔重 成、 周 防 判官 季實 

近く 候して 君 をば 守護し 奉る。 さて TP 此の 重 成 は、 保 元の 亂の時 も、 讃岐院 、仁 和 寺の 

寬遍 法務の 坊に 渡らせ 給 ひし を、 守護し 奉^て、 讃 州へ 御 配流 あ， CS し 時 も、 鳥 羽まで 參 

6 'し 者な fev  。如何なる 故に や、 二 代の 君 を 守護し 進ら すらん と、 人々 申し あへ も。 

〔子の刻】 夜の 十二時 ia 。【御い とほし み】 御 寵愛。 〔失 ふべ かなる ぞ 】 失 ふべ く あるなる ぞ. の 意 。【上 西 門 

一 院〕 統子。 鳥 羽 天皇の 皇女 。【大 内】 皇居。 【 一 本 御 書 所】 內裹 、の 西北 方、 侍從 所の 南に あり、 普通 行 はれる 書、 ， 

1 本 を 別に 寫 して 天皇に 奉った の を、 納めて 置く 所。 【近く 候して〕 御 側近く 伺って 。〔讃 岐院】 崇德 上皇" 【坊】 

4s の 居る 所。 

院の 御所 夜 討附信 西が 宿 was き 拂ふ事  ■  二 五 
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さても 信 賴卿は 同 ni: 九 曰 夜の 十二時 頃に、 左 馬頭 義朝 を大將 として、 其の 勢 五 百 餘騎、 K 

の 御所 三條 殿へ 押し寄せて、 四方の 門々 を 守護し、 右衛門 督は 馬に 乘 りながら、 「年 來御 寵愛 を 受け 

てゐ ましたのに、 信 西の 讒言に 依って、 > 信 賴は討 たれる 箬で あると いふ 事 を 聞きました から、 暫し 

の 命 を 助ける ために、 東 園の 方へ 下ります。」 とい ふと、 上皇 は大に 驚かせられて、 「誰が 信 賴を失 は 

うとして ゐる のか。」 と 仰せられて、 あきれて ゐ られ ると、 伏 見 源 中 納言師 仲 卿が 御 単 を 差し 寄せ 

て、 早く 御 車に 乘 せられる やうに 申 上げる 折から、 攻め寄せた 兵士 等 は 「早く 火 を かけよ。」 と 聲々 

に 言った。 ヒ皇は あわてて 御 車に 乘られ ると、 御 妹 上 西 門院 も その 御所に 御出でになって ねたが、 

同じ 御 車に 乘ら せられた。 信賴、 義朝、 光泰、 光基、 季實 等、 前後左右に 取り 園んで、 皇居へ お 入 

れ 申し、 一 本 御 書 所に 押し 籠 め 奉る。 鑣て佐 渡 式部 大輔重 成と 周 防 判官 季實が 御 側近く 伺って 君 を 

守護し 奉る。 さて 此の 重 成 は 保 元の 亂の時 も、 崇德 上皇が 仁 和 寺の 寬遍 法務の 住所に 居らせられた 

の を 守護し 奉って、 讃岐へ 御 流されに なった 時 も、 鳥 羽までお 伴 をした ものである。 どうした わけ 

で、 二 代の 君 を 御 守護 申 上げる だら うと、 人々 ば談し 合った。 

：ニ條 殿の 有樣 申す も踩 なら。 門々 をば 兵 ども 固めた るに、 所々 に 火 を擧 げたり。 S 火 

空に 充 ちて、 暴風 烟雲を あぐ。 公卿 殴 上人 局の 女房 達に 至る まで、 是れも 信 西が 一 族に 


て や あるらん とて、 射 伏せ 斬 6 殺せば、 火に 燒け じと 出 づれば 矢に 中ゥ、 矢に 中ら じと 

返れば 火に 燒け、 矢に 恐れ 火 を 憚る 類 は、 井に こも 多く 飛び 入 6 けれ。 それ も暫 しの 事 

にて、 下なる は 水に 溺れ、 中なる は 俱に懕 されて 死し、 上 は 火に 乙 そ燒 けに けれ。 造. CS 

重ねた る殿舍 の、 烈しき 風に 吹き 立てられて、 灰燼 地に ほとばし. cs ければ、 如何なる 者 

か 助るべき。 彼の 阿房の 炎上に は、 后妃 采 女の 身 を滅す 事な か り しに、 此の 仙 洞れ ぼ祿 

に は、 月 卿 雲 客の 命 を S す こそ あさ t< しけれ。 左 兵 衞尉大 江 家 仲、 右衞門 尉平 康忠、 爱 

を 最期と 防ぎ 戰 ひける が、 終に 討 たれて ければ、 家 仲、 廒忠が 首 を 鋒に 貫き、 大 內へ馳 

s\ 待 賢 門に 差し^げて、 喚き 叫びた る 外 は 仕出した る專 どなき。 

【公卿】 公 は 攝政關 白 大臣 を いひ、 卿 は 大中納 言 三位. 以上の 者 及 四 位の 參議 をい ふ 。〔殿上人】 四 位 五 

位で 昇殿 を 許されて 居る 者 及. K 位の 蔵 人 をい ふ。 【局の 女^】 自分の 部屋 を^ 有して 居る 女官 をい ふ 。【灰 儘】 は 

いと もえさし。 【阿房】 秦の始 良 帝が 造った 宮殿。 善美 をつ くし たもので あつたが、 三世^ 帝の 時 項 羽の 爲に燒 

かれた。 【釆 女】 後宮で 御 膳の 事 を * つた 女官 。【回 祿】 火 神の 名で、 « じて 火災の 事に 言 ふ 。〔月 卿 雲 客】 月 卿 は 

公卿、 雲 客 は 殿上人に 同じい 。【待 燹鬥】 大内襄 外郭 十二 門の 中の 一 で、 內裹の 柬面、 邡芳 門の 北に あり、 南端 

から 第二の 門で ある。 

三條 殿の 騷亂 は霄 ふまで もない 事で ある。 門々 をば 兵 どもが 守護して ゐる のこ、 听々 こ は 

院の 御所 夜 时附信 西が 杞 所 燒き拂 ふ 事  二 七 
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火を擧 げたので ある。 猛火 は {仝ー 面に 亘 つて、 暴風 は 雲の 如き 烟を 吹き上げる。 公卿 殴 上人から 局 

の 女房に 至る まで、 これ 等 も 皆 信 西の 一族で あらう と 思って、 射 倒したり 斬り 殺した ひする ので、 火 

に燒 けまい と 思って 出る と 矢に 中り、 矢に 中るまい と 思って 後に 返れば 火に 燒け るし、 それで 矢に 

恐れ 火 を 避ける 人々 は 多く 井戶の 中に 飛び込んだ。 それ も 一寸の 間の 安全で、 下に 居る 者 は 水に 溺 

れ、 中の 者 は 一 緖に壓 されて 死に、 上の 方の 者 は 火に やけて しまった。 幾重に も 造って ある 殿舍が 

烈しい風に 吹き 立てられ、 灰 や もえさし は 地の 上 を 飛び 走った ので、 如何なる 者 も 助かる 事 は出來 

ない。 彼の 有名な 阿房 宫の燒 けた 時には、 后妃 ゃ釆 女な どの 死んだ 事 は 無かった のに、 此の 仙 洞 S: 

所の 火災に は、 公卿 殿上人が 命 を 失った の は あきれはてた 事で ある。 左 兵 衞尉大 江 家 仲 や 右衛門 尉 

平康忠 は爱を 最後と 防ぎ 戰 つたが、 終に 討 たれた ので、 家 仲、 康忠の 首 を 鋒に 貫いて 皇居に 馳せ行 

き 待 賢 門に 差し 擧げ て、 大聲を あげて それ を吿 げたので あるが、 それ 以外に は譽 むべき 程の 事 を や 

つた もの もなかった。 

同じ 丑の刻に 信 西が 宿所、 姉が 小路 西 洞院へ 押し寄せて 火 を かけ たれば、 女 童の あわ 

て K 迷； 3 出で ける を も、 信 西が 姿を替 へて や^ぐ らんと て、 多くの 者 を 斬り 伏せけ. 9。 

保 元の 亂 以後 は、 理世 安樂に して 都鄙 扃を 忘れ、 歡娱遊 宴して 上下の 屋を： iT へしに、 


火烟に a 屋 多く 亡びし かば、 乙 は 如何にな りぬ る 世の中 ど。 此の 二三 箇年は 洛中 殊更 靜 

にして、 お m を SW 弓箭 を帶 する 者 もなかり しかば、 適 持ち 行く 人 も、 憚々 なる 體 にく 

を あ， cO に、 今 1ぉど も 京 白 河に 充ち滿 てり、 行末 如何 あるべき と、 歎かぬ 人 もなか^ 

けり o 

S 【丑の刻】 午前 二 ^頃。 【理世 安 架】 治れる 世、 安秉な 瓧會。 【扃を 忘れ〕 戶を閉 ぶる 事 を 忘れた で、 よ 

く 世の中が 治まって 盗賊な どの 愁が なくなつ たの をい ふ。 【洛中" 京都 中" 白 河】 白 河 は 比 叙 山の 南 麓に 發 して 

鴨 川に 入る 川。 その 川の 邊の地 をい ふ。  、 

9 同日 二 時 頃に、 信 西の 宿所、 姉が 小路 西 洞院へ 押し寄せて 火 を かけた ので、 女 や 子供が あ 

わて 迷って 出て 来たの を も、 信？： が 姿 を かへ て 逃げる かも 知れない と 思って、 多くの 者 を 斬り 倒し 

た。 呆 元の 亂 以後 は W は： s り、 社會は 安樂に なり、 都 も 田 舍も盜 賊の愁 がなくて 戶を閉 ぢる事 を も 

忘れ、 歡 喜して 樂 しみ、 荽會を 催して 遊び、 # 賤の 家屋 軒 を 並べて 繁昌して ゐ たのに、 火災の 爲に 

民家が 多く 亡びた ので、 これ はどうした 世の中に なった の だ。 この 二三 年間 は 京 中 は 殊更に 靜で， 

甲胄 を鏜 ひ、 弓箭 を 持つ 者 もなかつ たので、 たまに それ 等 を 持って行く 者 も、 きまり 惡る さうな 樣 

チ であった のに、 今 は 兵 ども か 京.！：： 河に 充滿 して ゐる。 これから 先 はどうなる だら うと、 歎かない 

人 もなかった。 

院の 御所 夜 討附信 西が 宿所 燒き拂 ふ 事  ニプ 
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信 西が 子息 闕官附 除 目 幷惡源 太 上洛の 事 

さる 程に、 少納言 入道 信 西が 子息 五 人闕官 せられ、 嫡子 新 宰相 俊憲、 次男 播磨 ダ將成 

憲、 權 右中辨 貞憲、 美濃少 憲、 信 濃 守雅憲 なみ。 ぉ解が 花山院 大納言^ 艇、 斷ずは 

藏人右 中 辨成賴 とど 聞 ほし。 

さる 程に 太 政 大臣、 左右 大臣、 內 大臣 以下、 公卿 殿上人 參內し 給 ひし かば、 あり 

て、 信 西が 子ども 尋ねら る、 に、 播 磨中將 成憲， は、 太宰 大貳淸 盛の ^ なれば、 若し や 命 

ぜんじ  ノ き r* ナ 

助力る とて、 六 &羅へ 落ちられたら ける を、 宣旨 とて、 内裏よ ら頻 並に B され けれ ざ、 

力 及ばで 出されけ 6。 博士 判官 坂 上 兼 成行き 向； 5、 成憲を 請け 取りて 內 裏へ 参りければ 

尋 ぬべき 仔紘 ありと て、 兼 成に 預け 置かる。 權右中 辨貞憲 は 髻切， Cs 法師に なみて、 M に 

忍びた，^ ける を、 宗 判官 信 澄、 尋ね 出して 別當に 申した. O しかば、 是も信 澄に 預けられ 

けり。 

IT 隱 【闕 官】 免官。 【宰相】 參^。 これ は 太 政 官の官 人で 朝政に 參與 する。 大臣、 納 首に ついでの^ 役で、 » 

官の中 四 位 以上 其の 才の ある 人 を 撰 任す る 。【播 磨 中將】 播磨 守で 近 衞中將 を 兼ねた もの。 【權 中辦】 太 政せ こ W 


し、 庶事 を 上から うけて 下に 達し、 太 政宵內 の 事を轧 判し. 管轄せ る 役所の 宿直 を監 する 役 e ある C 昔 は 左 有 

中辨の 中に 一 人、 左右 少辨の 中に 1 人 櫞官を 置いて あつたが、 後に は 左中辨 ばかりに 權^ を 置く や. うにな つた 

【上 卿】 朝廷で 公事 を 行 はれる 時の 長官。 【職 事】 藏人 又は 藏 人で 辨官を 兼ねた 者 を いふ。 公事の 場合に は 事務 

を 掌理す る。 〔太 政 大臣】 藤 原 宗輔。 〔左右 大臣】 藤 原 伊通と 同 某 內 大臣】 藤 原 公敎。 【命 議】 評議。 【六 波糴】 

今 京都の 大佛の ある 所で、 淸 盛の 邸宅が あった。 【宣 旨】 勅 ぼ を 宣べ傳 へる こと。 又 天皇の 口 勅 を 延べ 傳 へる 公 

文書で、 內 侍が 勅 ほ を 承って 藏 入に 傳へ、 藏人は 之 を 上 卿に 吿げ、 上 卿 は 外 記に 命じて 其の 旨 を 記さし めて 宣 

下す るの を 常と する つ 〔頻 並】 引きつ づき。： 博士 判官】 明 法 博士で 検非違使の 判官 を かねた もの。 明 法 博士 は大. 

舉 寮の 職員で 明 法道卽 律令の 學 を敎抆 する 者。 これ は 中原、 坂 上 二 氏の 世襲と なって ゐる T 傍】 自分の 宿所の 

§ の 意。 【別 當】 撿 非違 使の 長官。  , 

さても 少納言 入道 信 西の 子息 五 人が 免官 せられる 事に なった が、 それ は 嫡子 新 宰相 俊憲と 

次男 播磨中 將成憲 と、 權右中 辨貞憲 と、 美濃少 將長憲 と、 信 濃 守雅憲 とで ある。 その 時の 上 卿 は 花. 

ノ 山 院大納 t 忠雅 で、 職 事に も 藏人右 中 辨成賴 がなる との 事であった。 その 中に 太 政 大臣 や 左右 大臣 

内大臣 以下 * 公卿 殿上人が 參內 せられた から、 評議 をした 末に、 信 西の 子供 を 尋ねられ ると、 捲 磨 

中 將成憲 は太宰 大貳淸 盛の 婿で あるから、 若し や 命が 助かる かも 知れない と 思って、 六 波 羅へ逃 H 

て 行って ゐ たの を、 宜ぼ だとい つて、 宮中から 引き つづいて 召された から、 仕方なく さし 出された 

明 法博 士撿 非違 使 判官 坂 上 兼 成が 行って 成憲を 受取って、 御所へ 喪る と、 尊 問せ ねばな らんお 細 力- 

眞 西が 子息 闕官附 除 目 並 惡源太 上洛の 事  三 " 
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あると いって、 兼 成に 預け 置かれる。 權右 中辨貞 憲は髮 を 切り 僭に なって、 自宅の 近 旁に、 隱れて 

ゐ たの を、 宗判宫 信 澄が 尋ね 出して、 撿 非違 使の 別 當に吿 げたので、 是も信 澄に 預けら， i た。 

キ^  ^上 K 

纏て 除 目 を 行 はる。 信 賴卿は 元 來望を 懸けたり しかば、 大臣 大將を 兼ねたり き。 左^ 

頭義朝 は、 播 磨の 阈を賜 ウて播 磨 守になる、 佐 渡 式部 大， 輸は信 濃 守になる、 多 田ぎ 人弋 

夫源賴 憲攝津 守になる。 源 兼經は 左衞門 尉になる、 康忠は 右衛門 ^ になる、 足 立 四郞遠 

基 は 右馬允になる。 鎌 田 次郞 正淸 は兵衞 尉に なりて、 政 家と 改名す。 今度の 合戰に 打ち 

勝ちな ば、 上 總の阈 を 賜 ふべき 由宣 ひけり。  ， 

, 【除 住^ 式。 〔大 將】 近衞 の大將 。〔式部 大輔】 式部省の 次官。 儒者で 钩侍讀 (天皇に 讀書を 御敎辑 

する〕 をした もので たければ なる 事 は 出来ない o 式部省 は 罎式及 文官の 勤惰 品行の 良否 を 取調べ て太玫 せに 上申 

し、 又官を 授け 位 を 叙す る 事 を 掌り、 大學寮 を 支配した 。【藏 人大 夫〕 五位の 蔵人 を いふ 。【右馬允： 右 馬 寮の 判官。 

やがて 住官 式が 行 はれる。 信 賴卿は 元から 望 を かけて 居た から、 大臣 大將を 兼ねた。 左 馬 

頭義 朝は播 磨の 國を 賜って 播磨 守になる。 佐 渡 式部 大輔は 信 濃 守になる。 多 田 藏人大 夫源賴 憲は攝 

津 守になる。 源 兼經は 左衞門 尉になる。 康忠は 右衛門 尉になる。 足 立 四 都 遠 基 は 右馬允になる。 鎌 

田 次 郞正淸 は 近衛 尉に なって 政 家と 改名す る。 今度の 合戰に 打ち勝ったならば、 上總の S を ^± る 


との 仰があった。 

爱に義 朝が 嫡チ 縑倉惡 源太義 母方の 祖父 三 浦 介が 許に あみげ るが、 都に 騒がしき、 

事 あ 6 と 聞きて、 鞭 を 打ちて 馳せ 上りけ るが、 今度の 除 目に 參り合 ふ。 信賴 大に悅 びて 

「義平 此の 除 目に 參り合 ふ^そ 幸 なれ。 大國 か小國 か、 官加階 も 思 ひの 如く 進むべし。 

合 戰も又 能く 仕れ」 と宣 へば、 義平 申しけ る は、 「保 元に 叔父 鎭西八 郞爲朝 を、 宇治 殿の 

御前に て藏 人に なされければ、 急 急なる 除 目 かなと、 辭し 申しけ るは理 かな。 義 平に 勢 

を 賜 は 6 候へ。 安部 野に 懸け 向！ 3、 淸 盛が 下向 を 待たん 程に、 淨衣 ばかりにて 上らん 處 

を、 眞 中に 取り籠めて 一度に 討つべし。 若し 命 を 助からん と 思 はく、 山林へ ど^げ 籠， ？ 

候 はんず らん。 然 らば 追 ひ 詰め/ \ 捕 へて、 首 を 刎ね 獄門に 梟け て、 其の後 信 西 を滅レ 

世も靜 りて 大國 も小阈 も，： ？！ も 加 階 も 進み 侍らめ。 見えた る 事 もな きに、 かねてな- 

ら て 何 かせん。  只義平 は柬國 にて 兵 共に 呼びつ けられて 候へば、 元の 惡源 太に て 候 は 

ん」 とど 申しけ る。 信賴 「義 平が 申す 狀荒 ^なり。 其の上 安部 野まで 馬の足 疲ら かして 

何 かせん。 都へ 入み て、 中に 取り籠めて 討たん ずるに、 程 や あるべき」 と宣 ひければ、 

信 西が 子息 闕官附 除 目並惡 源 太 ヒ济の 事  • 三 三 
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昝 此の 議 にど 從 はれけ る。 偏に 運の 盡 くる 故に 乙 も。 


大宫太 政 大臣 伊通 公、 其の 比 は 左大將 にて あはし ましけ るが、 才覺^ 長に して、 御前 

ii て も 常に 可笑しき 事 を 申されければ、 君 も 臣も大 に^ はせ 給 ひ、 御遊 も 興 を 催しけ 

り 。「內 裏に 7 一 そ 武士 共 仕出した る 事 もな けれども、 思 ひの 如く 官加階 をなる。 人 を 多く 

殺した るば か 6 にて、 官位 をな さんに は、 三條 殿の 井 rJ そ 多く 人 を 殺し たれ。 など 其の 

井に は官 をな されぬ ど」 と 笑 はれけ る。 

肇 

ISB 【三 浦 介】 平氏で 代々 相 模國三 浦に 住んで ゐ たので、 その 地名 を 取って 氏と したので ある。 義明は 相 

模介 となって ゐ たので、 ここ は義 明の ことで あらう 。【字 治 殿】 菌原賴 長。 【安部 野】 攝津阈 の 南の 方に ある。 【淨 

衣】 白 い 狩 衣で 多く 神事に 用 ひる。 a 野に |»| 詣し た ので、 皆 淨衣を 着して ゐ たので ある。 狞衣 はもと 狩りた ど 

の 時に 着用した » で、 W 腋の袍 の やうで 短く、 袖 附けは 後 を 少し 錢 うたば かりで 前は鏠 はない。 袖に くく リが 

ある。 地質 は 古く は 布 を 用 ひたが 後に は浮綫 物 • 罔綠物 • 綾 • 平絹 *紗 等 を 用 ふること となった。 模^. H  一  £ 

したい。 江戸時代 は模樣 ある もの を 狩 衣、 模樣 のない もの を 布 衣と して 區 別し、 狩 衣 を 體报 とした J【 見えた る- 

事】 顳 れた動 功。 【かねてな りて】 前以て 官位 を 得ても 。【荒 儀】 a 暴な こと。 〔才甍 優長】 才智 技藝が 人に 優れて 

ゐる。 【锊 前】 主上の 御前。 〔钧遊 も 興 を 催しけ り】 お 遨びも 面白味 をました。 【三倏 殿の 井 こそ 多く 人 を 殺した 

れ j 武士 共 は 何の 動 功と てもなく 單に人 を 多く 殺した とい ふ 計で あるが、 それなら 三條 展 ゆ 井が 1 番 多くの 人 


を 殺した ので ある。 

1 爱に義 朝の 嫡子 鎌 倉の 惡源 太義平 は、 母方の 祖父 三 浦 介の 許に 居た が、 都に 騷 動が あると 

聞いて、 駒に 鞭を當 てて 馳せ 上った が、 今度の 任官 式に 丁度 參會 する。 信賴は 大いに 悅ん で、 「義平 

が 此の 任官 式に 丁度 參會 したの は 幸で ある。 大國を 望む か 小國を 望む か。 官ゃ位 も 思 ひの ままに 進 

めて やらう。 合戰も 能くせ よ。」 と 言 はれる と、 義 平が 言った のに は、 「保 元に 叔父 鎭西八 郞爲朝 を、 

字 治 殿の 御前で、 藏人 になされ ると、 取り急 だ任宫 式です ねえ。 といって 御辭 退した の は 尤もな 事 

であります よ。 義 平に 軍勢 を 下さい ませ。 安部 野に 馳せ 向って、 淸 盛が 歸りを 待って 居る 場合に、 

彼が 淨衣 ばかり 着て 上る 處を、 眞 中に 取り 圍んで 一 度に 討ち とりませ う。 若し 命が 助からう と 思 ふ 

ならば、 山林へ a げこんで 隱れ ませう。 さう なれば 追 ひ 詰めく 捕、 へて、 首 を 刎ね 獄門に 梟け て、 

倚 其の後 信 西 をも滅 し、 世 も靜る やうに なつてから、 大國 でも 小國 でも 賜り、 宫も位 も 進めて 頂き 

ませう。 顯れ た勳功 もない のに、 前以て 官位 を 得ても 何に しませう。 只 義平は 東 國で兵 共に 呼びつ 

けられて 居ります から、 元の 惡源 太で 居り ませう。」 と 言った。 信賴は r 籙 平が 言 ひ 樣は亂 暴で あ 

る。 其の上 安部 野まで 馬の足 を 疲らして 行っても 何になる もの か。 都に はいって から、 中に 取り 圍： 

んで 討った 場合に 於て は、 彼等 を 亡す に 手間 ひま はかから ない。」 と 言 はれた から、 皆 この 意見に 從 

はれた。 それ も 偏に 運の 盡 きる 故で ある。 大宵太 政 大臣 伊通 公 は、 其の 頃 左 大將 であられ たが、 才 
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智技藝 が 人に 優れて ゐて、 主上の 御前で も 常に 可笑しい 事 を 申された ので、 君 も臣も 大いに 笑 はれ. 

て、 お遊び も 面白味 をました ので ある。 「御所に 於て は 武士 共 は 勳功を あら はし だ 事 はない けれど 

も、 思 ひの ままに 官位が 昇進す る。 人 を 多く 殺した ばかりで、 官位 を與 へる ので あれば、 三條 殿の 

井が 多く 人 を 殺した ので ある。 何故に 其の 井に 官を與 へられな いの だ」 と 笑 はれた。 

信 西 出家の 由來幷 南都 落附 最期の 事 

さる 程に、 通憲 入道 を 尋ねられ けれども、 行方 を 更に 知』 ざ. けり。 彼の 信 西と 申す 

は、 南 家の 博士、 長 門 守 高階經 俊が 猶子な り。 大業 も 遂げず、 儒官に も 入れられず、 重 

代に あらざる なりと て、 辨官 にもなら ず、 日向 守通憲 とて、 何となく 御前に て 召し 仕 は 

れけ るが、 出家し ける 故 は、 御所へ 參 らんと て、 «! を かきける に、 鬟 水に 面影 を 見れば、 

寸の 首劎の 先に 懸か. ^て、 空しくな ると いふ 面相 あり。 驚き 思 ひける 比、 宿願 あるに 依： 

りて 熊 野へ 參 りけ 5。 切 部 王子の 御前に て、 相 人に 行き 逢 ひたみ。 通憲を 見て 相して 曰. 

く、 「御邊 は 諸道の 才 かな。 但し 寸の 首劎の 先に 懸かりて、 露命 を 草 上に さらす とい ふ 相 

の ある は、 如何に」 とい ，ひ て、 一、々 に 相し ける が、 行末 は 知らず、 乙し かたは 何事 も 違. 


ivlr- ければ、 通憲も 「さ 思 ふ ど」 とて 歎きけ るが、 「それ をば 如何して 遁 るべき」 とい 

ふに、 「いざ 出家して ゃ遁 れんず らん。 それ も 七 旬に 餘 らば 如何 あらん」 とどい ふ。 さて 

t そで g して 御前へ 參ら、 「出家の 志 候 ふが、 日向 入道と 呼ばれん は、 無下にうた てし う 

覺ぇ 候。 I 言 をば 御 許 ^ を 蒙り 候 は どや」 と 申 しられば、 「少納 言 は 一 の 、人 もな りな ど 

ノて、 がが なくと. 9 下さぬ 官な り、 如何 あらん」 と 仰せられ ける を、 樣々 に 申して 御 許 

ノを 蒙^、 1て出 家して、 少納霣 入道 信 西と どい ひける。 子ども 或は 中 少將に 至り r 或 

よ 七 辨に相 並びて、 ゆゆし かりし が、 終に す I！ 染の 袖に 身を替 へても、 露命 を 野邊の 草に 

,饈 きかね し は、 昨日の 樂、 今日の 悲、 諸行無常 は 只 目前に 顯 はれた^、 吉凶 は糾 へる 繩 

の 如しと いふ ど 理 なる。 

S 【南 家の 博士】 藤 原不比 等に 西 人の子が あって、 武智麿 を 南 家、 房 前 を 北 家、 宇合 を 式 家、 麻 呂を京 

. 家と いった。 ここ は 南 家出の 文章 博 土の 意。 〔猶子〕 緩 記に 「兄弟 之 子 猶子 也」 とあって、 もと、 甥の 事で ある 

が、 我が 國 では 多く 養子の 義に用 ひる • 【大業】 昔學 者のお 身に、 秀才、 進士、 明經、 明 法の 四 f があって、 

これに 及第した もの を 大業の 儒と も 成業の 儒と もい ふ。 【重代に あらざる なりと て】 祖先から 代々 辨官 をつ と 

めて 來た 家筋で もない といって。 【辨^ 】 太政官 内に 左右 辨官、 少納 首の 三 局が あって、 左右 辨官 局に 左右 大 

信 西 出家 の 由来 井 南都 落附 最期 の 事  三 セ 
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辦、 左右 中辨、 左右 少 舞* に « 左 中 辨の官 員が あ 9、 之 を 七 * と いった • 左大 * は 中 務、 式部、 治 部、 民 部の 

四 雀 を 管轄し、 右 大舞は 兵？ 9、 刑 部、 大蔵、 宮 内の 四 省 を 支配した ® である。 職掌 は 庶事 を 上から 受けて 下に 

告げ、 太政官 内の 事 を 乾 5： し、 又赘轄 して ゐる 役所の 宿直 を S する 役で ある • 中辨、 少辨も 職掌 は大辨 と同樣 

である。 【何となく】 ^と 定まった 役義 もな く。 【钩 前〕 白 ISK の iS 前， 【費 水〕 雙髮 をうる ほす 水。 【寸の 首】 

喉笛 一 寸 許の 所 • 【切目 王子】 te 伊 國日高 郡 切目 村に 镇座 する • 切目 王子 社 又は 五體 王子 神社と いふ。 王子の 

i は 熊野大 神の 末 肚 で、 崇神 夭 皇の 御代に 創建せられ たもり である。 京弒 から^ 野に 至る まで こま t 十九の E 

. 子 社が あつたと いふ。 【相 人】 入相 を 観る 人。 【露命 を 草 上に さらす】 草め 上の^の 如く 命の 今に 消えん とする 

の をい ふ。 【七 旬〕 七十 歲。 【日向 入遨】 通憲は 日向 守であった。 【無下に， r たてしう 覺ぇ 侯】 甚だな さけな く 

思 ひます。 〔1 の 人〕 *&、  H 白 をい ふ。 【とり 下さぬ 官】 與 へぬ 官。 【ゆゆし かりし が】 威勢が 甚だ 盛であった 

がつ 【諸行無常】 一 切 萬 物 ははかない もので、 常に 變 化して そのまま では ゐ ない 。【吉凶 は糾 へる 綣 の 如し】 吉凶 

は繩の 如く、. 名 事と wr 事と が 相 俘って 往^す るの をい ふ。 漢 5S 傳に 「禍 之與レ 福兮、 何 異ニ糾 辗？」 と ある。 

_H さて i 入道 を 尋ねられた けれども、 全く 行方が わからなかった。 彼の 信 西と いふの は 南 

家出の 文章 博士 長 門 守 髙階經 俊の 養子で ある。 大業の 镊 にも なれなかった から、 懦宫 にも 入れられ 

す、 先 I 代々 つとめて 來た 家筋で もない とい ふので、 辨官 にもなら す、 ただ 日向 守通憲 といつ こ、 

何と 定まった 役義 もな く 君の 御前で S し 仕 はれて ゐ たが、 出家した わけ は、 御所へ 參らと 思って、 

经を かいた 時に、 髮髮 をうる ほす 水に 映った 顔 を 見る と、 侯 笛 一寸 許の 所が 劎の 先に かかって 死ぬ 


ると いふ 顔の 相が あら はれて ゐる。 驚いて 考 へて ゐた 時に、 かねての 願が あって 熊 野へ 參詣 したの 

でので ある。 切 部 王子の 御前で、 人相 を觀る 人に 行き 逢った。 通憲を 見て 相して いふに 「あなた は 

諸道に すぐれた 才能 を 持って ゐる 方です ね。 しかし 喉笛 一 寸 許の 所が，^ の 先に かかって、 草の 上の 

露の 如く、 命の 今に 消えん とする 相の あるの はどうした 事で ありませ う。」 といって、 其の 他 一 々, 

® したが、 將來 はわから & いけれ ども、 過去の 事 は 何事 も 遠はなかった から、 逋憲も 「自分も^ う 

思 ふの だ。」 といって 歎いた が 「それ をば どうしたら 遁れる 事が 出来る だら う。」 と 言って 尋ねる と、 

「さあ 出家して 遁れる 事が 出來 ませう。 それ も 七十 歲を 越したならば、 どう だか わかりません。」 と. 

いふ。 それでこそ 參 $5 から 歸 つて 御前へ 出て 「出家したい 志が あります が、 日向 入道と 呼ばれる の 

は 甚だ なさけなく 思 ひます。 少納霄 になる の を 御 許し 下された う 御座います。」 とい ふと、 「少納 言 は 

掭政關 白 もな つたり して、 容易に 與 へぬ 官 である。 今お 前に 與へ るの はどうで あらう。」 と 君の 仰せ 

られ たの を、 いるく と 御 願して 御 許し を 蒙り、 やがて 出家して、 少納苜 入道 信 严 といった。 子供 

は 或は 中將ゃ 少將に まゆ、 或は 七 辨に相 並んで、 威勢が 甚だ 硗 であった が、 終に 墨染の 衣に 身を替 

へて 出家 入道しても、 はか &ぃ命 を 保つ 事が 出來 なかった の は、 昨日の 樂は 今日の 悲 となり、 一切 

萬 物 ははかない もので 常に 變 化して やまない とい ふ 道理が 今 目の前に 顯 はれて 来た。 吉凶 は糾 つた 

織の やうで あると いふの は 尤もな 事で ある • 
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信 西 九： n 午の 刻に、 白虹 日 を 貫く とい ふ 天變を 見て、 今夜 御所へ 夜 討 入るべし と は 知 

ら. たるけ るに や、 此の 樣 申し入れん とて、 院の 御所へ 參 6 たれば、 折節 御遊に て、 子 共 

比，：： 御前に 伺候したら しかば、 其の 舆を醒 し 進ら せん も 無骨 なれば、 或 女房に 仔細 を 申し 

釐 きて 罷り出で に けら。 宿所に 歸り、 紀伊 二位に 「か、 る 事 あり、 子 共に も 知らせ 給 

へ。 信 西 は 思 ふ 旨 あ， CN て、 奈 良の 方へ 行くな り」 とい ひければ、 尼 公 も 同じ 道に と 歎 か 

るれ ども、 やう やうに 乙 しらへ 留めて、 侍 四 人相 具し、 祕藏 せられた る 月 毛の 馬に 打 

乘 6 て、 舍 人成澤 を 召し 具し、 南都の 方へ 落ちられけ るが、 宇治 路へか k ケ、 田 原の 奥 

大道 寺と いふ 所領に ど 行きに ける。 

【午の 刻】 正午 15。 【白 魟日を 貫く】 白い 氣が日 を 貫いた の をい ふ。 聶 政が 偉 傀 を 刺した 時と、 荆軻が 

燕の 太子 丹の 嘱を 受け、 秦王 を. 刺さう として 出發 した 際 pa の 象が あつたと いふ。 【無骨】 無作法。 〔こしら へ 

留め】 すかし 留める。 〔秘蔵〕 大切に して 飼って おく。 〔月 乇】 赤くて 白み を帶 びた 馬の 毛色。 【田 原】 山城 國 緩 

喜 郡に ある S の 名。 大道 寺 は 其の 中に あった 寺の 名で、 その 邊に信 西の 領地が あつたの である。 

Iffl 信 西 は 九日の 正午 頃に 白い 氣が日 を 貫く とい ふ 天變を 見て、 令 夜 御所へ 夜 討が 入る であら 

うと 知った ので あらう か、 此の 次第 を 申し上げようと 思って、 院の 御所へ 參 ると、 丁度 御遊の 最中 


で， 子供 も 皆 御前に 伺候して ゐ たので、 其の 興 をお 醒し 申す の も 無作法で あるから、 或 官女に 其の 

わけ を霄 つて 置いて 退出した。 宿所に 歸 つて 紀伊 二位に、 「かう いふ 事が ある。 子供に も 知らせな さ 

い。 自分 は考 へる 所があって、 奈 良の 方へ 行く の だ。」 と 言った ので、 尼^も 御ー漭 にと お 歎きな さ 

る けれども、 やっとす かし 留めて、 侍 四 人 を^き 連れ、 秘蔵して ゐた月 毛の 馬に 打乘 つて、 舍 人の 

成澤を 召し つれ、 奈 良の 方へ 落ちられ たが、 宇治 路へ かかって、 田 原の 奥、 大道 寺と いふ 所に ある 

領地へ 行った ので ある。 

石 堂 山の 後、 信 樂峰を 過ぎ、 遙に 分け入る に 又天變 あみ、 木星 fig おに あみ。 大伯經 

典に 侵す 時 は、 忠臣 君に 代り 奉る とい ふ天變 なみ。 信 西大に 驚き、 元來 天文 SMAfc め 

たもければ、 自ら 之を考 ふるに、 强者は 弱く 弱者 は强 しとい ふ 文な， CN。 是れ君 奢る 時 は 

臣 弱く、 臣 奢る 時 は 君 弱くなる とい 7。 今、 臣奢 6N て 君 弱くなら せ 給 ふべ し。 忠臣^ 

に替 ると いふ は、 恐らく 我なる べしと 思 ひて、 明くる 十日の 朝、 右衞門 尉成景 とい ふき 

を 召して 、「都の 方に 何事 か ある、 見て 歸れ」 とて 差し 遣す。 成景 馬に 打乘 もて 馳亡 行く 

程に、 木幡 峠に て 入道の 舍 人武澤 とい ふ 者、 御所に 火 を かけて 後、 Mm 奈良 へと 聞きし 

. かば、 此の 事 申さん とて 走， CS ける に 行き 逢 ふ。 しか. f の よしを 語り、 「姊 小路の 御宿 所 

信 西 出家の 由來井 南都 落 は 最期の 事  gj 】 
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も 燒き拂 はれ 候 ひぬ。 是れは 右衛門 督殷、 左 馬頭 殿 をたら ひ、 入道 殿の 御 一門 を^し 給 

よんとの 謀と こも 承り 候へ。 其の 由 を吿げ 進ら せんとて、 奈 良へ 參り 候」 と 申せば、 ド 

§こぉ 丈す 听知ら せて は、 惡 しかり なんと 思へば、 「汝 いしく 參 6 たり。 春 日 山の 奧ハ し 

か/^ の听 なり」 と敎 へて、 成景は 京へ 上る よしに て、 田 原の 奧に歸 り、 入道に 此の 由 

を 申せ M  、「されば こ そ、 信 西が 見た らん 事 は、 よも 違 はじと 覺 えつる ど。 忠臣 君に 代 も 

奉る と あれば、 しか じ 命 を 失 ひて 御 恩 を 報じ 奉らん に は。 • 但し 息の 通 はん 稃は、 佛の御 

名 を唱へ 進ら せんと 思へば、 其の 用意せ よ」 とて、 穴 を 深く 掘ゥ、 四方に 板 を 立て 雙 

ベ、 入道 を 入れ 奉り、 四 人の 侍髻 切りて、 最期の 御 恩に は 法名 を 賜 はらん」 と 各 申せ 

ば、 左衞 門， 尉 師光は 西 光、 右 衞門尉 成景は 西景、 武者 所 師淸は 西淸、 修理 進淸實 は西實 

とどつ けられけ る。 其の後 大 なる 竹の節 を 通して、 入道の 口に あて、， 髻 を 具して 掘 

： も S む。 四 人の 侍、 墓の 前にて 歎き けれども、 叶 ふべき 事なら ねば、 泣く/ \ 者へ 力へ 

もけ^ 0 

_B  〔木星 毒 命豕 にあり】 木星 は 歳星と も いって、 ^星の 1 である。 壽侖豕 は壽命 宫の睽 であらう と苜は 

れてゐ る。 古の 曆法 では 周 夭！ 11 百 六十 E を 十二宮に 分け、 十二支 を配赏 して、 歳星の 宿る 宫に應 じて、 子年と 


.4^ 年と もした ので ある。 平 治 元年 は 卯年で あるから、 歳： ^は 卯の 宮卽ち 大火に める けれども、 最 R 十 年末で あ 

るから 明年の 辰の 宮卽 ち騫宮 に 近づいた 爲 にかう いったの である。 〔大白 經典】 は經 天の 誤で あらう と 云 は. 

てゐ る。 大白 は 火^で、 その 光が 日中と 雖 消えず 天 を 運行す る こと をい ふ。 【淵源 を 究めたり ければ〕 其の I 

を 奥深く 究めて ゐ たから。 〔木 幡峙〕 山 狨國紀 伊 郡に あり、 伏 見 山の 東面、 木幡の 東に 沿 ふ 所。. 【舍 人】 中古 時 

代 天皇 皇子 等に 近侍して、 雜 役に 任じた が、 又 親王 や 臣下に も 賜った。 【禪 門】 佛 門に 入った 男. 子 をい ふ。 r 

こで は 信 西の 事。 【姉 小路の 御宿 所〕 信 西の 宿所。 【おはす 所】 信 西の 居所。 〔いしく】 感心に も。 【最. 期の 御 恩 

に は〕 御 最期の 御な さけに は。 【武者 所〕 院の 御所 を聲衞 する 武士の 伺候す る 所。 又 其の 武士 をい ふ。 〔修 逕 

進〕 修理 は皇， 居の 御造營 や 御 修繕の 事 を 掌る 役で、 大夫、 權大 夫、 亮、 權亮、 大進、 少進、 大屬、 小屬、 史生、 

算師、 使 部 及 木工、 檢皮ェ などが ある。 

石 堂 山の 後、 信 樂峰を 過ぎて 遙に 奥へ 行く と 又天變 がお こる。 木星が 壽命宫 にある。 又 火 

. 星が 日中に も 光って 運行して 居る 時 は、 忠 ほが 君の 御身 代りに なるとい ふ天變 であるが、 それが す 

つかり 現れて ゐる。 信 西 は 大いに 驚いて、 元來 天文の 原理 を 奥深く 究めて ゐ たから、 自ら これ を 者 

へて みるに 、強い 者 は 弱く、 弱い者 は强 いとい ふ 現象で ある。 これにつ いて、. 君が 奢る 時 は臣が 

弱く、 臣が 奢る 時 は 君が 弱くなる と 言って ある。 今、 臣が 奢って 4 が 弱くなら せられる だら う。 忠 

S 力 君の 御身 代りに なるとい ふの はきつ と 自分で あらう と 思って、 翌 十日の 朝、 右衛門 尉成景 とい 

信 西 出家の 由來井 南都 落 附^ 期 の 事  四 一一 1 
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ふ 侍 を 召して、 「都の 方に 何禀が 起って ゐ るか 見て 来い。」 といって 差し 遣す。 成景は 馬に 乗って 馳 

せ 行く 中に、 木 播峙で 入道の 舍 人武澤 とい ふ 者が 信賴 等が 御所に 火 を かけた 後で、 信 西は奈 良へ 行 

っ^と ぁ いてから、 此の 事 を 告げようと 思って 走って ゐ たのに 行き 逢 ふ。 武澤 はこれ 等の 次第 を 語 

つて 「姉 小路の 御宿 所 も 燒き拂 はれました。 是れは 右 衞鬥督 殿が 左 馬頭 殴 を 身方に 引き入れて、 入 

道 殴の 御 一 族を滅 さう とせられる 謀 だと 聞きました。 其の 事 をお 告げ 申さう と 思って 奈 良へ 參 ると 

ころであります。」 とい ふので、 賤 しい 者に 信 西の 居所 を 知らせて は 悪いだら うと 思った から、. 「お 

前 は g 心に もよ く來 た。 君の 居られる 所 は舂日 山の 奥で かう くした 所で ある。」 と敎 へて 置いて 

成景は 京へ 上る 振 をして 田 原の 奥に 歸り、 入道に こ 6 事 を 言 ふと、 「だから、 信 西が 見たところ は、 

よも や 達 ひ はすまい と 思った の だ。 忠臣が 君に 代り 奉る と あるから に は、 命を棄 てて 君の 御 恩に 報 

じ 奉る から 上の 事 はない。 但し 息の 通 ふ 間 は佛の 御名 を唱へ 奉らう と 思 ふから、 其の 用意 をせ 

よ。」 と 言って、 穴 を 深く 掘り、 四方に 板 を 立て 雙 ベて、 入道 をお 入れ 申し、 四 人の 侍 は髻を 切つ 

て、 「& 後の 御な さけに は 法名 を 頂きた う 御座います。」 と 各が 言 ふと、 左 衛門尉 師光は 西 光 右衛^. 

尉 成景は 西景、 武者 所 師淸は 西淸、 修理 進淸實 は西實 とつ けられた。 其の後 大きな 竹 を 節 を 通し 

て、 人道の 口に あて W 人の 切って 喾を 添へ て 掘り 埋める。 四 人の 侍 は 墓の 前で 泣いて ゐ たけれ ど 

も、 そこに ゐる事 も 出来ない ので 泣く く 都へ かへ つた ノ 


信 西が 首 實檢附 獄門に 梟 けらる 、事 

さる 程に、 舍 人武澤 同じく 都へ 歸 りけ るが、 最期の 乘 馬なら、 紀伊 二位に 見せ 奉らん. •、 

A3 て 空しき 馬を牽 きて 歸る 程に、 出 雲 前 司 光泰 五十 餘騎 にて、 信 西が 行方 を 尋ね 來る 

に、 木幡 山に て 行き 逢 ふ。 馬 も 舍人も 見知り たれば、 打ち 伏せて 問 ひける に、 始は 知ら 

ずと い ひけれ ども、 終に は 有 ，9 のまく にど 申しけ る Q 卽ち 此の 男 を 前 に 立てて 行く 稃 

に、 新しく 土 を 穿てる 所 あ， OV  。「あれ 乙 そそれよ」 と敎 ふれば、 卽ち 掘ら 發 して 見れば、 

め はたら いさ 

一い， まだ 目 働き 息 も 通 ひける を、 首 を 捕.^ て ど歸 ，0- ける。 

出 雲 前 司 光泰、 信賴 卿に 此の 由 を 申せば、 同じき 十四日に 別當惟 方と 同車して、 光泰.. 

^宿所 神樂が 岡へ 行き 向 ひて、 此の 音 を赏檢 す。 必定 なれば、 纏て 明日 大路 を 渡し、 獄 

e: に 梟 けらる べしと 定められければ、 京 中の 上下、 河原に 市 をな して 見物す。 

H  〔出 雲 前 司】 前の 出 雲 守。 〔獄門に 梟く】 囚獄 司の 門前に 植 ゑて ある 楝の 木に かけて さらす。 

ssa さて 舍人 武澤も 同じく 都へ 歸 つたが、 信 西が 最後まで 乘 つて ゐた馬 である。 紀伊 二位に お. 

信 西が 首 實檢附 獄門に 梟 けらる \ 事  四 五 
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見せ 申さう と 思って、 主な き 馬 を 引いて 歸る 中に、 出 雲 前 司 光泰が 五十 餘騎を 引きつれて 信 西が 行 

方を尋 おて 來 るのに、 木幡 山で 行き 逢 ふ。 馬 も 舍人も 見知って ゐ たので 打ち倒して 尋ねた が、 始 は，. 

矢らない と 言った けれども、 終に 有りのままに 言った。 そこで 此の 男 を 前に 立てて 行く 中に、 新し 

く 土 を 掘った 所が ある。 「あれが それで 御座います。」 と敎 へる ので、 そこで 掘りお こして 見る と、 

まだ 目 も 動き 息 も 通って ゐ たが、 その 首 を 取って^って 来た。 出 雲 前 司 光泰が 信賴 卿に 此の 事 をい 

ふと、 同 十 H 日に 刖當惟 方と IB. 車して、 光泰の 宿所 祌樂が 岡へ 行って 此の 首 を 寳撿 する。 確かに 信 

西の 首に 相違ない から、 直に 明日 大路 を 引き 廻し、 獄門に 梟け るべき であると 定められ たので、 京 

中の 貴い 者も賤 しい 者 も 加 茂 河原に 市の 如く 集って 来て 見物す る。 

信 賴義朝 も 車 を 立てて 之 を 見る。 十五 日 午の 刻の 事なる に、 晴れた る 天 俄にぎ みて 星 

出で たみ。 之 を 不思議と 見る 處に、 此の 首 信賴義 朝の 車の 前 を 渡る 時、 打 頷 y て ど 通わけ 

る。 見る 人 皆、 「只今 敵を滅 してんず、 怖し」 とどい ひける。 朝敵に あら ざれば、 勅 読に. 

も あらず して、 首 を 獄門に 梟 けらる、 も、 前世の 宿業と いひながら、 去ん^ る 保 元に、 

絕 えて 久しき 死罪 を 申し 行 ひし 報 かと ど、 人々 申しけ る。 

さて 紀伊 二位の 思ひ淺 からず、 偕老同穴の 契 深 か 6 し 入道に は 後れ 洽ひ ぬ。 ^俗の 子. 


( 十二 人ながら 召し 籠め られ て、 死生 もい ま •  た 定^らず。 憑み 進ら せつる 君 も、 ^ 

し 籠め られ させ 給 ひて、 月日の 光 を を さへ はか.？ しく は 御覽ぜ ず、 我が身 は 女 なれ ど 

も、 信頼の 方へ 取り出し 失 はんとい ふなれば、 終に は遁れ 難しと ど 歎 かれけ る。 

〔只今 敵ビ滅 してんず〕 今にも 倌賴、 義朝 等を滅 すだら う。 〔前世の 宿業〕 前世の むく い 。【偕老同穴の 

契】 生きて はと もに 老い。 死んで 後 は 同じ 墓穴に 葬られよ うとの、 夫 緑の 契。 

1 _ 信 賴も篛 朝 も 車 を 停めて これ を 見る。 十五 日の 正午 頃の 事で あるが、 晴れた 天 が 俄かに 暗い 

くな つて 星が 出た。 之 を不 思， f な 事 だと 見て ゐる 場合に、 此の 首が 信賴義 朝の 車の 前 を 通る 時、 打 

顔いて 通った。 見る 人が 皆 「今にも 敵 信賴^ 朝 等を滅 すだら う。 怖し い 事 だ。」 と 首った。 朝敵で な 

いから、 天子の 御 詔 もない のに、 ^を 獄門に 枭 けられる の も、 前世の むく ひだと は 言 ひながら、 

去る 保 元に 久しく 斷 結して ゐた 死罪 を S に 巾 上げて 行った 報で あらう かと 人々 は 言った。 さて 紀伊 

二位の 深く 愛して、 生きて はと もに 老い、 死んで 後 は 同じ 墓穴に 葬られようと 堅く 約束して ゐたス 

道 は 先に 死んで 逝かれた。 佾ゃ份 でない 子供 十一 一人 は 皆 呼び出されて 押し 籠め られ 死んで ゐ るか 生 

きて ゐる かも 判然し ない。 お 憑み 巾し 上げて ゐた 天皇 も、 押し 拖 めさせられて、 月日の 光 を さへ 十 

分に は御覽 にならない。 自分 は 女で ある けれども、 信賴の 方へ 引き出して 行って 殺して しま ふと》 

ふ 事 だから、 終に は 遁れる 察 は 出来ない と 歎 かれた。 

信 西が 首 實検附 獄門に 梟 けらる 、事  四 七 
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四 A 

唐僧來 朝の 事  ， . 

さる 程に、 彼の^ 伊 二位と * す は、 紀^ 範 元が 孫、 右^ 國が 女な，^ だド3 り 

え 三位に 叙し、 纏て 從^ ん して 紀伊 二位と ど 申しけ る。 信 西が 靈とず て、 不驚 

多き 唐 僧來4、 生身の 豐 曰なら とて？ る 事，。 其の 故 は久壽 二 年 S 比、 

鳥 羽禪定 法皇 熊 野 山に 御參詣 あらしに、 其の 比那智 山に 唐 僧 あみ、 名をズ あ f がお とい. 

ふ。 彼の 僧異國 にて、 我 此ド身 を 捨てず して、 生身の 觀？ 拜み 奉らん とい まあ 

し、 天^ぎ 三千 曰の 間祈禱 をな す。 千 曰に 滿じ ける 夜、 「汝 生身の I あまん. 6. 

はは、 日 域に 行きて、 S 山と いふ 所に 赴け」 とい ふ、 天の^ f 譬 て、 薦の 本望 

を 遂げて， 彼^^う に參 K, せるな. ，。 法皇 此の 由 聞こし召して、 唐 僧 を 召されければ、 御 

前へ 參 ろて、 「和 尙々 冷」 と 禮す。 唐 $5 なれば、 語 を 聞き 知ろし召す 人な し、 只 鳥の！^ る. 

如くな さ を、 信 西 末座に 候 ひける が 、「f し此 ii じ^^に て 来れる か」 と 問へば、 

〕 の 曰く、 「さに あらず。 弘 大 T にて？ たる f 」 と f  。 さて 唐僧 信 S, 


ヵ詞を as きて、 才覺の 程 を i; らんと や 恩 ひけん、 異國の 事 を 問 ひかけ た. 

B  〔fc 伊 二位】 紀伊 二位 は 刑 部 丞俊範 が 孫、 紀伊守 兼 永の 女で ある。 範 元が 孫、 範^の 女と ある は^? 

〔八十 島下リ 〕 天皇が 御卽 位の 後、 使 を 難 波に 遣し、 住 吉祌、 大依搽 神 等の 諸 神 を 祭られる ことがある。 其の：， 

使に 下った の をい ふ。 八十 島 は 多くの 國々 の義 で、 諸國を 巡って 祭られるべき であるが、 略して 同所で 祭られた 

- ので ある 。〔生身の «昔〕 生きて ゐる眞 身の 觀音 。〔禪 定】 禪は 禪那の 略。 定は 其の 譯語 である。 熟して 佛 門に ® 

依して j 道を修 する 者の 稱。 法皇に 冠して 其. の尊稱 として 用 ひる 。〔久 森】 近衞 天皇の 御代の 年號。 〔沙門〕 梵^ 

で 勤 息な どと 鏵 する。 蕃を 勤め 惡を 息め る義 である。 出家して 遒を 修める 人、 卽僧を いふ 。「日 械】 日本。 〔天の 

示現】 天のお 告げ 。〔和 尙】 梵語。 鏵 して 力 生と いふ 。僧徒で ある けれども、 搏 じて 學德の 高い 名僧 をい ふ。 ； 

こ は 法皇 を さして いった ものである。 〔禪加 云々】 未詳。 〔弘^ 云々】 未詳。 

さて 彼の 紀伊 二位と いふの は、 紀 伊守範 元の 孫、 右 馬頭 範國の 女で ある。 八十 島 下りに 參 

つて. 三位に 叙せられ、 ， やがて 從 二位に 界 つて 紀伊 二位と 苜 つ-た。 信 西の 妻と なって 不思議な 事が 多 

い 中に、 唐の 佾が來 て、 信 西 を 生て ゐる眞 身の 觀音樣 だとい つて 拜 した 事が ある。 其の 故 は久壽 二、 

年の 冬の 頃に、 鳥 羽禪定 法皇が 熊 野 山に 御參詣 になった 時に、 其の 頃那智 山に 唐の 佾が 居て、 名 を 

淡 海 沙門と いふ。 波の 佾が 他國で 自分が 死ぬ る 事な くして、 生きて ゐる眞 身の 觀音 を拜 したいと い， 

ふ 願 をお こし、 天 を 仰いで 一 千日の 祈禱 をす る。 丁度 千日に 足った 夜に 「汝 生身の 觀 音を拜 まん. 

i 思 ふなら ば、 日本に 渡って、 那智 山と いふ 所に 行け。」 とい ふ 天のお 告げ を 蒙って、 海 を 渡って 日： 

唐佾來 朝の 事  四.^ 
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本に 來る望 を 遂げ、 彼の 山に IS つたので ある。 法皇 はこの 事 を 聞かせられて" 唐儈を 召された りで 

^儈は 御前へ 參 つて T 和尙々 々」 といって 禮を する。 唐儈で * るから 其の 言葉 を 聞いて わかる 人 はな 

い。 只 鳥の 曄 るの を 聞く やうで あつたの を、 信 西が 末席に 列って ゐ たが、 「？s 加此法 設除淨 精で 来た 

のです か c」 と 問 ふと、 唐儈は 「左樣 でありません、 弘誓 破戒^ 除大 精で 来ました。」 と 答へ る。 さて 唐. 

が 信 西の 詞を 聞いて、 才智の 程度 を 量って やらう と 思った ので あらう、 他 國の事 を 問 ひかけ た。 

「ti 旦の長 安城より、 天竺 舍郝大 城へ は 何 萬 里 ど」 と 問へば、 「十 萬餘 里」 と 答 ふ。 「遺愛 

寺と いふ 寺 は いづく にか ある」。 「天台 山より 西へ 去る 事 七 百 里、 白 樂天世 を 遁れし 所 ど. 

かし」 と 答 ふれば、 唐 僧 難 義を問 はんと や 思 ひけん、 一 扁鵲が 門に は 何 か ある」 とい ふ。 「延 

命と い. ふ 草 を 栽え た 6。 之 を 見る 人、 善 を 招き 惡を さけ、 毒 命 久延」 とい ふ。 「女 陽が 門 

に は 何 か ある」。 r 亂樹 とい ふ 木 あり、 三十 年に一度 片 枝に 花 暌き、 片 枝に 菓 なる。 之お 

取りて 食 ふ 人、 醉ふ 事百餘 日、 其の 味 西 王 母が 桃に 似た も」0 「長 良 國とは いづく ど」。 「都 

こつ チ  r ん わう  めな う  ま 力 孑 

城よ， =>1 へ 去る 事 二百 里な も。 梵 王の 立て 給 ふ 瑪瑙の 塔 あり。 彼の 塔の 下に は、 摩 訶曼. 

£ilf、  曼 華、 四 種の 天花 開けたり。 釋尊燃 燈佛の 御 許に して、 髮を おろし 給. 


ひし 所な り」 T 大雪 山に は」。 「藥籙 王と いふ 木 あり。 彼の 木の葉 を 鼓に 塗りて、 打つ 音 を 

聞く 人、 不老不死の 德を 得たり」。 「西 山に は」。 「波 珍と いふ 蟲 あ々。 首に 諸の 财を 戴き、 

常に 佛を 供養し 奉る 思 ひ あ， 9」。 「長 山に は」。 「三重の 瀧 あり。 彼の 瀧の 水 を吞む 人、 大に 

怒る 心 あみ。 され ども 竹 お に 鞭打ちて、 道心 を 催す」 とい へり 。「瓠 巴 琴 を彈ぜ しかば」。 

「四方の 鳞&に 上り」。 「鈴 宗笛を 吹きし かば 4。 「天人 袖 を飜 す」。 「唐の 太宗 は」。 「甕の 邊に 

して、 天下 を 治む る 先 相 あり」 と、 一 々に 答へ ければ、 唐 僧 「我が 國ょ 6 渡れる. 者 か、 此 

の國 よも 來も て學 せる か」 と 問へば、 「本よ 6 我 此の 國の素 生 なれ ども、 若し 遣唐使に や 

渡らん ずらん とて、 天竺、 震旦、 高 ^  、 新羅、 百 濟を始 として、 五六 箇 年の 間に、 上 一 人. 

よら 下 萬 民の 申し かへ たる 詞^で 學び たるな り」 と 答へ ければ、 「我 生身の 觀昔を 拜み奉 

らんと、 天の 示現 を 蒙りて 是れ まで 來れ ろ。 汝卽ち 生身の 觀 音たり。 我が 願 空しから ず」 

とて、 「信 西 を 三度 禮し、 種々 の 引出物 をして けり。 其の後 信 西 我が 國の詞 を 以て、 此の 

趣 を 奏し^れば、 君 を 始め 進ら せて、 供奉の 人々 皆 不思艤 の 思 ひ をな されけ り。 

^ 【震旦】 支那。 【 舍那 大狨〕 未詳。 【人 古山】 夭食縣 の 西、 百 十 里に 在り、 智者 大師の 居住して 一 宗を 開， 

いた 所。 【白 樂： 大】 名 は 居 易、 唐に 於け る 有名な 詩人。 太 庫に 生れた。 元 和の 進士 で、 左 拾 遣に 遷り、 江 州 司， 

唐佾 来朝の 事  五 一 
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巧に 貶せられ たが、 後、 知 制 誥に遷 り、 刑 部 锊書を 最後と して 投を 返き、 大中 元年に 死んだ 年 七十。 白 氏 文集. 

七十 一 卷の 著が ある。 【難 義】 困難な 問題。 【扁 鵲】 支那 春秋 時代の 名醫。 【汝 陽】 支那 唐の 代の 大酒 家汝陽 王の 事。 • 

【西 王 母】 仙女で 漢の武 帝の 時 殿に 降って 錄桃 七つ を 進め、 自ら 其の 二つ を 食った。 帝が 核 を 留めん とせられる 

と 西 王 母 は 「此の 桃 は 世間に ある ものではありません、 三千 年に 只 1 度實 がなる ばかりです」 と いった。 【都 绒】 

釋^ が 太子であった 時 住んで 居られた 迦毘羅 【ssa 東南の 間。 【梵 王】 梵天王の ことで、 ^度で 天地創造の 

神と レて諸 神の 主位 を 占め、 又佛敎 保護の 神と して 帝釋 天と 共に 佛 像の 左右に 侍する 。〔摩 訶 曼陀羅 華〕 大 たる 白 

蓮の 花、 摩 訶は大 の 意、 曼陀羅 華 は 白蓮 をい ふ。 【摩 訶曼 殊殊沙 華〕 大 なる 赤 蓮の 花。 曼殊沙 華 は 赤 蓮の 花 をい 

ふ。 【四 種の 天 華】 摩訶 曼陀羅 華、 摩訶 曼殊沙 華、 曼陀羅 華、 曼珠沙華。 〔燃 燈佛】 釋迦が 此の 佛の 出世に 逢って、. 

蓮 花 を 奉り、 泥濘なる 地に 髮を しいて 其の 佛に蹈 ましめ、 未 來成佛 の 記 別 を 受けたい とい はれる もの 【大雪 山 1 

印度 北境の 高山であって、 釋迦が 修業 中 最後に 居られた 所。 【瓠 巴〕 支那 古代に 於け る 琴の 名手。 【鈴 宗】 未詳。， 

【甕の 邊 にして】 身分の 卑しい 時からの 意 か。 【素 生】 うまれ 0〔 一 人】 天皇 を 申し 奉る。 この 時 は いちじんと 讀む 9 

【申し か へたる 詞〕 K 一  の詞 でも、 貴い 人と 賤 しい 人と は 其の 首 ひ 方に 變 りが あるから 一一 ic つたので ある 。【示現】 

神佛の 靈驗を 示し 現す こと。 

「支那の 長 安の 城から、 印度の 舍那 大域へ 何 萬 里あります か。」 と 問 ふと、 「十 萬餘 里。」 と 答へ 

る 。「遣 愛 寺と いふ 寺 は 何 所に あります か。」 「天台 山から 西へ 去る 事 七 百 里の 所に あり、 白樂 天の 世 を 

遁れた 所です」 と 答へ ると、 唐傦は 困難な 問題 を 尋ねて やらう と 思った の だら う。 「扁鵲 の 門に は 何. 


があります か。」 とい ふ。 「延命と いふ 草 を 栽 ゑて ある。 これ を 見る 人 は 善 を 招き 惡を 避けて、 命 力 長 

くなる のです。」 とい ふ。 「汝 陽の 門に 何が あります か。」 「亂樹 とい ふ 木が あり、 三十 年 目に 一 度 片方 

の 枝に 花が^ き、 又 片方の 枝に 果實 がなる。 之 を 取って 食 ふ 人 は百餘 日間 醉ふ。 其の 味 は 西 王 母の 

桃に 似て ゐる のです。」 「長 良國と は何處 であります か。」 「迦 毘羅 城から 束 南の 方へ 去る 事 二百 里で 

す。 梵 £>: 立てら^た 瑀辎の 塔が あります。 彼の 塔の 下に は、 摩訶 曼陀羅 華摩訶 曼殊沙 華な ど四柯 0 

夭 華が 開いて ゐ ます。 釋迦が 燃 燈佛の もとで、 髮を 敷かれた 所です。」 「大雪 山に は 何が あります か。」 

「藥霊 とい ふ 木が あります。 その 木 III つて、 打つ f 聞く 人 は、 不老不死の 利 f 得 

ました。」 「西 山に は。」 「波 珍と いふ 蟲が 居り、 首に いろくの 寳を 戴いて ゐて、 常に 佛に 供養し 奉つ 

てゐる やうに 思 はれます。」 「長 山に は。」 「三重の 瀧が あります。 その 瀧の 水 を 呑む 人 は 非常に 怒る や 

うになります。 しかし 竹馬に 鞭打って、 佛 道に 歸依 する 心 を 起します。」 と 言った。 「瓠 巴が 琴 を ひき 

ますと。」 「四方の 魚類 は 陸に 上り。」 「鈴 宗が笛 を 吹きます。」 と 「天人が 袖 を 翻しに 舞った のです。」 「唐 

の太宗 は。」 「身分の 卑し ^ 時から、 天下 を 統^す る 相が 先に 現れて ゐま： した。」 と。 一々 に 答へ たか 

ら、 唐 僧 「我が 支那の 國 から 渡って 來 たのです か、 又 日本から 我 國へ來 て舉ん だのです か。」 と 問ぶ 

と、 「本より 私 は 我が 日本の 國の 生れで ある けれども、 若し 遣唐使と なって 渡る ことがある かも 知^ 

おいと 思って、 印度、. 支那、 髙麗、 新羅、 百 濟を始 として、 五六 箇 年の 間に、 上 天皇より 下 萬 5 雷 
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わ 力へ た詞 まで * ん だのです」 と 答へ たので 、「私 は 生きて ゐる眞 身の 觀音 を拜み 奉らう と 思って、 

1K の 不思議な お示しに より 是 まで 来ました。 あなた は 生身の 觀 音であります • 私の 願 は 無駄に なら 

なかった のです。」 と 言って、 信 西 を 三度 禮拜 し、 種々 の 贈り物 をした。 其の後 信 西が これ を 我が 國の 

詞に P 譯し て、 そ S わけ を 申 上げた Q で、 君 を 始め 奉って、 おつきの 人々 も 皆 不思議の 感 をせられ た。 

L.  ^ 1  一一 一口 のー • 

去ん ぬる 保 元元 年 春の 比、 法皇 敷 山へ 御幸なる。 山門に は 大師し^ g^Jf の， 具^ ども あり。 

名字 を 御 尋ね あう ける に、 大衆 ども、 公家の 才學を 量らん とや 思 ひけん、 「我が 山の 碑に 

て 候へ ども、 正しく 名字 を 知りた る 者 候 はず」 と、 一 同に 申しければ、 法皇 先年 熊 野に て、 

信 西 不思議の 才學を ふる； S しかば、 若し 之 を もや 知 fts たるらん とて、 召し出さ 1 けれ. H、 

御前に 參 もて 畏まる。 先づ 「一 の 箱の 修禪定 の 具足の 中に、 r 手 g ばか. して 音 ある もの 

あり。 是れは 如何に」 と御尋 あれば、 r 禪 鞠と 申し 候。 止觀第 四卷に 見えた々。 ^ へば 大 

師^ 定の 時、 睡 あれば 之 を 頂 土に 置き、 睡れば 自らお つ。 落 つれば 音 あ， os。 故に 民り 覺 

むるな り。」 「又 二 尺 四五寸 ばか. - なる 木の さきに、 ずば かりにして：^ なる もの 


釋 


t^o  I 大師 修禪定 の 時、 御身 苦しき 事お はし ませば、 之 を 以て 押 ふ。 押 ふれば 止む。 

.是 を it とい ふ」。 「二 尺ば かり ある もの を、 かせの 如くに 違へ て、 先 ごとに 絹 を 懸けて 

4s りたる もの あり， f  4. 大師 座 禪に御 胸痛む 時、 之 を 以て 押さ ふ。 押さ ふれば 止む。 助老 

.i 之お いふ。」 

【山門】 延曆寺 をい ふ。 【大師】 傳敎 大師の 事。 延暦 寺の 開山。 桓武 天皇の 延暦 二十 三年に 入唐し、 天台 

山國淸 寺に 於て 佛法 を學 び、 翌年 歸 朝して H< 合宗を 我が 國に傳 へた。 【修 禪定】 一心に 佛道を 修行す る こと。 禪 

定は心 を 一 所に 留めて 散亂 せしめな いの を. いふ。 〔具足】 道具 。【名字】 具足の 名。 【大 *〕 大勢の 僧徒。 【公家】 朝廷 

に 奉仕して ゐる人 。【勢 手 鞠ば かり〕 その 形が 丰钧 位と いふ 意。 【禪 鞠】 座 禪の時 眠り を さます 爲に、 頂に 置く 手 胸 

の やうな もの。 【止 1K 合の 三 大部の 1 なる 摩 訶止觀 の 略、 これ は 二十 卷 ある。 【大柑 子】 大きな 蜜柑。. 【かせ】 

つむで つむいだ 絲を かけ 卷く 具で、 兩 垴が搲 木の 如くな つて ゐる • 

去る 保 元元 年 春の 頃に、 後 白 ，河皇 は比歆 山へ 御幸になる。 延曆 寺に は傳敎 大師が 一 心に 怫 

道 を 修行す る 時. に 用ゐた 道具な どが ある。 法皇が その 道具の 名^お 尋ねに なった が、 大勢の 儈徒等 は 

- 公家の 才智 * 問 を 量って やらう と 思った ので あらう、 「我が 寺の 寳 ではあります けれども、 正しい 名 

を 知った 者はありません。」 と 一同が. S. 上げた ので、 法皇 は 先年 熊 野に 於て、 信 西が 不思議な 才智 擧 

間 を あら はした ので あるから、 若 しゃこれ を も 知って ゐる かも わからな いと 思し 召されて、 召し出 

救 山 物語の 事  五 五 
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きれた ので 御前に 參 つて 畏まる、 「先づ 一 の 箱の 修禪定 の 具足の 中に、 その 形が 手 鞠 位で 音 Q する も 

のが ある。 これ は 何 か。」 とお 尋ねに なると r 禪 鞠と 申します 。摩 訶止觀 の 第 四卷に 書いて あります。 

譬 へば 傳敎 大師が 一 心專 念に 佛道を 修行 せられる 時に、 睡 くなる とそれ を 頭上に 置きます、 陲 むし 

ば 自然に 落ちる のであります。 落ちる と 音が します。 それで 眠が 覺め るので あります。」 「又 二 尺 S 

五寸 位の 木の 先に 形が 大きな 蜜柑 程あって 柔 かなものが ある。」 「これ は傳敎 大師が 修禪定 の 時 こ、 

御身の 苦しい 事が あらせられ ると、 これで 押へ つける のであります。 押へ つける と 其の 苦痛が にに み 

ますこ 氷を禪 杖と 申します。」 「二 尺 程 ある もの を、 かせの やうに 違へ て、 先 毎に 絹 を かけて 塗った 

ものが ある。」 「大師が 座禪 をして 御 胸が 痛む 時、 之 を 以て 押へ つけます。 押へ つける と 止みます • 

助老 とこれ を 巾し ます。」 

一 又お に 似た る 物 あり。」 「其の 名 を 頭 子と いふ。 委しく は 梵網經 に 見えたり。 此等を 四 種 

の 物， M いふなり。」 「第 十九の 箱 は。」 「下野の 國 宇都 宮の 御殿に 納めら る。 護 S 使者た 

i 1 神强 ちに 惜 ませ 給へば、 人は爭 でか 知るべき なれ ども、 或は？ 予" 賀 i の 法 をに め、 

或は 陀 天の 法 を 籠め、 大師 手 印 を 以て 封ぜら ると 云々。" 不 iii 人骨のお おも、 此の 箱 

にあ々 とか や。 凡そ 延暦 寺は大 SS の 伽藍な み。 大 講堂 は 深 草 天皇の 御 願、 お、 


〔頭 子】 頭 を 支へ る 具。 枕の 類 。【梵 弒鸫】 ニ卷 ある。 華嚴鸫 六十 二 卷の內 にあり、 上 卷には 菩薩の 行 

を說 き、 下 卷には 今 世人の 行 ふべき 四十 八 戒を說 いて ある 。【宇都 宮】 二 荒神 瓧 。〔乙 護法】 佛法を 守護す る爲に 

使役 せらる る 鬼神。 乙の ぼ 未詳。 【明 祌】 二 荒の 祌。 〔宇賀神の 法。 陀 天の 法】 共に. 眞言 秘密の 法で ある。 【手 

秘密の 法 を 行って 印 を 結ぶ こと 。【不 空顯 索】 六觀 音の 一 で、 多く は 三面 八臂、 手に 錫杖、 蓮華、 驕索を 持つ。 種 

々. に 煩悶して 安住 を 得^い もの を 救 ふとい ふ。 〔人骨の 念珠】 人骨で 作った 珠數。 「伽藍〕 寺院。 〔講堂】 敎 法を講 

敏山 物語の 事  i,,  . 


四 王院は 文德， 朱 雀の 御 願な. o。 法 華 堂に は、 大師 三代の 御經 もお はします。 五臺 山の 

香の 火、 淸凉 山の つち も あり。 前 唐院に は、 大師の 御 齡殿 も あ 6、 御香爐 もぁ气 御^ 

もお はします。 其の 外弘仁 三年の 春、 大師 九州 宇佐 ノ宫 に詣 で、、 法 華の ^ お を 講じ 給 ひ 

しかば、 大 菩薩 自ら 齋殿 Aft き、 手づ から 大師に 授け 給； 3 し 紫の！^ に は、 光明 嫩^ と 

して、 八幡 三 所 も を はします な .0。 天竺の；^ Jf、 法 全和尙 のと i ぎ、 地獄，^ 取み 

^へ ほろ、 泗濱？ 、 此の 山に， き I へ な 神の 守護 きふ 1の杉 の 

洞、 飯 室の 五つ 坊ま でも、 打ち 鳴す 鐘の 響の しける に M そ、 人 あ ゲとは 知ら 1 け 乂」 と、 

三 塔の 祕事 ども を 一 々に 申しければ、 君 を 始め 進ら せて、 三千の 衆徒 奇異の 思 をな しに 
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演 する 堂 。【法 華 堂】 法 華 三 眛を修 する 佛堂。 後に は 貴人の 納骨堂 をい ふ 。【大師 三代】 傳敎、 慈 *、 智證。 【五 蹇 

山、 箝凉 山】 同 1 の 山で 支那 江 北に ある 。〔前 唐院】 慈 《 の 康所。 【》 息】 體を もたせて 休息す る 具。 【钧 影】 解 f 

の 畫像を い ふ 。【弘 仁】 鹾峨 天皇 の钧代 の 年號 。【法 華の 眞文】 梵字で 書 いた 法 華弒。 【齋 殿】 神體を いっき まつる 

钩 KO 【赫 奕〕 光り輝く さまに いふ。 【八幡 三 所】 宇佐 八幡宮 は應神 天皇、 姬祌、 神 功 皇后の 三 所 を 合祀して ある 

の e 、三 所と いふ。 【多羅 葉】 多羅 街の 葉。 形 は稷櫚 に似て 印度に 多い。 【法 仝 和尙】 支那 唐 代の 高僧、 和 尙は師 0 

稱。 又は 修業 を 積んだ 高僧に いふ。 【獨 鈷】 古代 印度の 武器で、 密敎 では^ 惱 打破の 表 章と して 用 ひる 法具で ある 

銅で^ り、 その 兩端は ^ の 如くな つて ゐる。 一 尖で あるの を 筠 鈷と いひ、 一 二 叉で， あるの を 三鈷、 五 叉で あるの を 

五鈷 とい ふ。 【焦熱地獄】 八 大^ 獄の 一で、 非常な 火熱 を 以て 亡者 を 苦しめる 所。 【泗濱 石】 支那 泗 水の 濱 から 出 

る磬 石。 樂 器に 用 ひる 。【三十 番神】 天台宗 及び 日蓮 宗で法 華 守護の 神と して、 月の 三十日に 割り 赏 てて 祀る三 

十の 神 。【根本〕 根本 中堂の 車で、 钗 山の 本堂 。【杉の 洞】 叙 山の 名坊 で、 慈瓷が この 杉の 洞に 籠って、 精進して 法 

華鐽を かいたと いふ ことで ある 。【三 塔】 延謄 寺の 三 M 分で、 東 塔、 西 塔、 橫川 をい ふ。 

「又 枕に 似た 物が ある」。 「其の 名 を 頭 子と 申します。 委しい 事 は 梵網經 に 見えて 居ります。 

これ 等 を 四 種の 物と 申します」。 「第 十九の 箱 は」。 「下野の 國 宇都 宮のニ 荒神 社の 御殿に 納められ 

てあります。 乙 護法が 使者であります。 二 荒の 神が 非常に 惜 まれました から、 人 はどうして か 知る 

事の 出来る 害はありません けれども。 或は 宇賀神の 法 を 籠め、 或は 陀 天の 法 を 籠め て、 傳敎 大師が 

秘密の 法 を 行 ひ 印 を 結んで 封 をせられ たと 云々。 不^ 羅索ゃ 人骨の 珠數も 此の 箱に 入れて あると い 


衾であります。 凡そ 延攀 は傳敎 大師が 最初に 建てられた 蠢 であります。 大靈 は深奏 皇の 

御 願に よって 建てられ、 延命 院、 四王院 は文德 天皇と 朱 雀 天皇の 御 願に よって 建てられ たもの でら 

ります。 法 華 堂に は傳敎 大師より 後 三代の 御經 もあります。 五臺 山の 香 Q 火、 淸涼 山の 土 も ありま 

す 前 唐 院には 大師の 御 脇息 も あり、 御 香爐も あり、 御 佛の騫 像 もあります。 其の 外 弘仁ョ 年の 

舂 大師が 九州 宇佐 神宮に 參詣 せられて 、梵 文の 法 華經を 講ぜられ たから、 八幡 大 菩薩が 自ら 霞 

I いて、 御自身に 大 ぼに 授けられた 紫の 薩が あります が、 それに は 光り輝いて 八幡 三 所 もや ど 

られて 居ります。 印度 SIS 全和尙 の鬵、 焦熱地獄より？ 傳 へた 蟹 石 も 此の 寺に ある 

とい ふ 事であります。 それば かりで なく 三十 番 神が 守護 せられる 根本 中堂. 8 の 洞が あります。 こ 

とに 薦が 籠って 精進して ゐ ましたが、 飯 室の 五嘗の 僧坊まで、 打ち 鳴す 鐘の 響が しました の 

で、 人の 居る 事が 知れました。」 と、 一二 塔の 世間に 知れて ゐ ない 事 ども を、 一 々申した ので、 君 を 台 

め 奉り、 三千の 衆徒 等 は 不思議の 思 をした。 


V わ^-よ  けいしゃう うんかぐ 


• 還 御の 後 も、 信 西が 穿 I じ 申されけ るに？ て、 の 御物 語 ど あ 

6 けな。 「さて 4 六の 赛. の 目に、 一が 二つ をば ぎと いひ、 二が ニミ える 

をば 重 二と いふ。 mfo 是 I なる 着る に、 三 四ば かき f 三 朱 


五 九 
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四と 5, ふこ そ 心得ね。 之 を 御 尋ね 候へ かし」 と 申されければ、 法皇げ にもと て 信 西 を 召 

さ lc、  の 由 を 仰せ 下されければ 、「さん 候。 昔 は 同じく 重 三重 四と 申しけ る を、 唐の 

<  ち, C* 

玄宗 皇帝と,， 妃と、 雙六を あそばしけ るに、 重 三の 目が 御用に て、 朕が 思 ふお くに 出 

でたら ば、 五位に すべし とて あそばしければ、 重 三お りき。 楊 貴 妃又重 四の 目 を 乙 ひ 

VJ、  K が、 ひ の 如くに おりたら ば、 倶に 五位に なすべし とて 打ち 給 ふに、 重 四 出で たりき。 

-  - しるし 

りて 天子に 戯言な し、 同じく 五位に なさん とて 成されけ るに 何 をか驗 にす ベ きとい 

し。 1  この 亡た  、 

ふ。 五位 は 赤 衣 を 著れば とて、 重 三重 四の 目に 朱 を さ、 れ てより ぉ來、 朱 三 朱 四と 呼ぷ 

と 乙 そ 見え て^へ」 と. 奏しければ、 諸 卿 皆 理 にやと 感じ あはれ ける。 されば 凡人なら 

さ、  えんま  、みやう 

ぬに や、 死して 後 も、 手に は 日記 を 捧げ、 口に は 筆 を 含み、 閻魔の 廳 にても， 第三の 冥 

^が 列な りけ ると、 人の 夢にも 見えたら けり。 斯 からし 人の 今 首 を 獄門に 梟 けらる、 も 

保 元の 合戰 に、 宇治の 惡左苻 の 御 墓、 大和の 國添上 郡 河 上 村、 般若 野の 五 三昧な りし 

を、 信 西の に 依りて、 勅使 を 立て、 掘り 發し、 死骸 を 空しく 羞 めら れ しが、 中二 

年 あ， CS て、 平 治 元年に 我と 埋み藏 されし かど も、 終に 掘 ^發 されて、 首 を 斬られけ るで 

を 怖し けれ。 昨日よ 他 州の 愁、 今日は 我が身の 責 とも、 かやう の 事 を や 申すべき。 


、 


{HB 【雙 六】 遊戯の 一 種。 長さ 凡そ 1 尺 ニ寸、 撗七寸 二分の 木 盤に、 雙方谷 十二の 鄞を 引き 、中央に 一條の 

横線 を 引いて 敵 味方の 領地 を 劃し、 各、 馬と 名 づける 黑 白の 石 十二 箇を 並べ、 別に 二 箇の赛 を竹简 に 入れ、 交- 

互に  M  り 出し  て 現れた 數 ほど 藓を數 へて 馬 を 送り、 早く 敵の 領内に 送り 了  P たの を 勝と する。 〔天子に 戲， な 

し】 君主の 首 は 1 度 出た なれば それ を實 行せ なれば ならん。 【閻魔】 地獄の 王で、 十八の 將官と 八 萬の 獄卒、" を』 

隨へ、 死んで 地獄に 墮 ちて 來る者 を^ 理懲罸 する 事 を 掌る 。〔笫 三-の 冥官】 冥官は 地獄の 閻魔 王の 廳に屬 する お 

人で、 第 三 は 其の 順序 を あら はした ものである。 【般若 野】 奈 良の 東南に ある。 【五 三昧】 法 華 三昧 堂の 略で、 墓 

地の 傍に ある 寺院 をい ふ。 【昨日の 他 州の 愁】 他國の 人の 昨日の 愁。  麵 

御 還りに なった 後 もい 公卿 殿上人 等 は 信 西が 才智の すぐれて ゐ るの を 感心せられ たが そ 

れ について いろくの 話が あった。 「さて 雙 六の 賽の 目に、 一が 二つお りたの を疊ー とい ひ、 二が 

二つお りたの を 重 二と いひます。 五六 を も 疊五疊 六と いひます。 是は皆 重なると いふ 意味で ありま 

すが、 三 四ば かり は 朱 三 朱 四と いふの はわけ がわ かりません。 これ をお 尋ねに なって 御覽 なさい ま 

せ、」 と 申 上げられた. ので、 法皇 は 尤もな 事 だと 思 はれて 信 西 を 召され、 この 亊を 御下問に なった ク- 

で、 「左様で 御座います。 昔 は 同じく 重 三重 四と 申し ましたが、 唐 ひ玄宗 皇帝と 楊 貴 妃と雙 六 を 遊ば 

された 際、 玄宗 皇帝 は 重 三の 目が 御 入用で、 朕が 思 ふやう に 出たならば、 五位に する であらう と 仰. 

せられて 御 投げに なると、 重 三が 出ました。 楊 貴 妃も亦 重 四の 目 を ほしく 思って、 私の 思 ふ 通りに. 

敷 山 物語の 事  】 
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出たならば、 一緒に 五位に してやら うと 言 はれて 投げられ ると、 重 四が 出て 来ました。 そこで 君主. 

の 言 は 一度 出たならば、 それ を實 行せ ねばならん、 同じく 五位に しゃう と 仰せられて 成されました 

が、 何 を 以て 五位 Q しるしに する のがよ いので あらう とい ふ 事に なり、 五位の 者 は 赤い 衣 を 着て ゐ 

るから といって、 重 三重 四に 朱 を さされてから 以來、 朱 三 朱 四 £ 呼 ぶこと になった と 書物に 書いて 

あります。」 と 申し上げ たので、 諸 卿 は 皆 道理 だと 感じ あはれ た。 故に 並大抵の 人物ではなかった の 

であらう。 死後 も 手に は 日記 を 持ち、 口に は 筆 をく はえて、 閻魔の 廳に 於ても 第三の 冥官に 列な つ 

たと 或 人の 夢に 見えた ので ある。 これ 程な 人が 今 首 を 獄門に 梟 けられる の も、 惡 行の 報で、 保 元の 

合戰 に、 宇治の 惡 左府賴 長の » 墓が 大和の 國添上 郡 河 上 村 般若 野の 五三 味に あつたの を、 信 西の 言 

ふ 事に 從 つて、 勅使 を 立てて 掘り 發し、 死骸 を 無 慙に羞 しめられ たが、 中 1 一年お いて、 信 西 は 平 治 元年 

に 自分に 身 を 埋めて 藏れて 居られた けれども、 終に 掘り 發 されて、 首 を 斬られた の は 怖し い 事で あ 

る。 他國の 人の 昨日の 愁 も，、 今日は 我が身 を 苦しめる ものと なると は 此樣な 事 をい ふの だら うか。 

六波羅 より 早馬 を紀 州に 立てら る、 事 

かつ S  き瓣め 

さる 程に 十日の 曉、 六波羅 より 立ちし 早馬、 切 部の 宿に て 追 ひ 著き たり。 淸盛 「如 • 


何に ど」 と 問 ひ 給へば、 「去ん ぬる 九月の 夜、 三條 殿へ 夜 討 入りて、 御所 皆 燒き拂 ひ 候； S 

ぬ。 小納言 入道の 宿所 も 燒き拂 はれ 候。 是れは 右 衞門督 殿、 左 馬頭 殿 を 相 かたら ひて、 

當家 を滅し 奉らん との 謀と こそ 承り 候へ」 と 申せば、 淸盛 「急ぎ 下向すべき か、 是 まで 

參りて 參詣を 遂げ ざ らん も 無念な り、 如何すべき」 と宣 へば、 左 衞門佐 重 盛、 「熊 野 參詣： 

も現當 安穏の 御 祈請に てこ そ 候 ふらめ。 其の上 君 逆臣に 取り籠められ させ 給へ るな り。 

爭 でか 武 g として、 之 を 救 ひ 奉ら ざらん。 神 は 非禮を 受けず、 何 か 苦しく 候 ふべき。 急 > 

ぎ 御 下向 あるべし」 と 申されければ、 皆 此の 議 にど 同じけ る。 「それに 取りて、 敵に 向 ひ 

て歸洛 せんず る。 物 具 一 領 もな きをば、 如何すべき」 と 歎き 給ふ處 に、 筑後守 家貞、 長 

櫃を 五十 合 重げ に舁 かせたら し を 取 6 寄せて、 五十 領の 鎧、 五十 腰の 矢、 其の 外物 具 ど- 

もを 取り出して 奉る。 「弓  は 如何に」  と宣 へば、 竹の あ ふごの 中に 節 をつ いて 入れたり け 

れば、 卽ち 五十 張の 弓 を 取り出せ も。， 纏て 家 貞は、 滋目 結の 直 垂に洗 革の 鎧 着て、 太刀. 

ぎ 挾み、 「大將 軍に 仕へ 奉る 者 は、 斯 くこ そ 用意 すれ」 と 申せば、 侍 共 「あはれ 高名 か 

な」 と 感じけ ふ。 熊 野の 別 當湛增 が 田邊に 在りけ るに、 使 を 立て 給へば、 兵 二十 騎 奉る。" 

湯淺 權守宗 重、 三十 騎 にて 馳 せ參れ ば、 彼此 百騎 になり にけ も。 

六波雜 より 早馬 を紀 州に 立てら る、 事  六 【ュ 
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I  〔切 口の 宿】 切目 王子の 瓧の ある 宿 。〔右衛門 督〕 信鎮。 【左 馬頭】 義朝。 〔現 當〕 現世と 未来。 〔神 は 弗 鱧 

を 受けず】 武臣と して 天子の 危急 を 救 ひ 奉る こと をせ ずして 參詣 しても、 神 はか かる 非 S! の 祈 を 御 納受 ある ま 

い。 【何 か 苦しく 候 ふべき】 何の 不都合が ありませ うか。 【五十 合】 五十 棹に 同じい。 合 は^の ある もの を^へ る 

に 用 ひる。 【五十 腰〕 暧は 菔を數 へる 詞 。【竹の あ ふご】 竹の 天秤棒 。【滋 目 結】 しぼり 染め をい ふ。 轼布 をつ まみ 

あげて、 絲で 結んで 染める ので ある？ 其の 文が 目の やうに たるので 目 結と いひ、 四所づ つよせ たの を SB: 結、 一ー1 

所づ つよせ たの を 三 目 結、 1 面に しげく 染め出し たの を滋目 結と いふ。 【洗 革】 薄紅 色に 染めた 革。 锊色 を^ ひ， 

はがした やうな ので 名 づけた と いふ o【 熊 野の 別當】 別當 は儍官 で 諸 寺の 長官と して 一 山を統 轄 する もの を 、， 

ふ。 熊 野 新 宫は奈 良 朝の 顷^ 永 興が 此の 地に 來て垂 跡 說を唱 へてから 僧徒の 信仰す る 所と なり、 三 山の 樓が^ 

徒に 移つ て 浚に 検校 や 別 赏 を 置かれる やうに なった o【 湛^】 姓 は 藤 原で 湛 快の 子。 

さて 十日の 曉に六 波 維から 立った 早馬が、 切 部の 宿で 追 ひ 著いた。 淸^ が r どう だ。」 と 問 

はれる と 「去る 丸 日の 夜、 三條 殿へ 夜 討が 入って、 御所 を 皆 燒き拂 ひました。 少納. 言 入道の 宿所 も 

燒き拂 はれました。 是れは 右衛門 督 殿が、 左 馬頭 殿 を 引き入れて、 當家 を滅し 奉らう とする 謀 だと 

聞きました」 とい ふと ノ淸盛 「急いで 下向す るの がよ いだら うか。 是 まで 来て 參詣を しないの も殘 令》 

である。 どうしょう」 と 言 はれる と、 左 衞門佐 重 盛 「熊 野へ 參詣 せられる の も、 現世 未来の 平安 を 御 

新リ になる 爲 であり ませう。 其の上 君 は 逆臣に 取り籠められで いらっしゃいます。 どうして 武臣 3 

身と して これ をお 救 ひ 申さないで よい ものです か 。神 は 纏に 叶 はない 祈 を 受けられません。 何の 不都 


合が ある ものです か。 早く 御 下向なさい ませ。」 と 申された から、 皆 此の 意見に 贊 成した。 淸盛は 「それ 

について、 敵に 向って 歸 京す るに 要する 武具が 一 領 もない の だが、 どうしたら よいの だら う」 と 嘆い 

て 居られる 際に、 筑後守 家貞が 長櫃を 五十 柿、 重げ にかつ がせて 來 たの を 取り寄せて、 五十 領の 鎧と 

S 十 腰の 矢と、 其の 他の 武具 ども を 取り出して 奉る。 「弓 はどう だ」 と 仰せられ ると、 竹の あ ふごの 中 

に 節 を 突きぬ いて 入れて ゐ たから、 そこで 五十 張の 弓 を 取り出した。 やがて 家 貞は 滋目 結の 直垂 に、 

洗 革の 鎧 を 著に、 太刀 を 脇に 挾み、 「大 將琪 にお 仕へ する もの は 、此の様に 用意 をす る もの だ。」 とい ふ 

i 、侍 共 は 「あ &立 派な 手柄 だ。」 と 感心した。 熊 野の 別 當湛增 が 田邊に 居た のに、 使 を 遣 はされ ると、 • 

兵 二十 騎を 奉る。 湯 淺權守 宗重も 三十 騎を W き 連れて 馳 せて 來 たので、 一切、 合せて 百騎 になった。 

爱に惡 源 太、 三千 餘騎 にて 安部 野に 待つ と 聞え けれ は、 淸盛 「此の 無勢に て、 大勢に. 

合 ひて 討た れん 事 乙 そ 無念 なれ。 先 づ是れ より 四國へ 渡み、 勢 を 催して 後日に 都へ 入ら - 

ば や」 と宣 へば、 ま 盛 重ねて 申されけ る は 、「それ も 左に て 候へ ども、 事 延引せば、 定め 

て 當家對 治の よし 諸國へ 院宣 綸旨 をな しかくべし。 却り て 朝敵と ならん 後 は、 後悔す と〕 

も 益 ある まじ。 多勢 を 以て 無勢 を 討っ^、 常の 事な み、 敢て 弓箭の 瑾 ならず。 然れば 無 

勢な， CN とも、 懸け 向 ひて 卽 時に 討死した らん こそ、 後代の 名 も 勝 ふべ けれ。 何とか E 心 ふ， 
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家貞」 と宣 へば、 筑後守 「六 波羅 一門 も、 左 こそ 覺束 なく 思 召す らん、 急がせ 給へ」 

と 申せば、 淸疑も 「然るべ し」 とて、 都 を 差して 引き返す。 

IBM 【封 治】 討伐す る こと。 【院宣】 上皇の 宣旨。 院の 有司が、 院旨を 奉じて 下知す る 文書。 【狳 旨】 勅 53曰 をノ 

承け て藏 人から 出す 文書。 【たしかくべし】 請 ひ 受けて 諸國の 武士に 下す でせ う。 【弓箭の 瑾】 武道の 恥辱。 L 後代 

の 名 も 勝る ベ けれ】 後世の 名譽 ともなら う。 【六 波羅の 一 門】 六 波 羅に掏 留守 せらる る钧 一族。 

_s 爱に惡 源 太義平 は： 一： 千 餘騎を 引き連れて、 安部 野に 待って ゐ ると 聞え たから、 淸盛は 「こ 

の 小勢で、 大勢に 出合って 討 たれる 事は殘 念で ある。 先づ これから ra 國へ 渡り、 軍勢 を かり 集めて • 

後に 都へ 入らう と 思 ふ。」 と 言 はれる と、 重 盛が 重ねて 言 はれた のに は 「これ もさう ではあります け 

れ ども、 事が 長引く とい ふと、 きっと 當家を 討伐せ よと いふ 院宣 綸旨 など を 請 ひ 受けて、 諸 國の武 

士に 下し ませう。 此方が 却って 朝敵と なった 後 は、 後悔しても 何の 役に も 立ちますまい。 大勢で 小 

勢 を 討つ 事 は 常にあります。 敢て 武道の 耻 辱ではありません。 されば 小勢で も馳せ 向って 直に 討死 

したの が 後世の 名譽 ともなり ませう。 お前 はどう 思 ふの だ 家 貞。」 と 言 はれる と、 筑後守 「六 波羅に 

御 留守 をせられ る 御 一族 も、 嘸 不安に 思 はれて 居られ ませう。 お急ぎなさい. ませ。」 と 申す と、 淸 盛，. 

も 「さう する がよ からう。」 と 言つ て 都 を さして 引き か へ す。 . 


大將 以下 皆爭 衣の 上に 鏜を著 、「敬 禮 熊野權 現、 今度の 合戰 事故な く 討ち 勝た させ 給 へ J 

あしげ 

と 祈請して、 引つ 懸けく 打つ 程に、 和 泉と 紀 伊の 國 との 境なる 鬼の 中 山に て、 蘆 毛な 

る 馬に 乘々 たる 者、 早馬と おぼしくて、 揉みに 揉みて 出で きたみ。 す は惡源 太が 使 かと， 

皆 人 色 を 失 ふに、 源氏の 使に は あらず して、 六波羅 よりの 早馬なら。 「さて 六 波羅は 如何. 

に」 と 問 ひ 給へば、 「昨日 夜半 許に 出で 候 ひしまで は、 何事 も 候 はず。 播 磨中將 殿の 憑み • 

て 御 渡， ON 候 ひし を、 內 裏より 宣旨 とて、 敷 並に 召され 候 ひし 間、 力なく 十日の 暮程』 に、 

出し 進ら させ 給 ひて 候」 と 申しければ、 左 衞門佐 「無下にい ひが ひなき 事せられ たる 人 

々かな o 當家を 憑み て 來れる 人 を、 敵の 手へ 渡す とい ふ 事 や ある。 斯くて は 御 方に 勢屬 

きなん や」 とて 怒られけ る 。「さても 惡源 太が、 安部 野に 待つ とい ふ は、 如何に」 と 問^ 

給へば、 「其の 儀 は 曾て 候 はず。 伊勢の 國 伊藤の 兵 共 こそ、 都に 入らせ 給 はぶ、 御供 仕ら 

ん とて、 三百 餘騎 にて 待ち 進ら せ 候 ひつれ」 と 申せば、 「敵の 惡源 太に て は あらず して、 

能き 御 方 ござん なれ、 うて や 者 ども」 とて、 皆 人 色 を 直して、 我先にと 進む 程に、 和 泉 

の國大 鳥の 宮に 著き 袷 ふ。 重 盛祕藏 せられけ る 飛 鹿 毛と いふ 馬に、 白 鞍 置きて、 神馬に. 

引き 給へば、 淸盛 一 首の 歌 あ も。  \ 
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かひ 乙 そよ か へ 6 はてなば 飛び かけら はぐ、 み 立てよ 大 鳥の 神 

【敬 醴】 « を 敬 ひ 敬す る 時に いふ 詞。 【蘆 乇】 白 毛に 黑 又は 他の 色の 差 毛が 少し 混 生して ゐる もの を い. 

ふ。 【揉みに 揉みて】 一 所 懸命に 走る 意。 【憑み て J 助命 をた のんで。 【斯くて は钩 方に 勢つ きなん や】 助命 を 親ん 

で 来た 人 を、 鉸に 渡す やうた 卑怯の 振舞 をして は、 誰も 平氏 を 便少く 思って 味方に 來る者 は あるまい コ 【大 為の 

宫】 和 泉 國大鳥 郡に あり、 祭神 は 日本 武尊。 【白 鞍】 銀で 鞍の 前輪、 後輪 等に へり をと つた もの 。【神馬に 引き 給 

へば】 神の 乗り 耠ふ 料と して 奉納せられ ると。 〔かひ こそよ 云々】 蠶 それよ、 それが 化して 娥 ともなるならば、 飛 

びかけ つて 産卵す るの を、 育て あげ 耠へ大 鳥の 神よ、 自分が 都に 歸り 容易に 敵 を 打ち破って、 子孫の 繁曰 I する 

漾 に守リ 耠へ大 鳥の 神よ の 意 を 含めて ある。 飛び かけり は 飛鹿乇 にい ひかけ て ある。 

大將 以下 皆淨 衣の 上に 鏜を 着て 「敬 禮 熊野權 現、 今度の 合戰を 無事に 勝た せて 下さい ま 

せ。」 と^って、 引績 きく 馳せ 行く 中に、 和 泉と 紀 伊の 國 との 境に ある 鬼の 中 山で、 蘆 毛の 馬に 

乘 つた 者が、 早馬と 思 はれて 一 所 懸命に 走. つて 来た。 そら 惡源 太の 使が 來 たかと、 皆 色 を 失った が、 

源氏の 使ではなくて、 六波羅 からの 早馬で ある。 「さて 六波羅 はどう だ。」 と 問 はれる と、 「昨日 夜半 頃 

出て 来ました がその 時まで は 何事 もありません。 播 磨中將 殿が 助命 をた のんで いらっしゃいました 

が、 禁中から 宣旨 だとい つて、 頻りに 召されました から、 仕方なく 十日の 夕方に 出して お渡しに な 

られ 、ました。」 と 申した から、 左 衞門佐 「皆 ひどく つまらん 事 をした もの だな。 當家を 賴んで 来た 人： 


を 敵の 手へ 渡す とい ふ 事が ある もの か。 この やうな 事 をして は 味方に 來る者 は あるまい。」 と 言って 

怒られた T さて 惡源 太が 安部 野に 待って ゐ ると いふが どうか。」 と 問 はれる と、 「そんな 事 は 少しも あ 

り ません。 伊勢 國 伊籐の 兵 共が 都へ 歸られ るなら ば、 御供 をしょう と 言って、 三百 餘騎 でお 待ち 申 

して 居りました。」 とい ふと、 「敵の 惡源 太でなくて、 よい 味方が 待って ゐ るの だ。 皆々 急げ。」 といつ 

て 皆 顏色を 直して、 我先にと 進む 中に、 和 泉國大 鳥の 宮に著 かれる。 重 盛 は 大切に せられて ゐた飛 

鹿 毛と いふ 馬に 白 鞍 を 置いて、 神の 乘り給 ふ 御料と して 奉納せられ たので、 淸盛は 一首の 歌 を 詠ん 

だ。 かひ こそよ かへ り はてなば 飛び かけり はぐくみ 立てよ 大 鳥の 神。 

光賴 卿の 參內附 許 由が 事 幷淸盛 熊 野路より 歸洛の 事 

さる 程に 內 裏に は、 同じき ャ 九日、 公卿 僉議 とて 催されけ う。 勸 I 寺 左衞門 督光賴 卿、 

此の程 は信賴 卿の 擧動 過分な りと て、 不參 にて おはし^し ける が、 參內 して 承らん とて、 

殊に あざやか にお i 引き 繕 ひ、 蒔 繪の細 太刀 をお となし やかに 帶き給 ひ、 傅 子の 桂 右 馬 

允 S 能に、 膚 に腹卷 著せ、 雜 色の 装束に 出で立た せ、 「自然の 事 も あらば、 人手に かくな。 

汝が 手に かけて、 光 賴が首 をば 急ぎ 取れ」 とて、 御身 近く 置き、 其の 外き よげ なる 雜色 
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四 五 人 召し 具して、 大 軍陣 を 張 もて、 所々 門々 を园 め、 守護し ける を 事と もせず、 さきた 

からかに おはせ て 入 6 給へば、 兵 共 も大に 恐れ 奉 も、 弓 を ひらめ 矢 を そばめて 通し 奉る。 

P  〔僉 議】 會議， 【催さる】 &び 出される C  〔光 頼】 藤 原 顯賴の 長男。 大治 元年 修理 亮 となり、 後 累進して 

平 治^ 年に は 攉中納 首で、 検非違使の 別當を 兼ねる に 至った。 この 時 甥の 信 鎮が兵 を 擧げて 大內こ S つたが、 

光 顧の 進退 は 頗る 赏を 得て ゐた。 【勸修 寺】 もと 藤 原 高 藤から 出た 家で あるが、 勸麵寺 は 山狨國 宇治 郡 醋 醐甘こ 

ある 寺で、 高 藤の 女 胤 子の 創建せ しめられた ものであるから、 其の 後裔 を勸修 寺と いふ 。【擧 動 過分な リ とて】 

振舞が 身分 を 越えて ゐ ると 憤慨して。 【不參 にて おはし ましけ るが】 參內 しないで 居られた が 。【珠 に あざやか 

に】 殊に 立派に 。【束 帶】 昔の 鱧 服で、 赤 大口 袴 を 穿き、 表 袴 を 着け、 單. 铂、 下 襲、 半臂、 袍と 次第に 重ね、 

石帶 をし め、 帶劍、 平緒 を 用 ひ、 冠、 沓を 着け 笏を 持つ。 【引き 繕 ひ】 整へ かざって 着る 。 【蒔 箝の紬 太刀】 鞘に 

蒔搶を 施した 細身の 太刀 。【おとなし やか】 やさしく 上品に。 【傅 子】 守役であった 人の子。 【腹 卷〕^ の、 一 種て、 

腹に 卷 いて 背で 引合 はせ る やうに 作り、 その 背の 空隙 をば 背 板で ふさいだ もの- 背 割 具足と もい ふ。 普通の 鎧 

は 右 脇で 合せる 。【雜 色〕 昔雜役 e 使に 任じた 無位 無冠の 役人 。【自然の 事】 もしもの 事- 【大 軍陣 を 張りて】 多く 

の 軍勢が 陣を 張って 。〔さきた からかに おはせ て】 前 竊に萆 高に 前拂 もさせて。 【弓 を ひらめ 矢 を そばめ】 弓 をた 

ひらにし、 矢 を わきに 向けて o、 

1 さて 內 裏に 於て は、 同 十 丸 日に、 公卿の 會議が 開かれる といって 喚び 出された。 勸修寺 左 


衛門督 光賴卿 は、 此の頃 信賴 卿の 振舞が 身分 を 越えて ゐ ると 憤慨して、 參內 しないで 居られた が 

此度 は參內 して 仔細 を 承らう と 言って、 殊に 立派に 束帶を 整へ て 着飾り、 蒔 繪の細 太刀 を やさしく 

上品に 帶 られ、 守役の 子の 桂 右馬允 範 能に、 膚に 腹卷を 着せて、 雜 色の 装束に 出で立た せ、 「もしも 

の 事が あったなら、 人手に かけるな。 お前の 手で 己の 首 を 急いで 取れ。」 と 言って、 御身の 近くに 置 

き、 其の 他 立派な 雜色を 四 五 人 引き連れて、 大 くの 軍勢が 陣を 張って、 所々 門々 を 固め、 守護して 

ゐ たの を 物と もせす、 聲髙に 前拂を させて 入られる と、 兵 共 も 大いに 恐れ 奉り、 弓^ 手に し、 矢 を 

わきに 向けて 通し 奉る。 

紫宸殿の 後を經 て、 を 廻りて a 給へば、 信賴卿 一座して、 其の 座の 上 藤 達 皆 1 に 

どっかれ たる。 光賴卿 「こ は 不思議の 事 かな、 人 は 如何に 振舞 ふと も、 あれ は右衞 門督、 

我 は 左衞^ 督 なれば、 下に は 著く まじき もの を」 と 思 はれければ、 左大辨 宰相 長 方 卿、 

末座の 宰 每 にて あはし ましけ るに、 「今日の 御座 席 乙 そ、 餘 りに しどけ なう 見え 候へ」 と 

お y して、 ^叫と 歩み、 信賴 卿の 上に むず と 著き 給 ふ。 光賴卿 は、 信賴 卿の ために は、 

母方の S なる 上、 大力の ぼの 人 なれば、 殊に 恐れて 見えられ けり。 右の 袖の 上に 居 懸け. 

られ て、 おにに ならて 色 を 失 はれければ、 著 座の 公卿 あな あさましと 見 給 ふに、 光賴卿 
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下襄 0 しみ 引き直し、 衣紋つ くろ ひ、 笏 取^直し 氣 色して 、「今日はぎ §g がー 座す ると 

見えて 候。 召しに 參ぜ ざらん 者 をば、 死罪に 行 はるべし とやらん^々 て、 參內 する 所な 

ぢゃぅ  3 たよ 

6.  S も 何事の^: 詫 ど」 と 問 ひけれ ども、 信賴 物も宣 はず、 著 座の 公卿 も 一 言の 返答な 

か 6 ければ、 まして 僉璣の 沙汰 もな し。 

〔紫宸殿】 大內 裏の 正殿、 もと 朝賀、 公事 等 を； 订 はれる 殿舍 であった が、 後世 大垛 殿の 頹廢後 は御卽 

位 等の 大儀が 専ら 行 はれる やうに なった。 【殿上】 涛凉 殿の 南部 殿上の間で、 殿上人の 詰 所 。〔一座して】 ゃ：5痏 に 

座して。 〔上臈〕 身分の高い人の 稱。 〔人 は 如何に 振舞 ふと も】 他の 人 はどう 振舞っても 勝手で あるが の 意。 上官 

の 人達が 信賴 よりも 下の 席に着 座して ゐ たの を 指す。 【長 方 卿】 藤原顯 長の 子。 【末座の 宰相】 宰 W は 參議を い 

ふ。 S 議は 朝政に 參與 する 太 政せ の 職員で、 定員 八 人で あるが、 其の 中て 末席に ゐる 參議を 末座の 宰相と いふ。 

【しどけ なう】 しまりがない。 【色 化して〕 挨拶して 。【母方の 舅】 信賴の 母は顯 賴の乂 で、 光鎮の 妹で ある。 【大 

力の 剛の 人】 大力で 剛膽な 人。 〔右の 袖の 上に 居 懸けられて】 信 賴は光 賴の爲 に 右の 袖の 上に かかって 坐ら れ 

て 。【伏目】 うつむく  。【色 を 失 はれければ】 驚き 怖れて 常の. S 色 を かへ る こと o〔 あな あさまし〕 あ X 呆れた。 信 

頼の 傲慢であった のが 急變 したので、 其の 意外な ことに 驚く の， 意。 【下 襲の しり】 下 襲 は 束帯の 時袍の 下に 着す 

る 衣で- 其の 裾が 長く 後に 引いても る。 之 をし りと いふ 。〔衣紋つ くろ ひ】 着物の 着 やう を 直す こと。 〔笏】 普通 

の 長さが I 尺 ニ寸、 幅ニ寸 許で、 牙笏 と木笏 とが ある。 もとは を 書きつ けて 備忘の 用意に した もの だが、 後 

, に は 仝く 儀式 的の ものと なった 。【氣 色して〕 色 を 改めて 。〔一座す ると 見えて 候】 首席に 坐る ことと OJ えます o 


【何の 称說 ぞ】 いったい 今日の 僉議に 召 W された の は 何事に ついての 御 命令で あるかの 意。 御 靛は仰 言で、 I 

人の 命 をい ふ。 〔僉 ^の 沙汰 もな し J 會. 1 を はじめる とい ふ指圖 もな い。 

B 紫宸殿の 後 を 通って、 殿上 を 廻って 見られる と、 信 賴卿は 首席に 座して、 其の 座に 於け る 身 

分の 高い 人 は 皆信賴 3 下につ かれて ゐた。 光賴卿 「これ は 不思議な 事 だ。 他の 人 はどう 振舞っても 勝 

-手 であるが、 彼 信頼 は 右 衞門督 であり、 我 は 左 衞門督 であるから、 下に は 着席 しないの だ ぞ。」 と 田 5 よ 

：れ たので、 左大辨 宰相 長 方 卿が 末座の 宰相と して 居られた のに T 今日の 御座 席は餘 りに しまりが な 

いやう に 見えます c」 と 挨拶して、 しづくと 歩み 信賴 卿の 上座に むすと 著 席せられ る。 光 頼 卿 は 信 

賴卿 のために は、 母方の 伯父で ある 上に、 大力で 剛膽な 人で あるから、 殊に 恐れた 様子であった。 言 

賴卿は 右の 袖の 上に かかって 坐ら れ、 うつむいて 顏色を 失 はれた から、 着座の 公卿 達 は ああ 呆れた と 

見られる 中に、 光 賴卿は 下 襲の しり を 引き直し、 着物の 着樣を つくろって 、笏を 取り直し 色 を 改め て ， 

「今日は 衞府督 が 首座に 坐る と 見えます。 召しに 應ぜな い 者 をば、 死罪に 行 はれる 喾だ とか 承って、 

參內 したので あります。 いったい 何の 仰 言が あるので すか。」 と 問うた けれども、 信^ はもの を 言よ 

LT. 著 座して ゐる 公卿 も 一言の 返答 をし なかった から、 まして 會議を はじめる とい ふ 指圖 もない。 

-程經 て光賴 卿つ いたって、 r 惡 しう 參りて 候 ひけり」 とで、 と 歩み 出 でられけ り Q 
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@b に 充ち滿 ちた る 兵 ども、 之 を 兌 奉， o て 、「あはれ 此の 殿 は 大剛の 人 かな。 去ん ぬる 十 

日より、 多くの 人出 仕し 給 ひつれ どち、 右 衞門督 殿の 座 上に 著く 人 一人 もお はし まさく 

りつる に、 仕出した る こ とよ。 門 を 入り 給 ふより、 聊か も 臆した る體も 見え 給 はず。 あ 

はれ 此の 人 を 火將 として 合戰 せば、 如何ば かりかたの もし からん」 と 申せば、 傍なる 

者、 「昔 賴光賴 信と て、 源氏の 名將 おはし ましき Q 其の 賴光を 打 返して、 光 賴と名 乘り給 

へば、 是も剛 に まします どかし」 といへ ぼ、 又 傍よ. ftN  、「など 其の 賴信を 打 返して、 信賴 

とっき 給 ふ 右 衞門督 殿 は、 あれ 程 臆病に は お はします ど」 とい へば、 「壁に 耳 天に 口と い 

ふ靠 あり。 怖し- (-、 きか じ」 とい ひながら、 皆 忍 笑に ^ひけり。 

【つ いたって】 突然 立ち上って。 【惡 しう 參 りて 候 ひけり】 私の 參 つたの は惡ぅ 御座いました。 會議の 

邪魔 をした の を 皮肉に 謝した 語。 【仕出した る ことよ】 えらい 事 を やった。 【賴 光】 源滿 仲の 子。 武^ 絕 倫で、 国 

融、 華 山、 1 條、 一 一： 倏、 後 一 條の五 朝に 歷 仕し、 諸 aa. の 守 を 轾 て、 左馬權 頭と なり 内 昇殿 を 許され、 正 四 位下に 

敍し、 長 保 永 延の頃 東宮 大進 となった。 【親 信】 頼 光の 弟。 一條、 三倏、 後 1 條、 後朱雀の 四 朝に 展 仕し、 諸 BB 

の 守を转 て、 上野、 常 陸 介に 任じ、 從四位 上、 鎮守府 將 軍に 拜 せられた 。【その 賴光を 打 返して〕 賴 光と いふ 名 

を韓 倒して 。【壁に 耳： 太に 口】 秘密 はと かく 洩れ 易と いふ 意味の 俗諺。 【忍び 笑】 內々 に 笑 ふこと。 

暫くして 光 賴卿は 突然 立ち上って 、「私の 參 りました の は惡ぅ 御座いました。」 と 言って、 し 


づ くと 歩いて 退出 せられた。 庭 上に 充滿 して ゐた兵 ども は 之 を 見 奉って、 「ああ 此の方 は 非常に W 

膽な人 だ。 去る 十日 かち 多くの 人が 出仕せられ たけれ ども、 右衛門 督 殿の 座 上に 著く 人 は 一人 も あ 

られ なかった のに、 えらい 事 を やられた もの だ。 門 を 入られる から、 少しも 怖れた 樣子も 見えらん な 

い。 ああ この 人 を大將 として 合戰 をす るなら ば、 どれ 程 かたの もしい 事 だら う。」 と 言 ふと、 傍に 居た 

. 者 「昔 賴光賴 信と 言って、 源氏の 名將が あらせられた。 其の 賴光 とい ム名 を轉 倒して、 光 頼と 名 乘られ 

るから、 此の方 も强く あらせられ るの だ。」 とい ふと、 又 傍から 「どうして 其の 賴 信と いふ 名 を轉^ し 

て、 信賴 とつ けられて 居る 右衛門 督殿 は、 あれ 程 臆病に あらせられ るの だ。」 とい ふと T 壁に 耳 あり、. 

天に 口 ありと いふ 事が ある。 怖し いく。 そんな 事 は 聞くまい。」 とい ひながら、 皆內々 に 笑った。 

光賴卿 かやう に 振舞； S 給へ ども、 急ぎても 出 でられず、 殿上の 小 都の 前、 見參の 板、 

高らかに 蹈み 鳴して 立 たれたり ける が、 荒海-の 障子の 北、 萩の 戶の邊 に、 弟の 別 當惟方 

のお はしける を、 招き 寄せ 宣 ひける は、 「公卿 僉議 とて 催されつ る間參 じたれ ども、 承，^ 

定めた る 事 もな し。 誠 やらん、 光賴も 死罪に 行 はるべき 人數 にて あなる。 傳へ 承る ごと 

き は、 其の 人皆當 時の 有職、 然るべき 人 共な り。 其の 中に 入らん 事 甚だ 面目なるべし。 

さても 先日 右 衞門瞀 が 車の 尻に 乘り て、 少納言 入道が 首實撿 のために、 神樂 岡へ 向 は 
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れ ける 事 は 如何に 。以ての外 然るべ からざる i ぎ かな。 近衛 大將檢 非違 使別當 は、 他に 異 


なる 重職な り。 其の 職に 居ながら、 人の 車の 尻に 乘も給 ふ 事、 先蹤 もい まだ 聞き及ばず 

當時 も大に 恥辱な も。 就中 首 實檢は 甚だ 穏便なら ず」 と宣 へば、 別當 「それ は天氣 にて 

候 ひし かば」 とて、 赤面せられ けり。 

B  〔K 上】 K 上の 間の ことで、 淸凉 殿の 中に あり、 公 解 K 上人が 日常 昇 K 侍 候す る 所。 〔小 茕】 淸凉 R の 

六 間にあった 小 窓で、 天皇が これ を 通して 嫫上 をお 費に なった。 位置 は 石灰 壇と 上の 戸との 問で、 格子が かけ 

て ある 。【見 參の 根】 1 名 鳴 板。 淸凉 殿の 弘廂の 南の 切妻の 板で、 釘 を 打たない ので、 踏めば 音が する。 /び-お 

人 を 知らし める S の構ゥ 【荒海の 障子】 淸^ 殿の 孫廂の 北の 端に 立てた 布 障子。 表面に は 荒海に 臨ん 岩角に、 手 

長、 足 手の 魚 を 捕へ る 所 を 描き、 裏面に は 宇治橋と 網 代と が 書いて ある 。【萩の 戶】 淸凉 K の 夜 钩嫫の 北に 並ん 

でゐる 間。 庭前に 小 萩 を 植えて あるから いふ。 【別當 惟 方】 検弗違 使別當 i 原 惟 方 。【承り 定めた る 事 もな し】 こ 

.れ といって 定まった. 仰 も 承らない 。【有 嫿】 朝廷の 故 《 典醴に 通達した 人 。【然るべき 人〕 相 富な えらい 人 。〔車の 

尻】 牛車に 二人 乗る 時、 後の方 を 車の 尻と いふ 。 【首 實撿】 古、 戰で 将卒の 獲た * の 首級 を、 大將 自ら 検赉 する 

こと。 【神 樂阀】 京都市 吉田 町の 東に ある 小 丘 。【以ての外 然るべ からざる 擧動】 とんでもない 不都合な 行動。 【他 

に 異なる 重職】 他の 官 接と 同 一 にならぬ 重職 。【先 踨】 先例 。〔常時 も 大いに 恥辱な り】 現代^ 習慣から いっても 

大いに 恥辱で ある。 r 甚だ a 便なら ず】 甚だ おだやか でない。 【夭 氣】 天皇の 仰。 


光賴卿 はこん な 振舞 をせられ たけれ ども、 急いでも 退出せられ す、 殿上の 小 都の 前の 見參 

の 板 を 高らかに 蹈み 鳴して 立 たれて ゐ たが、 荒海の 障子の 北、 获の 戶の邊 に、 弟の 別當惟 方の 居ら 

れ たの を、 招き 寄せて 言 はれた のに は、 「公卿の 會議が あると 言って 召された から 參 つた けれども、 こ. 

れ といつ て 定 つた 仰 も 承らない。 誠 だら うか、 光 頼 も 死罪に 行 はれる 人數の 中で あると いふの は。， 

死^. に 1 了 は^ると、 傅へ 聞いて ゐる やうな 人 共 は、 其の 人 皆 現 時の 有職で、 相當 えらい 人 共で あ 

る。 其の 中に 加 はる 事ば 甚だ 名譽な 事で あらう。 さて 先日 右衛門 督の 車の 後に 乘 つて、 少納言 入道 

の 首實撿 のために、 神樂 岡へ 向 はれた 事 は ど t た 事 だ。 とんでもない 不都合な 行動で あるよ。 近 

衞 大將撿 非違 使別當 は、 他の 官職と 同一に ならぬ 重職で ある。 其の 職に 居りながら、 人の 車の 尻に 

乘られ る 事 は、 まだ 先例 も 聞かない。 瑰 代の 習慣から 言っても 大いに 恥學 である。 とりわけ 首 實撿， 

をす るな どい ふ 事 は、 甚だ おだやかで ない。」 と 言 はれる と、 別當 「それ は 天皇の 仰で ありまし たか 

ら。」 と 言って、 赤面 せられた。 

光賴卿 重ねて、 「て は 如 • 何に 勅 靛 なれば とて、 いかで 存 ずる 旨 を I 議 申さ どるべき 。我 

等が 歡 大臣、 三條 右大臣、 延 喜の 聖代に 仕へ てより 以來、 君旣に 十九 代、 臣： 

芡十 一代、 承， o 行 ふ 事 は 皆 是れ德 政な り、 一度 も惡 事に 從 はず。 當家 はさせる 英雄に は： 
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あらぎれ ども、 偏に 有 道の 臣に伴 ひて、 讒 佞の 輩に 與せ ざ りし 故に、 昔より 今に 至る ま. 

で、 人に さしもど かる 、程の 事 はなから しに、 御邊 始めて 暴 惡の臣 にかたら はれて、 S 糸 

と  きりめ 

家の 佳 名 を 失 は. ん事、 口惜し かるべし。 大貳淸 盛 は、 能 野 參詣を 遂げず して、 切 部の 宿よ 

ら馳せ 上るな るが、 和 泉、 紀 伊の 國、 伊賀、 伊勢の 家人 等 待ち受けて、 大勢に て あな 

る。 信赖 卿が 語ら ふ 所の 兵 若干なら じ。 平家の 大勢 押し寄せて 攻めん に は、 時刻 を や 週 

ら すべき。 若し 又 火な ど を 懸けな ば、 君も爭 でか 安穏に 渡らせ 給 ふべき。 灰燼の 地と な 

ちた らんだに も、 朝家の 御 歎なる べし。 如何に 況ゃ、 君臣と もに 自然の 事 も あらば、 天 

下の 珍 班、 王道の 滅亡、 此の 時に あるべし。 右 衞門督 は、 御邊に 大小 事 を 申し 合する と 

^そ 聞 ゆれ。 相 構へ て/ \ 隙 を窬 ひ、 玉體 恙なく あはします 樣に 思案 せらるべし。 さて- 

主上 は 何處 にお はします ど」。 「黑戶 の 御所に」。 「上皇 は」 c  r 一  本 御 書 所に」。 「內侍 所 

は」。 一 温 明 殿に」。 r 劎靈 は何處 に】。 「夜 御殿に」 と、 左 衞門督 次第に 尋ね 給； s ければ、 

別當 かくど 答 へ られ ける。 

e 圍 【いかで 存 ずる 旨 を 1義 申さざる べき】 どうして それに 封す る 意見 を 1 議論 申し 上げな ひで よ いもの 

か" 【曩 組】 先祖 。【動 修寺內 大臣】 麋 康 高 藤， 【三條 右大臣】 高 藤の 子定 方。 【延 喜の 聖代】 酲醐 天皇の 御代 \ 承 nv 


行^ こと は】 天子の 命 を 承って 行った こと は。 【德 政】 仁政で 恩德を 施す 政治。 【英雄】 英雄 家 卽ち淸 華 家の 華で- 

大臣、 大將 にまで 昇る 事の 出來る 家柄。 攝 家に 次ぐ 家柄 をい ふ。 【有 道の 臣】 正道 を 行 ふ臣。 【讒 佞】 人を讒 して 

長上に へ つら ふこと 。「さしもど かるる】 非難せられ る。 【語ら はれて】 引き入れられて。 【累代の 佳 名】 先祖 代々 

の名譽 。【若干なら じ】 幾ら も あるまい。 【時刻 を や 廻らす ベ き】 打ち 滅 すに 手間 ひま はか かるまい。 【朝家の 御 ま 

, なるべし〕 朝廷の 御 歎で あらう 。【如何に 況ゃ】 どうで あらう、 まして 。【君臣と もに 自然の 事 も あらば】 火災の 

S に 君も臣 も、 ともに 若しもの 事： があって 生命に かか はる やうな 事が あったならば。 【王道の 滅亡〕 王政の 滅 

亡 。〔相 構へ て】 十分 氣を つけて 。【玉 體 恙なく おはします 樣〕 天子の 御 體に御 さはり のない やうに。 【主上】 ニ條 

天皇。 【黑 土の 御所〕 淸凉 殿の 北端に ある 殿舍 。【上皇】 後白河 上皇。 【一 本 御 書 所〕 內 裏の 西北 方、 侍從 所の 南に 

あり、 普通 行 はれる 書、 一本 を 別に 寫 して、 天皇に 奉った の を、 納めて 置く 所 * 【內侍 所〕 三種の神器 中の 御 鏡 

を 奉安す る 所。 又 その 御 鏡 を もい ふ。 ここ は 後方の 意。 內 侍が これ を 守護す るので 內侍 所と いふ。 【溫明 殿】 寘- 

陽 門 内 綾 綺殿， の 東に 在る。 その 南部 は內侍 所で ある。 〔劍 璽】 神 劍と神 露。 〔夜 御殿】 主上の 御 察 所。 

Is 光賴卿 重ねて 、「それ は 如何に 君の 勅で あるから と 言つ て も、 どうして 其れに 對 する 意見 を-. 

一議 論 申し上げな いでよ いもの か。 我等が 先祖 勸修 寺內 大臣 や。 三條 右大臣が 醒醐 天皇の 御代に お 

仕へ 申してから 以來、 君 は旣に 十九 代、 臣は又 十 一 、代で ある。 天子の 命 を 承って 行つ ^事 は 皆 徳政で 

ある。 一 度も惡 事に 從 つた 事 はない。 我が家 は それ 程 立派な 英雄 家で はない けれども、 偏に 正道. を 
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行 ふ臣に 伴って、 讒 佞なる 人々 に與 せなかった から、 昔から 今に 至る まで、 人に 非難 せられる 程の 事 

はなかった のに、 あなた は 始めて 暴 惡の臣 に 引き入れられて、 先祖 代々 の 名 譽を失 ふとい ふ 事 は 绫._ 

念な 事 だ。 大貳淸 盛 は 熊 野 參詣を 終らす して、 切目の 宿から 馳せ 上って 來 るので あるが、 和 泉、 紀 

伊の 國、 伊賀、 伊勢の 家来 等が 待ち 合せて、 大勢で ある。 信賴 等が 味方に 引き入れた 所の 兵 は 幾ら 

も あるまい。 平家の 大勢が 押し寄せて 攻めた 時には、 打滅 すに 手間 ひま はか かるまい。 若し 又 火な. 

ど を かけたならば、 君 もどう して 御 安泰で あらせられよう。 御所が 灰 や もえかすの 地と なった た- 

け でも 朝廷の 御 歎で あらう。  どうで あらう、 まして 火災の 爲に、 君 も臣も 若しもの 事が あるな ら- 

ば、  天下の 一 大事で、 王政の 滅亡 は 此の 時で あらう。 右衛門 督は あなたに 大小の 事 を 相談 するとい 

ふ 事 だ。 十分 氣を つけて 隙 をう かが ひ、 天子 Q 御體 にお さはり のない やうに 思案 をしなさい。 さて 

、王 上 は 何處に 居らせられ るの だ。」 r 黑戶の 御所に。」 「上皇 は。」 r 1 本 御 書 所に。」 「內待 所 は。」 「温 

明 殿に。」 「神剣と 神璽 は どこに。」 「夜 御殿に。」 と、 左 衞門督 が 次第に 尋ねられ たから、 刖當 はこの，. 

やうに 答 へられた。 

又 「朝餉の 方に 人 音の し、 櫛 形の 穴に 人影の しつる は 何者 ど」 と宣 へば 、「それに は 右， • 

衞門督 住み 候べば、 其の 方樣の 女房な ど ど、 かげろ ひ 候ぶ らん」 と 申されければ、 光賴. 


卿 聞き も あへ ず、 「世の中 は 今 はかく ござん なれ。 主上の 渡らせ 給 ふべき 朝餉に は、 信賴： 

住み、 君 をば 黑戶の 御所に 遷し 進ら せた なり。 末代 なれ ども、 さすが 日月 はい まだ 地に， 

落ち 給 はぬ もの を、， 天照大神、 正 八幡宮 は、 王法 を 如何 守り 給 W ぬる ど。 異國に はか や， 

うの 例 あ， とい へど も、 我が 朝に はい まだ 此の 如き 先蹤を 聞かず。 前代未聞の 不思議 か 

な」 とて、 のろ/ \ しげに る 所な くく どき 給へば、 惟 方 は 人 もや 聞く らんと、 よに 冷 

じげ にて 立 たれ たれ ども、 且は 悲しくて、 「我 如何なる 宿業に 依- CS て，、 か v る 世に 生れ 合； S. 

薆き事 をのみ 見聞く らん。 ^の 許 由に あらね ども、 今の 內 裏の 有樣を 見聞かん 輩 は、 耳. 

を も 目 を も 洗 ひぬべく  M そ 侍れ」 とて、 上の 衣の 袖し ぼる ばかり 泣かれけ 6SO 信 賴の座 

上に 著せられ し 時 は、 さ しもゆく しく 見え 給 ひしが、 君の 御 事を悲 みて、 打し をれ て ど 

出で 給 ひける。 

國  . 

MB  〔朝餉】 朝餉の 間。 淸凉 殿內、 臺盤 所の 北に あって、 主上の 御 食事 をな し 耠ふ所 。〔櫛 形の 穴】 淸凉殿 

の 鬼の 間の 東南 隅、 殿上との 隔の 壁に 櫛 形に あけた 穴。 女房な どの 樣子を 見る ために 設けた もの 。〔それに は】 

朝餉に は 01: その 方樣】 信頼 方に 屬 する 。〔かげろ ひ】 影が うつる こと 。〔かくご ざん なれ】 かく こそ あるな れの寫 - 

で とんな になった の だと 慨嘆して 言った ので ある。 【參ら せた なり】 參ら せた るな りに 同じい 。【のろく しげ】 
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Q ろ はしげ 。【くどく】 くり か へ しく 言 ふ。 【冷 じげ にて〕 興の さめた 樣 子で。 〔且 悲しくて】 また 一 方に は £: し. - 

くて。 【宿業】 生前に 犯した 罪業。 【許 由】 支那 古代の 隱 者で、 堯が 天下 を 彼に 譲らう とした 時、 その 話 を 聞い- 

て、  耳が 汚れた といって 穎 川の 水で 洗った とい ふ。 【上の 衣】 袍。 【ゆゆしく】 えら さう に。 

又 「朝 蝕の 間の 方に 人の 音が し、 櫛 形の 穴に 人の 影が 見えた の は 誰です。」 と 言 はれる と、 

「それ は 右衛門 督が 住んで 居られ ますから、 その 方の 女房な どの 影が うつたので ありませ う。」 と 申 

さ^たので、 光 賴卿は 聞き も 終らす 、「世の中 は 今 はこん なにな つたの だな あ。 主上の お出でになる 

べき 朝餉の 間に は 信賴が 住み、 君 をば 黑戶の 御所へ ぉ遷 L 申した の だ。 道 德の衰 へた 末の 代で ある 

けれども、 さすが 日月 はま だ 地に 落ちられな いのに、 天照大神、 正 八幡宮 は 王法 を どんなに 守られ 

て ゐられ るの だ。 外國に はこの やうな 例 は ある けれども、 我が 國 では まだ この やうな 先例 を 聞かな 

K 前の 代から 聞いた 事の ない 不思議な 事 だ。」 と 言って、 のろ はしげ に 憚る 所 もな く、  くり かへ し 

くり かへ し 言 はれた から、 惟 方 は 人が 聞く かも 知れない と 思って、 非常に 與 のさめ た 様子で 立 たれ 

てゐ たけれ ども、 光賴卿 はまた 一方で は 悲しくな つて、 「自分 は 如何なる 生前に 犯した 罪業に よつ 

て、 こんな 世に 生れ 合 ひ、 苦しい 事ば かり 見たり 聞いたり する の だら う。. 昔の 許 由で はない けれど 

も、 今の 內 裏の 有様 を 見たり 聞いたり する 人々 は、 耳 を も 目 を も 洗 ふ 事 だら う。」 と 言って、 袍の袖 

をし ぼる 程 泣かれた。 信 賴の座 上に 著 かれた 時 は、 あれ 程 もえら さう に 見えられ たのに、 君の 御 事 


を 悲しんで、 打ちし をれ て 出られた。 

誠に 漢朝の 許 由 は、 富貴の 事 を 聞き て* たに、 心に 厭 ひ 思 ふが 故に、 惡事を 聞きた 6Ar 

て 耳 を 洗 ひき。. 如何にい はんや 此の 光親 は、 朝家の 諫臣と して、 惡逆 無道の ふるま ひ を 

見聞き 給 ひて、 耳目 を も 洗 ひぬべく 忍 ひ 給 ふ ど ffl なる。 臂 へば 帝堯 天子の 位に おはし ま 

す 事 七十 年、 御 年旣に 老いて、 誰に か 天下 を讓 るべき とて、 賢者 を 御 尋ね ありけ るに、， 

大臣 皆 諂 ひて、 「皇子 幸に おはします、 丹朱に こそ 卽、 かしめ 給 はめ， 一 と 申せば、 堯の宣 は 

ひ さ 

く、 「天下 は是れ 一 人の 天下に あらず。 何 を 以て 太子 なれば とて、 非 機に 授けて 朝 民 を 苦 

-  うつば もの  あま； j 

むべき Q 丹朱 を 始めて 九 人、 お 子 一 人と して 其の 器に 足らず」 とて、 苦く 資人を 尋ね 給 

ふに、 萁 山の 中に 許 由と いふ もの、 ^を を さめて 隱れ 居たら と^こし 召して、 勅使 を以 

あ^つ さ 

て、 御 位を讓 るべき 由 仰せられた りけ るに、 許 由 遂に 勅答 を だに 申さず。 菊へ 富貴 尊榮 

の 事 を 間き て、 穢れ たりと て、 颖 川の 水に て 耳 を 洗 ふ 所に、 同じ 山中に 居 山せ る巢 父と 

いふ 賢人、 牛 を 引きて 此の 川に 來り、 水 をのません としけ るが、 耳 を 洗 ふ を 見て 故 を 問 

ふに、 其の 趣 を 語る。 ^父が いはく  人世 を遁 る、 は、 囘 生木の 如しと いへ り。 彼の 

t は 深き 谷、 嶮 しき 處に 立ち たれば、 下よりも 道な し、 上よりも 便な し。 されば 大家の- 
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5 つばり むー もなら ず、 匠ェ これ を はかる 事な し。 汝 世を遁 れんと 思 はて、 猶 深山に こそ 

籠る ベ けれ。 何 ど 牛馬の 住處に 交りて、 例よりも 濁らて みえつ るが、 穢れ たりけ り。 然 

れば 牛に も か はじ」 とて、 空しく 引きて 歸， 9 けるな， CSO 

信賴卿 は、 小袖に 赤き 大口、 冠に 巾 子 紙入れて、 偏に 天子の 御擧 動の ごとくな り。 大 

贰淸盛 は、 先 づ稻荷 社に 參り、 各 杉の 枝 を 折りて、 鎧の 袖に 差して、 六波羅 へど 著き に 

け 、る。 大內に は 定めて 今夜 や 寄せん ずらん とて、 兜の 緖を しめて ど 待ち 明し ける。 

〔朝家の 諫臣】 朝廷に 於て 惡事を 諫める 臣。 〔惡逆 無道】 惡 逆を强 めて いふ 語で、 惡逆は 君 父に あだす 

る 如き 大罪 惡を いふ。 【非 機】 器量の ない 愚鈍 者。 【朝 民】 朝廷の 治下に ある 民。 〔はかる ことなし〕 好き 村と して 

用途に 人れ ない。 【か はじ〕 水 を 飲ませ ま い。 かふ は 物 を 動物に 與 へ て飮 食せ しめる のに いふ。 【小袖】 桂の 下に 

着す る 袖 角 をぬ ひ すぼめた 衣。 【大口〕 束帶の 時、 表 袴の 下に はく 袴。 裾の 口 を 大きく あけて あるから いふ。 【冠 

に 巾 子 紙入れて】 巾 子 は^の 上に 立って ゐる 部分。 天子の 冠に 金 巾 子の 御冠と いふの があって、 縷を巾 子の 前 

に 折り かけ、 金 « で 止める ので ある。 信頼が 之 を 摸した ので あらう 。【稻 荷 社.】 山城 國紀 伊都 稻荷 山に ある。 

誠に 支那の 許 由 は、 富貴の 事 を 聞いて すら、 心中に いやと 思 ふ 程 だから、 惡事を 聞いた と 

言って 耳 を 洗った。 どうして、 まして 此の 光賴は 朝廷に 於て 惡事を 諫める 臣 として、 惡逆 無道の 擧 

動 を 見たり 聞いたり せ て、 耳 や 目 を 洗 はう と 思 はれた の も 道理で ある。 譬 へば 帝堯が 天子の 位 


に 居られる 事が 七十 年であった。 御 年が 旣に 老いて、 誰に 天下 を讓 るの がよ いかと、 賢者 を 御 尋ね 

になった ところが、 大臣 は 皆 詔って、 「幸に 皇子が あらせられます。 丹朱 様 を 御 位に ぉ卽 けになる の 

がよ ろしう 御座いませう。」 と 言 ふと、 堯の言 はれる に T 天ド はこれ 君主) 人の 私有物で はない。 ど 

うして 太子で あれば とて、 器量の ない 愚鈍^に 天下 を 授け、 人民 を 苦しめて よい もの か。 丹朱 を始 

めと して 九 人の 皇子 は 一 人と して 其の 器量の ある 者がない。」 とあって， 廣く 賢人 を 尋ねて 居られる 

中に、 箕 ねの 中に 許 由と いふ 者が、 身の 行 を 正しう して 隠れて 居た とい ふ 事 をお 聞きに なって、 勅 

使 を 遣して、 御 位を讓 るで あらう とい ふ 事 を 仰せられた ところが、 許 由 は 遂に 勅に 對 してお 答へ も 

せす、 尙 其の上 富 贵尊榮 の 事 を 聞いて 穢れ たといって、 穎 川の 水で 耳 を 洗 ふ 折 柄、 同じ 山中に 籠つ 

て ゐた巢 父と いふ 賢人が 牛 を 引いて 此の 川に 來り、 水を飮 ませよう としたが、 許 由が 耳 を 洗 ふの を 見 

て 其の 理由 を 問 ふと、 其の わけ を 語る。 撤 父が いふに 「賢人が 世 を遁れ るの は、 回生 木の やうな もの 

だと 言って あります。 彼の 木 は 深い 谷ゃ嶮 はしい 處に 立って 居る から、 下より 行く 道 もありません 

又 上から 行く 便利 もありません。 故に 大きな 家の 梁に もなら す、 大工 もこれ を 好い 村と して 用途に 

入れない のです。 あなた は 世の中 を遞れ ようと 思 ふなら ば、 猶 深い 山の 中に 籠る がよ いのです。. な 

んで 牛馬の 住處の やうな 處へ 交って 行って 身を穢 すので す。 この 流 も 常より は 濁った やうに 見えた 

^,、  ^はり 稳 气てゐ たのです ね。 では 牛に も飮 ましますまい。」 と 言って、 そのまま 引いて 歸 つて 行 
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つたので ある。 信 賴卿は 小袖に 赤い 大口 をつ け、 冠に 巾 子 紙 を 入れて、 全く 天子の 御擧 動の やうで 

ある。 大貳淸 盛 は 先 づ稻荷 神社に 參拜 し、 备钐の 枝 を 折って、 鎧の 袖に 差して、 六 波羅へ 著いた。 

御所で はきつ と 今夜 攻め寄せる だら うと 思って、 兜の 緖を しめて 待ち 明した。 

信 西が 子息 遠 流に 定めら る、 事 

：  せんぎ  ^はとの  もろ かた 

さる 程に 夜 も 漸く 明け、 れば、 公卿 僉議 あるべし とて、 大殿、 關白、 太 政 大臣 師賢、 

. 左大臣 伊通 公已 下、 各 參內し 給へ み。 是れは 小納言 入道が 子息、 ^俗 十二 人の 罪名 を定 

め 申されん ためなり。 左大臣 伊通 公宥め 申されけ るに 依， O て、 死罪 一等 を 減じて 遠 流に 

處 せらる。 俗 は 位記 を 停められ、 僧 は 度緣を 取りて 還俗せ させら る。 先づ新 宰相 俊憲出 

雲の 國、 播磨中 將成憲 下野の 國、 右 中辨貞 憲隱岐 の！：、 美濃少 將長憲 阿波の 國、 信 濃 守 

是憲は 安房の 掘、 法眼 淨憲は 丹 波の 國、 法 橋寬敏 は上總 の國、 大法 師勝憲 は 安藝の 阈、 

. 澄 憲は信 濃の 國、 憲耀 は陸奧 の國、 覺憲は 伊豫の 國、 明遍は 越後の 國 とど 定められけ. 

る o 

彼の 俊憲 は、 鳥羽院 よら 春 生-一 靑花 中, とい ふ 勅題 を 賜 は 6 て、 悲， ー淸濁 一駒 澌十年 風、 


た へ  う 


香 上 林 花 a 成， 一汗、 い 露-と^かれ たる、 手跡 乂妙 にして、 澆季に 之を傳 へけ り。 澄 憲の說 

.  ^ だいしん  はう あん 

法に は、 龍神 も 感に乘 じ、 甘露の 雨 を 降らし、 明遍の 菩提心 を 祈りし 夢の 枕に は、、， 蓮 

^ス ヰ， CV て^に あり。 都て 此の 一門に むす ぼゝ る、 人 は、 あやしの 女房に 至る 噯で、 才智 

人に 超えけ ると ど. E. しける。  ， 

J 【大 殿】 前關 白太 政 大^ 藤 原忠通 OL8gc】 藤 原 墓 &0 【^俗】 ^侶と ^侶 以外の 俗人 。【遠 流】/ 罪 入 を a 

地に 放 造す る 刑で、 安&， 常 陸、 佐 渡、 ^岐、 土 佐、 など 都から 遠い 土地に 配す るの をい ふ。 其の 他に 中流、 近 

流な どい ふの があって、 中流 は 信 ffi、 斩豫、 近 流 は 越 前、 安藝な どに 配す るの をい つた。 〔位記】 叙位の 旨 を 記 

载 して、 叙位 者に 交付す る 文書 【度 緣】 度牒 とも 言 ひ、 お から^ 侶た る こと を認 許す る證 として 賜る 文書。 【還 

谷】 一度^ 籍に 入った が 元の 俗人に 還る こと。 【法眼】 法眼 和 ^位の 略。^ 都に 相^す る^ 位で、 俗 位の 四 位 

に 准 ぜられ る。 【法 橋】 法樯 上人 位の 略。 ^ 師 に柑當 する^ 位で、 五位に 准 ぜられ る。 【大 法師】 傳燈大 法師 位の 

略。 . 三 位に 相^す る^ 位。 【悲淸 IS 駒 W 十^ R 云々】 こ の 詩句 及 題 は so から 謬^で あると 言 はれて ゐて 意が 通じ 

ない。 今 鏡の 中に 後. n 河-太 & の 保 元三た ヰの 内^の 詩^に 「春 生 一^化 中二 とい ふの が あり、 又 古お 談に は佼ま 

卿內 ^の 詩の 序に r 西； S 苹嫩、 馬 嘶 二！：^ 之^ l。h 林 花馥、 鳳馴 一一 漢日之 露 1。」 の 句が 出て ゐる。 本 害 はこれ 等 

を 混同して^ 記した もので あらう。 〔i】 後世 。【龍神】 佛敎 にい ふ 八 部 衆の 一 で、 雨 を 司る ので ある。 〔甘露】 

露の ±！ 味 ある もので、 太平の 世に！ g 瑞 として 降る ものと せられて ゐ るが、 赏は 夏日 木の 繁茂す る處に 生ずる あ 

信 西 が 子息 遠 流に 定めら る 八 七 
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尸 / 

り まきの 體から 分泌す る in い 液で ある。 〔菩提心】 正覺を 求める 心。 ほとけ 心 。【寶 蓮 花】 蓮の 花 を 尊んで いふ •】 

【現に あり】 現在 落ちて そこにあった。 〔 一 門に むす ぼる る 人】 一 門の 緣に つながる 人。 

その 中に 夜 も だんく と 明けた ので、 公卿の 會議が ある 害 だとい ふので、 大殿、 關白、 太 

. 政 大臣 師賢、 左大臣 伊通 公 以下 各が 參內 せられた。 是れは 少納言 入道の 子息、 佾呂と 俗人 十二^つ 

罪名 を 定められる ためで ある。 左大臣 伊通 公が 宥め 申された に 依って、 死罪 一等 を 減じて 遠^ こお 

せられる。 俗人の 方 は 伉 記 を 停められ、 僧侶の 方 は 度綠を 取り上げて 俗人に 還され る。 先 づ新宰 S 

俊 憲は出 雲國、 播磨中 將成憲 は 下野 國、 右 中 辨貞憲 は隱岐 の國、 美 濃少將 長憲は 阿波の 國、 信 g 守 

是憲は 安房の 國、 法眼 淨憲は 丹 波の 國、 法 橋寬敏 は上總 の國、 大法 師勝憲 は 安藝の 國、 澄憲 は. きぶお 

の國、 憲耀は 陸 奥の 國、 覺憲は 伊豫の 國、 明遍は 越後の 國と 定められた。 彼， 2 俊憲は 烏ほ院 から^ 

生靑花 中と いふ 勅題 を 賜って、 悲淸濁 駒 嘶 十 年 風、 香 上 林 花 風 成 肝心 露と 書かれた が 筆 ffi も 亦 3 し 

てゐて 後世に 之を傳 へた。 澄憲 の說 法に は、 龍神 も 感嘆の あまり、 甘露の 雨 を 降らし、 明遍が 菩^ 

心 を 得る やうに 祈る と、 その 夜寳蓮 花の 降った 夢を見た^、 その 花が 現在 落ちて 枕 もとにあった W 

すべて この 一 門の 緣に つながる 人 は、 賤 しい 官女に 至る まで、 才智が 人に 超えた とい ふこと であつ 

た。 


後白河 院仁和 寺 御幸の 事 

一 

さる 程に 同じき 二十 三日、 大內の 兵 六波羅 より 寄 するとて、 騷ぎ けれども 其の 儀 もな 

し。 總 ベて 十日より、 日々 夜々 に、 六波羅 には內 裏よ ftN 寄 するとて ひしめき、 大內に 

は 六 波 羅ょ. ^寄 するとて、 兵 共 右 牲左牲 に 馳せ違 ひ、 源平 兩 家の 軍兵 等、 京 白 河に 往還 

す。 年 は旣に 暮れなん とすれ ども、 歲末 年始の 營 にも 及ばず、 只 合戰の 評定ば かりな 

二十 六日 夜更けて、 藏人 右小辦 成賴、 一 本 御^所へ 參りて 、「君 は 如何 思 召され 候。 世 

間 は 今夜の 明けぬ 前に 亂 るべき にて 候。 經宗惟 方 は 申し 入る 、旨 候 はず や Q 行宰も 他所 

へ 成らせた まひぬ。 急ぎ 何方へ も 御幸なら せお はし ませ」 と 奏せられければ、 上皇 驚か 

せ 給 ひて、 「仁 和 寺の 方へ こそ ^召し 立た め」 とて、 殿上人の 體に御 姿 を やつれさせ 給 ひ 

て、 紛れ 出で させお はします。 上 西 門の 前にて、 北 野の 方 を 伏し 拜 ませ 給； 3 て、 それよ 

ぐぶけ いしゃう うんかく  まか 

ら從 おに 召されけ.^。 供^の 卿相 雲容 一人 もなければ、 御竭に 任せて 御幸なる。 いまだ 

夜半の^ なれば、 臥 待の 月 もさし 出です、 北山お ろしの 音 さえて、 筌 かき 曇り 降る 雪に 

信^が 子息 遠 流に 定めら る  >- 事  八 九 
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御幸の 道 も 見え 分かず。 木 草の 風に もよ ぐ を 聞こし召しても、 逆徒の 追 ひ 奉る かと、 御 

膽を 消させ 給； 3 ける。 さて こそ 一年、. 讚 岐院、 如意 出に 御幸 成りけ る 事まで も、 S おし 

出させ 給 ひけれ。 それ は 敗軍 なれ ども、 家弘 光弘 以下 候 ひて、 憑 もしく ど 思 召しけ る。 

是れは 然るべき 武士 一人 も 候 はねば、 御 心細 さの あまりに、 一首 はかく ど 忍 召し 績け、 

る 0 

なげきに は いかなる 花の^く やらん みに ならて こそ 思 ひ 知られ るれ 

HE 【ひしめき】 混雜 して 驟ぐ。 ごたくす る。 【殿上人】 四 位 五位 及 六 位の 藏 人で 昇殿 を 許さ れて 居る 

人。 〔やつす〕 目立たぬ やうに かへ る 0 みすぼらしく か へ る。 〔上 西 門】 皇狨 外郭の 西 門。 【北 野の 方 云々】 天滿宮 

を拜 された ので ある。 【臥 待の 月】 舊暦 十九 日の 月の 異稱 である。 ここ は 二十 六お であるか -t、 おくれて 出る 月 

の 意に 用 ひた ものである。 【北山お ろし】 京都の 北の方の 山から 吹き 下して くる 風。 【音 さえて】 風の 音が 寒げ で 

あって。 【膽を 消す】 非常に 驚く さまに いふ。 【如意 山】 京都の 北に ある。 〔なげきに は 云々】 悲しみ は どんな 感じ 

の 十る ものである かとい ふ こと は 自分の 身. Q 上に 降り かかって 來て 始めて， わかる ので ある。 歡 きのき に 木 を か 

け、 みは 身と 買 の II 方の 意 を あ，. r はして ゐる。 

9 さて 同廿 三日に、 御所 に^った 兵が 六波羅 から 攻め寄せて 來 ると 言って 騷 いだ けれども、 一 

其 様な 事 もない。 總 ベて 十日から 毎日 毎夜、 六波羅 では 御所から 攻め寄せて 來 ると 言って ごたく 


騷ぎ、 御所に は 六波羅 から 討ち 込んで 来る といって、 兵 共 は あちらこちらに 馳せ違 ひ、 源平 雨 家の 

章 兵 等 は 京 白 河の 間 を 行ったり 來 たりす る。 年 は旣に 暮れよう とする けれども、 歳末 年始の 用意 も 

せす 只戰 をす る 評議ば かりで ある。 二十 六日の 夜が 更けて、 藏人 右少辨 成賴が 一本 御 害 所へ 參 つて、 

「君に はどう 御考へ 遊ばされます か。 世間 は 今夜の 明けない 中に きっと 亂れ ます。 經宗惟 方 は 何か奏 

上 致しませんでした か 。天桌 様 も 他所へ 行幸に なられました。 急いで どちらへ でも 御幸 遊ばし ませ。」 

と 奏せられ ると、 上皇 は 驚かれて、 「仁 和 寺の 方へ 行かう」 と 仰せられ、 殿上人の 様子に 御 姿 を や 

つされ て、 忍んで 出て 行かれる。 上 两 門の 前で、 北 野の 方 を 伏し 拜 ませられて、 それから 御^ 馬に 

なった。 お供 をす る 公卿 殿上人 は 一人 もない ので、 御馬の 行く に 任せて 御幸になる。 まだ 夜半む 事 

であるから、 臥 侍の 月 も 昇らす、 北山から 吹きお ろして 來る 風の 音 も 寒げ であって、 {仝 も かき S つ 

て 降る 雪に 御幸の 道 も 十分 見えない。 木 や 草が 風に そよ くと 動く 昔 を 聞かれても、 逆賊 どもの 追 

ひ來 るかと 御膽を ひゃく させられた。 それによ つて、 先ハ 牛^^ 院が 如意 山へ 御幸に なった 事まで 

も 思し召し 出された ので ある。 共の 時 は 敗け 軍で ある けれで も、 家弘 光弘 以下の 者が お供 をして ね 

て、 頓 もしく 思 はれた ので ある。 この 時 は 相 常な 武士の 一人 も 居ない ので、 御 心細 さの あまりに、. 

二：：： の 歌 をお 詠みに なった が、 共の 御 心 はこの やうであった。 

なげきに はいかなる 花の 哚 くやらん みに なりて こそ 思 ひ 知ら るれ • 

^西が 子息 遠涞に 定めら る 、事  九 1 
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はか しく 仰せ 合せら るべき 人 もな きま V に、 御 心中に 樣々 の 御 願 を ど 立てさせ 給 

ひける。 世靜 りて 後、 日吉 社へ 御幸 成りたら しも、 其の 時の 御 立願と ど 聞え し。 I 角し 

て 仁 和 寺に 著 かせ 給 ふ。 此の 由 仰せられ しかば、 御悅び ありて、 御座し つら ひ 入れ 進ら 

せて、 供御 御羞 めな ど、 かひ f しく もてなし 進ら せ 給 ひける。 保 元に 崇德院 の 入らせ 

給 ひし をば、 宽遍 法務が 坊に うつし 進ら せて、 さまでの 御 志 もなかり き。 崇德院 は 鳥 羽 

第一の 御子、 此の 上皇 は 第 四、 御室 は 第五の 宫 にて おはし ませば、 何れも 同じ 御 兄の 御 

产プ  クヌ が 

事 なれ ども、 さばかり 寵き 申させ 給 ひ、 聊かの 御恙も 渡らせ 給 はぬ、 御 運の 程 乙 そめで 

たけれ と、 人 皆 申しけ る。 

〔日吉 社】 比^山の 坂 本に ある。 【其の 時の 御 立願と ぞ簡 えし】 其の 時に H 願 を 立てられて あった 爲だ 

とい ふこと である 。【しつら ひ〕 作り 設ける 。【供 钩】 飲食物の 敬語で、 主として 天皇の 召し上がる 御 食物 を い 

ふ 。【かひ- <\ しく】 けなげに 。【何れも 同じ 街 兄の 事 なれ ども】 何れも 同じ 钧兄 君で ある けれども、 情に 厚薄が 

あるとの 意 を 含んで ゐる 。【寵 き】 大切に する。 

十分に 御 相談の 出来る 人 もない ので、 御 心の中で いろくの 御 願 を 立てさせられた。 世の 

中が 靜 まって 後に、 日吉 社へ 御幸に なった の も、 其の 時に 御 願 を 立てられ てあつた 爲だ とい ふ 事で 


ある。 とかくす る 中 仁 和 寺へ 着かせられた。 此 所へ 御幸に なった わけ を 仰せられ たので、 門 主 は 御 

悅び になつ \ 御座所 を 作り 設けて お入れ 申し、 御 食物 を御羞 めな どせられ てゾ けなげに 御 款待 遊. 

ばされ た。 保 元に 祟 德院 がい らっしゃ つたの をば、 寬遍 法務の 坊 におうつ し 申して、 左程の 御 厚士 や 

もなかった。 崇德院 は 鳥 羽 上皇 第一の 御子で、 此の 上皇 は 第 四、 御室の 覺快法 親王 は 第五の 宫 であ 

ら せられる から、 いづれ も 同じ 御 兄 君で ある けれども、 この 方に 限って それ 程 大切に せられ、 少し、 

の 御 不祥 も 起らない、 御 運の 程 はめで たい 事で あると 人が 皆 言った。 

. 主上 六波羅 行幸の 事 

さる 程に 主上 は、 北の 陣に御 車 をた て、 女房の 飾 を 召して 御鬉を 奉る。 同じく 御寶 物、 

^いし どこ ！0  からびつ  おは ゆか  らう どう 

• 共 を 渡し 奉らん とて、 內侍 所の 御 唐櫃 も、 大 床まで 出したり ける を、 縑 田が 郎等 怪しめ 

奉 6- て、， 留め 進ら せけ る を、 伏 見 源 中 納言師 仲 卿に 申し 合せて、 坊門 局の 宿所へ ど遷し 

% はし 

奉りけ る。 中宮 も 主上と、 一 つ 御 車に ど 召されけ る。 別當惟 方、 新 大納言 經宗、 直 衣に. 

かじ はば さ  - 3 うへ き 《 "ん 

柏 挾みして 供奉し、 藻 壁 阿よ も 行幸な し 奉れば、 此の 門， は 金子、 平 山 固めた も。， 家忠. 

「如何なる 御 車 ど」 と 申せば、 別當 「上 藤 女房 達の 出で させ 給 ふなみ。 惟 方が ある ど。 パ 

主上 六波糴 行幸の 事  九 三 
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* さい  つた ま  ぼず  かき あ  た いまつ 

別の 仔觚 ある まじ」 と宣 へど も、 金子 猶怪 みて、 弓の 喾 にて 簾 搔 揚げ、 松明 振ら 入れ ズ 

見 奉れば、 二 條院御 在位の 始、 御歲 十七に なり 給 ふ 上、 龍 顔 本より 美しく おはし ますに 

花やかなる I： 衣 は 召されたり、 誠に 目 も 迷 ふば かりの 女房に 見えさせ 給 ふ、 中宮 は あは 

します、 ^でか 見 欲 め 奉らん。 故な く 落し 進ら せけ ら。 淸 盛の 郎等 伊藤 武者 景綱、 黑絲 

、 1 か 腹卷の 上に、 著て 難色になる。 館太郞 負康、 黑 革の 腹卷の 上に、 牛 飼の 装束し 

て 御 車 を 仕る。 

〔北の 陣】 內褢の 北、 朔 平門內 にある 兵窗 府の武 f の as 所 。〔女房の 飾】 女の 服装。 【御霊】 蔓草な どで 

作り 髮の 飾に する もの。 【同じく】 主上の 行幸と 同時に 6 【唐 植】 六 脚の ついた 櫃。 ここの は 神鏡 を 納め 奉る もの 

である 。【大 床】 廣廂 といって、 寢殿 造の 四面に ある 細長 い 一 間 をい ふ。 ここ は淸凉 殿の 廣廂 である。 【缣 田】 政 家 

で海義 朝の 臣。 〔坊門 局】 女官の 名。 【直 衣】 貴人 常用の 略服で、 形は袍 に似て 唯 後に 「はこえ」 がな く、 同地 質 

の緣物 を腠帶 とする のが 異 つて ゐる。 地 は较、 平絹、 織物 等 を 主に 使用す る。 直 衣に は 衣冠の 如く、， 石帶、 平 

緒、 表 袴、 魚 帶等を 着用す る を 要せず、 又强 ひて 冠 を 着ず とも 烏 精子 を 用 ひて よく、 袴 も 指貫で 事が 練む の 

である 。〔柏 挟】 冠の 縷を わがね て 細く さ いた 拍の 木で 挟み 止める ので ある。 武官 は 常に かう する ので あるが 

文官も^ 急の 場合に はかう して 立 働き に 便に した ので ある。 【藻 壁 門】 皇狨 外廓の 西 門" 【金子】 十 郎家忠 。【平 

山】 武者 所季重 T 上臈 义^ 】 身分の 貴い 婦人の 稱で、 御 E 殿、 尙侍、 二位 三位の 典侍、 禁色を ゆるされた 大臣 


り 女 又よ 孫な ど を いふ。 【仔細 ある まじ】 差 支 は あるまい •〔 答】 弓の 翊の 弦 を かける 所。 【故な く】 わけなく 

【伊藤 武者】 伊藤 は 姓で、 武者 は 武者 所で、 上皇の 御所 を朞衞 する 下 北面の 武士 をい ふ。 【黑 絲絨】 黑ぃ絲 でも 

ぢ たもの。 【小 挺】 白 張と いって、 下人の 著る 白い 狩 衣 をい ふ。 【雜 色】 雜 役に 服す る 下部。 

flf さて 主上、 は 此の 陣に御 車 を 停め、 女の 服装 をせられ、 御蓳 をつ けられる。 それと 同時に 御 

,寳 物 共 を も 御 移し 申さう と 思って、 內侍 所の 御唐檷 も、 廣廂 まで 出した の を、 鎌 田の 家来が 御不难 

申し上げて、 お留めし たの を、 伏 見 源 中 納莒師 仲 卿と 話し合って、 坊鬥 局の 宿所へ ぉ遵し 申した。 

中宮 も 主上と 同一 の 御 車に 召された。 別當惟 方と 新大納 首經宗 とが 直 衣 を 着け 柏 挾 をして お供 をし 

藻 壁 門から 行幸 をお させ 申し上げ ると、 此の 門 は 金子、 平 山が 固めて ゐる。 家忠が 「どうした 御 率 

です か。」 と 言 ふと、 刖當が 「上臈 女 K 逹が 出られる のです。 惟 方が お供に ゐ るので すぞ。 格別 差 支 

はないで せう。」 と 言 はれる けれども、 金子 はや はり 怪しんで、 弓の 笞で簾 を搔き あげ、 松明 を 根り 

入れて 見 奉る と、 ニ條 天皇 は 御 位に 卽か せられた 始で、 御歲は 十七に ならせられ るの みか、 御 額 は 

本より 美しべ あらせられ るのに、 美しい 御衣 は 召されて ゐ るし、 誠に 目 も 迷 ふて 引きつ けられる 程 

ゥ女こ 見えさせられる。 中宮 はいらせられ るし、 どうして 見咎め 奉る 事が あらう。 わけなく お逃し 

申した。 淸 盛の 家来 伊藤 武者 景綱は 黑絲絨 の 腹卷の 上に 小 張 を 著て 雜 色になる。 館 太 郞貞康 は黑革 

の 腹卷の 上に、 牛 飼の 装束 をして 御 車の 扱 をす る。 
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上 ま 門 をから りと 遣り出す 程 こそ あれ、 土 御門 を 飛ぶ が 如くに 行幸なる。 左衞^ 佐 重. 

@、 三 河守賴 盛、 常 陸 介經盛 三百 餘騎 にて、 土 御門 I 洞院に 待ちう け 奉り、 御 車の 前後 

を 守護して、 六 S 殺へ こそ 入れ 奉り けれ。 事故な く 行幸 成， o てければ、 平家の 人々、 勇 

み悅ぶ 事^りな し。 纏て 藤 人 右少辨 成賴を 以て、 六^ 羅を 皇居と なされた. o。 「朝敵なら 

ともがら 

L と 思 はん 輩 は、 急ぎ 馳せ 參られ よ」 と觸 れられ ければ、 大殿、 關白 殿、 太 政 大臣、 

左右 大臣、 內 大臣 已下、 公卿 殿上人、 我 もくと 參られ けみ。 內裏 へと 心 ざし 馳せ參 る 

兵 ども、 此の 由 を 聞きて、 我先にと 急ぎ 參^ ければ、 六 波羅の 門前に は、 馬車のお ぎ も 

なくせき 合； 3 たるに、 色 節の 下部、 鎧 ひたる 兵 相 交らて、 雲霞の如くに 河原 表まで 充ち 

満ちた う。 淸盛は 之 を 見て、 「家門の 繁昌 弓箭の 面目」 とど 悅び給 ひける。 

【上 東門】 皇城 外廓の 東門で、 i にある。 この 門 を 一 名 土 御門と いひ、 その 門前の 通路 を も 土 御， 

とい ふ。 【東 洞院】 宫 拭の 柬方 にあって、 南北に 通ず る路。 ここ は 土 御門^と 東洞院 との 交叉 點に 待って 居った 

の をい ふ 。【せき 合 ひ】 こみ 合 ふ 。【色 節の 下部】 美しい 装束 をして 目立つ 下部 一河 原 表 j 加 茂 河原 表 。【弓箭の 面. 

目】 武士た る ものの 名譽。  - 

B 上 東門 をから りと 出る や 否や、 土 御門 を 飛ぶ やうに 行幸な される。 左 衞門佐 重 盛、 三 河 守. 


賴盛、 常 陸介經 盛が 三 w 餘騎 でノ土 御門 朿洞院 でお 待ち受け 申し、 御 車の 前後 を 守護して、 六 波 r ま 

へお 入れ 申し上げた。 何の 障^も なく 行幸に なられた から、 平家の 人々 は 勇み 悅ぶ事 限がない。 纏. 

て藏人 右少辨 成賴を 以て 宜 下せられ、 六 波羅を 皇居と なされた。 「朝敵になる まいと 思 ふ 人々 は、 急 

いで 馳せ 来れ。」 と觸 れられ たので、 大殿、 關白 殿、 太 政 大臣、 左右 大臣、 大臣 以下、 公卿 殿上人 

など 我 も と 參られ た。 御所へ と 心 ざして、 馳せ參 る 兵 ども は、 この 事 を 聞いて、 我先にと 急ぎ 集 

つて 来たので、 六 波 維の 門前に は爲 車の 立つ 所 もな くこみ 合った のに、 美しい 装束 をして 目立つ 下 

部 や、 鎧 を 着た 兵 どもが 相 交って、 雲霞の如く 加 茂 河原 表に 一ば いに なった。 淸盛は 之 を 見て T 家 

門の 繁昌で あり、 武士た る ものの 名譽 だ。」 と悅 ばれた。  * 

源氏 勢汰の 事. 

さる 程に 信赖卿 は、 此の 事^に も 知らず。 いつもの 沈醉 なれば、 斯 かる 一大事 を 思 ひ. 

立ちながら、 醉ひ 臥して、 女房 共に、 「愛うて 彼處 さすれ」 とて 寢給 ひける に、 越後 中將 

成 親 二十 七日の 曙に 走み 來， CV  、「如!： かくて はお はする ど。 行幸 は 他所へ 成り 候 ひぬ、 今 

は殘， ON 留まる 卿相 雲 客 一 人 も 候 はず。 偏に 御 運の 極と こそ 覺ぇ 候へ」 と吿 げられ ければ 

源氏 勢 汰の事  $ 
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信賴 「よも さは あら じ もの を、 ^宗惟 方に 固く 申し 含め たれば」 と宣 へば、 「其の 人 共の 

計ら ひとこ そ 聞え 候へ」 と 申されければ、 急ぎ 一本 御 書 所へ 參られ たれ ども、 上皇 もお 

はし まさず 。「まさしく 曉 まで 御お とな ひの ありつる もの を」 と宣 へど も、 おはし まさ 

ず。 上皇 御 出の 時、 北面の 侍 平 右衞門 尉泰賴 は、 骨 ある もの なれば、 召して 御寢 所に 

置かせ 給 ひける が、 御 まねび を 違 はず 申しけ るな り。 遙に 延びさせ 給 ひぬ らんと 覺 えし 

時、 御 寢所を 三度 拜 して 出で けるな り。 「かくる 不思議な からせば、 泰賴 程の 下薩、 爭で 

か御寢 所へ は參 るべき」 とど 申しけ る。 

IJ^Sa 【沱 醉】 酒に 醉ひ つぶれる こと。 【掏 運の 拯】 锊運 のっき。 【よも さは あら じ】 よも やさう では ある ま 

い。 【御お とな ひの ありつる もの を】 ぉ萆 がせられ てゐ たのに 何處へ いらっしゃ つたの だら う。 【北面の 侍〕 院 

. の 御所 を 守護す る 武士。 【骨 ある 者】 氣骨 があって 投に 立つ もの。 【御 まねび】 掏 まね。 

^mw さても 信 賴卿は 此の 事 を 少しも 知らない。 例の 醉ひ つぶれ だから、 この 樣な 一大事 を 思 ひ 

立ちながら、 醉ひ 臥して、 女 共に 「爱を 打て、 そちら を さすれ。」 と 言って 寢て 居られた が、 越後 中將 

成 親が 一 一十 七日の 曉に 走って 來 て、 「どうして 此の様に して ゐ らっしゃ います か。 君 は 他所に 行幸に 

-H ら^ました。 只今 殘り留 る 公卿 殿上人 は 一人 もありません。 偏に 御 運の つきだと 考 へます。」 と吿 


げら でので、 信^ 「よも やさう では あるまい よ。 經宗惟 方に 固く 申 じつけ ておいた 力ら。」 と 言 H 

^ると、 「其の 人 共の 取 計ら ひだと W いて 居ります。」 と 言 はれた ので、 急ぎ 一 本 御 書 所に 參られ たけ 

^ども、 上皇 も 居られない。 「たしかに 哓 まで 御聲が せられて ゐ たのに、 何處 へい らっしゃ つたの だ 

らう。」 と 言 はれる けれども 居られない。 上皇が 御 出 ましの 時に、 北面の 侍 平 右衛門 尉泰 頼は氣 骨が 

あって 役に立つ もの だから、 お召しに なって、 御寢 所に 置かれて あつたが、 彼が 上皇の 御 まね を そ 

つくり 其の まま やって ゐ たので ある。 そして 上皇に は遙に 落ち延びられ ただら うと 思った 時分に、 

御 寢所を 三度^して 出て 行った ので ある。 「こ、 んな 不思議な 事が 起らなかったなら、 泰賴 程の 身分の 

賤 しい 者が、 どうして 上皇の 御^所へ 參る ことが 出來る もの か。」 と 言った。 

黑戶の 御所へ 參られ けれども、 主上 も 渡らせ 給 はず。 手 を 打ちて 走り 歸り 、「此の 事披 

Si なし 給 ひそ 一と、 中將の 耳に さ、 やき 給 ふど哀 なる。 さて 別當を 尋ねら る くもなく、 

新 大納言 もお はせ ねば、 此の 者 共に 出し 拔 かれに け 6 とて、 大の 男の ふとりせ めた るが 怒 

RV に 怒りて、 兆り 上りく  , 梁せられ けれども、 板 敷の み 響 さて、 踊り 出せる 事 もな し。 

別 當惟方 は、 お i 信賴 卿の したしみ にて、 契約 深から しか ども、 一日 舍兄左 衞門督 の 

諫言、 膽 にぎみ て 思 はれければ、 かや ラに 主上 を 盗み出し 進ら せられけ り。 此の 人 は 生 

g! 氏 勢 汰の事  プリ ， 
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得 勢 小さく おはしければ、 小別當 とど 申しけ る。 もれに 信 賴に與 して、 院內を 推し 籠め 

奉る 中媒 をな し、 今 又盜み 出した てまつ る中媒 しければ、 時の 人、 中小 別當 とどい ひけ 

る。 大宮 左大臣 伊通 公 は、 「此の 中 は 中媒の 中に て は あら じ、 忠臣の 忠 にて ど あるらん。 

光 賴の諫 に 依りて 忽ちに 過 を 改め、 賢者り 餘薰 を 以て、 忠臣の 擧動 をな せば」 とど 宣ひ 

ける。 

gl^ 【手 を 打ちて〕 驚いた 有樣 【披露な し耠 ひ^ 人に 漏して 下さるな。 【出し 拔 かれに けり】 うまく だま 

されて しまった。 〔ふとりせ めた る】 肥滿 しに ゐる。 せめる はせ まり ふさがる 意 of 陸 梁】 «s れ 走る さま 。〔踊り 出 

せる 事 もな し】 よ ぃ考も 出て 来ない。 【生得】 生れつき。 【勢】 身の 長， 【院内】 院は 上皇、 內は 主上。 卽 後白河 上 

皇 とニ條 天皇と をい ふ。 【餘 薰】 餘德。 

BH 黑戶の 御所に 行かれた けれども、 主上 もい らっしゃらない。 手 を 打って 走り 歸り、 「この 事 

は 人に 漏して 下さるな。」 と、 中將の 耳に ささやかれ るの は哀 である。 さて 別當を 尋ねられる けれど 

も 居らす、 新 大納言 も 居られない から、 彼方に うまく だまされて しまった といって、 大きな 男の 肥 

滿 して ゐ るの がへ 非常にお つて、 跳り 上りく して 亂れ. 走られた けれども、 板 敷の 音. だけして、 何. 

のよ ぃ考も 出て 来ない。 別 當惟方 は 元来 信賴 卿と 親密で、 深い 約 i をして ねた けれども、 一日 兄の 

左 衞門督 に 諫言せられ たのが、 膽に 染み こむ やうに 思 はれた から、 この 漾に 主上 を 盗み出し 進ら せ 


たので ある。 この 人 は 生れつき 身の 長が 小さく あられた から、 小 別當と 言った。 それに 信頼と 一緒 

になって、 上皇 や 天皇 を 推し 籬め 奉る 仲 だち を爲 し、 今 又 盗み出し 奉る 仲 だち をした から、 其の 時 

代の 人が、 中小^ 當 といった。 大宮 左大臣 伊通 公 は 「此の 中と いふの は、 中媒の 中で は あるまい。. 

忠臣の 忠 であらう。 それ は 光 賴の諫 によって 忽ちに 過 を 改め、 賢者の 餘德の 感化に よって、 忠臣の 

擧動 をした の だから。」 と 言 はれた。 

惡源太 義平贺 茂へ 參. o ける が、 道に て 此の 由 を 聞き、 急ぎ 馳せ歸 り、 義 朝に 向 ひて、 

「行幸 は 六波羅 へ、 御幸 は 仁 和 寺へ と、 承.^ 候 ふ は 如何に」 と 申されければ、 「されば 只 

今 此の 由 聞き つれ ども、 右衛門 督の 方よ み も、 いまだ 何とも げ 知らせず。 さりながら 

こ .《  しる 

源氏の 習、 心 替りゃ あるべき。 籠る 勢 を 註せ や」 とて、 內 裏の 勢 を ど 註され ける。 大將 

軍に は 惡右衞 ^齊 信賴、 子息 新 侍從信 親、 信 赖の舍 兄 兵 部權大 輔^ 家、 民 部 權少輔 基 通 

第 尾 張 少將信 俊、 其の 外 伏 見 源 中 納言師 仲、 越後 中將成 親、 治 部 卿 兼 通、 伊豫 前 司 信 員 

查 岐守貞 知、 但馬守 有 房、 兵 lg 頭賴 政、 出 雲 前 司 光泰、 伊賀 守 光基、 河內守 季實、 子息 

左衞 門尉季 盛、 一門に は 先づ左 馬頭 義朝、 嫡子 鎌倉惡 源太義 平、 次男 中宮 大夫進 朝 長、 

三男 右兵衞 佐賴 朝、 義 朝の 伯父 陸 臭六郞 義隆、 義 朝の 弟新宮 十郞義 盛、 從子佐 渡 式部 大 
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辅重 成、 平 賀四郞 義宣、 郎等に は 鎌 田兵衞 政淸、 後藤 兵衞實 基、 佐々 木 源 三 秀義、 熱 田 

大宮司 太郞 は、 義 朝に は 小舅 なれば、 我が身 は 上らね ども、 家子郞 等差し 上す。 三 河の 

國の 住人に は、 重 原兵衞 父子、 相 模の國 に は、 波 多 野次 郞義 通、 荒 次郞義 澄、 * 山 內首藤 

服 部丞俊 通、 其の 子 瀧 口 俊 綱、 武藏 の國に は、 長 井齋藤 別當赏 盛、 岡 部 六 彌太忠 澄、 猪 

俟、 小 平 六 範綢、 熊 谷次郞 直實、 平 山 武者 所季 重、 金子 十郞 家忠、 足 立 右馬允 遠 元、 上總 

に は、 介 八郞弘 常、 常 陸の 國に は、 關次郞 時 員、 上野の 國に は、 大胡、 大室、 大 類太郞 

信 濃の 國に は、 片桐 小八郞 大夫景 重、 木 曾 中 太、 彌忠 太、 常 磐 井、 榑、 弘戶 次郞、 甲斐 

の國に は、 井澤 四郞信 景を始 として、 宗徒の 兵 二百 人、 相從ふ 軍兵 二 千餘騎 とど 註され 

ける。 

gMa 【源氏の 習 心 替タゃ あるべき】 源氏の 家風と して、 1 且契 約した 事 を變更 する 事が あらう か 決してな 

い。 【籠る 勢】 內 裏に 立て籠る 軍勢 *【從 子】 を ひ。 【小舅】 夫の 兄弟お も、 妻の 兄弟 を もい ふ 9 ここ は 妻の 兄弟。 

【大胡 大室大 類】 苷 上野の 地方。 そこに^ 住して ゐた 豪族で ある。 【宗徒】 主なる 者 をい ふ。 

pag 惡 源太義 平は賀 茂へ 行って ゐ たが、 道で この 事 を 聞いて、 急いで 馳せ歸 り、 義朝， に 向って 

「行幸 は 六波羅 へな り、 御幸 は 仁 和 寺へ なった と 聞き ましたが 如何です。」 と 首 はれる と、 「さあ 今 そ 


の— を 問いた けれども、 右 衞門籽 の 方から も、 まだ 何の 通知 もして 來 ない。 しかし 源氏の 家風と し 

で、 一 曰； 契約した 事 を變更 する 事が あらう か 決してない。 內裏に 立て^る 軍勢 を 書いて おきな さ 

. い。」 といって、 內 裏に 居る 軍勢 をし るされ た。 大將 軍に は惡右 衞門督 信頓、 子息 新 侍從信 親、 信 a 

の 舍兄兵 部 權大輔 基 家、 尺 部 權少輔 基 通、 弟 尾 張 少將信 俊、 其の 外 伏 見 源中納 言師 仲、 越後 中將成 

親、 治 部 卿 兼 通、 伊豫 前 司^:: r  S 岐守臾 知、 但馬 守お 房、 兵^ 頭 ® 政、 出 雲 前 司 光泰、 伊賀 守 光 

基、 河 內守季 «、 子息 左衞 鬥尉季 盛、 一 門に は 先づ、 お K 頭^ 朝、 嫡子 鎌倉惡 源太篛 平、， 次男 中宫 

大夫進 朝 長、 三男 兵 衞佐賴 朝、 篛 朝の 伯父 陸 奥 六郞^ 隆、 篛 朝の 弟新宮 十郞義 盛、 甥の 佐 渡 式部 大 

輔 重 成、 平 贺四郞 義宜、 ^來に は、 銶 田兵衞 政淸、 後藤 兵衞實 基、 佐々 木 源三郞 秀義、 熱 田 大宮司 

太 郞は義 朝に は 小 W であるから、 自分 は 上って 來 ない けれども、 .1 族の 者 ゃ家來 ども を さし 遣 は 

す。 三 河の 國の 住人に は、 盟 原兵衞 父子、 相 校の 國には 波 多 野次 郞蓊 通、 荒 次郞義 澄、 山 內首藤 刑 

部丞俊 通、 其の 子 瀧 口 俊 綱、 武蔽 の國に は、 長 井齋藤 別當實 盛、 岡 部 六 彌太忠 澄、 猪 凝 小 平 六範綱 

熊 谷次郞 直寳、 平 山 武者 所季 重、 金子 十郞 家忠、 足 立 右馬^ 遠 元、 上總に は、 介 八郞弘 常、 常 陸の 

國に は、 關次郞 時貞〜 上野 國に は、 大胡、 大窒、 大類 太郞、 信 濃 ひ國に は、 片桐小 八 郞大夫 景审、 

木 曾 中 太、 彌忠 太、 ^盤 井、 搏、 弘戶次 邬、 甲斐の 國に は、 井澤 四 郞信景 を 始めと して、 主なる 兵 

二百 人、 相從ふ 軍兵 二 千餘騎 としる された。 
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六 の 官軍 寄す ると 聞え ければ、 人々 物の 具せられ けり。 惡右衞 門 督信賴 は、 赤地 

むらさ^す .V ご  す^がな の  こがね プ ぐり  ば  しらほし 

の 錦の 直垂 に、 紫 下 濃の 鎧に、 菊の 裾 金物 打ちた るに、 金 作の 太刀 を帶 き、 白星の 兜 

ぐ はがた  もぐ h  がく ま 

に 鍬 形 打ちた る を 猪 頸に 著な し、 紫宸殿の 額の 間に 尻 を かけて ど 居 給 ひける。 生年 二十 七 

大の 男の 眉目よ きが、 美麗の 武具 は 著^ ひたり、 其の 心 乙 そ 知らね ども、 あはれ 大將ゃ 

とど 見えた みける。 馬は奧 州の 基衡 が、 六部 一 の 馬と て祕藏 しける を、 院へ 進ら せけ る 

ふとた くま  いかけち  きん ぷぐ 9 ん 

な， CS ゥ 黑き 馬の 太く 逞しき が、 八寸餘 りなる に、 沃懸 地の 金 覆輪の 鞍 置きて、 左 近の 櫻 

ひがしが しら  ノ  S えぎ に ほひ 

の樹の 下に、 東 頭に 引き立てた 6。 越後 中 將成親 は、 紺地の 錦の 直垂 に、 萌黃 匂の 鎧 

r し す. v が の  なが ふぐりん  ば  たつが しら  しろ あしげ 

鴛鴦の 下金 物 打ちた るに、 長 覆輪の 太刀 を帶 き、 龍 領の兜 を ど 著け る。 白 蘆 毛なる 馬に 

白 覆輪の 鞍 置きて、 信賴 卿の 馬の 南に、 同じ 頭に 引き立てた ゥ。 成 親 今年 ニナ 四歲、 容 

儀 乙 とがら 人に 勝れて ど 見えられ ける。 

ffls  〔直 垂】 鏜直垂 のこと で、 通常の 直 垂の袖 1 幅 を 牛 分に し、 袴 を 足の くるぶしの 上程に 短く 切って、 

袖に も 裾に もく くり 緒が あり。 i の 上に 鎧 を 着る ので ある。 〔 紫 下澳の 鎧】 草摺、 袖の 上方 を 淡く、 照 次に 色^ 

!5P して、 下部 を 濃く 紫色で 械 して あるの をい ふ 。【裾 金物】 鎧の 袖 や 草摺の 菱鏠の 板の HSS と 中央との 三 所に 打 

つて ある 金物。 【金 作 1 すべての 金具 を 金で 作る。 【.E 星の 兜】 兜の 鉢の 上に 疣の 如く^ 起して 居る もの を虽と い 


ふので、 これ を 銀で 包んだ もの を 白 S の 兜と いふ。 【傲^】 兜の 眉 庇の 上に 左 右に 角の^ の 如く 立って ゐる装 

飾。 【猪 頸に 著な し】 咒をぁ ふけむ に 著る ことで、 矢 も 太刀 も 恐れな い 勇ましい 姿で ある。 【額の 問】 紫宸殿の 三 

字 を 寄いた 餌 を 揭げて あるから この 名が ある。 紫宸殿の 南廂の 中央の；^ をい ふ T 眉目よ き〕 顏 かたちが よ い。 

【あはれ】 あ、 立 波な の 意 一六 部】 陸 奥の 地名で 良馬 を產 する。 【院】 後白河 上皇。 〔八 寸餘】 馬の 丈 は 四 尺 を 本 

として あるので、 四 尺八 寸餘 をい ふ。 【沃懸 地】 漆塗りの 上に 金粉 又は 銀粉 を そそぎ かけた もの。 〔左 近の 櫻】 紫 

宸 殿の 大 庭に あって、 右近の 橘と 相對 して 居る。 【萠黄 匂〕 鏜 の 袖、 草摺と もに、 萌黄色 を 上 を 濃く、 下 を 薄く 

段々 に弒 して、 最下 は 白色な の をい ふ。 萠 黃は黃 と靑 との 問 色で ある。 【馕鸯 の 下金 物】 * 鸯の形 を 鎧の 袖、 草 

摺の菱 縫の 枳の兩 端と 中央との 三 所に 打った もの。 【長沒 輪】 鞘の 芝 引 〔鞘 尻の 匁の 方に 伏せて ある 金具〕 胶寄 

〔鞘の 峰の 方 を 筏って ゐる 金具〕 を 石 突まで つづけて、 峰の 方から 匁の 方までお し 通して 長く つづけた もの。 

【龍 頭の 兜】 兜の 前 立に 龍 の^をつけ たもの。 〔白 蘆乇〕 c に黑 のさし 乇の ある もの を 廣乇 とい ひ、 その 特に 白 

味の 多い もの を 白廣乇 とい ふ 。【ね 没 輪】 銀で 狻輪 をした もの。 【^偽】 すがた 。【ことがら】 » 柄に 同じく、 人品 

樣子。  . , 

六 波羅の 官軍が 攻め寄せ ると 聞え たから、 人々 は 武具 をつ けられた。 惡 右衛門 督 信頼 は 赤 

地の 錦の 直垂の 上に、 紫 下 濃の 鎧に、 菊の 据 金物 を 打った の を 着け、 <s の 太刀 を帶 き、 白星の 兜 

に 鍬 形 をつ けたの を 猪 頸に 著、 紫宸殿の 額の 間に 尻 を かけて 居られた。 生年 二十 七で、 大男の 顏か 
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たちの 美しい 人が、 美麗な 武具 は 着けられて ゐ るし、 其の 心中 はわから ない けれども、 ああ 立派な 

大將軍 だと 見えた。 馬 は 奥州の 基衡 が、 六部 第一 の 馬 だとい つて、 秘藏 して ゐ たの を、 後白河 天皇 

へ 奉った ものである。 黑ぃ 馬の 太く 逞しい のが、 四 尺八 寸餘も あるのに、 沃懸 地の 金 覆輪の 鞍 を 置 

いて 左 近の 櫻の 樹の 下に、 東 向に して 引き立てた。 越後 中 將成親 は 紺地の 錦の 直垂の 上に、 萠黄匂 

の 鎧に 鴛鴦の 裾 金物 を 打った の を 着け、 長覆鞴 i 太刀 を帶 き、 龍 頭の 兜 を 着けて ゐた。 白 蘆 毛の 馬 

に 白 覆輪の 鞍 を 置いて、 信賴 卿の 馬の 南に 同 方向に 頭 を 向け 引き立てた。 成 親 は 今年 二十 四歲 で、 

娄 人品が 人に 勝れて 見えられた。 

武士の 大將左 馬頭 義 朝ば、 赤地の 錦の 直垂 に、 黑絲絨 の 鎧に、 鍬 形 打ちた る 五 枚 兜の 

くろば  ふし まき  え ぐろ げ 

緒 をし め、 いか 物 作の 太刀 ヒ帶 き、 黑 羽の 矢 負 ひ、 節 卷の弓 持ちて、 黑鵜 毛なる 馬に 黑 

鞍 置かせて、 日， 門に ど 引き立てた る。 年 三十 七、 眼 ざし 頰魂 自餘の 人に は替ら たり。 

嫡子 惡源 太義平 は、 生年 十九 歲、 練 色の 魚 綾の 直垂 に、 八 龍と て、 胸板に 龍 を 八つ 打ち 

て附 けたる 鏜を 著て、 高角の 兜の 緒 をし め、 石 切と いふ 太刀 を帶 き、 石 打の 矢 負 ひ、 重 

籐の弓 持ちて、 鹿 毛なる 馬の はやり 切りた るに、 鏡 鞍 置かせて、 父の 馬と 同じ 頭に 引き 

立てた， 9。 次男 中宮 大夫進 朝 長 は、 十六 歲、 朽葉の 直垂 に、 澤潟 とて、 澤 _5| 絨 にした る 


童 代の 鏺に、 C 星の 兜 を 著、 薄綠 とい ふ 太刀 を帶 き、 C 篦に 白鳥の 羽に て 作ぎ たみ 矢 負 

ひ、 二 所 籐の弓 持ちて、 蘆 毛なる 馬に 白 覆輪の 鞍 置きて、 兄の 馬に 引き 添へ て 乙 そ 立ち 


たり けれ。 三男 右兵衞 佐 賴朝は 十三、 紺の 直 垂に源 太が 齑表 とい ズ鏜を 著、 白 の 兜の 

緖を しめ、 髭 切と いふ 太刀 を帶 き、 十二 差した る染 羽の 矢 負 ひ、 重 籐の弓 持ちて、 ず 毛 

* る 馬に 柏み み づく摺 6 たる 鞍 置き、 是も 一所に 引き立てた 6SO 

【五 枚 兜】 ^ の 板が 五 枚 ある 兜。 aa は 兜の 鉢に ついても て、 後に 垂れ 頸 * をお も ふ もの をい ふ。 【いか 

物 作】 太刀の 椿へ 方 を、 いかめしい やうに した もの。 其の 制、 柄 も 弒も昝 銀の 簿 金で 包み、 帶取を 通す 所の 足 

卽 金物に は 三つ 連ねた 鎮を、 1 つ 足に 七 つづ つ 著け、 その 七つの 鎖 を 一 つに 取って 帶 取に 通す。 そして 箱に は 

虎の 皮の 尻 鞘 を かける 。【節 卷の 弓】 節の 上下 を 藤で 卷 いた 弓。 【親 植毛】 s 毛 は 月^ 又は 桃花 毛と かき、 白に 少 

し 赤味が かった 色 をい ふ。 黑 smp は それが 尙黑 色を帶 びて ゐ るの をい ふ • 、【黑 鞍】 黑 漆で 塗った 鞍 。〔日 塞 門〕 紫 

宸 殿の 大 庭の 東門。 〔眼 ざし】 目つ き 。【頰 魂】 « 通に 違った 猛き意 氣が額 色に 現 はれて ゐる こ と。 〔練 色】 薄黃 

色。 L 魚 綾〕 綾綠 物の 一 種 だとい ふが、 どんな もの かわから な い。 【高角の 究】 錤 形の 代りに 鹿の角 を 用 ひたの を 

いふ。 〔石 打の 矢】 鷲の 左右の 第 一 の 羽 を大石 打、 第二の 羽 を 小石 打と いふので、 これで はいだ 矢 を 石 打の 矢と 

いふ。 〔鹿 乇】 鹿の 乇 に似て 茶褐色な の をい ふ 。〔はやり 切りた るに】 かけよう/ \ と はやって をる 馬 を いふ。 【鏡 

•  J 鞍の 前後に 金銀 赤銅な どの 薄い 金 を 張って、 山形に へ ！> を 取った もの 。【大 夫遒】 五位で 大進 になった もの 
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をい ふ。 大進は 第三 番官の 上位の 者 をい ふ。 【澤 潟玆】 鎧の 袖 乂は草 措 を 地と 異なった 色 絲で上 を 細く 下 を廣く 

し、 澤 潟の 葉の やうな 形に 絨し たもの。 【白 篦】 塗らぬ 矢 竹。 【白 烏の 羽】 鷲の 白羽。 【二 所 集の 弓】 饞を ニ所づ つ 

寄せて 卷 いた 弓。 【白 覆 翰の 鞍】 銀で へ り を 取った 鞍。 〔染 羽〕 鷲の 白羽 を 赤莨靑 などに 染めた もの 。〔栗毛】 あか 

ぐろ い 色 I 柏み みづ く】 柏の 木に みみ づ くの 止まった 形を靑 貝です り 出した もの。 

IH 武士の 大將左 馬頭 義朝 は、 赤地の 錦 Q 直垂の 上に、 黑絲絨 の 鎧 をつ け、 鍬 形 を 打った 五 枚 

兜の 緖を しめ、 いかめしく 作った 太刀 を帶 き、 黑 羽の 矢 を 負 ひ、 節 卷の弓 を 持って、 黑鎢 毛の 馬に 

黑鞍を © かせ、 日華 門に 引き立てた。 年 は 三十 七 歳で、 目つ き や、 S き 意氣の あら はれた 顏色は 他 

の 人と 異 つてね た。 嫡子 惡源 大義 平 は 生年 十九 歲、 練 色の 魚 綾の 直垂の 上に、 八 龍と いって、 胸板 

に 龍 を 八つ 打ちつ けた 鏜を 着て、 高角 をつ けた 兜の 緖を しめ、 石 切と いふ 太刀 を帶 き、 石 打の 矢 を 

負 ひ、 重籐 の^を 持って、 鹿 毛の 馬の かけよう （-と はやって 居る のに、 鏡 鞍 を 置かせて、 父の 馬 

と 同じ 方へ 向けて 引き立てた。 次男 中宮 大夫進 朝 長 は 十六 歳で、 朽葉 色の 直垂の 上に、 澤瀉と 言つ 

で、 澤瀉緘 にした K 代の 鏜を 着、 .2: 星の 兜 を 著け、 薄綠 とい ふ 太刀 を帶 き、 塗らない 矢 竹に、 鷲の 

白羽で 作いだ 矢 を 負 ひ、 二 所 籐の弓 を 持って、 蘆 毛の 馬に 白 覆輪の 鞍 を 置き、 兄の 馬に 並べて 立つ 

たので ある。 三男 右兵衞 佐 賴朝は 十三 歲で、 紺の 垂直の 上に 源 太が 產 衣と いふ 鎧 を 著け、 白星の 兜 

の緖 をし め、 髭 切と いふ 太刀 を帶 き、 十二 差いた 染 羽の 矢 を 負 ひ、 重 籐の弓 を 持って、 栗毛の 馬 H 


相み みづく を摺り 出した 鞍 を 置き、 是も 一 所に 引き立てた。 

うぶぎぬ ひげき リ  な 

此の 產衣髭 切 は、 源氏 重代の 武具の 中に、 殊に 祕藏の 重寶な bvo 八幡 殿の 幼名 を 源 太 

とど 申しけ る。 ニ歲 の時院 よも 「進ら せよ、 御覽 ぜん 」 と 仰 を 蒙， 給 ひて、 i と 鎧 を & 

し、 袖に 居 ゑて ど 見參に 入れられ ける。 さて rJ そ 源 太が 產 衣と はつ けられ けれ。 胸板に 

天照大神、 正 八幡 大 菩薩と 鑄つ け 進ら せ 左右の 袖に は、 藤の 花の^き か vftv たる 樣を緘 

せるな fes- さて 髭 切と 申す は、 八幡 殿、 ^任 宗任を 攻められし 時、 度々 に 生 捕 者 十 人の 

首 を 打つ に、 皆 髭と もに 切られければ、 髭 切と は 名 づけた， 9。 奥州の 住人 文壽 とい ふ鍛 

冶が 作な み。 昔より 嫡々 に相傳 せし かば、 - 惡源太 こそ 傳へ給 ふべき に、 三男 なれ ども、 


賴朝 授かり 給 ひける は、 終に 源氏の 大將 となり 給 ふべき 驗な， 9。 兵衞 佐、， 父義 朝の 方 を 

見廻して 、「平家 や 早く 向 ひ 候 ふらん。 人に 先 を せられん より、 先づ六 波羅へ 寄せ 候 は 

ん」 と 申されけ る は、 拔 群に ぞ聞 えし C 鳳凰 は 卵の 中に して、 超 境の 勢 あみ、 龍の 子 は： 

小さし とい へど も、 能く 雨 を 降らす とも、 かやう の 事 を や 申すべき。 

【袖に 居 ゑて】 鎪の 袖に のせて • 【拔 群に ぞ 開え し〕 若年で は あるが 人に すぐれて 見えた。 【超 境の 勢】 

國境を 超えて 遠く 飛ばん とする 勢。 

髌氏勢 汰の事  1〇 九 
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V 此の 產衣髭 切 は、 源氏 代代の 武具の 中で、 殊に 秘藏 せられた 大切な 寳 である。 八 幅太郞 Q- 

幼名 を 源 太と 言っ^。  二 歳の 時、 院 から 「つれて 來ぃ、 みて やらう。」 との 仰 を 蒙られて、 わざく 

錯を緘 して、 その 袖に のせて お 目に かけられ たので ある。 それによ つて 源 太が 產衣 とつ けられた。 

胸板に 天照大神、 正 八幡 大 菩薩と 鑄つ け 奉り、 左右の 袖に は 藤の 花の^き かかった 樣を緘 したので 

ある。 さて 髭 切と いふ もの は、 八 椿 太 郞が貞 任 宗任を 攻められた 時、 度々 に 生 捕った 者 十 人の 首 を 

斩 るに、 皆 髭 もと もに 切られた から、 髭 切と 名 をつ けたので ある。 奥州の 人で、 文壽 とい ふ 鍛冶の 

作で ある。 昔から 嫡子^り 嫡子へ と相傳 へたから、 惡源 太が 傳へ受 くべき であるのに、 三男で ある 

けれども 頼 朝が 授かられ たの は、 最後に 源氏の 大將 となられ る 前兆で ある。 兵衞 佐が 父義 朝の 方 を 

見廻して T 平家が 先に 向って 来る かも 知れません。 人に 先手を打 たれる より、 此方から 先 づ六波 維 

へ 攻め寄せ ませう。」 と 言 はれた の は、 若年で は あるが 人に すぐれて 見えた。 鳳凰 は 卵の 中から、 國. 

境 を 超えて 遠く 飛ばん とする 勢が あり、 龍の 子 は 小さくても、 能く 雨 を 降らす と 云 ふの も、 この や 

うな 事 を 言 ふの だら う。 

頃 は 平 治 元年 十二月 廿 七日、 辰の刻 許の 事なる に、 昨日の 雪 涫ぇ殘 り、 庭 上 は 玉 を 敷 

くが 如くなる に、 朝日の 光映 徹して、 物 具の 金物 輝き渡りて、 殊に 優に ど 見えたり け 

る。 も そ 其の 事 がら、 天竺 震旦 は そ も 知らず、 日本 我が 朝に 於て は、 義 朝の 一 額に まさ 


るべき 武士 は、 あるべ. しと も 見え ざり け 6。 然るに 敏政、 光泰、 光基 も、 心替 りして 恩 

えければ、 義朝 討た ば やと 思 はれ けれども、 大事の 前の 小事、 敵に 利を附 くる 端 なれ.， 

ば、 思 ひ 留まり 給 ひけり。 義朝宣 ひける は、 「今度の 合戰に 若し 打 負けな ば、 柬國 へ馳せ ■ 

下り、 八 箇國の f 豕 M を 催し 集めて、 重ねて 都に 攻め上り、. 平氏の 一類 を滅 さん 事、 何の 

ゆ 総 か あるべき」 と 申されし かば、 此の 人々 皆、 保 元に 多くの 弟 共を滅 すの みならず、 

正しく 父の 頸 を k ねし 人 なれば、 知らず 是ゃ 運の 極な らんと、 內々 申されけ るが、 君 六 

^羅に 行幸 成りぬ と 聞きし 後 は、 朝敵と なりなん 事を悲 みて、 終に は 皆心替 りせられ け 

るなら。 されば 賴政 平家に 加 はりて 後、 六波羅 より 新手と て 懸け 出で ける に、 義朝 「名 

をば 原 兵 庫 と 呼ばれながら、 いふか ひなく、 伊勢 平氏に 屬き給 ふ もの かな。 御邊が S 

、： b こ 依らて、 當 家の 弓矢に S つきぬる 乙 そ 口惜し けれ」 と、 言 ひ 懸けられし 返事に 「累. 

つ  ふ かぐ にん 

代 弓箭の 藝を失 はじと、 十 善の 君に 屬き 奉る。 御邊 が信賴 とい ふ、 R 本 一 の不覺 人に 同 

意して、 あやま.， 9 を 改めぬ 乙 そ、 誠に 當 家の 恥辱 なれ」 とど 申されけ る。 

jfla 【辰の刻】 午前 八 時 頃。 【映 微〕 うつって すきと ほる。 【天竺 ^旦】 印度と 支那。 〔利 を附 くる 端】 利益 を 

與 へる 端緒 【この 人々】 鎮政、 光泰、 光基 等 をい ふ。 【知らず 是ゃ 運の 棰 ならん】 神なら ぬ 身の 知る 由 もない け 
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れ ども、 この 联が 運の つきる 時で あらう 。〔云 ひが ひなく】 卑怯に も 。【伊勢 平氏】 氏の 先祖 は 代々 尹 勢に 居つ 

たので いふ。 【弓箭の 勢】 武士の 道。 【十 善の 君】 十 善と は不 殺生、 不倫 盜、 不 貪欲、 不 邪淫、 不 妄語、 不綺 語、 

不惡 口、 不兩 舌、 不 躀恚、 不 邪見 をい ふ。 天子に 生れる の は 前生に 於て 此の 十 善戒を 保った 結果 だとい ふ佛說 

による。 〔 不 S 人】 考 のな い 鈍物 を いふ。 【赏 家】 濂 家 を 指す。 

頃 は 平 治 元年 十二月 廿 七日 午前 八 時 頃の 事 だが、 昨日の 雪 は 消え 殘り、 庭の 上 は 玉 を 敷し • 

いた 様で あるのに、 朝 曰の 光が うつって すき 通り、 武具の 金物 は 輝き渡って、 殊に 美しく 見えた。 

凡 其の 有様、 印度支那の 事 は 知らないが、 我が 日本に 於て は、 義 朝の； 族に 勝る ことの 出来る 武士 

は あらう とも 兌えなかった。 然るに 賴政、 光泰、 光基 も、 心が 替 つた やうに 見えた から、 義朝は 討 

たうと 思 はれた けれども、 大事の 前の 小事で あ^、 敵に 利 &を與 へる 端緒と なる から、 思 ひ 留まら 

れた。 篛 朝が 言 はれる のに は、 「今度の 合戰に 若し 敗け たなら ば、 東 國へ馳 せ 下って、 八箇國 の家來 

を 召し集めて、 再び 都に 攻め上り、 平氏の 一族 を 滅す事 はわけ もない 事で ある。」 と 言 はれた から、 賴 

政、 光泰、 光基 等 は 皆、 保 元に 多くの 弟 兵を滅 すば かりで なく、 眞に 父の 頸 を 刎ねた 人で あるから、 神 

ならぬ 身の 知る 由 もない けれども、 この 戰が運 3 つきる 時で あらう と內々 言 はれて ゐ たが、 君 は 六 波 

羅へ 行幸に なった と 聞いた 後 は、 朝敵と なる であらう 事 を 悲しんで、 終に 皆 心替り をせられ たので 

ある。 故に 賴 政が 平家に 加 はって 後、 六 波 維から 新手の 兵と して かけ 出た 痔に、 義 朝が 「名 をば^ 


美 庫 頭と 呼ばれながら、 卑怯に も、 伊勢 平氏に つかれた もの だな。 あなたの 二心の 爲に 源氏の 武道 

に瑾 がつ いたの は殘念 だ。」 と 言 ひか けられた 返事に、 「代々 の 武士の 道 を 失 ふまい と 思って、 十 善の 

君に つき 奉る の^。 あなたが 信賴 とい ふ 日本一の 考 のない 鈍物に 心 を 合せて、 過 を 改めな いのは、： 

, 誠に 源 家の 恥です。」 と 言 はれた。 

待 賢 門軍附 信賴沒 落の 事 

さる 程に 六 波羅の 皇居に は、 公卿 僉議ぁ 6S て 淸盛を 召されけ り。 紺の 直 垂に黑 絲緘の 

腹卷 に、 左右の 籠手 を 差して、 折 烏帽子 引き立てて 大 床に 畏る。 頭 中 將實國 を 以て 仰せ. 

下されけ る は 、「王事 鹽 きこと なれば、 逆臣 滅びん 事 疑 ひなし。 但し 適 新造の 內裏 なり。 

若し 囘祿 あらば、 朝家の 御大 事 たるべし。 官軍 僞 りて 引き 退かば、 凶徒 定めて 進み出で 

んか。 然 らば 官軍 を 入れ 替 へて、 内襄を 守護せ させ、 火災な き 様に 思慮 あるべし」 と 仰 

せ 下されければ、 淸. 盛 畏まりて 、「朝敵た る 上 は、 逆徒の 誅戮は 掌の 中に 候 ふ 間、 時 ，刻ぉ 

*  P  »  , 、  らうせ きしゅつ たい  ちょぐ ガゃぅ 

廻らすべからず。 然れば 定めて 狼藉 出來 せんか。 火 失な からん 條 こそ、 難儀の 勅靛 にて 

，候へ。 さもながら 范蠡が 吳國を 覆し." 張 良が 項 羽 を 亡し、 も、 皆是れ 智謀の 致す 處 なれ 

源氏 勢 汰の事  1 一 三 
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れ ども、 この 联が 運の つきる 時で あらう 。【云 ひが ひなく〕 卑怯に も 。〔伊勢 平氏】 平氏の 先祖 は 代々 伊勢に 居つ 

たので いふ。 【弓箭の 勢】 武士の 道。 【十 善の 君】 十 善と は不 殺生、 不 偸盜、 不 貪欲、 不 邪淫、 不 妄語、 不较 語、 

不惡 口、 不兩^ 、 不 躀恚、 不 邪見 をい ふ。 夭 子に 生れる の は 前生に 於て 此の 十 善 戒を 保った 結果 だとい ふ佛說 

による。 〔不 « 人】 考 のな い 鈍物 をい ふ。 【赏 家】 源 家 を 指す。 

頃 は 平 治 元年 十二月 廿 七日 午前 八 時 頃の 事 だが、 咋 日の 雪 は 消え 殘り、 庭の 上 は 玉 を 敷し _ 

いた 様で あるのに、 朝日の 光が うつって すき 通り、 武具の 金物 は 輝き渡って、 殊に 美しく 見えた。 

凡 其の 有様、 印度支那の 事 は 知らないが、 我が 日本に 於て は、 義 朝の ； 族に 勝る ことの 出来る 武士 

は あらう とも 兒 えなかった。 然るに 賴政、 光泰、 光基 も、 心が 替 つた やうに 見えた から、 義朝は 討 

たうと 思 はれた けれども、 大事の 前の 小事で あ 力、 敵に 利益 を與 へる 端緖 となる から、 思 ひ 留まら 

れた。 義 朝が 言 はれる のに は、 「今度の 合戰に 若し 敗け たなら ば，、 東 國へ馳 せ 下って、 八箇國 の家來 

を 召し集めて、 再び 都に 攻め上り、 平氏の 一 族 を 滅す事 はわけ もない 事で ある。」 と 言 はれた から、 賴. 

政、 光泰、 光基 等 は 皆、 保 元に 多くの 弟 兵を滅 すば かりで なく、 眞に 父の 頸 を 刎ねた 人で あるから、 神 

ならぬ 身の 知る 由 もない けれども、 この 戰が遝 J つきる 時で あらう と內々 言 はれて ゐ たが、 君 は 六 波 

m へ 行幸に なった と 聞いた 後 は、 朝敵と なる であらう 事 を 悲しんで、 終に 皆 心替り をせられ たので 

ある。 故に 頼 政が 平家に 加 はって 後、 六波羅 から 新手の 兵と して かけ 出た 時に、 義 朝が 「名 をば：： 


兵 庫 頭と 呼ばれながら、 卑怯に も、 伊勢 平氏に つかれた も Q だな。 あなたの 二心の 爲に 源氏の 武道 

に瑾 がつ いたの は殘念 だ。」 と 言 ひか けられた 返事に、 「代々 の 武士の 道 を 失 ふまい と 思って、 十 善の 

君に つき 奉る の^。 あなたが 信賴 とい ふ 日本一の 考 のない 鈍物に 心 を 合せて、 過 を 改めな いのは、. 

, 誠に 源 家の 恥です。」 と 言 はれた。 

待 賢 門軍附 信賴沒 落の 事 

せんぎ.  ぐろ いと^. - どし 

さる 程に 六 波羅の 皇居に は、 公卿 僉議 ありて 淸盛を 召されけ， 9。 紺の 直垂に 黑絲緘 の 

腹卷 に、 左右の 籠手 を 差して、 折 烏帽子 引き立てて 大 床に 畏る。 頭 中 將實國 を 以て 仰せ ■ 

下されけ る は 、「王事 鹽 きこと なれば、 逆臣 滅びん 事 疑 ひなし。 但し 適 新造の ft 裏な り。 

若し 囘祿 あらば、 朝家の 御大 事た るべ し。 官軍 僞 り て 引き返 かば、 凶徒 定めて 進み出で， 

んか。 然 らば 官軍 を 入れ 替 へて、 内 * を 守護せ させ、 火災な き 様に 思慮 あるべし」 と 仰 

せ 下されければ、 淸盛 畏まみ て 、「朝敵た る 上 は、 逆徒の 誅戮は 掌の 中に 候 ふ 間、 時刻お 

廻らすべからず。 然れば 定めて 狼藉 出來 せんか。 火 失な からん 條 こそ、 難儀の 勅 読に て： 

• 候へ。 さもながら 范蠡が 吳國を 覆， -T 張 良が 項 羽 を 亡し v も、 皆是れ 智謀の 致す 處 なれ； 
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いぶん  きんけつぶ も  せいばい 

ば、 涯分 武略 を 廻らして、 金 闕無爲 なる 樣に 成敗 仕るべし」 と 奏して 出 でられけ り。 

【痛手〕 手に はめる 武具。 腹卷 には镜 手がない から、 これ は 鎧の 籠手 をつ けたので ある。 【折 烏 W 子】 

兜の 下に 着る 烏 精子で、 柔に 造って ある。 此の 時 は 御前に 出る ので あるから、 兜を腚 いで、 烏帽子 を 引き立て 

たので ある。 【大 床】 廣廂に 同じい。 【頭 中将】 蔵人 頭で 近衛の 中將を 兼ねて ゐる もの。 【王事 甓 きこ A-なし】 詩經 

の 唐 風に 「王事 aBJS、 不レ 能. isll 黍 稷？」 とあって、 王室の 事 は 堅固でなくて はならない、 故に 吾 は 王事に カ^ 

塞す の義 であるが、 ここ は 朝廷の 事 は 堅固で 破れる こと は 無い の 意に 用 ひて ある。 【回 祿】 火の 神で、 火災の 事 

に いふ。 【思慮 あるべし】 よく 謀れの 意。 【掌の 中に 候】 容易であります。 〔狼藉 出來 せんか】 亂 暴な 事が 起る かも 

しれない。 【范 *】 越 王 勾踐を 助けて 旲を滅 し 天下に 覇 たらしめ た 人。 【張 良】 漢の 高駔を 助けて、 項 羽を滅 した. 

人。 〔涯 分〕 自分に W 来る だけ。 【金 H】 皇狨、 【成敗 仕るべし】 取 針ら ひませ う。 

さて 六 波羅の 皇居に 於て は、 公卿の 會議が 開かれて 淸盛を 召された。 淸盛は 紺の 直 垂の上 

に 黑絲絨 の腹卷 をつ け、 左右の 籠手 を 差して、 折 烏 « 子 を 引き立てて 廣廂 にかし こまる。 頭 中將實 

. 國を 以て 仰せ 下^れた のに は 、「朝廷の 事 は 堅固で 破れる 事 はない から、 逆臣の 滅びる 事 はたし かで 

ある。 しかした まく 新に 造った 御所で ある、 もし 火災が あるならば 朝廷の 御大 事で あらう。 官軍 

が ® つで 返却す るなら ば、 凶徒 等 はきつ と 進んで 出て くる だら うと 思 ふ。 其 時 こそ 官軍 を 入れ 替へ 

て、 內裏を 守護せ させ、 火災の ない 樣 によく 謀れ。」 と 仰せ 下された から、 淸盛は 畏まって、 「彼等が. 


朝敵と なった 上 は、 逆徒 を 討 減す こと は 容易であります から、 時日の かかる 事はありません。 しか 

しさう なるとき つと 亂 暴な 事が 起る かもしれ ません。 火 を 出さない やうに するとい ふこと は、 仲々 

困難な 勅であります。 しかしながら 范蠡が 吳國を 覆し、 張 良が 頂 羽 を 亡した の も、 皆 智謀に よるの- 

で あります から、  出来るだけの 武略 を 廻らして、 白 暴の 御 無事で ある やうに 取 計ら ひませ う。」 と 申 

し 上げて 退出 せられた。 

主上 御座 あれば、 皇居の 御 固に 淸盛ケ ば 留めら る。 大內へ 向 ふ 人人に は、 大將軍 は. 左衞 

門 佐 重 盛、 三 河守賴 盛、 淡 路守敎 盛、 侍に は 筑後守 家貞、 午 息 左衞門 i 貞能、 主馬 判官 

盛國、 子息 右 衞門尉 盛 俊、 與 三左衞 門尉景 安、 新 藤 左衞門 家泰、 難 波 次郞經 房、 瀨 尾太郞 

* 安、 伊藤 武者 景綱、 館太郞 負泰、 同じき 十郞負 景を始 として、 都合 其の 勢 三千 餘 騎、， 

六 波羅を 打ち出で て、 賀茂川 を馳せ 渡し、 西 河原に 控 へたら。 左 衞門佐 重 盛 は、 生年 廿 

はじに は ひ  て ふ す .V がな- * の  たつが しら 

三、 今日の 軍の 大將 なれば、 赤地の 錦の 直垂 に、 檐 匂の 鎧、 蝶の 裙 金物 打ちた るに、 龍 頭 

a  M- り ふ  しげ どう  き つ さげ 

の 兜の 緖を わめて、 小 烏と いふ 太刀 を帶 き、 切 斑の 矢 負 ひ、 重 籐の弓 持ちて、 黃鵠 毛な 

る 馬に、 柳 櫻摺ら たる 貝 鞍 置かせて 乘 6 給へ， 9。 重盛宣 ひける は、 「年 號は平 治な り、 花 

洛は 平安 城な み、 我等 は 平氏 なれば、 三 事相 應 せら。 敵 を 平 げん 事、 何の 疑 か あるべき 0 
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誰か 爰に樊 ^張 良が 舆を なさ V- らん」 とて、 三千 餘騎を 三 手に 分ち て、 近衞、 ぉ矿5.>、 

ヒ，、 rnri 々m  "て、 r  、 ，うめい たいけ. - いう "う  、： ー r 

大^ 御門、 大^ 面へ 打ち出で て、 陽 明、 待 賢、 郁芳 門へ 押し寄せたら。 

IH 【大 內】 內裏。 〔侍】 大 將に對 して、 普通の 武士 。〔、王 馬 判官】 主馬 署の 首で 檢 非違 伎 尉 を 兼ねた もの。 主 

馬署は 砠宫坊 の被官 で、 東宮の 乗馬、 鞍 具の 類 を 供進す る 事 を 掌る o 〔都合】 總計 。【西 河原】 賀茂 何の 西岸の W 

原 。〔植 句の 鎧】 莨 色に 赤^の さした 色絲 で、 鎧の 袖 や 草摺 を、 上 を 濃く 下に 至る にしたがって 次第に 薄く ぼか 

して 絨 した ir 【蠑の 裾 金物】 螓の 形の 金物 を、 つけた 鎧。 〔小 烏 " 貞^から 傳 つて ゐる 平家 重代の 名刀 0 【切 斑の 

矢〕 嫘 などの 羽の 白と 黑 との ふの 入って ゐ るの を 用 ひて 矧ぃだ 矢。 〔黃镎 毛】 植毛の 少し 黃 ばんだ 色。 【ar 鞍】 螺 

细鞍 とも 云 ひ、 靑 貝で 花鳥な どの 模漾 をす り^した もの 。〔花 洛】 都の 美稱 。【三 事相 應 せり】 平 治、 平安 狨、 平 

氏の 女く、 年と 所と 人と 三つと も 平の 字が 冠せられ てゐる こと をい つたので ある。 【樊 噜】 高 mc> 臣で、 鴻 『の 

會に 於て 高祖の 身に 危險が 加 はらんと した 際、 進んで 之 を 守護し 勇名 を 轟かした 。【近衛、 中 掏 門、 ナ炊钩 門、】： 

近 窗は攝 明 門、 中钧門 は待資 門、 大炊钧 門 は 郁芳 門の 一 名で あるが、 其の 門前から 直 東に 向 ふ 通路 を もい つ 

た。 ここ は 後の方で ある。 〔大宫 表】 前の 門前 を 南北に 通ず る路。 

Iffi 主上が 居らせられ るので、 皇居の 御 守護に 淸盛を 留められる。 內 裏へ 攻めて 行く 人 々 に 

. は、 大將軍 は 左 衞門佐 重 盛、 三 河守賴 盛、 淡 路守敎 盛、 侍に は 筑後守 家貞、 子息 左衛 門尉貞 能、 主 

馬 判官 盛國、 子息 右衛門 尉 盛 俊、 與 三左衞 門尉景 安、 新 藤 左衞門 家泰、 難 波 次郞經 房、 瀨尾 太郞ま 


安、 伊藤 武者 景綱、 館太郞 貞泰、 同 十郞貞 景を始 として、 總計 其の 勢 は 三千 餘 騎、. 六 波羅を 打ち出 

. . て、 賀茂川 を馳せ 渡り、 西 河原に 控 へて ゐた。 左 衞門佐 重 盛 は 生年 二十 三歲、 今日の 軍の 大將 であ 

るから、 赤地の 錦の 直垂の 上に、 攄 匂の 鎧に 蝶の 裾 金物 を 打った の をつ け、 龍 頭の 兜の 緖を しめ 

、 て、 小 烏と いふ 太刀 を帶 き、 切 斑の 矢 を. 負 ひ、 重 籐の弓 を 持って、 黄 毛鎢の 馬に、 柳 櫻 を摺り 出し 

た 貝 鞍 を 置かせて 乘ら れてゐ た。 重 盛が 言 はれた のに 「年 號は平 治で ある。 都 は 平安 狨だ。 我等 は 

平氏で あるから、 三つの 事が 揃って ゐる。 敵 を 平げ る 事 は、 少しも 疑 ひ はない。 誰か かう いふ 場合 

に は 樊喰ゃ 張 良の 如き 勇氣を 出さない ものが あらう か。」 と 言って、 三千 餘 1^ を 三方に 分けて、 近衞 

中 御門、 大炊 御門の 前の 大宮 表に 打ち出で、 陽 明、 待 賢、 郁芳 門へ 押し寄せた。 

大內に は 三方の 門 を さし 屈め、 面 をば 開かれたり。 承 明 建禮の 脇の 小 門 を も倶に 開き 

て、 大 庭に は 馬 ども 多く 引き立てた み。 梅壺、 桐壺、 籬壺、 紫宸殿の 前後、 東 光 殿の 脇 

. の壸 まで、 兵 ひしと 並み居たり。 皆 源氏の 勢 なれば、 白旗 二十 餘流 打ち立てた ^0 大宫 

一  面に は、 平家の 赤旗 三十 餘流 差し 揚げて、 男み 進める 三千 餘騎、 一度に 閧を どっと 作る 

ければ、 大宮も 響き わたりて 夥し。 鯢 波に 驚きて、 只今まで ゆ V しく 見えられつ. る信賴 

卿、 顔色 變. -て 草葉の 如くに て、 南 階 を 下られけ るが、 膝戰 ひて 下り かねたり。 人な み 
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X- い ぞと こ  A ほよ ろ ひ 

に 馬に 乘 らんと、 引き寄せさせ たれ ども、 ふとらせめ たる 大の 男の、 大鎧は 著た 

ク， 馬 は 大きなら、 乘ら煩 ふ 上、 主の 心に も 似 も 似ず、 はやり 切み たる 逸物 なれば、 つ 

と 出 でん- (\ としけ る を、 舍人七 八 人 寄りて 馬 を 抱へ た る。 放た ば 天へ も 飛びぬべし。 

穆王八 匹の 天馬の 駒 も、 かく やと 覺 ゆるば かりにて、 乘ら かね 給 ふ 所 を、 i: 二人つ と 寄 

^て、 r 疾く 召し 候へ」 とて 押し上げ たも。 餘， on にや 押したら けん、 弓手の 方へ 乘り 乙し 

て、 伏樣 にどう と 落つ。 急ぎ 引き起して 見れば、 顔に 砂 ひしと 附き、 鼻血 流れて 見苦し 

かりけ， 9。 義朝 此の 體を 見て、 日來 は大將 とて 恐れ 給 ひける が、 はたと 睨みて 、「あの 信 

賴と いふ 不覺人 は 臆したり な」 とて、 日華 門 を 打ち出で て、 郁芳 門へ 向 はれければ、 信 

親 も 鼻血 押し 拭 ひ、 兎角して 馬に 搔き乘 せられ、 待 賢 門へ 向 はれけ るが、 物の 用に 逢 ふ 

ベ しと も 見え ざ6, け 6V。 

9a 【さし 固め】 鎮す 意。 【面 をば 開かれたり〕 面の 上に 東の 字 を！ K したので あらう。 卽 東面の 門、 陽 明、 待 

資、 郁芳の 方 は 開かれて ゐ たので ある。 〔承 明、 建 鱧の 脇の 小 門】 承 明 門 は 内裏 内 麻の 南 正門で、 建 鱧 門 は內裹 

外廓の 南 正門で ある。 そして B の 小 門 は 以上 兩 門の 各 左右の 兩脇 にある 小 門。 【大 庭】 紫宸 E の 前の 廣ぃ庭 を 指 

す。 【梅 #、 桐 *|】 いづれ も 禁中 五 含の 1 で、 梅 壷 は 本名 を 凝 華舍 とい ひ 西方 第二の 殿舍、 中庭に 梅の 樹が ある 


からい ふ。 桐 壷 は 本名 を 淑鱟舍 とい ひ、 東方 第二の 殿舍、 中庭に 桐の 樹が あるから いふ Q〔 籬壺】 禁中に はこの 

やうな 殿 含 はない。 梨 壷の 轵 であらう。 梨赍は 東方 第 四の 殿舍。 中庭に 梨の 樹が あるから いふ。 【東 光 殿】 禁中 

に はこの やうな 殿舍 はない。 登 華 殿な どの 鹩 であらう 。〔ひしと 並み ゐた 寶】 ぎっしりと 並らん でゐた of ゆゆし 

く】 えら さう に 。【南 階】 紫宸殿の 正面 卽 南方に 面して ゐる 階段。 〔太， せめた る〕 太りき つた 。〔乗り 烦ふ 上】 馬 > 

に乘 るのに 難儀す るのに 加へ て 3 【主の 心に も 似 も 似ず】 主人 は 瞳して ゐ るけ.^ とも、 馬 は 勇みに 勇んで ^るの 

をい ふ 。【はやり 切 9 たる】 ひどく 勇みた つた。 【逸物】 すぐれて 群 を拔け 出た もの。 ここで は 験 馬の 意" つと 出 

でんく としけ る を】 何度もず つと 前に 躍け 出さう としたの を 。【舍 人】 馬の 口取り 。【穆 王 八 匹の 天馬 1 周の 天 

子穆 王が、 八 匹の 駿馬 を 得て、 天下 を 周遊した 故事 をい ふ。 fK 馬 は 天上界に 住む が 如き 非常な 駿馬 。【乘 りこし 

て】 馬の 背 を乘り 越えて o【s 手】 左。 弓 を 持つ 方の 手。 【伏 樣】 う-つむき 。〔ひしと 附き】 1 面に ついて 。〔この 體 

を 見て】 この 有樣を 見て 。〔はたと 睨みて】 はげしく にらみつけて。 〔不覺 人】 卑怯者 。〔意したり な】 ぉぢ けたの 

だな。 【物の 用に 逢 ふべ しと も 云々】 何の 役に も 立ち さう に * かった。 

ffi 內 裏に は 南、 西、 北 三方の 門 を 鎖して、 東西の 門 をば 開かれて あった。 承 明 建 禮の兩 門と 

その 兩脇 にある 小 門 を も俱に 開いて、 紫宸殿の 前の 廣 庭に は 馬 ども 多く 立 て てゐた 。梅 壺、 桐 壷、 

籬壺、 紫宸殿の 前後、 東 光 殴の 脇の壸 まで、 兵が すき 間もなく 並んで ゐた。 皆 源氏の 軍勢で あるか 

ら、 白旗 二十 餘流 打ち立て てあつた。 大宮 表に は 平家の 赤旗 を 三十 餘流 差し 揭げ て、 勇み 進んで ゐ 

る 三千 餘騎 が。 二度に どっと 鬨を あげたので、 大宫も 響き渡って、 たいした も P である。 鯢 波に 驚 
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いて、 只今まで えら さう に 見えて ゐ た信賴 卿は顏 色は變 つて 草葉の 如くに なり、 紫宸 殴の 南 向の 階 

段 を 降りられて ゐ たが、 膝が ふるって 下りる 事が 出來 なくなった。 人な みに 馬に 乘 らうと 引き寄せ 

さと.^ け ^ ども、 太りき つた 大男の、 大きな 鎧 を 着て ゐ るし、 馬 は 太く はあり、 乘 るのに 難儀 をす る 

上に、 、王 人の、 いと は 全く 異 つて、 ひどく 勇みた つた 駿馬で あるから、 何度もす つと 前へ 驅け 出さう 

としたの を、 馬の 口取りが 七 八 人 寄って 馬 を 押へ つけて ゐた。 放ったならば、 天へ も 飛び 上る だら 

う。 周の 穆 王が 持って ゐた八 匹の 天馬の 如き 駒 も、 これ 程であった の だら うかと 思 はれる 程で、 信 

賴 卿が 乘り 苦しんで 居られる 所 を、 侍 一 一人つ と 寄って、 「早くお 乘 りなさい ませ 。」と言 つて 押し上げ 

た。 餘 りに 强く押 したの だら う。 左の 方へ 乘り 越えて、 うつむきに どっと 落ちる。 急いで 引き起し 

て 見る と、 顔に は 砂が 一面に ついて、 鼻血が 流れ 見苦しかった。 義朝は 此の 有樣を 見て、 常に は 近 

衞大夺 だから 恐れて 居られた が、 はげしく にらみつけ 、「あの 信賴 とい ふ 卑怯者 はお ぢ けたの な だ。 

と 言って、 日 # 門 を 打ち出て、 郁芳 門へ 向 はれた ので、 信賴も 鼻血 を 拭 ひ、 やっと 馬に 搔き乘 せら 

れ、 待 SR へ 向 はれた が、 何の 役に も 立ち さう にもなかった。 

左衞門 ii 重 盛、 五 百餘騎 をば^ 宫 面に 殘し 置き、 五 百餘騎 にて 押し寄せて、 • 呼ば はも 

^ひ ォ るよ の 『の 大將 ^は- 信賴 卿と 見る は 僻目 か。 かく 申す は桓武 天皇の 苗裔、 

太宰 だ貳淸 盛が 嫡子、 左衞門 ii 重 盛、 生年 二十 三」 と 名乘り 懸け K れば、 信賴 返事に も 


，及ばず、 「それ 防げ 侍 ども」 とて 引き返く。 大將の 引き 給 ふ 間、 防ぐ 侍 一 人 もな し。 我 先 

にと^げ 、れ ば、 重盛彌 勇みて 大 庭の 椋の 木の 下まで 攻め 附 けたり。 義朝 之. を 見て、 「惡 

： 源 太 はなき か。 信頼と いふ 大 臆病 人が、 待 賢 門 を 早 破られつ る どや。 あの 敵 追 ひ 出せ」 

のた ま  つ はもの  ノ  ノ 

, と宣 ひければ、 「承り 候」 とて 懸けられ けら。 續く 兵に は縑田 兵衞、 後藤 兵衞、 佐々 木 源 

三、 波 多 野次 郞、 三 浦 荒 次郞、 須藤刑 部、 長 井齋藤 別當、 岡 部六彌 太、 猪 俣 小 平 六、 熊 

谷 次郞、 平 山 武者 所、 金子/十 郞、 足 立 右馬允、 上總介 八郞、 關 次郞、 片桐小 八郞大 夫、 _ 

已上 十七 騎轡 を雙 ベて 馳せ向 ふ。 大昔 聲を 揚げて、 此の 手の 大將は 誰 人 ど、 名乘れ 聞か 

. ん。 がく 申す は淸和 天皇 九 代の 後胤、 左 馬頭 義 朝の 嫡子、 縑 倉の 惡 源太義 平と 申す 者な 

^はぐら  たち はき せんじゃ ゥ よしたか  このかた 

ら。 生年 十五 歲、 武藏 の大藏 の大將 として、 伯父 帶刀 先生 義賢を 討ちし より 以來、 度度 

.  げんざん  まんなか 

の 合戰に 一 度 も 不覺の 名 を とらず。 年 積みて 十九 歲、 見參 せん」 とて、 五 百 騎の眞 中へ 

破って 入， C/ 西より 束へ 追 ひまくり、 北より 南へ 追 ひ 廻し、 縱 樣撗樣 十文字に、 敵を颯 

と 蹴 散して、 「半 武者 どもに 目な かけ そ。 大將軍 を 組んで うて。 檐. の 匂の 鎧に 蝶の 裾 金物 

打ちて、 黄 鵜 毛の 馬に 乘ら たる 乙 そ 重 盛よ。 押し 雙 ベて 組みて 落ち、 手 捕に せよ」 と 下 

知 すれば、 大將 をく ませ じと、 防ぐ 平家の 侍 ども、 與 三左衞 門、 新 藤 左衞門 を始 とし 
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て、 百騎 1^ か 中に ど 隔たりけ る。 惡源 太を始 として、 十七 騎の兵 ども、 大將 軍に 目 を か 

けて、 大 庭の 掠の 木 を 中に 立て、、 左 近の 櫻 右近の 橘 を 七 八 度まで 追 ひ 廻して、 組まん 

.(i どが みたり ける。 十七 騎に 懸け 立てられて、 五百^ 騎叶 はじと や 思 ひけん、 大^ 

面へ i と 引く。 大 將左衞 門が はが^つ いて、 馬の 息を繼 がせ 給ふ處 に、 筑後 守つ と 参り 

て、 「簍響^降 軍、 二度 生れ 替 6 給へ る 君 かな」 と 向 樣に譽 め 奉れば、 今 一 度靳 けて 家貞 

あらて 

に 見せん とや 忍 はれ けん、 前の 五 百餘騎 をば 留め置き、 新手 五 百 餘騎を 相 具して、 又ネ 

庭の 掠の 木まで 攻め寄せたり。 

BB 【僻目 か 〕 見ち が ひか。 【苗裔】 遠い 子孫 。【掠】 棕科 • 葉 は KS に似て 阒 形で 鋸 曲が あ 9 物 を 磨く に 用 ひ 

られ る。 紫宸^の 大 庭に 拔の木 があった。 【攻め 附 けたり】 攻め寄せた。 〔此の 手の 小 將】 この 方面の 大將〕 【大 

蔵】 武蔵 國 比 企 郡菅ぉ 村の 大字。 【帶刀 先生〕 帶刀は 東宮 武官、 先生 は その 長官 を VV 【義 R】 源義 朝の 弟。 近 

肇 天皇が 東宮で あらせられた 時に « 刀 先生と なった。 秩父 直^の 養子と なり、 後源義 平と 隊 を 生じ、 A 壽二年 

大蔵の « に 敗れて 死んだ 【不甍 の 名】 卑怯 0 評判。 〔牛 武者】 雜兵" 目な 懸け そ】 目 をつ けるな。 【押し 雙べ て】 

銥の 馬に 自分の 馬 を 並べての 意 。【手 捕】 生 捕り。 【中に ぞ 隔た， ける】 中に 割り a んで兩 者の 間 を 隔てた。 〔中に 

立てて】 間に 鷺 いて C 【左 近の 樓】 南 殿の 樓 ともい ふ。 紫宸 K の南陪 下の 左に 植 ゑて ある 樓。 【右近の 橘】 南 殿の 

桑 ともい ふ。 紫宸殿の 南陪 下の 右に 植 ゑて ある 椟。 【揉みたり ける】 激しく 入 n 亂れて af つた OL 馬の.^ を 繼 力せ 


耠ふ】 馬の 息 を やすませて ゐられ る 。【曩 祖】 先龃。 〔平將 軍】 平貞 盛。 平阈 香の 子で、 天 慶の亂 の 時に、 平將門 

を 討って 勳功を 以て、 鎮守府 將 軍に 任ぜられた，。 〔二度 生れ 替リ狯 へる 君】 二度 此の世に 生まれて 来られた やう 

に 見える 君 。【向 樣】 面と 向って。 

左 衞門佐 重 盛 は 五 百餘騎 をば 大宫 面に 殘 して 置いて、 五 百 餘騎で 押し寄せて、 叫ばれ， たの 

に は、 「此の 門の 大將軍 は信賴 卿で あると 見る が 見ち が ひか。 かく 言 ふの は桓武 天皇の 遠い 子孫で、 

太宰^ 貳淸 盛の 長男、 左 衞門佐 重 盛で ある。 生年 二十 三。」 と名乘 つて 攻め かかる と、 信賴は 返事 も 

せす 、「それ 防げ 侍 ども。」 と 言って 引き 退く。 大將が 退却せられ るので、 防ぎ 戰ふ侍 は 一人 もない。 

我 こそ 先にと 逃げた ので、 重 盛 はいよ く 勇み立って、 大 庭の 棕の 木の 下まで 攻め寄せた。 義朝は 

之 を 見て、 「惡源 太 は 居ない か。 信頼と いふ 大 臆病者が、 待 賢 門 を 早 破られた の だぞ。 あの 敵 を 追 ひ 

出せ。」 と 言 はれた ので T 承知し ました。」 と 言って 驅け 出られた。 續く兵 は 鎌 田 兵衞、 後藤 兵衞、 佐 

* 木 源 三、 波 多 野 i、 三 浦 荒 次郞、 須藤刑 部、 長 井齋藤 別. 當、 岡 部六彌 太、 猪 俣 小 平 六、 熊 谷 次 

郞、 平 山 武者 所、 金子 十郞、 足 立 有 馬 允、 上總介 八郞、 關 次郞、 片桐小 八郞大 まの 以上 十七 騎.轡 を 並べ 

て 馳せ向 ふ。 大聲を あげて T この 方面の 大將は 誰 だ。 名乘れ 聞いて やらう。 かう 言 ふの は淸和 天皇 

九 代の 子孫、 左 馬頭 義 朝の 嫡子、 鎌 倉の 惡源 太義 平と いふ 者で ある。 十五 歳の 時に、 武藏の 大藏に 於 

ける 軍の 大將 として、 伯父 帶刀 先生 義賢を 討って から 以来、 度々 の 合戰に 一度 も 卑怯の 評判 をと つ 
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た 事がない。 ハ牛を 重ねて 今 は. f 九， 歲 である。 お 相手をしよう。」 と 言って、 五 百 飴 騎の眞 中へ 攻め込 

み、 西から 東べ 追 ひまくり、 北から 南へ 追 ひ 廻し、 縱橫 十文字に 敵 を さっと 蹴散らして、 「雜兵 ども 

に 目 を かけるな。 大將軍 を 紐んで 討ち取れ。 檀の 匂の 鎧に 蝶の 裾 金物 をつ けて、 黃镌 毛の 馬に 乘っ 

てゐ るの が ffl 盛 だ。. 馬 を 並べて 組み合って 落ち、 生 捕りに せよ。」 と、 命す ると、 大將を 組ませまい 

と、 防ぐ 平家の 侍 ども は、 與 三左衞 門、 新 藤 左 衞門を 始めと して、 百 騎 許の 中に 園んで 隔てて しま 

つた。 惡源 太を始 として、 十七 騎の兵 ども は、 大將 軍に 目 をつ けて、 大 庭の 棕の木 を 中に して、 左 近の 

^右近の 橘 を 七 八 度まで 追 ひ 廻し、 組まう くと 激しく 入り 亂れ て亂 つた。 十七 騎の爲 に 攻め立てら 

れて、 五 百 餘騎は 叶 はない と 思った の だら う。 大宮 表へ さっと 引く。 大將左 衛門佐 は 弓 を 杖に つい 

て、 馬の 息 を やすませて ゐら れる處 へ、 筑後 守が つと 參 つて T 君 は 先祖 平將 軍が 一 一度 此の世に 生れて 

来られた やうに 見えます。」 と、 面と 向って 譽め 奉る と、 今 一 度 K けて 家貞に 見せようと 思 はれた の だ 

らう、 前の 五 百 餘騎を 留めて 置， いて、 新手の 五 百 餘騎を 引きつれ、 又大 庭の 棕の 木まで 攻め寄せた。 

，又 惡源太 かけ 向 ひ、 見遞 してい ひける は、 「只今 向 ひたる は、 皆 £f の 兵な ウ。 但し 大 

將は、 元の 大將重 盛 ど。 以前 乙 そ洩 すと も、 今度に 於て は餘 すま じ。 押し 雙 ベて 組みて 

捕れ、 兵 共」 と 下知 すれば、 勇みに 6- みたる 十七 騎、， 我先にと 進みければ、 今度 は 難 波 


m， 

獰 


次郞、 同じき 三郞、 瀨尾 太郞、 伊藤 武者 を殆 として、 百 餘騎が 中に 隔てた るに、 事と も. 

せず、 惡源太 弓 をば 小脇に 搔ぃ 挾み、 镫蹈ん 張りつつ たちあが 6/ 左右の 手 を擧げ 、「幸に. 

ごへん  さら 

義平 源氏の 嫡 t なり、 御邊も 平家の 嫡々 なり。 敵に は 誰か 嫌 はん、 ^れゃ 翻まん」 とい 

ふま、 に、 先の 如く 大 庭の 掠の 木 を 追 ひま はして、 五六 度まで こそ 揉みたり けれ。 重 盛 

組みぬ ベ. う. もな くや 思 はれ けん、 又 大宮面 へ 引 い て 出づ。 惡源太 二度まで 敵 を 追 ひまく 

ゆん， つ ゑ  す どうた きぐち  ふかく 

ら、 弓 杖つ いて 馬に 息をつが せけ るに、 義朝之 を 見て、 須藤瀧 口 を 以て、 「汝が 不覺に 防- 

げば  こそ、  敵 度々 懸け 入 るら め。 あれ 速に 追 ひ 出せ」 とい ひ 遣され ければ、 俊綱馳 せて 

此の 由 をい ふに 5. 承， 9 候 Q 進め や 者 共」 とて、 色 も 替らぬ 十七 騎、 大宫 面に かけ 出で 

て、 敵 五 百 餘騎が 中へ、 面 も 振らず 破って 入る。 引き立て たる 勢 なれば、 馬の足 を 立て 

かねて、 大宫を 下 もに、 ニ條を 東へ 引きければ、 「我が 子ながら も義平 は、 能く かけた る 

も のかな。 あかけ たり」 とど 春め^れ ける。 

： 小脇に 搔ぃ 挾み】 わきの 下に 挾んで 。〔摘々】 嫡流に 同じい。 r 敵に は 誰か は緞 はん】 敵と して 誰も 不 

足に は 思 ふま い 。〔組みぬ ベう もな くや 思 はれ けん】 とても 組 打ちの 相手に はなれさ うにな いと 思 はれた の だら 

う。 〔瀧 口】 淸凉 殿の 泶 北方に ある 御 溝水の 落ちる 所に 伺候す る 武士で、 藏人 所に 屬 して、 禁中の 警衞 及び 雜 役. 
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に 股す る 役。 【不 « に 防げば こ そ】 粗漏な 防ぎ 方 をす るから。 【俊 網驄 せて 此の 由 をい ふ】 俊 綱 は馳せ て 行って こ、 

の 亊を義 平にい ふ。 【色 も替ら ぬ】 鏜の絨 し 色が 皆 同 1 である を いふ。 卽 同じ 装束で ある。 【面 も 振らす】 わき 目 

もせず。 〔引き立て たる 勢 なれば】 最早 浮 足に なって ゐ る 軍勢で あるから。 〔馬の足 をた て かねて】 馬の足 を 止め 

る ことが 出來 ないで。 【 大宮を 下りに〕 大宫 表の 通 を 南方に 向って。 京都 は 皇居が 北に あるので、 北に 向 ふの を 

上りと いひ、 南に 向 ふの を 下りと いふ。 〔あかけ たり】 ああよ く戰 つた。 

又惡源 太が 出向って、 見廻して 言った のに は T 今 向って 来たの は、 皆 新手の 兵で ある。 し 

かし 大將； 伞は 元の 大將直 盛 だぞ。 前に は 討ち^した けれども、 今度 こそ は 逃すまい。 馬 を 並べて 組 

んで生 捕れ、 兵 共よ。」 と、 指圔 をす ると、 勇みき つた 十七 騎は、 我 こそ 先にと 進んだ ので、 今度 は 

難 波 次郎、 同 三郞、 瀨尾 太郞、 伢藤 武者 等 を 始めと して、 百 餘騎の 中に 隔てた けれども、 少しも 恐れ 

す、 惡源太 は 弓 を わきの 下に 抉み、 镫 を蹈ん 張って 立ち上り、 左右の 手 を 擧げ、 「幸に 義平は 源氏 

摘 流です、 あなた も 平家の 嫡流で ある。 敵と して 誰も 不足に は 思 ふまい。 寄りなさい 組まう。」 とい 

ふや 否や、 先の やうに 大 庭の 椋の木 を 追 ひま はして、 五六 度まで も 激しく 戰 つた。 重 盛 はとても 組 

打ちの 相手に はなされ さう にないと 思 はれた の だら う、 又大宫 へ. 退却して 出る。 惡源太 は 二度まで 

敬 を 追 ひまくり、 弓 を 杖に ついて、 馬の 息 を やすませて ゐ たが、 義 朝が 之 を 見て、 須藤瀧 口に 命じ 

て、 「お前が 粗漏な 防ぎ 方 をす るから 、敵が 度々 攻め こんで 來 るの だら う。 あれ を 速に 追 ひ 出せ。」 とい 


つてよ こされた ので、 俊 綱は馳 せて 行って この 事 をい ふと 、「承知しました。 一同 進め。」 と 言って 同 

じ絨 しの 鎧 を 着た 十七 騎が、 大宮 面に かけ 出て、 敵. A 百 餘騎の 中へ、 わき 目 もせす に 攻め込む。 最早き， 

足に なって ゐる 軍勢で あるから、 馬の足 を 止める 事が 出来ないで、 大宮 表の 通 を 南方に 向って、 一 一條 

を 東へ 引いた から、 「我が 子ながら も篛平 は、 能く 戰っ たもの だ。 あつよく 戰 つた ぞ。」 と譽 めら れた。 

大將. 直 盛、 與三左 衞門景 安、 新 籐左衞 門 家泰、 主 從三騎 かけ 離れ、 ヒ條を 束へ 引かれ. 

けてば、 惡 源太縑 田に 吃と 目 合せて、 r 爰に 落つ る は大將 とこ そ 見れ、 返せ や」 とて 追 ひ 

懸けた，^。 旣に堀 河に て 追 ひ 詰めけ るが、 弓手の 方に 材木 多く 充ち满 ちた るに、 葸源 太 

の乘り 給へ る 馬、 かたなつ けの 駒に て、 材木に や 驚き けん、 馬 手の 方へ けし 飛びて、 小 

漆 を 折 もて どうと 伏す。 縑 田兵衞 延ばさ じと、 十三 束 取りて 番ひ、 能つ 引いて ひやう と 

射る。 重 盛の ぎ i けの 袖に、 はたと 中 もて 飛び 返る。 纏て 二の矢 を 射た，^ ければ、 押 ft へ 

で ど 中 ，0 て、 ぎ かづき 碎 けて ぎり 返れり。 惡源太 「是れ は 聞 ゆる 唐 皮と いふ 鎧 ござんな 

れ。 馬 を 射て 落ちん 听 をうて」 下知せられ ければ、 又 能つ 引いて 追ひ樣 に、 笞 のかく る 

おは 

、程が 込みたり。 馬 は 屏風 を 返す 如く 倒 るれば、 材木の 上に はね 落され、 兜 も 落ちて 大 

童に な 6 給 ふ。 
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〔吃と 目 合せて】 强く目 を 見合せ て。 無言のう ちに あれが 敲將 であると いふ こと を 通じ合つ たので あ 

る。 【堀川】 京都市 洞院 通と 大宮 通との 間 を 通ず る 溝渠。 〔かたなつ け】 十分に 乗 9 馴 してない 馬 。〔けし 飛んで】 

B き 飛び あがって。 けし は强 めて いふ 語。 【延ばさ じと】 落ち のびさせ まいと 。〔十三 束】 普通の 矢の 長さ。 一 束 

は 1 握の 長さで、 矢の 長さ は その 數で 計る 一 よつ 引いて】 よく 引きし ぼって 。〔射 向の 袖】 鎧の 左の 袖。 弓 を 射 

る 時に 敲の 方に 向ける 袖の 意つ 【押 附〕 鎧の 背の 絲の處 と、 革の 處とを 撗に界 する 枳で、 卽 肩に 當る枚 をい ふ。 

〔m かづき〕 矢 竹の 鏃に 接する 所 。【唐 皮】 貞 盛から 傳 はった 平家 重代の 鎧 一 ござん たれ】 であるの だな. X 追 ひ 

ざまに】 後方から 。〔箬 のかく るる 程】 矢の 箬が 馬の 體に かくれる 程。 【大童】 ちらし^。  a 髪。 

大將重 盛と 與三左 衞門景 安と 新 藤左衞 門家泰 との 主 從三騎 は、 本隊から 離れて、 ！；條を柬 

《^かれた ので、 悪源太 は 鎌 田に きっと 目く ばせ をして 、「あそこ を 落ちる は大將 軍の やう だ。 引き 

返へ せ。」 と 言って 追つ かけた。 旣に堀 河で 追 ひ 詰めた が、 左の 方に 材木 を 非常に 澤山笸 いてあった 

のに、 惡源 太の 乘 つて 居られた 馬が、 十分 乘り 馴らして ない 馬であって、 村 木に 驚いた の だら う、 

右の 方へ 飛び あがって、 膝 を 折って どっと 倒れる。 鎌 田 兵衞は 落ち延びさ せまいと、 十三 束の 矢 を 

取って 番ひ、 能く 引いて ひやう と 射る。 重 盛の 鎧の 左の 袖に、 ばちと 中って 飛び 返る。 つづいて 第 

二の矢 を 射る と、 押附の 板へば ちと 中って、 笾 かづきが 碎 けて はね 返った。 惡源太 「あれ は 名高い 

唐 皮と いふ 鎧 だな。 馬 を 射て 落ちる 所 を 討ち取れ。」 と指圔 をせられ たので、 又よ く 引いて 後方から 


矢の喾 が 馬の 體 にかくれ る 程 射 込んだ。 馬 は 屏風 を 返す やうに 倒れる と、 重 盛 は 材木の 上に はね 落 

され、 兜 も 落ちて 亂髮に なられる。 

鎌 田 堀 河 を馳せ 越えて、 重 盛に 組まん と 落ち合 ふ。 重 盛近附 けて は 叶 はじと や 思 はれ 

けん、 弓の 喾 にて 鎌 田が 兜の 鉢 を 丁と 撞く。 撩 かれて ゆら ゆる 間に、 兜 を 取って 打 著つ 

ゝ 緖を强 く^そ しめられ けれ。 與三左 衞門馳 せ 寄み て、 中に 隔た. OS 申しけ る は、 「漢の 

紀信は 高祖の 命に 代りて、 滎 陽の 圍を 出し、 終に 天下 を 保た せき。 主 辱めら る V 時 は、 

臣死 すと いふに あらず や。 景安 乙、 にあ.^、. よれ や 組まん」 とい ふま、 に、 縑 田兵衞 と- 

引き 組みて、 取りて 押へ ける 處に、 惡源太 馬 引き起し、 是れも 堀川 を馳せ 越えて、 重 盛 

し あし 

に 組まん と 飛びて 懸かみ ける が、 縑田を や 助く る、 大將を やうたん と、 思案し けれども、， 

大將に は 又も 寄り合 ふべ し、 政 家 をうた せて は 叶 はじと 思 ひ、 與 三左衞 門に 落ち合 ひて 

三刀剌 して 首 を 取る。 重 盛 は 憑み 切りた る景安 討た せて、 命 生きて 何 かせんと て、 旣に. 

惡源 太と 組まん とせられ ける を、 新 藤 左 衞門馳 せ 來り、 「家 泰が候 は ざらん 所に て^そ、 

大將の 御 命 をば 捨て 給 ふべ けれ」 とて、 我が 馬 を 引き 向け、 中に 隔てて 惡源 太と むず と" 

組む。 政 家 は 重 盛に 組まん としけ るが、 主 を 討た せて は 叶 はじと 思 ひければ、 新 藤左衞 
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門に 落ち 重なりて 首 を かく。 . 此の間に 重 盛 は 虎口 を遁れ て、 六波羅 まで ど 落ちられけ 

る。 二人の 侍な からまし かば、 助から 難き 命な 6。 十二月 二十 七日 巳の 刻 許の 事なる に 

一村 雨 さっとして、 風 は 烈しく 吹きたり けり。 鎌 田が 鞍の 前輪に も、 氷 筋 ね たれば 乘り 

かねけ り。 惡源太 之 を 見 給 ひて、 「手形 を附 けて 乘れ や」 と宣 ひければ、 打物拔 きて ぶつ 

ぐと、 手形 を 切りて ^乘 りたり けら。 鞍に 手形 を附 くる 事、 此の 時より ど 始まれる。 

！ !pa 【落ち合 ふ】 一 所に 出會ふ の 意。 【弓の 害】 弓の 兩 ss の 弦 を かける 所。 〔兜の 鉢】 兜の 頭を蔽 うて ゐる部 

分。 【ゆら ゆる 間に】 嶷躇 して ゐる 間に。 【漢 の紀 信〕 漢の將 軍。 漢 の高駔 が滎 陽で 楚の項 羽の ために 圜 まれた 時 

紀信は 高祖の 車に 乗り、 绒 中食盡 きて 漢王 降る と稱 して 東門より 出 や 其の 隙に 高祖 をして 兩 門から 脫 出せ レ 

めた。 【高祖】 沛公 ともい ふ。 沛の費 邑中陽 里の 人で、 項 羽 等と ともに 秦を滅 し、 後 又 項 羽を滅 して、 漢家 四百 

年の 基虔を 定めた 人。 【榮^ 】 支 都 河南 省 開封^に ある" 【主 辱 しめらる る 時は臣 死す】 臣は^ と 艱難 生死 をと も 

にすべき ものであるとの 意。 國 語の 越 語に r 范 * 曰 isl 二 人臣 一 者 君 憂 臣勞、 君辱臣 死。」 と あり、 韓非 子に も 「ま 

辱臣 苦、 上下 相與同 レ薆久 矣。」 と ある。 【大將 に は 又も 寄り合 ふべ し】 敏の 大將重 盛に は 二度 會戰 する 機會も あ- 

らう。 【冢泰 が 候 は ざらん 所に てこ そ 云々】  私が 居らぬ 所で 大將が 命 をお 捨てになる はずで ありませ う。 私が 居 

る 以上 は 大將の 命 をお 捨て 申させる 事 はなり せ せんの 意 T 落ち 重なりて】 馬から 落ちて 上に なり。 【虎口〕 危き 

場所 。【巳の 刻】 午前 十 時 頃 T 1 村雨 さっとして】 1 しきり 俄 * がさつ と 降って 來て 。〔前輪】 鞍の 前方の 山形^ 


した 所。 後方 を^ 輪と いひ、 其の 中間に 跨る ので ある。 【氷 筋ゐ たれば】 つららが はった から。 ゐるは 米の は^ 

こと をい ふ 。〔手形〕 皲の 前輪の 雨 側に、 手 を かける に 便に する S に、 1 箇所 づっ 少し 木 をく り そい e ある 所 を 

いふ。 手形が 此の 時に 始まった とい ふの は 誤で ある。 〔打 物】 太刀、 刀、 槍な どの 總稱。 

鎌 田 は 堀 河 を馳せ 越えて、 重 盛に 組まう， v 落ち合 ふ。 重 盛 は近附 けて は 叶 はない と 思 はれ 

たの だら う • 弓の 喾で鎌 田の 兜め 鉢 を ちょっと 撞く、 つかれて 躊躇して ゐる 間に、 兜 を 取って 著る、 

とともに 緖を强 く しめられた。 與三 左衞門 は馳せ 寄って、 中 を 隔て 言った のに は M の 紀信は 高祖 

の 命に 代って、 蒙 陽の 圍を脫 出させ、 終に 天下 を 取らせた。 主人が 辱められる 時 は、 臣は 死ぬべき. 

もの だとい ふで はない か。 景 安が ここに 居る。 近寄れ 組まう。」 とい ふや 否や、 鎌 田 兵衞と 引き 組ん 

で、 押へ つけて ゐた 時に、 惡源太 は 馬 を 引き起し、 これ も 堀川 を馳せ 渡って、 重 盛に 組まう と 飛び 

かかった が、 其の 時 鎌 田 を 助けよう か、 大將を 討ち取ら うかと ^案 をした けれども、 大將に は 又 出 

會ふ 機會も あらう。 政 家 を 討た せて はいけ ない と 思って、 與 三左衞 門に W 會 つて、 三刀剌 して 首 を 

取る。 重 盛 は 非常に 力に して ゐた景 安 を 討 たれて、 生きて ゐても 何にも ならない と 思って、 旣に惡 

源 太と 組まう とせられ たの を、 新 籐左衞 門が 馳 せて 來て、 「私が 居ない 所で 大將箪 が 命 をお 捨てにな- 

る 害で ありませ う。」 と 言って、  自分の 馬 を 引き 向けて、 重 盛との 間 を 隔て、 悪源太と むすと 組む。 

政 家 は 重 盛に 組まう としたが、 主君 を 討た せて はいけ ない と 思った から、 新 藤左衞 門と くんで 馬 か 
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ら 落ちて 上に なり 首 をき る。 此の間に 重 盛 は危ぃ 場所 を遁れ て、 六波籙 まで 落ちられた。 二人の 侍. 

がなかったなら、 助かる 事の 出来ない 命で ある。 十二月 二十 七日の 午前 十 時 頃の 事 だが、 一し きり 

俄雨が さっと 降って 来て、 雨が 烈しく 吹いた。 鎌 田が 鞍の 前輪に も つららが はった から、 馬に 乘れ 

なかった。 惡源太 は 之 を 見られて T 手形 を附 けて 乘 れ。」 と 言 はれた ので、 太刀 を 抜いて、 ぶつく 

と 手形 を 切って 乗った。 鞍に 手形 を附 ける 事 は、 この 時から 始まった ので ある。 

三 河 守賴盛 は、 郁芳 門へ 押し寄せて、 「此の 陣の大 將は誰 人 ど、 名乗られ 候へ」 と宣へ 

ば、 「此の 手の 大將 は、 淸和 天皇 九 代の 後胤、 左 馬頭 源 朝臣 義朝」 と名乘 みて、 「惡源 太 は 

二度まで 敵 を 追 出す どかし。 進め や 若者」 と宣 へば、 中宮 大夫 進、 右兵衞 佐、 新宮十 

郞、 平賀 四郞、 佐 渡 式部 大輔重 成を始 として、 我 も- (-と 駆. けられけ り。 右兵衞 佐賴朝 

は、 「生年 十三」 と名乘 りて、 敵 二 騎射 落し、 一騎に 手 負 はせ て、 殊に 進みて 駆けられ 

ノ  c たま  いぐ t 

けみ。 左 馬頭 宣 ひける は、 「何とい へど も、 若者 共の 軍す る はま ばらに 見 ゆる ど。 義朝駔 

けて 見せん」 とて、 眞 先に 進まれければ、 一 人當 千の 兵 ども、 打圍 みて ど戰 ひける。 賴 

盛 暫く 支 へられけ るが、 門より 外へ 追 ひ 出さる。 義朝續 きて 攻め 戰 へば、 大宫 面へ 引 さ 

にけ り。 平家 馬の 息を繼 がせて 駆け 入りければ、 源氏 大內へ 引き籠る。 源氏 又 馬の足お 


休めて 駆け出 づれ ば、 平家 又大宮 面へ 引き 退く。 平家 は 赤旗 赤符、 日に 映 じて 耀 けり。 

源氏 は 大旗腰 小 旗、 皆 押し 並べ 一て 白から ける が、 風に 吹き 亂 され、 勇み 進める 有樣 は、 

誠に 凉 じく^ そ覺ぇ けれ。 源平の 兵 共、 互に 命 を惜 まねば、 眼前に 討た るれ ども 顧み 

ず、 主の 先に 進まん と、 爰を 前途と 戰 ひたり。 

【^と いへ ども】 口に は 如何に 立派に 言っても。 【まばらに 見 ゆる ぞ】 隙間が あって 整 はない や ラに見 

える ぞ。 〔1 人當 千の 兵】 1 人で 千 人の 敵に^る 程の 强ぃ 武士。 【打ち 園み て〕 大將義 朝 を 敵に 打た せま いと 中に 

取り 園んで。 【赤 符〕 袖 や 腰な どに つけた 赤い 布片 で、 敵 味方 を區 別す る 目標 。【接 小 旗】 布 を短册 形に 切って 腠 

につける もの 。〔凉 し】 壯烈。 【先途】 最も 大切な 場合。 

三 河 守 賴盛は 郁芳 門へ 押し寄せて、 「此の 陣の 大將は 誰です、 お 名乘り 下さい。」 と 言 はれる 

と、 「此の方の 大將 は淸和 天皇より 九 代の 子孫で、 左 馬頭 源 朝臣 義 朝です。」 と 名乗つ て、 「惡源 太 は 1 1 

度まで 歒を追 出した ぞ、 進め や 若^。」 と 言 はれる と、 中宮 大夫 進、 右兵衞 佐、 新 宫十郞 、平賀 四郞、 

佐 渡 式部 大轉重 成を始 としで.、 我れ もくと 届け出られた。 右兵衞 佐 頼 朝 は 「生年 十三 歳と 名乘 

つて、 敵 二 騎を射 落し、 一騎に は 負傷 を させ、 殊 K 進んで 攻め込まれた。 左. 馬頭が 言 はれた のに は、 

. f 口に は 如何に 立派に 言っても、 若者 等の 戰を する 様 は 隙 聞が あって 整 はない やうに 見える ぞ。 
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義 朝が 攻め込んで 見せよう。」 と霄 つて、 眞 先に 進まれた ので、 一人 當 千の 兵 ども は、 義朝を 中に 取 

り 園んで 戰 つた。 輟^ は 暫く 防いで 居られた が、 門から 外へ 追 ひ 出される。 義 朝は績 いて 攻め 戰っ 

たので 大宮 面へ 退却した。 平家が 馬の 息 を 休ませて 攻め込んで 來 ると、 源氏 は 大內へ 引き籠る。 源 

氏が 又 馬の足 を 休ませて 攻め 出て 來 ると、 平家 は 又大宫 面へ 引き 退く。 平家 は 赤旗 赤符が ほに 映 じ 

て 輝いた。 源氏 は 大旗も 腰 小 旗 も 皆 一様に 白かった が、 風に 吹き 亂 されて、 勇み 進んだ 有樣 は、 誠に 

壯烈に 見えた。 源平の 兵 共 は 互に 命 を 惜しまないから、 眼の 前で 討 たれる けれども 振り か へらす、 

主君よりも 先に 進まう として、 ここが 最も 大切な 場合 ぞと戰 つた。 

惡源太 左 衞門佐 をば 討ち 洩し、 鎌 田に 向 ひて 宣 ひける は、 「郁芳 門の 軍 は 如何 あらん。 

い Vd や 頭 殿の 御先 仕らん.」 とて、 打 具して 馳せ來 り、 又眞 先に ぞ 進まれけ る <  爱に鎌 田 

が 下人 八 町 次郞 とて.、 大力の 剛の者、 早 走の 手き、 あ 6^ 「馬に てこ そ 具す ベ けれども、 

中々 徒 立よ かるべし、 高名せ よ」 とい； 3 ければ、 一年 も 腹 卷に小 具足 差！ S めて、 眞前 

に 進みたら ける が、 敵の 馬 武者の 遙に 先立ちて 落ちけ る を、 八 町が 内 にて 追 ひつめ て、 

首 取り^りければ、 それよ らして 八 町次郞 とどい ひける。 されば 又 乙の 者、 三 河 守の 

£3 ゆる 早馳の 名馬に、 兩鎧を 合せて^ けられけ る に、 少しも 劣らず 追 ひ 著き て、 兜の 頂 


おに 熊 を 打 懸けん と、 續きて 走 6 ければ、 賴盛も 兜 を 打 傾け/ \、 あ ひしら はれ けれ 

ば、 五六 度 は 懸け はづ しける が、 終に て へんに 打 懸けて、 ゑい やと 引けば、 三 河 守旣に 

引き落されぬ ベう 見えられけ るが、 帶 きたる 太刀 を 引き 拔き てし と、 切み、 熊手の 柄 を 

手本 二 尺ば から 置きて、 づんと 切， ON て 落されければ、 八 町次郞 のけに 倒れて ころびけ 

り。 き. Ifey を 見て、 「あはれ 太刀 や、 あきれたり。 三 河 殿 も 能く 切りた^、 八 町 次 郞も能 

く かけた も」 とど 感じけ る。 賴盛は 兜に 熊手 を 切り 懸けながら、 取り も 捨てず 見 も 返ら 

ず、 三條を 東へ、 高 倉 を 下りに、 五條 を 東へ、 六波羅 までから めかして 落ちられ ける は 

中々 優に ど 見えたり ける。 名 譽の拔 丸 なれば、 能く^れ ける は 理 fo 

^psa 【手き き〕 わざの す * くれて ゐる者 をい ふ。 【馬に てこ そ 具す ベ けれども〕 馬に 乘 せて 引きつれる 箬 であ 

る けれども。 【中々 徒 立よ かるべし〕 却って 徒歩の まま 引き連れる のがよ からら。 【小 具足】 鎧を脫 いで、 脇裙、 

籠手、 驕當 だけ をつ ける の をい ふ。 しかし 此の 場合 は腹卷 をつ けて ゐた から、 脇循 はっけなかった ので あら 

う。 〔馬 武者】 馬に 乘 つた 武者。 騎馬 武者。 〔说 邊】 冑の 頂上 八幡 座の こと。 〔熊手〕 昔の 武器の 一 種。 熊の 手の 如 

き 鐵の瓜 を 頭に つけ、 長い 柄 を 添へ たもの。 物 を 引っかけ るに 用 ひる。 【打 傾け〕 前方へ 熊手 を かけられぬ やう 

に 傾ける ので ある of あ ひしら はれければ〕 あ ひしら ふ は 程よ く 取扱 ふこと で、 ここ は、 うまく 避けられ たの をい 

ふ 。【かけ 脫し】 かけ 損 ふ 。【引き 袼 されぬ ベ う】 引き 袼 され さラに 。【しとと 切る〕 したたかに 切る。 【京 童】 都の 
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若者 ども 。【あはれ 太刀 や 】 ああ 立 波た 太刀 だ。 【あきれたり】 まことに よく 切れた T からめ かして】 がら/ \ 音 

を させて〕 【中々 優に ぞ 見えたり ける】 まことに すぐれて 見えた。 【名 譽の拔 丸】 名高い 拔丸。 

1 惡源太 は S 盛 を 討ち 洩 して、 鎌 田に 向って 言 はれた のに は、 「郁芳 門の 軍 はどう^ら う、 さ 

あ 頭 殿の 御先 鋒 をしょう。」 と 言って、 打從 へて 馳せ來 り、 叉眞 先に 進まれた。 ここに 鎌 田の 家來に 

八 町 次 郞と貢 つて、 大力 待の 強い 男で、 早く 走る わざの すぐれた 者が ある。 「馬に 乘 せて 引きつれる 

害で ある けれども、 却って 徒歩の まま W き 連れる のがよ からう。 手柄 をせ よ。」 と 言った から、 或 年 

の 事 だか、 腹 卷に小 具足 をつ けて、 眞 前に 進んだ が、 敵の 騎馬 武者の 遙に 先立って 逃げて ゐ たの を 

八 町の 間に 追 ひつめ て、 首 を 取った ので、 それから 八 町次郞 とい ふ 名が ついた。 それで 又 この 者が 

三 河 守が 名高い 早く 走る 名馬に、 兩镫を 合せて 耻け 出された のに、 少しも 劣らす 追 ひ 著いて、 兜の. 

頂邊に 熊手 を 打ち かけようと、 繽 いて 走った ので、 賴盛も かけられ まいと 兜 を 打 傾けく してう ま 

く 避けられ たので、 五六 度 は 懸け 損った が、 とう （-て へんに ひつ 懸けて、 ゑいと 引く と、 三 河 守 

は旣に 引き落され さう に 見えられ たが、 帶 いてる に 大刀 を 引き 拔 いてした たかに 切り、 熊手の 柄 を 

手本から 二 尺ば かり 置いて、 \ ノんと 切り落され たから、 八 町次郞 はの けに 倒れて ころがった。 都の 

若者 ども はこれ を 見て T ああ 立派な 太刀 だ。 まことに よく 切れた。 三 河 殿 も 能く 切った。 八 町^ 6 

もよ く かけ ヒ。」 と感 心した。 賴盛は 兜に 熊 手を切った まま 懸けて 置いて、 取り捨て もせす、 見^ 


り もせす， 三條を 東へ、 髙倉を 南に 下って、 五條 を 東へ 向 ひ、 六波羅 までが らく 音 を させて 落ち 

られ たの は、 まことに 優れて 見えた。 刀 は 名高い 拔 丸の 事で あるから、 能く 切れた の は 道理で あ 

る o 

此の 太刀 を拔 丸と いふ 故 は、 故 刑 部卿忠 盛、 池 殿に 晝寢 してお はしける に、 池よ， cv 大 

、蛇 あが もて、 忠盛を 吞噯ん とす。 此の 太刀 枕の 上に 立ちた， 9 ける が、 Q らす るみと 拔け 

て、 蛇に 懸かみ ければ、 蛇 恐れて 池に 沈む。 太 刃 も 鞘に 返み しかば、 蛇 又 出で て吞 まん 

とす。 太刀 又拔 けて 大蛇 を 追 ひて、 池の 汀に 立ちけ 6SO 忠盛之 を 見 給 ひ て rJ を、 拔 丸と 

は附 けられ けれ。 営 腹の 愛子に 依りて， 賴盛之 を 相 傅し 給 ふ 故に、 淸 盛と 不快な りけ り 

- とど 聞え し。 伯 耆の國 大原眞 守が 作と 云々。 

1^ 【刑 部 卿〕 刑 部 省の 長^。 刑 部 省 は 訴訟 を 裁判し、 罪人 を虡 刑す る 役所。 〔池 殿 〕 六 波羅第 中に あつ 

た。 〔當 腹〕 本妻の 股に 生れた こと。：：. KI 原眞 守〕 未詳。  . <  . 

此の 太刀 を拔 丸と いふ わけ は、 故 刑 部卿忠 盛が 池 殿で X 寢 をして おられた 時に、 池から 大 

蛇が あがって、 忠盛を 呑 まう とする。 此の 太刀が 枕の 上に 立てて あ， つたが、 自らす るりと 拔 けて、 

- 蛇に 向って 行った ので 蛇 は 恐れて 池に 沈む。 太刀 も 鞘へ 返って 来たので、 蛇 は 出て 又吞 まう とす 
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る。 太刀 は又拔 けて 大蛇 を 追って、 池の 汀に 立った。 忠盛 はこれ を 見られて、 拔 丸と 名づ けられ 

た。 本妻 g の 愛子で あるから、 賴 盛が 之を傳 へて 持って ゐ たので、 淸 盛と 仲が よくなかった との 事 

である。 伯 耆の國 大原眞 守の 作で あると 云々。 

三^ 守 を 落さん と、 防ぎ 戰ふ 侍に は、 大監 物、 少監 物、 藤 左 衞門尉 助 網、 兵 藤 內が子 

藤 內太郞 家 韃を始 として、 我 もくと 戰 ひけり。 兵 藤 內家俊 は、 元よ ら大 臆病の 覺 とひ 

たる 者な りけ るが、 大勢の 中に 蹴立てられて、 心ならず 馳せ 行きけ るが、 馬 を 射させて 

幸と や 思 ひけん、 小屋の 內 へ^げ 入りぬ。 其の 子家繼 は、 父に は 似す 大 剛の者に て、 散 

バに戰 ひ、 敵 S が 討ち取りて 引きけ るが、 父が 馬 は 射られて 伏しぬ、 主 はなし、 生 捕ら 

れ こけら と なれば、 家繼 生きて 何 かせんと て、 只 一人 取らて 返し、 多くの 敵 を 斬り 

伏せて、 ある^ 引き 組みて 落ち、 刺し 違へ て 死にけ る を、 小屋の 內 にて^ 居^れば、 

心 ぞく 悲しくて、 走り出 でんと は 思へ ども、 戰場 なれば 怖し くて、 子の 討た る乂を 兌つ 

が ざり けり。 後日に 六 波 羅へ參 りけ る を 見て、 にくまぬ 者 どな かりけ る。 

gs 【大 監^、 小監物 1 監物 は中務 省に S して、 物品の 出納 を 監察す る 役。 【大 臆病の 覺 取りた る】 大 い-魔 

お 者との 評判 をと つたに 心ならず】 いや-, - ながら T 馬 射させて】 馬 を 射られて とい ふべき だが、 受身に いふ 


の を きらって、 武人 は 使役の 形に いふので ある 。【主 はなし】 家 俊の 居ない の をい ふ 。【引き 組みて 落ち〕 組み合 

つて 馬から 落ち。 【見つ が ざり け】 助力し なかった。 

三 河 守 を 逃さう と 防ぎ 戰ふ 侍に は、 大監 物、 小監 物、 藤 左 衞門尉 助 綱、 兵 藤 內の子 藤內太 

郞家 繼を始 として、 我 もくと 戰 つた。 兵 藤 內家俊 は、 犬の 臆病者との 評判 を 取った 者で あつたが 

大勢の 中に 入れられて 追 ひ 立てられ、 いやくながら 馳 せて 行った が、 馬 を 射られて 幸と 思った の 

だら う、 小屋の 內 へ^げ 入った。 其の 子の 家糰は 父に 似ない 剛膽な 者であって、 非常に 激しく 戰び 

敵 を澤山 討ち取って 退いた が、 父の 馬 は 射られて 倒れた し、 馬の 主たる 父 は 居ない。 生 捕られた な 

と 思へば、 無念で 仕方がな いので、 家韆は 生きて ゐても 何にも ならない と 思って、 只 一人 引き返し 

. 多くの 敵 を 斬り 伏せて、 ある 武士と 組み合って 落ち、 刺し 違へ て 死んだ の だ. が、 それ を 家 俊 は 小屋 

の內で 見て ゐ たので、 情なく 悲しく 思って、 走り出ようと は 思 ふけれ ども、 戰場 であるから 怖し く- 

て、  子が 討 たれる の を も 助けなかった。 後日 六 波羅へ 出て 来たの を 見て、 憎まない 人はなかった。 

平家 は 敕詨に 任せて、 皆 六 波羅へ 引き返す。 源氏 は 謀と も 知ら ざり ける にや、 ^ 裏 を 

ば 打 捨て、、 追； 3 懸け/ 1\ 攻め 戰ふ。 其の 間に 官軍 を 入れ 替 へて、. 門々 を 固め 防ぎ けれ 

： ば、 源氏 內襄へ は 入り 得ず して、 そ どろに 六波羅 まで ど 寄せられ ける。 齋藤 別當と 後藤 
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兵 衞と气 多くの 敵を 追 ひ 返して、 轰條 にがへ たるに、 武者 一一 騎馳せ 来れり。 塞 先 

づ 一騎の 武者 こ 懸け 合 ひ、 「^君 は 誰 ど」 と 問へば、 「安藝の 國の 住人 柬條 五郎」 と 名乘る 

izi 能つ 引いて 射 落し、 其の f 取え、 「s は 如何に、 後藤 殿」 といへば、 實 

f 一騎の Is せ s、*?，」 と 問へば、 「震の 國の 住人、 大ぶ 八郞 m 

名乘^ はセ ねば、 しゃ 首の 骨 I し、 其の 首 取りて、 「是れ 見 給へ 齋囊。 環の 見参 

こや 入る、、 捨て やする」 と S ければ、 「今朝 i 乘 i ら かした る 馬に、 生首 附 けて 

何 かえ。 いざ 捨てん」 とい ひける が、 ニ條 堀川まで 馳せ來 り、 材木の 上に 二つの f 

差し f て、 ，ける， の けて、 「此の 首 5 ベから ず」 とい ひ直て、 f 

出づれ ぶ、 失 ひて は惡 しかりなん とて、 日^まで ふる ひふる ひ 守， - けるな ち 

【敕锭 に 任せて】 偽り 走って 敵 を 誘 ひ、 官軍 を 入れ 替 へて 內裏を 守護せ よとの 敕靛で 前文に 出ても 

Mi^ やたら 無性に。 【2S〕 汝ほ 同じい。 【はてねば】 2 ぶ ！i 。【しゃ 首の 骨】 し sf 詞で、 

そやつ の 首と いふ 位 ew。【 見？ や 入る る、 捨て やする】 钩覽に 入れます か、 それとも 此虔に 捨てます か。 【4 

地の 者】 所の 住民。 

平家 は 勅 詫に したがって、 皆 六 波 維へ 引き返す。 源氏 は 謀と も 知らなかった の だら うか 


御所 をば 捨てて置いて、 追 ひかけ く 攻め 戰ふ。 其の 問に 平家の 軍勢 は 官軍と 入り 替 つて、 門々 

守って 防いだ から、 源氏 は 御所へ 入る 審が W 來 ないで、 やたら 無性に 六波羅 まで 攻め寄せた。 齋藤 

刖當と 後藤 兵 衞とは 多くの 敵 を 追 ひ 返して、 東 三 條に控 へて ゐる 時に、 武者が ニ騎馳 せて 來た。 實： 

盛が 先づ 一 騎の え 者に 出會ひ T 汝は誰 だ。」 と 問 ふと T 安藝の 國の 住人 東條 五郎。」 と名乘 ると ころ- 

を、 能く 引いて 射 落し、 其の 首 を 取って、 「これ はどう だ、 後藤 殿 c」 とい ふと、 實基も 一騎の 武者に 

馳せ 向って、 「お前 は 誰 だ。」 と 問， ふと T 讃岐 の國の 住人、 大木 戶八 郞。」 と名乘 つてし ま はぬ 中に、 そ 

やつの 首の 骨 を 射 落し、 其の 首 を 取って、 「これ を 見 給へ 齋藤 殿。 頭 殿の 御覽に 入れます か、 それと 

も 此處に 捨てます か。」 と 言 ふと T 今朝から 乘り 疲らした 馬に、 生首 を附 けて どうす るの だ。 さあ 捨 

てよう。」 と 言った が、 ニ條掘 川まで 走って 來て、 村 木の 上に 二つの 首 を 置き、 軍 を 見て ゐた 此の所 

の 住民に 預けて T 此の 首 をな くして はいけ ない ぞ。」 とよく 言 ひ 聞かせて、 馳け 出す と、 住民 は 無く 

して は惡 いだら うと 思って、 日の 暮れる まで、 ふる ひ/ \ 番をして ゐた。 

右衛門 督信賴 は、 今朝 待 資門を 破られて 後 は、. 軍の 事 は 思 ひも 寄らず、 隙 を 求めて 落， 

ちんく とどせられ ける。 義 朝駆け 出で て 後 は、 大內 にも 忍びず して、 御 方の 跡に 附き 

てお づ/ \ 河原まで 出 でられけ るが、 六 波 羅へは 寄せず して、 河原 を 上りに 落ちられけ 

待 賢 門 軍 附信賴 ^落の 事  1 四 一 


?l  r  一四 二 

卒治 物語 新釋 


ら o 


金 王 丸 之 を 見て、 「右 衞に督 殿 こそ 落ちさせ 袷へ。 追 ひ 駆け 進ら せん」 と 申せば、 藪 

朝 「た^-け、 あれ i の 不覺人 あれば、 中々 跟 がせられ ぬ ど」 とて、 河^ を 下りに ど 寄 

せられけ る。 

B  〔忍びず して】 忍んで 居らず 。〔佥 王 丸】 義 if の 【中々 軍が せられぬ ぞ】 却って 軍が 出来ない ぞ。 

ネ^ £i£^^、  》AS2I^%^?0.4% 後 は、 k. をす るな とび-事 は も よらす IP を 貝 

逃 f よう-, (^とせられた。 義朝カ SS けけ して 後 は P 裘に も^/ベ 届ら リ M-^^vfel  ^  V  . 

れ ながら 河 IS まで 出られた が、 六波羅 へは扎 し 寄せないで、 河 烺 を 上へ 逃 H らォ. 7 金ョ丸 は」 を 

見て 、「右衛門^ 殿が 逃げられます。 追つ K けて 參り ませう。」 と^ふと、 義朝 「そのまま うつち やつ 

て 置け、 あれ 程の 卑 者が 居て は、 却つ て^が 出來 ない ぞ。」 と莒 つて、 河原 を 下って 攻めお せられ 


た 一 


0 義朝六 波羅に 寄す る 事幷賴 政心替 の 事 . 

さる 程に 六 波羅に は、 五條の 檎 I 毀ち 寄せ、 搔 槻に搔 きて 待つ 所に、 源氏 卽ち 押； i?^ 

せて、 ^を どっと 作りければ、 淸盛 に ^驚きて、 物 具せられ ける が、 取りて 逆 


申さ. I、  IT し や 見 ゆらん. iB* はれければ、 「$ 


に 著 給へば、 侍 ども 「御 兜 逆に 候」 と 申せば、 臆して や 見 ゆらん と. 思 はれければ、 「主上" 

渡らせ 給へば、 敵の 方へ 向 はば、 君 を 後に なし 進ら せんが 恐れなる 間、 逆に は 著る どか 

し I と宣 へば、 重 盛 「何と 宣へ ども、 臆して 見えられな るな。 打 立て 者 ども」 とて、 五、 

百餘騎 にて 駆け 向 はる。 

， 

Bp 【搔 栀】 垣の やうに 立て 並べる 裙 。【物 具せられ ける が】 甲胄 を 著け て 居られた が。 【兜 を 取リて 逆に 著 

給へ ば】 前後 を 取り 違へ たので ある。 【臆して や 見る らんと 思 はれければ〕 淸盛は 心. の 中に、 敵 を 恐れて あわて 

うろた へ、 その 爲 こんなに 逆樣 にかぶ つたと、 侍 共に 見られて はせん かと 思 はれた から。 【臆して 見えられ たる 

な〕 臆して 居られる 樣子 だ。 〔打 立て 者 ども】 立ち 出で よ 1 同の 者。 

さて 六波雜 では、 五條の 橋 を 毀して 持って来て、 搔楣 にして 立て 並べて 待って ゐる 時に、 

源氏 は 直に 押し寄せて、 鬨を どっと 作った ので、 淸 盛は鯢 波に 驚いて、 武具 を 著け てゐ たのが、 

を 取って 逆に， 著け たので、 侍 どもが 「御 兜が 逆で 御座います。」 と 言 ふと、 淸盛は 侍 共に 敵 を 恐れて 

うろた へたの だと 見られ はせん かと 思 はれた ので 、「、王 上が 居らせられ るから、 敵の 方へ 向ける と、 

君 を 後に なし 奉る やうになる ので、 恐れ多い から、 逆に 著る の だ。」 と 言 は. れ ると、 重 盛 「何と 仰し 

やっても、 臆して 居られる 様子 だ。 立ち 出で よ、 一同の 者。」 と 言って、 五 百餘騎 で^け 向 はれる。. 
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ら。 金 王 丸 之 を 見て、 「右 衞門督 殿 こそ 落ちさせ 給へ。 追 ひ 駆け 進ら せん」 と 申せ ぼ、 義 

朝 「た V おけ、 あれ 體の 不覺人 あれば、 中々 軍が せられぬ ど」 とて、 河原 を 下りに ど 寄 

せられけ る。 

【忍びず して】 忍んで 居らず。 〔^王 丸】 義 朝の 童 •【 中々 軍が せられぬ ぞ】 却って 軍が 出来ない ぞ。 

右銜 『杳 信賴 は、 今朝 待 賢 門 を 破られて 後 は、 軍 をす るな どの 事 は 思 ひも よらす、 隙 を 見 

て 逃， b ようく とせられた。 篛 朝が ffi け 出して 後は內 裏に も 忍んで 居らす、 味方の 後に ついて、 怖 

れ ながら 河原まで W られ たが、 六 波 羅へは 押し寄せないで、 河原 を 上へ 逃げられた。 金 王 丸 は 之 を 

見て、 「は^! 門脊 殿が 逃げられます。 追つ K けて 參り ませう。」 と 言 ふと、 義朝 「そのまま うつち やつ 

て 置け、 あれ 程の 卑怯者が 居て は、 却って 軍が 出来ない ぞ。」 と 言って、 河原 を 下って 攻め寄せられ 

讒朝六 波羅に 寄す る 事 幷賴政 心 替の事 . 

さる 程に 六 波羅に は、 五^の 橋 を 毀ち 寄せ、 搔 楣に搔 きて 待つ 所に、 源氏 卽ち 押し 寄 

f  と きの |J  ものの ぐ  さ 力 さま 

せて、 閧を どっと 作りければ、 淸盛^ 波に 驚きて、 物 具せられ ける が、 兜 を 取りて 逆 


に 著 給/ば、 寺 ども 「御 兜 逆に 候」 と 申せば、 臆して や 見 ゆらん と 思 はれければ、 「主上- 

渡ら， y 給へば、 敵の 方へ 向 はば、 君 を 後に なし 進ら せんが 恐れなる 間、 逆に は 著る どか 

し」 と 1 旦 へば、 重 盛 「何と 宣へ ども、 臆して 見えられた るな。 打 立て 者 ども」 とて、 五、， 

百餘騎 にて 駆け 向 はる。 

BiP? 【搔 楣】 垣の やうに 立て 並べる 槻 。【物 具せられ ける が】 甲 B を 著け て 居られた が。 【兜 を 取りて 逆に 著 

給へ 前後 を 取り 違へ たので ある。 【臆して や 見る らんと 思 はれければ】 淸盛は 心の中に、 敵 を 恐れて あわて 

うろた へ、 その 爲 こんなに 逆樣 にかぶ つたと、 侍 共に 見られて はせん かと 思 はれた から。 【臆して 貝 えられた る 

な】 臆して 居られる 樣子 だ。 【打 立て 者 ども】 立ち 出で よ 1 同の 者。 

さて 六波羅 では、 五條の 橋 を 毀して 持って来て、 摄楣 にして 立て 並べて 待って ゐる 時に、 

源氏 は 直に 押し寄せて、 鬨を どっと 作った ので、 淸 盛は鯢 波に 驚いて、 武具 を 著け てゐ たのが、 兜 

を 取って 逆に， 著け たので、 侍 どもが 「御 兜が 逆で 御座います。」 と 言 ふと、 淸盛は 侍 共に 敵 を 恐れて 

うろた へたの だと 見られ はせん かと 思 はれた ので 、「、王 上が 居らせられ るから、 敵の 方へ 向ける と、 

君 を 後に なし 奉る やうになる ので、 恐れ多い から、 逆に 著る の だ。」 と 言 は， れ ると、 重 盛 「何と 仰し. ■ 

やっても、 臆して 居られる 様子 だ。 立ち 出で よ、 一 同の 者。」 と 言って、 五 百 餘騎で 耻け向 はれる 
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兵 庫 頭 殺 政 は、 三百 餘騎 にて 六條 河原に 控 へた り0 蒽源太 縑田を 召して、 「あれに 控へ、 

たる は 頼 政 か。，. 一 「さん 候。」 「にくい 擧 動かな。 我等 打 負けば 平家に 與 せんと、 時宜 を 計る、 

と覺 ゆる ど。 いざ 蹴 散して 捨 もん」 とて、 五十 餘騎 にて 馳せ向 ひ、 「御 邊は兵 庫 頭 か。 源 

氏 勝ちたら ば、 一門 なれば. 2： 裏へ 參 らん。， 平家 勝た ば、 主上お はせば 六 波 羅へ參 らんと 

軍の 勝負 を 疑 ふと 見る は 如何に。 凡そ 武士 は贰心 ある を 恥と す。 殊に 源氏の 習 はさ はさ 

うず。 よれ や 組んで 勝負 を 見せん」 とて、 眞 十文字に 馳け 破りて、 追 ひ 立て/ \ 攻め戰 

ふ。 さし も 勇なる 渡 邊黨、 日來 は百騎 にも 向 ひ、 千騎 にも あはん とこ そ 罵りし かど も、 

惑 源 太に 手痛く 攻められ 奉 6 て、 馬の足 を 立て かね たれば、 組む 武者 一騎 もなか. 5 け 

【時宜 を 計る】 都合の よい 時 を 窺 ふ。 〔さは さう ず】 さう で 御座る ぞ 。〔眞 十文字】 縱橫に 同じい。 【渡邊 

黨 】 、源 絹の 男、 ^井^ 太久 が^^^^に 住んで 居た から、 氏と して 其の 子孫 一類 を 渡 邊黨 とい ふつ 【お リし かど 

も〕 やかましぐ いって ゐ たけれ ども。 

gn^ 兵 庫 頭 賴政は 三百 餘騎 で六條 河原に 控 へて ゐた。 惡源太 は 鎌 田 を 召して T あそこに 居る © 

は賴政 か。」 「左様で 御座います。」 「にくい 擧動 だな。 我等が 負けたならば 平家に 味方 をしょう と、 都 


合の よい 時 を 窺って & ると 思 はれる ぞ。 さあ 蹴散らして 捨てよう。」 と 言って、 五十 餘騎で 馳せ向 ひ. 

「あなた は 兵 庫 頭 か。 源氏が 勝ったならば、 一族で あるから 御所へ 行かう。 平家が 勝ったならば、 、王 

. 上が 居らせられ るから 六 波 羅 へ 行かう と 思って、 軍の 勝負 を どうなる かと 伺って ゐ ると 見る がどう 

です。 凡そ 武士 \た る 者 は 二心の ある を 恥と する。 殊に 源氏の 習慣 はさう で 御座る ぞ。 さあ 近寄り 來 

れ、 組合って 勝負 をして 見せよう。」 と 言って、 縱 横に ffi け 破って、 追 ひ 立てく 攻め 戰ふ。 あれ 程 

も勇氣 の ある 渡邊黨 も、 日頃 は 一人に て百騎 にも 向 ひ、 千騎の 相手 もしょうと やかましく 言って ゐ - 

たけれ ども、 今日は 惡源 太に 手 きびしく 攻められて、 馬の足 を 止める 事 も 出来なかった から、 組み， 

合 ふ 武者 は 一騎 もなかつ だ。 

赖 政が 郞 等に、 下總 の！： の 住人、 下 河 邊藤三 郞行吉 が 放つ 矢に、 相 模の國 の 住人、 山 

內須藤 瀧 口 俊 綱が 首の 骨 を 射られて、 馬より 落ちん としければ、 父 刑 部 丞之を 見て、 「矢 や 

. 一 筋に それ 程に 弱 るか」 と 諫められて、 弓 杖 をつ いて 乘り 直らん としけ る を 見 給 ひて、 

1 瀧 口 は 急所 を 射られつ る ど。 敵に 首， とらすな」 と 下知せられ ければ、 齋 藤別當 太刀 を 

拔 きて 馳せ 寄せたり。 俊 綱 「御 邊は御 方に て はなき か」 といへば、 赏盛 「御曹司の 仰に 

さしもの 兵 を 敵に 首 を とらすな と 承る 間、 御 方より 取るな り」 といへば、 俊 綱 莞爾と 笑.： 

, 義朝六 波羅に 寄す る 事 幷賴政 心 替の离  i 四 五 
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ひて、 「若き 大將 にて A はし せば、 是れ までの 御 心ば せ あるべし とこ も存ぜ ぬに、 かば 

かりの 御 情深く 渡らせ 給 ふ もの かな。 心安く 臨終 せん」 とて、 西に 向 ひ 手 を 合せ、 頸 を 

延べて ど 打た せけ る。 弓矢と る 身の 習 ひ 程、 哀れな りけ る 事 はなし。 生 は 相 摸の 國、 杲 

に雍 州都の 外、 河原の 土と どなりに ける。 

【^所】 命に も かか はる 大事の 所- 1 御曹司】 堂上 家の 子息の 部屋 住の 者 をい ふ。 武家で もこ の 稱を用 

ひた。 ここ は 義平を 指す。 【さしもの 兵 を】 あれ 程劂 勇な 武士で ある もの を o【 御 心 はぜ】 御 所存 。【果 は】 身の は 

て は。 【雍 州】 山城の こと。 雍州 は禹が 分けた 支那 九州の 一 e、 長 安の 都の 所在地で あるから なぞら. へ ていふ。 

賴 政の 家来で、 下 總の國 の 住人、 下 河 邊藤三 郞行吉 が 放つ 矢に、 相 模の國 の 住人、 山內須 

藤 瀧 口 俊 綱 が^の 骨 を 射られて、 馬から 落ちようと したので、 父の 刑 部 丞が之 を 見て 、「矢 一本の 爲 

に それ 程 弱る か。」 と 言って 諫められた によって、 弓 を 杖に ついて、 乘り 直らう としたの を 見られて 

義 平が 「瀧 口 は 急所 を 射られた ぞ。 敵に 首 を 取らすな。」 と指圖 をせられ にから、 齋藤 g 當が 太刀 を 

拔 いて 馳せ 寄った。 俊 綱 r あなた は 味方で はない か。」 とい ふと、 賨盛 「il 曹司め 仰に、 あれ 程 剛勇 

な 武士で ある もの を、 敵に 首 を 取らすな と 仰せられ たので、 味方の 手で 取る のです。」 と 言 ふと、 俊 

網 は 莞爾と 笑って t 若い 大將 であらせられ るから、 これ 程の 御 所存が あらう と は 思 はな か つたの 

に、 これ 程 も 御 情深く あらせられる のかな あ。 心安く 死なう。」 と 言って 西に 同 ひ 手 をん 口せ、 頸を延 


ばして 斬らせた。 武士た る 者の 習 程 哀れな 事 はない。 生れ は 相 模の國 で、 最後 は 山城の 都の 外、 賀 

茂の 河原の 土と なって しまった。 

父 刑 部 丞之を 見て 、「一命 を輕ん じて 軍 をす る も、 瀧 口 を 世に あらせん ためなり。 俊 綱 

討た せて、 命 生きて 何 かせん、 討死 せん」 と 靳け くれば、 御曹司 1 あたら 兵 刑 部うた 

すな、 者 ども」 と宣 へば、 御 方の 兵馳せ 塞がらて 制しければ、 力なく 淚 と共に 引き返 

す。 さても 賴政 は、 强に義 朝に 敵 せんとまで は 思 は ざり しか ども、 惡源 太に 懸け 立てら 

れて、 好む 處の 幸と、 六波羅 へ. 乙 そ 加 はり けれ。 誠に 惡源太 若氣の 致す 所な々。 兵 庫 頭 

勝負 を兩 端に 窺 ふが 故に、 平家に 志す といへ ども、 源氏め ために は眞の 敵に あらず。 一 

人なら とも、 平家に 逢 ひて rJ そ 死にた けれ。 詮なき 同士 軍に、 あたら 兵 共 を 討た せられ 

ける ど 無念なる と、 人々 申しけ る。 

【あたら 兵】 惜しむべき 立淤な 武士。 【好む 處の 幸】 望む 所の 幸。 【若氣 の 致す 所な り〕 若氣 のために そ 

んな こと をし でかした ので ある。 【勝負 を兩 端に 窺 ふ〕 どちらが 勝つ か 勝た 方に 味方し ようと 心を兩 方に よせて 

窺って ゐる。 【1 人な りと も 平家に 逢うて こそ 死にた けれ】 源氏の 兵 は 1 入で も 平家の 兵と 載って 死ぬ る やうに 

したい。 
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Kan 父 刑 部丞が 之て 見て t 一命 を輕ん じて 軍 をす るの も、 瀧 口に 出世 を させよう 爲 である。 交 

綱が 討 たれて は、 生きて ゐても 何にも ならない。 討死 をしょう。」 と 言って け 出した ので、 御 W 司 

「惜しむべき 立派な 武士 だ。 刑 部丞を 討た すな。 皆の 者。」 と 言 はれた ので、 味方の 兵が 馳せ 塞がつ 

て 止めた から、 仕方なく 淚を 流して 引き返す。 さて 頓政は 强て義 朝に 敵對 しょうと は 思はなかった 

けれども、 惡源 太に 攻め立てられて、 望む 處の 幸ぞ と、 六 波 維の 方へ 加 はった。 誠に 惡源太 は若氣 

の爲に そんな 事 をし でかした ので ある。 兵 庫 頭 は どちらが 勝つ か、 勝った 方に 味方 をしょう と、 心 

を 雨 方に よせて 窺って ゐ るから、 平家に 心 を 寄せて ゐる けれども、 源氏の ために 眞の 敵で i ない。 

源氏の 兵 は 一人で も 平家の 兵と 戰 つて 死ぬ る やうに したい もの だ。 つまらん 同士 軍 をして、 惜しむ 

ベ き 兵 共 を 殺された の は 殘念 で あると 人々 が 一一 一： n つ た 。 

異國 にも 其の 例 あ り。 漢の 高祖と 楚の項 羽と、 國を爭 ふ 事八箇 年、 戰を なす 事 七十 二 

度。 每度項 羽 勝に 乘る とい へど も、 政道み だら が はしき 故に、 民^せ ず。 高 fa よ， 戰 常に 

1  一  こ I 一り 5 り. ！7 う 

弱し といへ ども、 撫 民の 德 あるが 故に、 人 是れに 依る。 爱に王 陵と いふ 者 あり、 城 を M 

しらへ、 兵 を 集めながら、 兩 方の 勝負 を 待つ が 故に、 楚 にも ^ せず、 漢 にも 敵せ ずして 

相 支へ たも。 名將 たるが 故に、 項 羽頻に 召す といへ ども、 虞 氏の ピ顕 みて 参ら ざ § 


間、 利 兵 を 遣して 之を責 むる に、 城 固う して 更に 落ちず、 却 もて 多くの 味方の 勢 を 損 

ず。 依りて 楚王大 に 怒りて、 謀 をめ ぐらして、 「其の 母 を 捕へ て、 楣の 面に 引き は^て 寄 

せた らんに、 王 陵 は 孝行 第一 の 者 なれば、 定めて 弓 を 引く に 能 はずして、 必ず 降 を 請 は 

んか。 然 らば 其の 身 を 生 捕りて、 首 を はねよ」 と議 せられけ る を、 母 之 を 漏れ聞きて、 

誠に 王 陵 は 無雙の 孝子 なれば、 我 をして 楣の 面に 伏せし めば、 必ず 楚に 降らん と 思 ひけ 

る 志 あらんず る 間、 密に 使を逍 して 此の 由を吿 ぐ。 「天下 は 遂に 漢 王に 服すべし。 汝も必 

ず 高祖の 臣 となり、 あへ て 以て 楚に 降す る 事な かれ。 依りて 早 我 死を輕 くす」 とて、 卽 

ち劍に 伏し. て 空しくなら にき。 是れに 依りて、 王 陵 あながちに 項^に 恨 深き が 故に、 忽 

ち 高祖の 臣 となり、 命を輕 くして 身 を 失 ひて 攻む といへ^。 是れも 漢乙そ 誠の 正 敵な 

れ。 高祖 を だに 討ちたら まし かば、 千 萬の 傍 敵 ありと いふと も、 自ら 服せ しむべし。 誠 

に 大事の 前の 小事な み。 されば 大行は 小 謹 を 顧みず とい へり。 大抵 武の 道强 きに 敵して 

命 をう しな ふ、 弱き を 助けて ，身 を 亡す、 皆是れ 常の 法 どかし。 惡源太 も、 義を 以て 和し 

. た らまし かば、 賴政 も名將 なれば、 定めて 見捨て ざらん か。 義平 我が 武略に 達せる 噯 く 

に、 討た ば 忽ちに 降み、 攻めば 必ず 服 せんと 思 ふが 故に、 人の 不義 をとう て 身の 怨 とし 
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給 へら。 たと ひ 勇力 あらと も、 人 和せ ずば 遂に 勝つ 事 を 得 じ。 兵書の 詞に いはく、 「天の、 

時 は 地の利に しかず、 地の利 は 人の 和に しかず」 とい i 尤も 思慮 あるべき 事 どもな 

【撫 民の 德】 民 を 愛する 仁德。 【王 陵】 沛の 人。 高祖が 兵 を 起した 時、 陵 も 亦 兵 數千を 集めた。 高祖が 

項 羽 を 討つ に 及んで、 陵 は 漢に屬 した。 すると 羽 は 怒って 陵の 母 を 捕へ て 軍 中に 置き、 陵の 使が 来る 毎に 柬に 

向けて 座せ しめ 以て 陵 を 招かん とした。 そこで 母 は 使 を ひそかに 陵に 遣して 自分の 窻を 傳 へ iE 殺して しまつ 

た。 本書に いふ 所 は 事 寅と 違つ でゐ る。 【兩 方の 勝負 を 待つ】 どちらで も滕 つた 方へ 味方しょう とその 勝負 を 待 

つて ゐる。 【« 氏の 行 4 &を 顧 て】 虞 氏 は 項 羽の 愛妾で ある。 その 振舞が 淫猥で あるから、 項 羽 は 成功す まいと 考 

たので ある。 【利 兵】 通に は き 武器 をい ふが、 ここ は精銳 なる 兵 塚 をい ふ。 【捃の 面に 引き はりて〕 循の 前面 

に 引 張り出して。 〔志 あらんず る 間】 志 を 起す やうになる だら うから。 【傍 敵】 赏の 敵で ない 外の 敲っ 【大行 は 小 議 

を 顧みず】 大きな 事 をす るに は、 小事に 領痏 すなの 意。 【武 の道强 きに 敵して 命 わ. うしな ふ】 武運の 強い 者に 敵 

對 して 自分の 命 を 失 ふ 。【義 を 以て 和したら まし かば】 道理 を 以て 手な づけ 味方に 引 入れて 置いたならば 。【入の 

不義 をと つて 云々】 人の 不義 を 責めた てて 身に 怨を 受ける やうに なった。 【天の 時 は 地の利に しかず 云々】 夭の 

時の 宜しき を 得た の は、 地の利の 宜しき を 得た のに 及ばず、 叉 地の利の 宜しき を 得た の は 人々 が 相 和して 一 致 

圑 結せ るに は 及ばない。 これ は 孟子に 出て ゐる 文句で、 兵書と いふの は 該 である。 【尤も 思慮 あるべき 事 どもな 


尤も 考 へて ゐ なけれ どならない 事 どもで ある。 

外國 にも 其の 例が ある。 漢の 高祖と 楚の項 羽と 國を爭 ふ 事が 八箇 年で、 戰を する 事が 七十 

二度であった。 毎度 項 羽が 勝って ゐ たけれ ども、 政 冶の 道が 亂れ てゐ たので、 人民が 服從 しない。 

高祖 は戰 つて 常に 弱かった けれども、 民 を 愛する 仁德が あるから、 人々 は 彼に 從 つた。 その 時に 王 

： 陵と い ふ 者が あ つ て、 城 を 築き 兵 を 集めながら、 兩 方の 勝負が どうなる かと 待って ゐ るから、 楚 

の 味方に もなら す、 漢 に敵對 もしないで 控 へて ゐた。 名將 であるから 項 羽が 頻りに 招く けれども、 

虞 氏の 振舞の よくない の を 見て 行かない から、 項 羽 は 精鋭なる 兵 を 遣して 之 を 攻める が、 ，城が 堅固 

で 少しも 落ちないで、 却って 多くの 味方の 軍勢 をいた める。 それで 楚王は 大いに 怒って、 謀 をめ ぐ 

- らし、 「其の 母 を 捕へ て、 循の 前面に 引 張り出して 攻め寄せたなら、 王 陵 は 非常に 孝行 人 だから、 き 

つと 弓 を 引く 事が 出来ないで、 必 す降參 をす る だら う。 その 時 こそ 其の 身 を 生 捕って 首 を はねよ。」 

と 相談 せられて ゐ たの を、 母が 漏れ聞い. て、 誠に 王 陵 は 類のない 孝子 なれば、 自分 を循の 面前に 伏 

さして 向ったならば、 きっと 楚に 降らう とする 志 を 起す やうになる だら うから、 これ は 一大事で あ 

ると 思って、 密に使 を 遺して 此の こと を 告げる 。「天下 は 遂に 漢 王に 服從 する だら う。 お前 は 必す高 

祖 W 臣 となって、 しひて 楚 に降參 して はいけ ない。 それで 私 は 死 を輕ん じて 早く 死ぬ るので す。」 と 

tin つて、 直に 劎を 以て 胸 を 突いて 死んだ。 その 爲に 干； 陵は殊 K 項 羽に 恨が 深いから、 忽ち 高祖の 臣 
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となり、 命 を輕ん じ、 身 を 拾て て 攻めた とい ふ 事で ある。 是も漢 が 誠の 當 面の 敵で ある。 高祖 を だ 

に 討ち取ったならば、 千 萬の 傍 敵が ありても、 自然に 服從 さす 事が 出来る だら う。 誠に 大事の 前の 

小事で ある。 故に 大きな 事 をす るに は 小さい 事に 頓着すな といって ある。 大抵 武運の 强ぃ 者に 敵對 

して 自分の 命 を 失 ひ、 弱い者 を 助けて 身 を 亡す、 皆 これが 普通の 法則で ある。 惡源太 も 道理 を 以て 

手な づけ、 味方に 引き入れて 置いたならば、 賴政 も名將 であるから、 きっと 見捨てる 事 はしな かつ 

たの だら う。 碟平は 自分が 武略に 達して 居る のに まかせて、 討ったならば 直に 降参し、 攻めたなら 

ば必 す服從 する だら うと 思った からして、 人の 不義 を 責めた てて、 身に 怨を 受ける やうに なった。 

たと ひ勇氣 力量が あっても、 人が 相 和して 一 致圑結 しなかった なら、 遂に 勝つ 事 は出來 まい。 兵書 

の！ I に 言って あるのに T 天の 時の 宜しき を 得た の は、 地の利の 宜しき を 得た のに 及ばす、 又 地：： 利 

の 宜しき を 得た の は、 人々 が 相 和して 一致 圑 結せ るに は 及ばない。」 と。 これお 最も 考 へて ゐ なけれ 

ばなら ない 事 どもで ある。 

六 波 羅合戰 の 事  - , _ 

まま  つ はもの  まっさき 

さる 程に 惡源太 は、 其の儘 六 波羅へ 寄せら る、 に、 一人 當 千の 兵 ども、 眞 先に 進みて 

戰 ひけみ。 金子 十 郞家忠 は、 保 元の 合戰 にも、 爲 朝の 陣 に^け 入，^、 高 間三郞 兄弟 を 組 


えで 討ち、 八郞 御曹司の 矢先 を 免れて 名 を 揚げけ るが、 今度 も眞先 懸けて 戰 ひけり。 矢 

、種 も 皆射盡 し、 弓 も 引き 折み、 太刀 を 打ち 折りければ、 折 太刀 を 提げて、 あはれ 太刀が 

な、 今一 合戰 せんと 思 ひ、 龃け 廻る 處に、 同阈の 住人 足 立 右馬允 遠元馳 せ來れ ば、 「是れ 

-御覽 候へ 足 立 殿、 太刀 折れて 候。 御 帶添候 はば、 御 恩に 蒙り 候 はん」 と 申しければ、 折 

節帶 添な からし かど も、 「御 邊が乞 ふが 優しき に」 とて、 先 を 打た せた る郞 等の 太刀 を 

取み て、 金子に ど與 へけ る。 家忠 大に悅 びて、 又 駅け 入りて 敵數多 討ちて けり。 

【矢種】 菔 などに 入れて 帶 びて ゐた 矢。 〔あはれ 太刀が な】 ああ 太刀が ほしい C  〔御帶 添〕 御 差 添に 同じ 

く、 k 刀と 共に さして ゐる 短い 刀 をい ふ。 〔御 恩に 蒙り 候 はん】 御 情に 預り 度いで、 御 貸 與を願 ひたいの 意。 【先 

を 打た せる】 馬上で 先に 進ます。 

さて 惡源太 は 其の まま 直に 六 波羅へ 攻め寄せられ ると、 一 人で 千 人の 相手 を するとい ふ 

程 强ぃ兵 ども は眞 先に 進んで 戰 つた。 金子 十 郞家忠 は 保 元の 合戰の 時に も、 爲 朝の 陣に 攻め込んで 

高 間三郞 兄弟 を 組んで 討ち取り、 八郞 御曹司の 矢先 を 免れて 名 を 揚げた が、 <s も亦眞 先に 立って 

戰 つた。 矢種 も 皆射盡 し、 弓 も 引き 折りに 太刀 を も 打ち 折った から、 折れた 太刀 を 持って、 ああ 太 

刀が ほしい、 太刀が あれば 今一 合戰 してやら うと 思 ひ、， K け 廻って 居る 時に、 同國の 住人で 足 立 右 
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馬 允 遠 元と いふ 者が 馳 せて 来たので、 「これ 見 給へ 足 立 殴、 太刀が 折れた のです。 御 差 添が あるなら 

ば 御 貸 與を願 ひ 度い ものです。」 と 言 ふと、 丁度 差 添 は 無かった けれども、 「あなたが あまり 殊勝に g 

はれる ので。」 と 言って、 馬で 先に 進ませて ゐた 家來の 太刀 を 取って、 金子に 與 へた。 家忠は 大に悅 

んで、 敵陣へ 又甌け 入って 敵 を 多く 討ち取った。 

£ 立が 郎等 申しけ る は、 「日 比よ， 9 御 前途に 立つ まじ さものと 思 召せば こそ、 軍の 中に 

て 太刀 を 取らて 人に 給 はるら め。 此の程 は 最期の 御供と 乙 そ存ぜ しか ども、 是れ 程に 見 

限られ 泰もて は、 先立ち 申す にし かじ」 とて、 旣に腹 を 切らん と、 上帶を 押し切り けれ 

ば、 遠 元 馬より 飛びて 下ら、 「汝が 恨む る處 尤も 理 なら。 然れ ども 金子が 所望 默 しがた さ 

に、 御邊が 太刀 を 取らつ るな り。 軍 をす る も 主の ため、 討死す る 傍輩に 乞 はれて、 與へ 

ぬ 者 ゃ$ らん。 漢朝の 季札 も、、 徐 君に 劎をこ はれて、， 惜 まずと こそ 承れ。 暫く 待て」 と 

いふ 處に、 敵 三騎來 りて、 足 立 を 討たん と 駆け寄せ たり。 遠元眞 前に 進みた る 武者 を、 

能つ 引いて： S やうと 射る。 其の 矢設 たず 內 兜に 立ちて、 馬より 眞 倒 に 落ちければ、 殘 

らのニ 騎は馬 を惜 みて 靳け ざり け，^。 遠 元 纏て 走り 寄りて、 帶 きたる 太刀 を 弓き 切りて 

おつ RfcvT 汝が 恨む る瞎 尤もな り、 太刀 とら するど」 とて、 郞 等に 與へ、 打 連れて こも 


又 駆け けれ。  • 

〔御 前途に 立つ まじき もの】 大事のお 役に立つ や つで は あるまい。 【最期の 御供と こそ】 1W1 资に 討^ 

をしょう と 。〔先立ち 申す にし かじ】 討死す るよりも、 此方から 先に 自殺す るの がまし だ 。〔上 帶〕 鎧の 上に しめ 

. て 居る 帶。 【默 しがた さに〕 だまって 居られな いので 。〔傍輩】 同列， のなか ま 。【季 札】 春秋 時代の 人で、 旲王靡 夢 

の 末の 子で ある。 使に 出て 徐の國 を 通った 時徐の 君は季 札の 劍を 見て 大層 欲しく 思った。 季礼 は徐の 君の、； f を 

知って ゐ たけれ ども、 上國に 使す る 身で あるから 與 へなかった。 使命 を 終へ て 還り 再び 徐に 行って みると, 13 よ 

巳に 死んで ゐた。 そこで 季 札は劍 をき いて 徐 君の 塚の 樹 にかけ て 還って 來た 。〔內 胄】 胄の 内側。 

足 立の 家來が 言った のに は T 日頃から 大事のお 役に立つ 奴で は あるまい と 思って 居ら i る 

き からして、 軍の 中で 太刀 を 取って 人に 與 へられる ので ありませ う。 此の度 は 御 一緒に 討死 をしょう 

と 思って 居りました けれども、 是れ程 見限られまして は、 討死 をす るよりも、 此方から 先に 自突を 

する 方が ましであります。」 と 言って、 旣に膨 を 切らう と、 鎧の 上帶を 押し切つ たので、 遠 元は か 

ら 飛んで 下り 、「お前が 恨む の は 尤も 至極で ある。 しかし 金子の 願 を だまって 居られない q で、 お 1 

の 太刀 を 取った ので ある。 軍 をす るの も 主君の 爲だ、 討死 をす る 仲間に 乞 はれて、 與 へない 者が あ 

らう か。 支那の 季札 も、 徐 君に 劎を乞 はれて 惜しまなかった と 聞いて ゐる。 暫く 待って ゐ ろ。」 と 言 

ふ處 へ、 敵が 三騎來 て、 足 立 を 討た うと 攻め寄せた。 遠 元は 眞 前に 進んだ 武者 を 能く 引いて ひやう. 
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と 射る。 其の 矢が 誤た す內 兜に 立って、 馬から 眞 倒に 落ちた ので、 殘 りの 二 騎は馬 を 惜しんで 攻め 

込んで 来なかった。 遠 元は 纏て 走り 寄って、 帶 いて ゐた 太刀 を 引き 切って 取り、 「お前が 恨む のも尤 

も だ。 太刀 を やる ぞ。」 と 首って、 家 來に與 へ、 打ち連れ 立って 又 ffi け 出して 行った。 

惡源太 r ひける は、 「今日 六 波羅へ 寄せて、 門の 中へ 入らざる こそ 口惜し けれ。 進め や 

者 共」 とて、 究覚の 兵 五十 餘騎、 婭を 傾けて 駆け 入れば、 平家の 侍 防ぎ かね、 はっと 引 

きて ど 入りに ける。 義 平先づ 本意 を 遂げぬ と 喜びて、 喚き 叫びて 駆け 入り 給へ り。 淸盛 

メー  ，メち  と り 

は 北の 臺の 西の 妻戶 に、 軍の 下知して 居 給 ひける が、 妻戶の 扉に、 敵の 射る 矢 ゆの 降る 

如くに がりければ、 靑盛宣 ひける は 、「防ぐ 兵に 恥 ある 侍がなければ こそ、 是れ まで 敵 は 

ぐろ to り  は 

近づ くらめ。 出で 、さらば 駆けん」 とて、 紺の 直 垂に黑 絲絨の 鎧 著、 黑 塗の 太刀 を帶 

き、 黑表 衣の 矢 負 ひ、 塗 籠 籐の弓 持ちて、 黑き 馬に 黑鞍 置かせて 乘ら 給へ，^。 上よう 下 

まで おとなし やかに 出で立た れけ るが、 镫蹈ん 張り 大 一昔 揚げて、 「寄 手の 大將軍 は 誰 人 

AJO かく 申す は太宰 大贰淸 盛な り、 見參 せん」 とて 駆け出 でられければ、 御曹司 之を簡 

ご ご  さ ザ  ノ 

き 給 ひ、 「惡源 太 義平爰 にあり、 えた もやおう」 と 叫びて かく。 平家の 士之を 見て、 筑後 

/  なんばせ の^-  くつき やう 

守 父子、 主馬 判官、 菅 親子、 難 波、 瀨 尾を始 として、 究竟の 兵、 眞 前に 馳せ塞 がらて 戰 


〔究竟の 兵】 極す ぐれた 兵。 【鎞を 傾^て】 首 を 傾けて 撗 向になる ので、 矢 を 防ぐ S である。 【^意 を遂. 

げぬ〕 本望 を 達した。 【北の 薹 1 北の 對と 書く が 正しい。 北の 對は 正殿の 北に ある 對屋 である。 當時貰 人の 家 は 

正殿 を 南面に 作り、 其の 東と 西と 北と に 對の屋 とい ふの を 建てた。 これ は 正殿から 廊下で 續き、 その 東の 屋を 

東の 對、 西の を 西の 對、 北の を 北の 對 といった。 「妻 In, 】 寢殿 造で 殿の 四隅に ある 兩 開の 戶。 〔恥 ある 侍】 恥 を 知 

つ て 居る 武^ の 士。 【黑塗 の 太刀】 柄 も 鞘 も 黑く塗 つて 赤銅の 金具が つ けて ある 太刀。 〔黑母 衣 の 矢】 鳥の 兩 翼の 

下に 連なる 羽 を 母 衣と いひ、 其の 黑色 なので 矧 いだ 矢。 【塗 籠籐の 弓】 籐を 繁く卷 いて、 その上 を 漆で 塗 つ た 

弓 。〔おとなし やか〕 やさしく 上品に 。〔えたり やおう〕 心得たり いざ 來れ。 おう は 懸聲。 

,惡 源 太が 言 はれた の は、 「今日 六 波羅へ 攻め寄せて、 鬥の 中へ 入らなかった 事 は殘念 だ。 皆 

々進め」。 と 言って、 極す ぐれた 兵 五十 餘騎 が、 鎞を 傾けて 駆け 入る と、 平家の 侍 は 防ぐ 事が 出来な 

いで、 ぼつと 引いて 逃げ込んだ。 義平 は先づ 本望 を 達した と 喜んで、 大聲を あげて 駆け 入られた。 

淸盛は 北の 對の 西の 妻戶の 所で、 軍の 指圖 をして 居られた が、 妻戸の 戶に 敵の 射る 矢が 雨の 降る や 

うに 中った ので、 清 盛が 言 はれる のに は、 「防ぐ 兵の 中に 恥 を 知って ゐる 武勇の 士が 居ない から、 是 

まで 敵が 近づいて 來 るの だら う。， 出て 行って それで は 攻めよう。」 と 言つ て、 紺の 直垂^ 黑絲緘 の 

鏺を 著、 黑 塗の 太刀 を帶 き、 黑母 衣の 矢 を 負 ひ、 塗 籠 籐の弓 を 持って、 黑ぃ 馬に 黑鞍を 置かせて 乘 
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られ た。 上から ド まで やさしく 上品に 出立た たれた が、 @ を蹈ん 張り 大音を 揚げて、 「寄 手の 大將軍 

は た。 かう 言 ふの は.^ 宰 大贰淸 盛で ある。 お 相手 を 仕らう。」 と 言って ffi け 出られた から、 御曹司 

は 之 を IS かれて T 惡 源太義 平が ここに 居る。 心得たり いざ 來 れ。」 と 叫んで 攻め 懸る。 平家の 武士 は 

之 を 見て、 筑後守 父子、 主馬 判官、 菅 親子、 難 波、 瀨 尾を始 として、 極 強い 兵 共が 眞 前に 馳せ 塞が 

つて 戰 つた。 

源平 a に 入り 亂れ て、 爱を 最後と 揉み合 ひたり。 孫子が 祕 せし 處、 子房が 傳 ふる 處、 . 

互に 知る S なれば、 平家の 大勢、 陽に 開きて 圍 まんと すれ ども 圍 まれず、 陰に 閉ぢて 討 

たんと すれ ども 討 たれず。 千變萬 化して、 義平 三方 を まくり 立て、 面 も 振らず 切りて 廻 

つかれぶ しいき  あらて 

ら給 ひし かど も、 源氏 は 今朝 よらの 疲 武士、 息 をも繼 かず 攻め 戰ふ。 平家 は 新手 を 入れ 

替 へ- (\、 城に か v もて 馬 を 休め、 駔け 出で- (-戰 ひければ、 源氏 終に 打 負けて、 門よ 

り 外へ 引き 退く。 纏て 河 を馳せ 渡し。 河原 を 西へ ど 引きた みける。 

【孫子】 孫武 のこと で、 周の 齊の 人、 兵法に 通じて ゐた 人で ある。 旲王闔 蜜に 仕 へ て將 となり、 西 S 

楚を 破り、 北齊 魯を烕 して、 名 を 諸侯に 顯 した。 孫子 一 卷が ある。 【子房】 張 良の 字。 〔陽に 開き 陰に 閉づ】 開く 

時 は 陽と いひ、 閉ぢる 時 は 陰と いふ。 【まくり 立て.】 激しく 迗ひ拂 ふ。 【« にか かりて 馬 を 休め】 城に 立て こもっ- 

て は 馬 を 休め  • 


源平 互に 入り 亂れ てこ こが 最後 ぞと 激しく 戰 つた。 孫子が 秘密に して ゐた處 も、 張 良/か 傳. 

へる 處も、 互に 知って ゐる 道で あるから、 平家の 大勢が 陽に 開いて 圍 まう とする けれど. まれな- 

い。  陰に 閉ぢて 討た うとす る けれども 討 たれない。 種々 様々 に變 化して、 義平は 三方 を 激しく 逐ひ 

拂ひ、 面 も 振らす 切り 廻られた けれども、 源氏 は 今朝から 戰 つて 疲勞 して ゐる 武士で ある。 息 を も 

休めす 攻め 戰 ふが、 平家 は 新手 を 入れ 替へ くして、 城に 立て籠って は 馬 を 休め、 龃け 出し 駆け出 

し戰 つたから、 源氏 は 終に 打 負けて、 門から 外へ 退却す る。 暫くして 河 を馳せ 渡り、 河原 を 西へ 引. 

いた。 

義朝之 を 見 給 ひて、 「義 平が 河よ も 西へ. 引きつる は、 家の 瑾と覺 ゆる ど。 今 はいつ を か 

期すべき。 討死 せん」 とて 駆けられければ、 鎌 田 馬より 飛んで 下み、 七 寸に玄 ちて 申し 

ける は 、「昔より 源平 弓矢 を 取りて、 何れも 勝 劣な しと 申せ ども、 殊更 源 家 をば 皆 人 S き 

事と を 3. し 侍り。 譬 へば 栴檀の 林に 餘木 なく、 崑嵛 山に は 土石 悉く 美 玉なる が 如く、 源氏. 

に屬 する 兵まで も、 弓矢 取りて は 名 を 得た ら。 それに 今朝よ，^ の合戰 に、 馬な づみ 人疲 

れて、 物 具に 透 間 多く、 矢種 盡き打 物 折れて、 殘る御 勢 過半 は 創 を 被れみ C 今 敵に 懸け 

K- ふにん  > 

合 ふと も、 かひ t しき 事はなくて、 雜 人の 手に か、 り、 遠矢に 射られて 討 たれ 給 はん， 
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ひプめ 

事 こそ、 歎の 上の 悲 なれ。 如何に 況ゃ大 將の御 死骸 を、 敵軍の 馬の 蹄に 懸けられん 事 を， 

や。 暫く 何 處へも 落ちさせ 給； 3、 山林に 身を隱 しても、 御名ば かり を殘し 置き、 敵に 物 

を 思 はさせ 給 はんこ そ、 謀の 一 つ にても 侯 ふべ けれ。 只今 爰 にて 討 たれさせ 給； 3 なば、 

敵 はいよ/ \ 利 を 得、 諸國の 源氏 は 皆 力 を 落し 果て、 忽ちに 敵に 屬し候 ひなん。 縱令遛 

まる  みかたた のみ 

れ難 くして、 御 自害 候 ふと も、 深く 隱し 進ら せて、 東 國の御 方の 憑 ある 樣 にこと 御 計ら 

ひ 候 はん ずれ。 死せ る孔 明、 生ける 仲 達 を はしら かすと こそ 申した るに、 やみ/ \ と 敵 

ご しょぞん • 

に 打ち 捕られ 給 はん 事、 誠に 子孫の 御 恥辱た るべ し。 御曹司 も、 定めて 御 所存 あみて ど 

あはす らん。 早 落ちさせ 給へ」 と 申せば 、「東へ 行かば 逢坂 山、 不 破關、 西 海に 赴かば、 

須磨、 明 石 を や 過ぐべき。 弓矢と る 身 は、 死すべき 所 を遁れ ぬれば、 中々 最後の 恥 ある 

ごぢ やう 

fc 只爱 にて 討死 せん」 と 進み 給へば、 政 家 重ねて 申す 樣 、「乙 は 御 読と も 覺ぇ候 はぬ 

いち ブ  のこ 

もの かな。 死 を 一途に 定 むる は、 近くして 易く、 謀 を 萬 代に 貼す は、 遠くして 難しと い 

へ.^。 叶 は， ぬ 所に て 御腹 召^れん 事、 何の 義か候 ふべき。 越 王 は 會稽に 降り、 漢 祖は榮 

陽を遁 る。 皆 謀 をな して、 本意 を 遂げし にあらず や。 身 を 全くして 敵^ 滅すを 乙 そ、 良 

將とは 申して 候へ。 疾くく 延びさせ 給へ j とて、 御馬の 口 を 北の方へ 押し 向け 、 れ 
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ば、 縑 田が 取み 附 きたる を 力と して、 兵數多 下ら 立ちて 駆 けさせ 奉らねば、 力なく 河 原 

を 上りに 落ちられけ $。  •  , 

【家の 疵と覺 ゆる ぞ】 源 家の 耻と思 はれる ぞ。 〔今 は 何 を か 期すべき】 今 は 最早 何の 望が あらう。 〔七寸 

に 立ちて】 七寸は 綱の 端 を 承け る轡の 穴。 馬の 鼻先に 立った ので ある。 【栴檀 の 林に 餘木 なく 云々〕 栴 檀 の 林の 

中には 他の 雜木 なく、  ^^山に は 土 や 石まで 皆 美 玉なる が 如く、 源氏と いへば 其の 配下に 屬 する 者まで、 軍の 

道に 於て は 武勇の 評判 を 得て 居る。 〔物 具 も迻間 多く〕 破損して 透 間が 多くな つたので ある 〔打 物〕 太刀、 長刀 

など をい ふ 。〔かひ. <\» しき 事はなくて〕 十分な 事 も出來 ないで 。【雜 人〕 身分の 卑しい 雜兵。 【馬の 蹄に 懸けられ 

ん事を や】 馬に ふみにじられる 事 は^ 更殘 念な ことであります 。【御名ば かり を. 殘 して 置き〕 大將の 御名 だけ は 

敲の腦 ゆから 去らし めない やうに して 置いて 【敵に 物 を 思 はせ〕 敵 をして 常に 薆慮 せしめる o〔 憑 ある 樣に〕 憑. 

みとす る 所が ある やうに 。〔死せ る孔明 云々】 支那 三國の 世に 蜀の 諸爲孔 明 は 魏の司 馬 仲 達と 戰 つて 對陣 して 居 

た 際に 卒した。 そこで 蜀の單 兵 は 皆 K らうと すると、 仲 達 は 之 を 聞いて 追擊 した。 然るに 蜀軍は 直に 旗 を 反し 

て戰 はんとした ので、 仲 達は孔 明が 死んだ と いふの は 1 種の 計略で あるか も 知れない と 恐れて、 敢へ て 追 はな 

いで 退却した。 〔やみく と】 む ざく と。 〔不 破關】 美 濃^ 不破郡 J 【中々 最後の 耻 あるな り】 却って 耻 ある 最後 

を 遂げる まが ある 。〔御 K とも 覺ぇ候 はぬ もの かな】 君の 仰苜 とも 思 はれません c〔 一  途に定 むる】 1 すぢ. に 定め 

る。 【叶 はぬ 所に て 御腹 を 召されん 事〕 叶 はない 場合に なって 切腹 をせられ る 事。 〔何の 義か候 ふべき】 何の わる 

い 事が ありませ う。 【越 王〕 遨王 勾踐は S. 犬 王 夫 差と 戰 つて 敗れ、 會橙 山に 圍 まれて 終に 降伏した けれども、 赦さ 
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れて 國に歸 つた 後 は、 范蟊 と共に 兵 を 治めて 國カを 養 ひ、： 冉び旲 と 載って 之を滅 してし まった。 【延びさせ^へ J 

落ちて おいでなさい ませ。 【下り立ちて】 馬から 下りて。 

Ira^ 義 朝が 之 を 見られて、 「義 平が 河から 西へ 引いた の は、 源 家の 耻と思 はれる ぞ。 今 は 最早 何. 

の 望が あらう。 討死 をしょう。」 と 言って 届け出られたがら、 鎌 田 は 馬から 飛んで 下り、 馬の 鼻先に 

立って， つたのに は、 「昔から 源平が 弓矢 を 取って、 何れが 勝れて 居り、 何れが 劣って 居る とい ふ 事 

はありません けれども、 殊更 源 家の 者 を 世間の 人が 勇猛で あると 申して 居ります。 譬 へば 栴擯の 林 

の 中には 他の 雜木 なく、 莨 崙 山に は 土 や 石まで 皆 美 玉なる 如く、 源氏と いへば 其の： 配下に 屬 する 者 

まで、 軍の 道に 於て 武勇の 評判 を 得て 居ります。 それに 今朝からの 合戰 に、 馬 は 元氣を 矢 ひ、 人 も 

疲れ、 武具 も 破損して 透 問が 多くな り、 矢種 も盡 き、 打 物 も 折れて、 殘る御 勢 は 過半 創 を 被り まレ 

た。 今 敵に 攻め かけて 行って 戰 つても、 十分な 事 も 出来ないで、 雜 兵の 手に かかり、 遠矢に 射られ 

てお 討 たれになる やうな 事が あって は、 此の上 もない 悲しい 事であります。 なんとまして 大將の 御 

死骸 を 敵軍の 馬に ふみにじられる 事 は、 尙更殘 念な ことであります。 暫 o 何處 へな りと、 お逃れに 

なって、 山林の 中に 身を隱 して 居ても、 大將の 御名 だけ は 敵の 腦 中から 去らし めない やうに して 置 一. 

いて、 彼等 をして 常に 憂慮せ しめられ るの は、 謀の 一 つで も 有り ませう。 只今 爱 でお 討 たれ、 になら 

れ たなら ば、 敵 はいよ く 利 を 得て、 諸國の 源氏 は 皆 力 を 落して しま ひ、 忽ち 敵に 從 つてし まひ ま 


せう。 縱令 遁れる 事が 出來 ないで、 御 自害な されましても、 深く ぉ隱し 申して、 東國の 味方 をして 

憑み とする 所が ある やうに 御 取 計 致し ませう。 死んだ 孔 明が 生きて ゐる仲 達 を 退却 させた と 申す こ 

ともあります のに、 む ざく と 敵に 打ち 捕られ 給 ふ 事 は、 誠に 子孫の 御 恥辱で ありませ う。 御曹司 

も きっとお 考へ になって 居る 所が ありませ う。 早くお 遁れ なさい ませ。」 と言うと、 「東へ 行くなら . 

ば 逢坂 山ゃ不 破關、 西 海に 行くならば、 須磨ゃ 明 石 を 過ぎる 事が 出来よう か。 武士た る 者 は 死なね 

ばな らん 所 を遁れ たなら ば、 却って 耻 ある 最後 を 遂げる 事が ある。 只 ここで 討死 をしょう。」 と、 言 

つて 進まれる と、 政 家が 重ねて 言 ふに. は、 「これ は 君の 仰 言と も 思 はれま せんよ。 、死 を 一す ぢに 定め 

るの は、 近くて 易く、 謀 を 萬 代の 後まで も殘 すと いふ こと は、 遠くて むづ かしい と 言 ひます。 叶 は 

ない 場合に なつてから い 切腹 をせられ る 事 は 何の わるい 事が ありませ う。 越 王 は會稽 山で 降參 し、 

漢の 高祖 は泶陽 を遁れ 出ました。 皆 謀 をして、 本望 を 遂げた でありません か。 自分の 身に 危害 を受 

けないで、 敵を滅 すの が 良い 大將 だと 申して あります。 早くく 落ちて お出でなさい ませ。」 と 言つ 

て、 馬の 口 を 北の方へ 向けた ので、 鎌 田が 取り 附 いて ゐ るの を 力と して、 兵が 澤山 馬から 下りて、 

K 出す 事 をお 止めした から、 仕方なく 河原 を 上に 落ちられた。 

、  義專& ^TT の 事 
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3 る 程に 義朝 は、 六 波羅の A 口 戰に打 負け、 旣に 落ち 給 ふと 見えければ、 平家の 人々 追 

ひ 懸けて 攻めければ、 三條 河原に て 鎌 田兵衞 申しけ る は、 i 頭 殿 は 思 召す 旨 ありて 落ちさ 

せ 給 ふ ど。 能くく 防 矢 仕れ」 とい ひければ、 平 賀四郞 義宣、 引き返し 散々 に戰 はれけ 

れば、 義朝 顧み 給 ひて、 「あはれ 源氏 は、 鞭 さしまで もお ろかなる 者 はなき もの かな。 あ 

たら 兵平贺 討た すな、 義宣 うたすな」 と宣 へば、 佐々 木 源 三、 首 藤 刑 部、 井澤 四郞 を始 

として、 我 も- /\ と眞 先に 馳せ 塞がりて 防ぎけ るが、 佐々 木 源 三秀義 は、 敵ニ騎 切， o て 

落し、 我が身 も 手 負 ひければ、 近 江の 國を 差して 落ちに けり。 首 藤 刑 部 俊 通 も、 六條河 

原に て、 瀧 口と 共に 討死 せんと 進みし を、 止め 袷 ひし かど も、 愛に て 敵三騎 討ち取りて 

終に 討 たれけ り。 井澤 四 郞宣景 は、 廿四 差した る 矢 を 以て、 今朝の 戰に敵 十八 騎射て 落. 

し、 今の 合戰に 能き 敵 四 騎射 殺し たれば、 镞に 二つ ど殘 りたる。 其の後 打 物に な， CN て ふ 

いた  きず 

る まひけ るが、 痛手 負 ひて 引きに けり。 柬近 江に 落ちて 創 療治し、 弓 打ち切ら 杖に つき 

山傳に 甲斐の 井澤へ ど 行きに ける。 

【防 矢】 敵の 襄擎を 防ぐ ために 矢 を 射 かける こと 。【鞭 さし】 鞭 を 取る 廐 奉公の 下^。 【おろかなる 者 は 

なきもの かた】 弱い者 はない の だな あ 。〔あたら 兵】 惜しむ ベ き 武士。 【菔】 矢 を 入れて 背に 負 ふ 器。 I： ふるま ひ は 


るが】 働いて ゐ たが。 【痛手 負 ひて〕. 重傷 を 受けて。 〔東 近 江】 琵琶湖の 東方。 

さて 義朝は 六 波 羅の合 戰に打 負け、 旣に 落ちられ ると 見えた から、 平家の 人々 は 追つ かげ 

て 攻めた ので、 三條 河原で 鎌 田 兵衞が 、「頭 殿 はお 考 へになる 所があって 落ちられる ぞ。 よくく 防 

矢 をせ よ。」 と 言った から、 平 賀四郞 義宣が 引き返して はなばなしく 戰 はれた ので、 義朝は 顧みられ 

「あ、 あ 源氏 は 鞭 さしまで も 弱い者 は 無い の だな あ。 惜しむべき 武士 だ 平賀を 討た すな。 義宣 をうた 

すな。」 と實 はれる と、 佐々 木 源 三、 首 藤 刑 部、 井澤 四 郞を始 として、 我れ も/ \ と 眞 先に 馳せ 塞が 

つて 防いだ が、 佐々 木 源 三秀義 は、 敵 をニ騎 切り落し、 自分 も 負傷した から、 近 江の 國を さして 落 

ちて 行った。 首 籐刑部 俊 通 も六條 河原で、 瀧 口と 共に 討死 をしょう と 進んだ の を、 義朝は 止めた け 

れ ども 聽き 入れす、 爱で敵 を三騎 討ち取って、 終に 討 たれて しまった。 井澤 四 郞宣景 は廿四 差した 

. 矢 を 以て、 今朝の 戰に敵 十八 騎を射 落し、 今の 合戰に 能い 敵 を g! 騎射 落した ので、 菔に 矢が ニ本殘 

つた。 其の後 打 物 を 以て 働いて ゐ たが、 重傷 を 受けて 退却した。 それから 東 近 江に 落ちて 創 を 療治 

し、 弓 を 切って 杖に して、 山 傅に 甲 K の 井澤へ 行った。 

かや ラに 面々 戰ふ 間に、 義朝 落ち延び 給 ひし かば、， 縑田を 召して、 「汝に 預けし 姬は如 

むすめ  まゐ . 

何に」 と宣 へば、 「私の 女に 申し 置き 進ら せて 候」 と 申せば 、「軍に 負けて 落つ ると 開き、 
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如何ば かりの 事 か 思 ふ. らん。 中々 殺して 歸れ」 と宣 へば、 鞭 を 揚げて、 六條堀 河の^ 所 

に 馳せ來 りて 見ければ、 軍に 恐れて 人 一人 もな きに、 持佛 堂の 方に 人 音し ければ、 行き 

て 見る に、 姬君佛 前に 經打讀 みて A はしける が、 政 家 を御覽 じて、 「さて そ も、 軍 は 如何 

に」 と 問 ひ 給 へ ば、 「頭 殿 は 打^けさせ 給 ひて、 束國の 方へ 御 落ち 候 ふが、 姬 君の 御 事 をの 

まる 

み悲み 進ら させ 給 ひ 候」 と 申せば、 「さて は 我等 も 只今 敵に 捜し出され、 是れ 乙そ^ 朝の 

女よ など 沙汰せられ、 恥 を 見ん 乙 そ 心 憂 けれ。 あはれ 高き も 卑しき も、 女の 身 ほど 悲し 

からけ る 事 はなし。 兵 衞佐殿 は 十三に なれ ども、 男 なれば 軍に 出で、 御供 申し 給 ふ どか 

し。 わら は 十四に なれ ども、 女の 身と て殘し 置かれ、 我が身の 恥 を 見る のみならず、 父 

の骸を 汚さん^ 乙 そ 悲し けれ。， 兵 衞先づ 我 を 殺して、 頭 殿の 見參に 入れよ」 と 口 說き給 

へば 「頭 殿 も 此の 仰に て 候， と 申せば、 1 さて は 嬉しき ことかな」 とて、 御 經を卷 き 納め 

佛 前に 向 ひ 手 を 合せ、 念佛 申させ 給へば、 政 家つ と參 り、 殺し 奉らん とすれ ども、 御產 

屋の 中より 抱き 取り 奉りし 養 君に て、 今まで 育し 立て 進ら せ たれば、 爭 でか 哀 にな かる 

べき。 淚 にくれ て、 刀の 立 所も覺 えずして 泣き 居たり。 姬君 「敵 や 近づく らん、 疾く疾 

く」 と勸め 給へば、 力なく 三 刀 刺して 御 首 を 取 6、 御 死骸 をば 深く 收 めて 馳 せかへ り？. 


頭 殿の 見參に 入れたり ければ、 只 一目 御覽 じて、 淚に 咽び 給 ひける が、 東 山の 邊に 知み 

給へ る 僧の 所へ、 此の 御 首 を 遣して、 r 弔 ひて たび 給へ 一とて ど 落ちられ ける。 

【私の 女に 申し 置き 進ら せて 候〕 私に 設けた 女子と してお 人に そのお 話 を 申しつ けて 置きました 。〔中 

々殺して 歸れ〕 - けっく 殺して 歸れ。 【持佛 堂】 常に 身の 側に 置いて 信仰す る佛、 又は 父祖の， 位牌な ど を 安置す る 

堂。 【沙汰せられ】 評判せられ。 〔兵衞 佐 殿】 賴 朝 をい ふ 。〔此の 仰】 姬 君の 仰せられる 通りの 仰。 【養 君】 養育した 、 

君。 【淚 にくれ〕 ^で 曇って 見えない 。〔深く 收 めて】 人に 知れない やうに 深く 葬って。 【知 サ耠 へる〕 懇意に して 

居られる 。〔弔 ひて たび 給へ〕 弔 をして 下さい。 

この やうに 人々 が戰 つて ゐる 間に、 義朝は 遠く 落ちられ たから、 鎌 田 を 召して T お前に 預 

けた 姬 はどうした。」 と 言 はれる と T 私に 設けた 女子と して、 家人に そのお 世話 を 申しつ けて 置き ま 

した」。 と 言 ふと 、「軍に 負けて 逃げた と 聞いて、 どんなに 悲しく 思 ふだら う、 けっく 殺して 歸 れ。」 と 

言 はれた から、 鞭 を揭げ て、 六條 河原の 宿所に 馳 せて 來て見 ると、 軍に 恐れて 一 人 も 居ない のに、 持佛 

堂の 方に 人の 音が したから、 行って 見る と、 姬 君は怫 前で 經を 請んで 居られた が、 政 家 を御覽 にな 

つて 、「さて 軍 はどうです。」 と 問 はれた ので、 「頭 殿 はお 負けに なりまして、 東國の 方へ 落ちて、 お出で 

なさい ましたが、 お 姬樣の 事ば かり を 悲しんで 居られました。」 と 言 ふと、 「それで は 私 等 も 敵に 搜し 

出され、 これ こそ 義 朝の 女 だな どと 評判せられ、 恥 を 見る の は 悲しい 事です。 ああ 身分の 高い 者で 
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も、 卑しい 者で も、 女の 身 ほど 悲しい 事 はない。 兵衞佐 殿 は 十三に なった 位 だけれ ども、 男で あるから 

軍に 出て 御供 をせられ るの だよ。 私 は 十四になる けれども、 女 だからと言って 殘 して 置かれ、 我が 

身の 恥 を 見る ばかりでなく、 父の 骸を 汚す 事 は 悲しい ことです。 兵 衞ょ先 づ私を 殺して、 i のお 

目に かけて 下さい。」 とくり かへ しく 言 はれた ので、 「頭^も さう いふ 仰で 御座いました。」 と 言 ふと 

「さて 痦 しい 事よ。」 と 言って、 御^ を卷き 納め、 佛 前に 向 ひ 手 を 合せ、 念怫 をせられ たので、 政 家 

はっと 參 つて、 ^し 奉らう とする けれども、 御 産屋の 中から 抱き 取り 奉って 養育した 君で、 今まで 

お育て 申して ゐ たから、 どうして 哀に 感じない 事が あらう。 淚に晷 |1 つて 十分に 見えす、 刀 を どこに 

あてて よい かわからないで 泣いて ゐた。 姫君 「敵が 近づく かも 知れない、 早くく。」 と勸 めら れた 

から、 仕方なく 三刀剌 して 御 首 を 取り、 御 死骸 は 深く 葬って 馳 せかへ り、 頭 殴のお 目に かけた から 

只 一目 御覽 になって、 淚に咽 ばれた が、 東 山の 邊に 懇意に して 居られる 儈が あり、 その 所へ 此の 首 

を 送って、 「弔 をして 下さい。」 と 言って おいて 落ちられた。 

さる 程に 平家の 軍兵 馳せ 散りて、 信賴義 朝の 宿所 を 始めて、 謀反の 輩の 家々 に、 押し 

寄せく 火 を かけて 燒き拂 ひし かば、 其の 妻子 眷屬朿 西 に^げ 迷； 3、 山野に 身 を ど隱し 

ける。 方々 に 落ち行く 人々 は、 我が 行 先 は 知らね ども、 跡の 烟を 顧みて、 敵 は 今や 近づ 


, くらん、 急げ/, \ と 身 を 揉みけ，^。 比敫 山に は 信 賴義朝 打 負けて、 大原 口へ 落つ ると が 

汰 しければ、 西 塔 法師 之 を 聞き、 「いざや 落人 打 留めん や」 とて、 二三 百 人 千 束が がけに 

待ち 懸けたり。 義朝 此の 由 聞き及び、 「都に て 兎も角も なるべき 身の、 鎌 田が ゆ す 1^ に 依 

らて、 是れ まで 落ちて 山 徒の 手に か、，^、 甲斐な き 死 を せんず る こそ 口惜し けれ」 と宣 

へば、 齋 藤別當 申しけ る は、 「爱 をば 赏盛 通し 進ら せ 候 はん」 とて 馬よ み 下， CZ 兜 を悅ぎ 

-て 手に 提げ、 亂髮を 面に 振み 懸け、 近づき 寄み てい ひける は、 「右衞 門督、 左 馬頭 殿 以下 

あもとの 人々 は、 皆 大內、 六波羅 にて 討死し 給 ひぬつ 是れは 諸 H の IS 武者 共が、 恥 を も 

—知らず 妻子 を 見ん ために、 本阈に 落ち 下ろ 候 ふなみ。 討ち 留めて、 罪づく ろ に 可 かし^ 

は AO 具足 を 召されん 爲 ならば、 物 具 をば 進ら せ睽 はん、 通して 給 はれ- と 申しければ 

「實 にも 大將 達に て はな かりけ り。 葉^: 者 は 討ちて 何 かせん。 具足 だに ^ ぎ 捨てば、 通 

されよ かし」 と僉議 しければ、 宵 盛 重ねて、 「衆徒 は 大勢お はします。 我等 はが^な り、 

草摺 を 切 みても 猶 及び難し。 投げん に從 ひ、 * ひ 取み 給へ」 といへば、 に 進める 

衆、 「尤も 然るべ し」 とて 相 集まる。 後陣の 老僧 も、 我 劣ら じと 一 所に 寄， CS て、 競 ひ 諍 ふ 

-處 に、 赏盛兜 を かばと 投げた もけ，^。 我 取らん とひし めきければ、 敢て 敵の勢 を も 見つ 
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，くろ は ざ 6 ける 處に、 三十 ニ騎の 兵、 打 物 を拔き 兜の 婭を 傾け、 かばと 駔け 入ら 蹴 散し 

て 通らければ、 大衆 俄に 長刀 を 取り直し、 餘す まじと て 追 ひ 懸け、 れば、 赏盛 大童に て 

.大 の 中 差 取りて 番ひ、 「敵 も 敵に よる ど。 義 朝の 郎等に 武藏 の國の 住人 長 井 齋藤別 當實盛 

どかし。 留めん と 思 はぐ 寄れ や、 手柄の 程 見せん」 とて、 取りて 返せば、 大衆の 中に 「り 

. 取 は 少しもな し、 叶 はじと や 思 ひけん、 皆 引きて ど歸 りけ る。 

【券^】 家来 共。 〔身 を 揉みけ リ】 氣を 揉んだ。 〔大原 口】 京都の 北 隅。 愛宕 郡大原 村に 通ず る 口。 【西 塔 

法師】 比 叙 山の 西 塔院の 住^。 〔千 束が がけ】 高 野と 八 瀬との 問 を 流れる 川の ほと リの 坂路。 〔兎も角も なるべき 

身】 如何 樣 にもして 死すべき 身。 〔山 徒】 比 敛山延 暦 寺の 45 徒。 【亂髮 を 面に 振り 懸け】 山 徒の 中に c 分 を 知クて 

^る 者が あるか も 知れない から、 顏の 十分に 見えない やうに する ので ある。 【おもとの 人】 主 だつ ゾ。 【假 武者〕 

寄せ集めの 武士。 【葉 武者】 とる にたらぬ 雜兵を いふ。 〔^議 しければ】 評議して 傳 へたから。 【草摺 を 切りても】 

草摺 を 切って 一 つ の 鎧 を 大勢で 分けても。 【若 大衆】 多数の 若 い 佾徒. 〔見耪 はざリ ける】 見 はから はない 。【大童】 

§ -を脫 いだ a 髮姿。 〔中 差】 菔に矢 二十 五本 を さす 時 さし ざまに 上 差 中 差と いふの が ある。 上 差 は雁胶 又は 鏑矢 

で 二 本 差す。 中 差 は 木の葉 形 をした 鏃卽尖 矢で これ も 二 本 差す。 他 は 普通の 征.^ さすので ある。 【手柄の 稃】 

手 並の 程 。【弓 取〕 0P をな しうる もの。 

さて 平家の 軍兵 は 四方に 驰せ 散って、 信賴義 朝の 宿所 を 始めと して、 謀反 をした 人 々の 家 


* に 押し寄せく 火 を かけて 燒き拂 つたから、 其の 妻子 や 家来 共 は 東西に 逃げ 迷 ひ、 山 や 野に 身 を 

11 した。 四方に 落ちて 行く 人々 は、 自分の 行く先 はわから ない けれども、 後に 立ち 昇る H を ふり か 

へって 見て、 敵が 今にも 近づいて 來る だら う、 急げく と氣を 揉んだ。 比 叙 山へ は 信賴義 朝が 打 負 

けて、 大原 口へ 落ちる と 通知 をした から、 西 塔の 儈が これ を 聞いて、 「さあ 落人 を 打ち取らう ではない 

か。」 と 言って、 二三 百 人が 千 束が 崖に 待ち受けた。 義 朝が この 事 を 聞いて、 「都で 如何様に もして 死 

すべき 身の、 鎌 田が 言 ふ 事に 從 つて、 是れ まで 落ちて 來て、 比 叙 山の 僧徒の 手に かか リ、 つまらん 

死 をす る 事 は殘念 だ。」 と 言 はれる と、 齋藤 別當が 言った のに は 、「ここ を實 盛が お通し 申し ませう。」 

と 言って 馬から 下り、 兜を脫 いで 手に 提げ、 亂髮を 面に 振り 懸け、 近寄って 言った のに は、 「右折， 門 

督、 左 馬頭 殿 以下 主 だつ 人々 は、 皆 內裏ゃ 六 波羅で 討死 をせられ たのです？ これ は 諸國の 寄せ集め、 

の S 士 共が 恥 も 知らす に 妻子 を 見る ために、 本國く 落ち 下る ところです。. 討ち R つた 所で、 罪 を 

つくる ば 力り で 何にもな りますまい。 武具 を 取られる 爲 ならば、 物 具 を 差 上げ ませう。 お a し 下さ 

い。」 と 言った から、 「實 に大將 ではなかった な。 葉 武者 は 討ち取った ところで 何になる もの か。 具足 

だに 脫ぎ 捨てて置けば、 お通しなさい。」 と 評議して 傅へ たから、 寳 盛が 重ねて、 「お 偫達は 大勢い 

らっしゃ います、 私 等 は 小人 敷です、 草摺 を 切って 分けても 籀 足りません。 それで 投げる 每に奪 ひ 

. 取って 下さい。」 と 言 ふと、 前に 進んで ゐる 多數の 若い 僭 徒 は、 「それ もさう だら う。」 と 言って 相 集 

義朝败 北の 事  一 ヒー- 


卒治物 詰新釋  *  4  - . 

る。 後 bs. にゐた 老僧 も、 自分 も 負けまい と 一所に 寄って、 競ひ举 つてね る處 〈- き 盛 は 兜 をば つ 

とま ずた。 自分が 取らう と 押し あ ひへ しあ ひした ので、 敢て 敵の 軍勢 を 見 はか はら はない 處へ、 三 

十二 奇リ兵 は 太刀 を拔 き、 兜の 齄を 傾け、 ばつと K け 入り 蹴散らして 通る と、 大勢の 傦徒 は镓に 

刀 を 取り直し、 一人 も 逃すまい と 追け たので、 實盛は 兜を脫 いで 亂髮 姿と なり、 大の中 差の f 取 

つて 番 ひ、 「敵 も 敵に よる ぞ。 義 朝の 家来で、 武藏國 の 住人 長 井 齋籐別 當實盛 だぞ。 留めようと 思 ふ 

ならば 近寄って 來ぃ。 手 並の 程 を 見せて やらう。」 と 言って、 引返して 來 ると、 儈徒等 C- 巾に は戰を 

爲 ち ォる者 は 少しもな いし、 叶 はない と 思った の だら う。 皆 引いて 歸 つた。 

義朝だ ぎ の 松^ を f さられけ るに、 跡より 「や、」 と 呼ぶ 聲 しければ、 何者 やらん と 

見 給/ ズ、 遙に 先へ 延びぬ らんと 覺 えつる、 信 賴卿追 ひ 著き て、 『若し 軍に 负 けて 柬國へ 

落ち L 寺 は、 信 賴をも k れて 下らん と 乙 そ 開え しか。 心替 かや」 と宣 へば、 ^朝餘 りの 

§ さに 腹 を 居 ゑ かねて、 「日本一の" 不您 人、 か、 る 大事 を 思 ひ 立ちて、 一軍お にせず して 

我が身 も 滅び 人 を も 失 ふに 乙 そ。 面 つれな う 物 をば 宣ふ もの かな」 とて、 持ちた る輕 を 

以て、 信賴の の頰 だき をした、 かに 打 たれけ り。 信賴 此の 返事 を もし 給 はず、 誠 

こ^ ぶる^ こて、 こ，^ 目 を 押し 撫でく どせられ ばる。 傅 子 式部 大輔助 吉之を 見て 


「何者 なれな、 督殿 をば かくは 申す ど。 我人 どもが 心剛 ならば、 など 軍に は滕 たずして • 

負けて 柬國へ は 下る ど」 とい ひければ、 義朝 「あの 男に 物い はせ そ。 討ちて 捨てよ」 と 

宣 ひければ、 鎌 田兵衞 「何で ふ 只今 さる 事の 候 ふべき。 敵 や 續き候 ふらん、 延びさせ 給. 

へ！ とて 行く 處に、 又撗河 法師 上下 四 五 百 人、 信賴義 朝が 落つ るなる 打 留めん とて、 龍 

華 越に 逆 木 引き、 搔楣搔 きて 待ち 懸けたり。 

【八 瀨】 山城 國 愛宕 郡大 原の 南に ある。 【腹 を 居 ゑ かね】 こらへ きれず。 〔面 つれな う】 面の 皮 あつく。 

【鞭 目】 鞭で 打 たれた 痕。 【傳 子〕 {寸 役の 子。 〔我人 ども】 お前 ども 。〔何で ふ 只今 さる 事の 候 ふべき〕 どうして 今 

の 場合 そんな 事 をして 居られます もの か。 〔撗 川】 比 敫山三 塔の 一 。〔龍 華 越〕 山 狨の大 原から、 近 江の^ 香 立 村 

の 龍 華に 通ず る 山路 T 逆 木】 樹木の 枝の 鹿の角の やうな の を 逆立て て 垣に 結び、 敵の 兵馬 を さ へ ぎり 止める も 

の 。【搔 楣】 垣の やうに 立て 並べ る楣。 

義朝は 八 瀬の 松原 を 通られた 時に、 後から 「や あ。」 と 呼ぶ 聲 がした から、 誰 だら うと 思つ 

て 見られる と、 遙に先 へ 逃げた だら うと 思って ゐ た信賴 卿が 追い 著いて、 「若し 戰に 負けて 東國 へ 落 

ちる 時には、 信賴も 連れて 下らう と 言 はれて ゐ たのに、 早 心が 替られ たか。」 と 一一 目 はれる と、 義朝 は. 

餘.^ の 憎さに、 こらへ きれす T 日本一の 卑怯者が この やうな 大事 を 思 ひ 立って、 一軍 もしないで、 

自分 も 減び 人 を も 殺す の だ。 それ だのに 面の 皮 厚く 物 を 言 はれる もの だな あ c」 と 言って、 持った 鞭. 
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，以て、 ^^の 颊先を 强く打 たれた。 信賴は 此の 返事 もせられ ないで、 誠に 恐れた 核子で、 頻に 鞭， 

で 打 たれた 痕を柙 しなで くせられ た。 守役の 子の 式部 大輔助 吉が之 を 見て 、「どうい ふ 身分で あつ 

て、 督殿を この やうに 言 ふの だ。 お前 ど I 心が 剛强 である なら、 なぜ 軍に 勝たないで、 負けて 東國 

へ 下る の だ。」 と 言った ので、 謹-朝 は 「あの 男に 物 を 一一 一一 口 はすな。 討ちて 捨てよ。」 と 言 はれた から、 鎌 

m 兵衞 「どうして 今の 場合 そんな 事 をして 居られます もの か。 敵が 追つ かけて 來る かも 知れ ませ 

ん。 お落ちなさい ませ。」 と 言って 行く 時に、 又 横 河の 儈が 上下 四 五 百 人、 信賴義 朝が 落ちる のでお 

る 打ち取ら うと 言って、 龍 華 越に 逆 木 を 引き、. 搔楣を 立て 並べて 待ちう けた。 

三十 餘騎の 兵、 馬より 飛び下りく、 手々 に 逆 木 をば 物ともせず、 引き 伏せぐ 通る 

處に、 大衆の 中より、 指し 詰め 引き 詰め 散々 に 射た うければ、 陸奧六 郞義隆 首の 骨 を 射 

られ て、 馬より 倒， に 落ちられて けり。 中宮 大夫進 朝 長 も 弓手の 股 をした、 かに 射， 附 けら. 

あぶ^' ふ  ー 

れて、 鎧 を 踏み かね 給 ひければ、 義朝 「大夫 は 矢に 中り つるな。 常に 鎧 づきせ よ。 裏 か 

ゝ すな」 と宣 へば、 其の 矢 引き かなぐり て 捨て、 「さも 候 はず。 陸 臭 六郞殿 こそ 痛手 負 は. 

せ 給 ひつれ」 とて、 さあらぬ 體にて 馬 をば 早められ ける。 六 郞殿討 たれ 給へば、 首 を 取 

ら せて 義朝宜 ひける は、 「弓矢 取る 身の 習、 軍に 負けて 落つ る は 常の 事 どかし。 それ を 僧 


き £ 


-の ぐば 


徒の 身と して、 助く るまで こそな からめ、 結句 打 留めん とし、 物具剝 がんな どす る 乙 そ 

Si なれ。 S いやつ ばら、 後代の 例に 一 人も殘 さず 討て や 者 ども」 と、 下^せられ けれ 

ば、 三十 餘 i 歡を隻 ベ、 懸け 入り 割み 附け追 ひ 廻して、 攻め 詰め 攻め 附け 切りつ けられ 

ければ、 山 徒 に 三十 餘人討 たれに ければ、 殘る 大衆 大略 手 負 ひて、 方々 谷々 へ歸る 

とて、 「落人 討ち 留めん とい ふ 事 は、 誰が いひ 出せる 事 ど」 とて、 彼よ 是 よと 論じけ る 程 

こ、 ^せ y をし 出して、 又 多く ど 死にに ける。 誠に 出家？ R として、 落人 打 留め、 物 具 


奪 ひ扠 らんな どして、 S 力の 落 武者に 懸け 立てられ、 多ぐ の 人 を 討た せ、 又 同士 軍し 出し 

-か きん  ^やう 

て、 まがの 衆徒 を 失 ふ 事、 僧徒の 法に も 恥辱な 6、 武藝 の^めに も瑕瑾 なみ。 されば 冥 

慮に も 背き、 神明に も 放 たれ 奉りた ると ど覺 えし。 

I 【指し 詰め 引き 詰め】 手 H 十く 多くの 矢 を 弓の 弦に つが ふのに いふ。 〔常に 鎧 づきせ よ〕 たえす 鎳を ゆり 

動かして 居れ。 かう すれば 矢の 通りが 惡 くなる からで ある 。【褢 かかすな】 鎧の 裏まで 矢の 通^の を 裏 かくと い 

〔かなぐり 1 むしり 取る。 〔さも 候 はず〕 格別の 事ではありません 【助く るまで こそな からめ】 助ける 程の t 

はしなくても。 【奇怪 なれ】 不都合 千 萬 だ。 【後代の 例に】 後代の 戒に。 【割り 附け】 割リ 入り。 【同士 軍】 味方 同， n 

の戰。 【僧徒の 法】 佛法 。〔冥 慮〕 神 佛の徇 心 をい ふ。 ここ は 佛の御 心の 意で ある。 
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三十 餘騎の 兵が 馬から 飛び下りく して、 备逆木 を 何とも 思 はす、 引き倒し/, \ して 通ら 

場合に、 大勢の 儈 徒の 中から、 指し 詰め 引き 詰め 散々 に 射た ので、 陸 奥 六 郞義隆 は 首の 骨 を 射られ 

て、 馬 かち 倒に 落ちられた。，， 中お 大夫進 朝 長 も、 左の 股 を ひどく 射つ けられて、 t 一 を蹈む 事が 出來 

られ なかった から、 義 朝が 「.大 夫 は 矢に 中った Q だな。 たえ， f 鏜を搖 り 動かして 居れ、 鎧の 裏へ 通 

ら すな。」 と 言 はれた ので、 其の 矢 をむ しり 取って 拾て 、「格^の 事ではありません。 陸 奥 六郞殿 こそ 

重い 傷を受 けられました。」 と 言って、 何事 もない やうな 樣 子で 馬 を 早められた。 六 郞は討 たれた の 

で、 首 を 取らせて 義 朝が 言 はれた のに は、 「武士た る 者の 習と して、 戰に 負けて 落ちる は 常に ある 事 

だ。 それ を 僧徒の 身と して、 助ける 程の 事 はしなくても、 無事に 通す 位の 事 はすべき だのに， 結局 

打取らう とし、 武具 を剝ぎ 取らう とするな ど は 不都合 千 萬 だ。 ^ぃ 奴等 だ、 後代の 戒に 一 人 も殘さ 

す 討 取れ、 皆の 者 共。」 と、 命令 を 下された ので、 三十き 騎は轡 を^ら ベ、 駅け 入り、 割り込み、 追 

ひ 廻して 攻め 詰め 攻め 附け 切りつ けられた から、 比 叙 山の 傦徒 は卽 座に 三十 餘人討 たれので、 殘る大 

衆 は 大概 負傷 をして、 方々 の 谷々 へ， 歸る ことにな り T 落人 を 討ち取ら うとい ふ 事 は 誰が 言 ひ 出した 

事 だ。」 と 言って、 彼れ だ是れ だと 議論 をして 居^ 中に、 同士 軍 をして、 又 多く 死んだ。 誠にの 儈身 

として、 落人 を 打取り、 武具 を 奪 ひ 取らうな どして、 却って 僅の 落 武者に 攻め立てられ、 多くの 人 

仁 討た せ、 义 同士 軍 をして、 數 多の 衆徒 を 失 ふ 事 は、 怫 法に 於ても 吣 であ. 9、 武藝 の爲 に. もき すで. 


ある。 故に 怫の御 心に も 背き、 祌 にも 見放 たれた と 思 はれた。 

此の 敵 をば 追 散し ければ、 龍 華の 麓に 皆 下ら 居て、 馬 を. 休められけ るが、 義朝、 後藤： 

兵 衞實基 を 召して、 「汝に 預け 置きし 姬は、 如何に」 と宜 へば、 「私の 女に 能《 申し 含： 

めて 候へば、 別の 御 事 候ふ噯 じ」 と 申しけ $。 「さて は 心安 けれども、 汝是れ よら 都べ 歸 

ら上， CZ 姬を 育みて 尼に もな し、 義 朝が 後世 菩提 を 弔 はせ よ」 と宣 へば 、「先 づ何處 まで 

も 御供 仕ら、 兎も角も ならせ 給 はん 御有樣 を、. 見と どけ 進ら せて rJ そ歸ぅ 上み 候 はんず 

れ」 と 申せば、 r 存 ずる 旨 あり、. 疾 く，/ -\」 と宣 へば、 力及ばず 都へ 歸 6、 姬 君に 附き奉 

ftv、 此處彼 處に隱 し 置き 進ら せて、 源氏の 御代に なりし かば、 一條 二位 中 將能保 卿の 北. 

の 方に なし 奉りけ るな り。 實基も 鎌 倉 殿の 御 時に、 世に出で ける とど 聞え ける。 

〔後世 菩提】 未來で 佛果を 得る こと。 〔二位 中將能 保】 中將 は中納 言の 誤。 能 保 は 藤 原 通 重の 子で、 建 

久ニ、 年中 紈言 となり、 w 年從 二位に 叙せられ た。 【北の方】 夫人。 

iffl 此の 敵 を 追 散した ので、 龍 華の 麓 t^z 下りて 來て、 馬 を 休めて 居られた が、 義朝は 後藤 兵. 

衞寳基 を 召して、 「お前に 預けて 置いた 姬 はどうした。」 と 言 はれる と、 「私に 設けた 女子と して、 家人に 

そのお 世話 をよ くく 申しつ けて 置きました から、 格別お 變りも ございますまい。」 と 言った 。「それ > 
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では 安心で ある けれども、 お前 はこれ から 都へ 歸 つて 行って、 姬を 養育して 尼に でもして、 義 朝が 未 

來で 佛果を 得る やうに 弔 はせ て くれ。」 と 曾 はれる と、 「ま づ何處 まで も 御供 をして、 如何 なられる か 

その 御有樣 をお 兌と どけした 上で、 歸り 上り ませう。」 と 言 ふと 、「思 ふところが ある。 早く 早く。」 と 

^はれた ので、 仕方なく 都へ 歸り、 姬^ へお 附 きして、 此處ゃ 彼 處に隱 し 置き 奉り、 後に 源氏の 御代， 

になった ので、 一條 二位 中 將能保 卿の 夫人に なし 奉った ので ある。 實基 も賴朝 公の 御 時に 至って パ 

出世した とい ふこと である。 

信 賴降參 幷誅戮 の 事 

さる 程に 信賴 卿は義 朝に 捨てられて、 八瀨の 松原 よら 取って返され けら。 それまで は 

俘 ハあ 十 騎^が りけ るが、 「此の 殿 は 人に 頰を打 たれて、 返事 をお にし 給 はねば、 侍の 主 

に は 叶 W 難し。 行末 もさ こそお はせ め」 と、 散々 に 落ち行き しかば、 乳母 子 式部 大輔 ば. 

かりに どな 6 にけ る。 餘 りに 疲れて 見え 給へば、 或 谷川に て 馬より 抱き 下し、 干飯 洗 ひ 

て 進ら せ けれども、 今朝の 鯢 波に 驚きて 後 は、 胸 塞がりて、 唾 を だに も はか しく 吞.. 

^入れ 給 はねば、 ^して  一 n も 召さ ざ りけ り。  , 


Is  〔侍の 主に は 叶 ひ 難し】 武士の 主人と なること は 到底 出來 ない。 【行末 もさ こそお はせ め 1 この^と て 

も 期樣に 卑怯で あらせられる だら う 。〔干飯 洗 ひて〕 干飯 を 水に ほとばして。  ♦ 

9 ざても 信賴 卿は義 朝に 捨てられて、 八瀨の 松原から 引返され^。 それまで は 侍 共が 五十 騎， 

許あった が、 「この 殿 は 人に 頰を打 たれて、 返事 さへ せられな いから、 武士の 主人と なる 事 は 到底 出- 

来ない。 この 後 とても 斯様に 卑& であらせられる だら う。」 と 言って、 散々 に 逃げて 行った から、 守 

役の 子の 式部 大輔 ばかりにな つた。 餘 りに 疲 力て 居られる やう だから、 或 谷川で 馬から 抱き 下し、 

千 飯 を 水に ほとばして お進めした けれども、 今朝、 の鯢 波に 驚^て 後ね、 胸が 塞がって、 唾 を すら 十- 

分に 呑み こまれない 程 だから、  まして 千 飯 は 一 口 も 召されなかった。 

又 馬に 搔 きのせ て、 「何 處へか 入らせ 給 はん」 と 問 ひ 奉れば、 「仁 和 寺へ」 と宣ふ 間、 蓮. 

へど 出で にけ る。 山 法師の 死にた る を 葬して 歸る者 共に ど 行き 逢 ひける。 . 法師 原 之 一 

を 見て、 「此の 夜中に 忍びて 通る は、 落人の 歸り來 るに て ど あるらん。 討ち 留めて 物 具 は 

げ」 と詈 もければ、 式部 大輔 取ら あへ ず、 「是れ は 六波羅 より、 落人 を 追 ひて 長 坂へ 向 ひ 

て 候 ふが、 敵 は 早 落ち延びて 候 ふ 間、 歸り參 るに、 暗 さは 暗し、 御 方の 勢に 追 ひ 後れ ヾ 

侍るな， 9」 と 答へ ければ、 さも あるらん とや 思 ひけん、 旣に 通す ベ かりけ るに、 法師 1 
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人 笠符を 見ん とや 思； 3 けん、 「貪し からず、 野 伏 もなくて」 とて、 松明 振 6 耀げ てお づ 

けば、 信賴 先に 打 たれけ るが、 あは やと 驚きて、 落つ る ともなく 馬より 下り、 物 具脫ぎ 

上ろ ひひ *  - "れ  こぐ， V ぐ  うまぐ C- 

棄 て、、 鎧 直垂ょ り 小 具足、 太刀、 馬 鞍まで 取 6 やかな ひて、 「命ば かり をば 助け 給へ」 

とて、 手 を 合せられければ、 式部 大輔 も剝 がれて けり。 それよ. CN 大白 衣に て、 はふく 

仁 和 寺へ 參， 9、 昔の 御 惠の賒 波 なれば、 御 助 ど あらんず らんと て、 頸 を 延べて 參り たる 

由、 申し入れられたり。 加 之 伏 見 源 中 納言師 仲 卿も參 り、 越後 中 將成親 も 参られけ 

-。 

DS 臺野】 千 本 通 の 北端、 船 n の 西に 當っ て蓮臺 寺が ある。 その 近郊 を さ し て 蓮臺 野と いふ 。【山 法師】 

比敏 山の 僧。 【笠 符】 弒 場で 隊を見 別け る爲、 笠 又は 兜 につけた、 長さ 一 寸幅 三寸ば か リの布 £ 巾。 【野 伏 もな く 

てと て〕 ここに は脫 字が あると 言 はれて ゐる。 野 伏で もなくて 今頃 此處を 忍び 行く の は K し いと 言って の 意。 

野 伏 は 野 武士の 意で、 山野な どに さすらって 强 奪な どす る主將 なき 烏 合の 兵 。【打 たれ】 馬で 進まれ。 【取リ やか 

な ひ】 やかな ひ はま かな ひの 誤 だ らうと 言 はれて ゐる。 卽取 り與 へる こと を いふ 。〔大白 衣】 鎧の 下に 着た 白 

小袖。 【はふく】 あわてふためく さま。 【昔の 御 惠の餘 波 なれば】 昔 御 寵愛 下さって ゐた よしみ も あれば。 【頸 

を 延べ て】 低 身 頭 平して。 

又 馬に 搔 きのせ て、 「どちらへ いらっしゃいます か。」 とお 問 ひする と、 「仁 和 寺へ。」 と 仰せら. 


れ るから、 蓮 豪 野へ 出た。 比釵 山の 傦の 死んだ 者の 葬送 をして、 歸 つて 來る者 共に 行き 逢， つた。 法 

師等は 之 を 見て、 「此の 夜中に ひそかに 通る の は、 落人が 歸 つて 來 るので あらう。 討ち 留めて 武具 を 

はぎ取れ。」 と騷ぎ 立てた から、 式部 大輔は 直に 、「私 等 は 六波羅 から、 落人 を 追うて 長 坂へ 行き まし 

たが、 敵 は 早 遠くへ 逃げて しまった ものです から、 歸 つて 来る ところで すが、 暗 さは 暗し、 味方の 

勢に よう 追 ひっかす 後れて しまったので すごと 答へ たので、 さう でも あらう と 思った ので あらう。 

旣に 通し さう にして ゐ たのに、 法師の 一人が 笠符を 見ようと 思った. ので あらう T 野 伏で もなくて、 

今頃 此處を 忍び 行く の は 怪しい。」 と 言って、. 松明 を 振り 擧げて 近づく と、 信賴は 先に 馬で 進まれて 

ゐ たが、 あっと 驚いて、 何だか 落ちた やうに して 馬から 下り、 武具 を 脫ぎ棄 てて、 鎧直垂 から 小 具 

足、 太刀、 馬 鞍まで 取り 與 へて 、「命ば かり はお 助け 下さい。」 と 言って、 手 を 合せられ たから、 式部 

.大 輔も剝 がれて しまったの である。 それから 大白 衣で あわてふためいて 仁 和 寺へ 行き、 昔 御 寵愛 下 

さって ゐ たよし み も あれば、 お助け 下さる だら うと 思って、 低頭 平 身して 參 つたと いふ 事 を 申し 

. 入れられた 。それだけで なく、 伏 見 源 中 納言師 仲 卿も參 り、 越後 中 將成親 も 来られた。 

上皇 本より 不便に 思 召さる 、人々 なれば、 傍に 隱し 置かれて、 先づ 主上へ 「信賴 をば 

ごし 上まゐ  ， 

助けさせ 給へ」 と、 御誊を 進ら させ 給 ひし かど も、 敢て御 返事 もなかり けれ は、 重ね 
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て T 愚老を 憑み て參. ^たる 者 * なれば、 枉げて 助け 置かせ 給へ、」 と 申させ 給 ふ。 御 使 も 

いまだ 歸ら ざるに、 三 河守賴 盛、 淡 路守敎 盛、 兩 人大將 にて 三百 餘騎仁 和 寺に 押し 寄 

せ、 信賴を 始めて、 上， M を 憑み 進ら せて 参り 集まりた る 謀反の 载、 五十 餘人 召し捕りて 

歸られ けり。 越後 中 將成親 朝臣 は、 &摺の 直垂の 上に 繩附 けて、 六 波羅の 厩の 前に 引き 

居 ゑら れて おはしけ り。 旣に 死罪に 定まりた りし を、 重 盛 今度の 勳 功の 賞に 申し 替 へ 

ぁブ  みけし さ 

て、 預け 給 ひけるな り。 此の 中 將は院 の 御氣色 能き 人に て、 院 中の 事 申し 沙汰 せられけ 

るが、 重 盛 出仕の 度 ごとに、 芝 心せられ ける 故な りと なん。 されば 人 は 情 あるべき 事に 

や。 

【愚 老】 老人の 謙遜して いふ 自稱 で、 ここで は 上皇 御自身 を 仰せられる。 【鳥 措】 島や洲 峰な どの 模岸 

もす り 出した もの。 〔御氣 色 能き 人】 御 寵愛 を 受けて ゐる 人。 【院 中の 事 申し 沙汰せられ ける が。〕 院 中の 事 をす ベ 

て 取扱って 居られた が 。【芳心せられ ける〕 親切に せられた。 

上皇 はいふまで もな く、 可愛 さう に 思 はれる 人々 であるから、 傍に 隱し 置かれて、 先づ： 大 

皇へ 「信 賴を 助けて やって 下さい。」 と 御 書 を まゐら せられた けれども、 敢て御 返事 もなかつ たの 

で、 重ねて T 私を賴 んで參 つた ものです から、 是非 助けて 置いて 下さい。」 と 仰せら. れる。 御 使 もま 


, だ歸ら ない のに、 三 河守賴 盛と 淡 路守敎 盛の 兩 人が 大將と なって、 三百 餘騎で 仁 和 寺に 押し 寄 

せ、 信賴を 始めと して、 上皇 を， お頼みして 參り 集まった 謀反の 人々 五十 餘人を 召し捕って 歸られ 

た。 越後 中 將成親 朝臣 は 島 摺の直 誰の 上に 繩を附 けて、 六 波羅の 廐の 前に 引き 据えられて 居られ 

た。 旣に 死罪に 定まって ゐ たの を、 重 盛が 此 度の 勳 功の 賞に かへ て 助命 をお 願 ひした ので、 終に 預 

けられた ので ある。 此の 中將は 上皇の 御 寵愛 を 受けて ねた 人で、 院 中の 事 をす ベて 取扱って 居られ 

たが、 重 盛が 御所へ 出る 度 毎に 親饥 にせられた からだと いふ 事で ある。 それで 人 は 情が な， ければ な 

らん 事で あらう。  • 

信賴卿 をば、 左衞門 佐して 謀反の 仔細 を 尋ねら る。 一 事の 陳 答に も 及ばず、 只 「天魔 

め勸 な， 9」 とど 歎 かれけ る。 我が身の 重科 を も 知らず 、「今度ば かり、 如何にも 申し 助け 

させ 給へ」 と、 絕ぇ 伏し 申されければ、 重 盛 「あれ 程の 不覺 人、 助け 置が せ 給 ひたりと 

も、 何程の 事 か 候 ふべき」 と 申されし かど も、 淸盛 「今度の 謀反の 本人な み。 上皇の 申 

させ 給へ ども、 君 も 聞こし召し 入れず、 爭 でか 私に は 免すべき。 早 死罪に 定まりぬ、 

疾く/ \ 斬れ」 と宣 へば、 左衞門 佐、 此の上 は 力及ばず とて 立 たれけ み。 ぎて 六條 河原 

はして、 旣に敷 皮の 上に 引き 居 ゑ たれ ども、 思 ひも 斷らず 、「あはれ 重 盛 は、 さばかり の 
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慈 ^ おと i そ 聞きつ るに、 など ゃ信賴 をば 申し 助け 給 はぬ やらん」 とて、 起きぬ 伏しぬ 

歎きて、 もだえ きれ 給へば、 松 浦 太 郞重俊 斬 手に て ありし が、 太刀の あて 所も覺 えね 

ば、 押さへ て搔 首に どして ける。 見苦し かりし 有樣 なり。 年來院 のき 6 人に て、 諸人の 

お 蒙 り、 去ん ぬる 十日より 内裏に 候 ひて、 樣々 僻事 をな し 給 ひし かば、 百官 龍 蛇の 

こ らう  こつ じさ ひん  』 

毒 を 恐れ、 萬 民 虎狼の^ を 歎きし に、 今日の 有樣 は、 乞食 非人に も猶 劣りた， 9 とど、 見 

さ な ふげんい うたいし あした  ゆ ふべ  7  *  tt  くひ V -、. 7/ 

物の 諸人 申し あへ る。 彼の 左 納言右 大史、 朝に 恩 を 承け て 夕に 死 を 賜 はると， 白 居 易の 

窨き しも、 理 かなと ど覺 えし。 

ps^ 【左衞 門 佐】 重 S 。【天魔】 欲界の SH ハ 天の 魔王。 波 旬と もい ひ、 多くのお 屬を 有し、 常に 佛道 のは^ 

をな し、 人心 を； g 亂し、 智慧 を 鈍らし ^根 を 妨げる と いふ。 【重科】 重き 罪科つ 【^え 伏し】 伏して 泣き 入る 1 本 

人】 張本人 。【さばかり の 慈悲 者】 あれ 程の 慈悲 深い もの。 【もだえ 焦れ〕 苦しみ^ む。 【太刀の あて 所 も覺ぇ ね 

ば】 動いて 太刀の あて 所 も 定まらな いから 。【搔 首〕 首 を ひき 切る 事。 【きり 人】 權カ者 。【追従】 こび へ つら ふ。 

【彼の 左納言 右 大史】 唐の 白樂天 Q 大 行路の 詩 中に 「君 不レ見 左 鈉言右 納史、 朝 承レ恩 暮賜レ 死、 行路 難 不レ在 L 水 

不 レ在レ 山、 只 在-一人 情 反覆 間 こ と ある。 納言 は舜の 時の 官名で、 命令 玫敎 を^に し、 上の 言 を 出し、 下の lln を 

納める 事 を 掌り、 大史は 周 代の^で、 邦醴敎 化 を 掌る ので あるが、 ここ は旦に 高貴の 官 人の 意に m ひて ある。 

【白 居 易〕 字 は 樂夭。 唐 代 屈指の 詩人で ある。 幼少より 敏^ 人に 絶し、 貞元十 W 年進士 に擢ん でられ、 つ いで 


榦 林學士 となった が、 事に よって 江 州の 司 馬に 贬 せられた。 その後 諸 官を歴 て會； HE の 初めに、 刑部尙 書の 殳を 

最後と して 退いた。 大中 元年に 年 七十 五 を 以て 卒した。 白 氏 長慶集 七十 五卷の 著が ある。 

信賴 卿の 方 は 重 盛に 命じて、 謀反の 理由 を 尋ねられる。 一事の 答 もせす して、 只 「天魔に 

勸 めら れ ました。」 と 歎 かれた。 自分の 身に-直い 罪科の ある 事 を 知らす。 「今度 だけ はどラ にかお 願 ひ 

をして お助け 下さい。」 と、 伏して 泣き 入り 願 はれた ので、 重 盛 は 「あれ 程の 卑怯者 を、 助けて S か 

れて も、 何程の 事 も ございますまい。」 と^された けれども、 淸盛 「彼 は 今度の 謀反の 張本人で あ 

る 。上皇が 仰せられた けれども、 天皇 もお 聽き 入れがない。 どうして 自分勝手に 免す 事が 出 來るも 

の 力 早 死罪と 定まって ゐる。 早く/ \ 斬りなさい。」 と I 一口 はれた ので、 重 盛 は 此の上 は 仕方がない 

と 言って 立 たれた。 やがて 六條 河原に つれて 行って、 旣に敷 皮の 上に 引き 据 ゑた けれども、 思ひ斷 

る 事が 出来ないで、 「ああ 重 盛 は あれ 程の 慈悲 深い ものと 聞て ゐ たのに、 なぜ 信賴を 願って 力け て 下 

さらない だら う。」 と 言って、 起きたり 伏したり して 嘆き、 苦しみ 惱 まれた ので、 松 浦 太郞重 俊は靳 

； 手であった が、 動いて 太刀の 當て所 も 定まらな いから、 押へ て 首 を ひき 切った。 まことに 見苦し 5 

有様であった。 年來院 中の 權カ 者で、 諸人の こびへ つら ひ を 受け、 去る 十日から は內 裏に 居って、 

種々 の 惡事を 働かれた から、 多くの 役人 ども は 龍 や 蛇の やうな 毒 を 受ける 事 を 恐れ、 多くの 人民 は 

虎 や 狼の やうな 害の 及ぶ の を 歎いて ゐ たのに、 今日の 有様 は、 乞食 非人に も獰 劣って ゐ たと、 見 勿 

信 賴降參 幷誅戮 の 事  *  一ん 五 


卒治物 詰新釋  一 八 六 

の 人々 は 話し合った。 彼の 左 納言ゃ 右 大史も 朝に 恩寵 を 受けて ゐ ながら、 夕に は 早 死 を 命ぜられる 

やうに なると、 白樂 天の 書いた の も、 尤もな 事で あると 思 はれた。 

爰に齡 七十 許なる 入道の、 柹の 直垂に 文書 袋 頸に 掛けた るが、 平 あしだ はき、 鹿 杖つ 

き、 市の 如く 立ち 園み たる 人 を、 搔き 分け/ \行 きければ、 右 衞門督 の 年來の 下人、 主 

の 死骸 を收 めんと する にやと 見る 處に、 さはな くして、 骸を はたと 睨み、 「己 は」 とて、 

持ちた る 杖に て 二 打 三 打 打ちければ、 見物の 諸人、 「乙 は 如何に」 とい ふ。 此の 入道が 曰 

く、 「相傳 の 所領 を 無理に 己に 押領 せられ、 多くの 所 從を失 ひ、 我が身 を 始めて 飢寒の 苦 

痛 を 見せつ る は、 己が 所行に あらず や。 斯 かる 僻事の 積に 依らて、 今 旣に首 を 斬られ、 

入道が 目の前に 恥 を さらす ど。 我 生きて 汝が 死骸 を 打つ、 我が 杖 は 死して よも 痛ま じ、 

獄卒の しもと は 今 こそ 當 るら め。 魂魄 若し あらば、 糙に 此の 飼 を聲 け。 大貳 殿の 御 嫡子 

左 衞門佐 殿 は、 有 道の 聞え まし ませば、 此の 文書 見參に 入れて、 本領 安堵して、 己が 草 

の 蔭に て 見ん ずる ど。 思へば 猶惡 きど」 とて 歸. CN ける。 

rop 【人道】 佛 道に 入って 修行す る もの。 【柿の 直垂】 柿色の 直垂。 柿色 は 赤 茶色。 【文書 袋】 文霄を 人れ る 

袋。 【平 あしだ】 抵ぃ 下駄。 【鹿 杖】 上端が 撞木 形に なった 杖。 【所 從】 從者。 【僻事】 惡事。 【我が 杖 は 死して よも 痛 


まじ】 お前 は 死んで ゐて わしの 打つ 杖 は 痛く あるまい 。【獄卒〕 地獄の 鬼 。【しもと】 罪人 を 打つ 細い 杖。 【本領 安 

堵〕 本の 領地 を 得て、 安心す る こと。 【草の 蔭】 草葉の 蔭に 同じく、 墓の 下 又は 黄泉な どの 意。 

ここに 齢 七十 位の 入道の、 柿色の 直垂を 着て、 文書 袋 を 頸に 掛けた 者が、 低い 下駄 を は 

き、 ^ 杖 をつ いて、 市の やうに 立ち 園んで ゐた人 を、 搔き 分け （- 行った ので、 右衛門 督に 年來仕 

へて ゐた 下部が、 主人の 死骸 を 取り 片附 けようと する の だら うかと 見て ゐ ると、 さう ではなくて、 

死骸 をき つと 睨み、 「お前 は。」 と 言って、 持って ゐた 杖で 二 打 三 打 打った ので、 見物して ゐる 人々 は 

「これ はどうした 事 だ。」 とい ふ。 此の 入道が いふのに、 「先祖 代々 相 傅へ て 持って ゐた 土地 を 無理に 

お前に 奪 ひ 取られて、 多くの 從者を 失 ひ、 わし を 始めと して 一同の 者に 飢寒の 苦痛 を 見せた の は、 

お前の した 事で はない か。 この やうな 惡 事が 積った 爲に、 今 は 早 首 を 斬られて、 わしの 前で 恥 を さ 

ら すの だ ぞ。 わし は 生きて ゐて お前の 死骸 を 打つ の だが、 お前 は 死んで ゐ て、 わしの 打つ 杖 は 痛く 

あるまい、 しかし 今に 地獄の 鬼の 杖が 當る だら う。 魂魄が 若し 殘 つて ゐる ならば、 たしかに この 詞 

をき け、 大貳 声の 御 嫡子 左 衞門佐 殿 は、 德の 高い 人と して 名高い 方 だから、 此の 文書 を 御覧に 入れ 

て、 本の 領地 を 得て 安心す るの だが、 お前 は 墓の 下で それ を 見る ので ある ぞ。 思へば やはり 憎. らし 

い ぞ。」 と 言って 歸 つた。 

溫 野に 骨を禮 せし 天人 は、 平生の 善を悅 び、 寒 林に 骸を 打ちし 靈鬼 は、 前世の ，惡 を 
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悲む とも、 かや ラの事 を や 申すべき、 彼の 老者は 丹 波の 國の 在廳、 監物 何某と いふ 者な 

Ayo 無念に 思 ひけん 事 はさる 事 なれ ども、 あまりなる 擧 動かな とて、 葸 まぬ 者 どな か 

6 ける。 斬 手歸ら ければ、 人々 信賴の 最期の 有樣を 尋ねら るるに、 「哀 なる 中に も を かし 

かりし は、 軍の 日 馬より 落ちて 鼻の さき をつ きし 跡、 八瀨 にて 義 朝に 打 たれし 鞭 目、 左 

の頰 先にうる みて ありし ど、 見苦し かりし」 など 沙汰し ける を、 大宫 左大臣 伊通 公 聞き 

給 ひて 、「一日 猿樂に はな を かく、 とい ふ 世俗の 諺 乙 そ あるに、 信賴は 一日の 軍に 鼻 を か 

き やう 

きけ り」 と宣 ひし かば、 皆 人 輿に ど 入りに ける。 

【81 野に 骨 を 鱧せ し 天人 は 云々】 JS 野と は 人 を 葬る 所 をい ふ。 或 時 ここへ 天人が 下りて、 白骨に 花 を 

竽 向けて 禮 をした。 佛が それ はどうした 事 かと 間 はれる と、 天人が いふに、 自分が 天に 生れて 樂を 極め、 壽命 

長 a で 飛行 自在な の は、 前生 肉 身の 人間であった 時、 戒を 守って 慈悲の 行 をした 故で ある。 されば 今 爱に來 つ 

て 我が 生前の 白骨 を 供養し、 醴 をす るので あると。 【寒 林に 骸を 打ちし 靈鬼は 云々〕 寒 林 は 中 印度 摩褐陀 國王舍 

山城の 北に あり、 もと 狨內の 人民の 屍を棄 てた 墓 田で ある。 ここの 古塚に 白骨の 散亂 して ゐ たの を、 或 時 鬼神 

が 來て鐵 杖 を 以て 碎 いて ゐた。 其の 故 を 問 ふと、 我今惡 鬼と なって 晝夜苦 を 受ける の は、 前の世 肉 身の 人間で 

あった 時、 慳貪 放逸で 惡事 をした その S である" 此の 白骨 は 我が 前生の i であるから 打ち 碎 くの だとい つたと 

いふ 。〔在 58】 在 康官 の咯 で、 國司窳 に 在って、 -事 * をと る 下役 人。 【うるみ】 打 たれ 又 つめられ などして、 皮膚 


に靑黑 く色づ いて ゐ るの をい ふ o  〔猿 樂】 おどけた 事 を 演ずる 舞樂ぺ はな を かく】 はな は 纏頭で、 演者に 赏とレ 

て as へる 物品 をい ふ。 ここ ははな を^に かけて いったの である。 かくは 與 へる こと o  〔興に ぞ入リ にけ る】 而白ー 

がった 0 

溫 野に 來て 自分の 骨に 鳢 をした 天 人 は、 平生 善行 をした 事を悅 び、 寒 林に 来て 死骸 を 打っ- 

た 靈鬼は 前世に した 惡行を 悲しむ とい ふの も、  この 様な 事 をい ふので あらう。 彼の 老者は 丹 波の 國 

の 在 廳官監 物 何某と いふ 者で ある。 無念に 思. つた 事 は 尤もで ある けれども、 あまり 亂 暴な 擧動だ 

と、 憎まない 人はなかった。 斬 手が 歸 つたので、 人々 が 信賴の 最後の 有様 を 尋ねられ ると、 「哀な 中 

にも を かしかった の は、 軍の 日 馬から 落ちて、 鼻の 先 を 突き かいた 跡 や、 八 瀨で義 朝に 打 たれた 鞭 

目が 左の 頰 先にう るんで 殘 つて ゐ ましたが、 見苦しう ございました。」 など 申 上げた の を、 oinn 左 t 

臣 伊通 公が 聞かれて 、「一日 猿 樂に はな を かくと いふ 世間の 諺が あるが、 信頓は 一 日の 軍に 鼻 を かい 

だ。」 と 言 はれた から、 皆の 人が 面白がった。 

. 官軍 除目附 謀反 人 刑罰の 事 ， 

さる 程に 伏 見 源 中 納言師 仲 は 、「勸 賞 を 蒙るべき 身に て こ そ 候へ。 信賴卿 を 取 り 

信 賴降參 幷誅戮 の 事  一 八 九 
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て、 東國へ 下し g らせんと せられ 候 ひし を、 れ 局の 宿所、 姊 小路 東 洞 院に隱 し 置き 

進ら せて 候へば、 朝歒に 船せ ざる 支證 分明に 候。 信賴 時々 伏 見へ 來り しも、 權 勢に 恐れ 

て、 、： 3 ならず 交る にて 候 ひき。 反逆の 企 に 於て は 曾て 存 せず。 能くく 聞 乙し 召し 開 

かるべし」 と陳じ 申されけ々。 河內守 季實、 其の 子 左衞門 尉季守 は、 遁 るく 所な くして 

父子 共に 妹せられ、 i て^^ Kn ノ仃 はれて、 大 SS は 正三位に 叙し、 嫡子 左 衞門佐 1 

伊 I 守に 任じ、 次男 大 i 判官 K 盛 は 大和 守、 三男 宗盛は 遠 江 守になる。 淸 盛の 舍弟三 河 

守賴盛 は足1 守になる、 伊藤 武者 景綱は 伊勢 守に 補す。 上 卿ば 花山院 大納言 忠雅 卿、 職 

Si はお W 朝方と ど 聞え し。 信賴 卿の 舍兄兵 部 權大铺 基 家、 民 部 權少輔 K 通、 舍弟 尾張少 

將信 俊、 子息 新侍倌 親、 播 ぁ守義 朝、 中宮 大夫進 朝 長、 右兵衞 佐賴 朝、 佐 渡 式 ほ 大輔重 

成、 但 I 守 有 房、 鎌 田" 兵衞 政. 家 以下、 七十 三人の 官職 を 止めら る。 此の 內兩人 纏て 尋ね 

出されて、 民 部 i 少輔^ 逋は陸 臭の 國へ、 尾 張 少將信 俊 は 越後の 國 へど 流されけ る。 其 

の 外 或は 誅 せらる く 者、 後日に も 多 かもけ り。 

_B 【勸 賞. - 功 を 賞して 官 など を 挖 ける 事。 【內侍 所】 三種の神器 中の 铒鏡。 【支 證】 罪 を 支へ るに 足る 譚 

明 【聞し 召し 開かるべし】 よく 道理 をお 聞き分け になって、 疑 をお 解き 下さい。 【叙位】 位階 を 進 g する 俵 ま。 


特に 五位 以上の 位階 を進授 する 儀式 をい ふ。 〔除 目】 叙任の 式 をい ふ。 前官 を 除し 新たに 目錄に 記す る義 である 

と。 普通 除 目 は 春秋 二期に 行 はれて、 舂の除 目 は 地方 官の敍 任で 縣 召の 除 目と いひ、 秋の 除 B は京官 の 叙任. で 

司 召の 除 目と いふ。 この 外 又 臨時の 除 目 も ある。 ここ は 臨時の 除 目で ある。 【上 卿〕 朝廷に 於け る 公事の 際の 長 

官。 〔職 事】 朝延に 於け る 公事の 際の 事務官。 【兵 部權 大輔】 兵 都 昝 の 役人。 兵 部 省 は 諸國の 兵士 及び 血 事に 閥す. 

る 一切の 事 を 掌り、 隼 入 司 を 支配す る 役所で ある。 長官 を 卿と いひ その. 下に 大輔、 櫞 大輔、 少輔、 權少輔 など 多" 

くの 官職が ある。 【民 部攉 少輔】 民 部 省の 役人。 民 部 省 は 諸 國の戶 口、 田 畠、 山川、 道路、 祖稅、 等の 事 を 掌- 

る。  長官 を 卿と いひ、 其の 下に 大輔、 攉 大輔、 少輔、 權少輔 など 多くの 官職が ある。 【侍 從】 中務 省に 屬し、 常 

に 主上に 近侍して、 御用 を 勤め、 歙 慮の 十分に 及ばせられぬ ir を 補 ひ、 御手 落の 事な どが あらせられた 時 は 御. 

注意 申し上げる 役で ある 。【中宮、 大 夫逛】 中宮 職の 役人。 五位の 者で 中宮 大進 になった もの をい ふ。 通常 中宮 大 

遒は六 位で ある。 中宮 職 は 皇后つ きの 役所で、 長 宫を大 夫と いひ、 其の 下に 亮、 攉亮、 大進、 少進、 櫂少 進な 

ど 多くの 官職が ある。 〔式部 大輔】 式部省の 役人。 式部省 は禮 式の 事 及 文官の 勤惰、 品行の 良否 を 取り調べ-て 太 

政官に 上申す る こと を 掌， り、 又 官を揆 け 位 を 叙す る 事 も 掌る。 尙大學 寮 を も 支配した。 長官 を 卿と いひ、 以， 下 

大輔、 少輔 など 多くの 官職が • ある/ 

. さて 伏 見 源 中 納言師 仲 は、 「私 は 勸賞を 受ける 答であります。 信賴 卿が 內侍所 を 取って、 東.. 

國へ 下されようと せられた の を、 女坊門 局の 宿所、 姉 小路 東條 院に隱 して 置きました から、 朝敵に 

味方し なかった 證據は 明であります。 信賴が 時々 伏 見へ 来ました が、 權 勢に 恐れて、 不本意な が 
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ら 交際 をして ゐ たのであります。 反逆の 企 は 少しもありません。 よく 道理 をお 聞き分け になって、 

疑 をお 解き 下さい ませ。」 と 言 譯 をせられ た。 河內守 季實と 其の 子 左 衞門尉 季守は 遁れる 所がなくて 

父子と もに 誅 せられ、 かやが て 叙位 や 除 目が 行 はれて、 大贰淸 盛 は 正三位に 叙せられ、 嫡子 左 衞門佐 

は 伊豫 守に 任ぜられ、 次男 大夫 判官 基 盛 は 大和 守に、 三男 宗盛は 遠 江 守になる。 淸 盛の 舍弟三 河 守 

賴盛は 尾 張 守になる。 伊藤 武者 景網は 伊勢 守に 補せられ る。 上 卿 は 花山院 大納言 忠雅 卿で、 職 事 は 

藏人 朝方と いふ ことであった。 信賴 卿の 舍兄兵 部 權大輔 基 家、 民 部 權少輔 基 通、 舍弟尾 張 少將信 俊 

子息 新 侍從信 親、 掭 磨守義 朝、 中宮 大夫進 朝 長、 右兵衞 佐賴 朝、 佐 渡 式部 大輔 E 成、 但馬守 有 房、 

鎌 田 兵 衞政家 以下 七十 三人の 官職 を 止められる。 此の 中二 人 は 間もなく 尋ね 出されて、 民 部 權少輔 

基 通 は 陸 奥の 國へ、 尾 張 少將信 俊 は 越後 國へ 流された。 其の 外 或は 誅 せられる 者が、 後 a にも 多 か 

つた。 

昨日まで 朝恩に 誇. CS て、 餘薰 一門に 及びし かど も， 今日は 誅戯を 蒙りて、 愁歎 を 九族 

に 施す。 朝に 仕へ て、 樂 しみ を 春 花の 前に 開き、 誡めを 蒙りて は、 歎き を 秋の 霜の 下に 

さ  うろ ふさ やう  あした ゑみ 

顯す。 夢の 富 は、 覺 めての 悲しみな り。 一夜の 月 早く 有 漏 不定の 雲に 隱れ、 朝の^ は、， 

夕の 淚な ゥ。 片時の 花、 空しく 無常 鞞變の 風に 從ふ。 盛衰の 理、 眼前に あり。 生 界の中 


に、 誰 人 か 此の 難を遁 るべき。 さても 堀 河 天皇 嘉承ニ 年に、 對馬守 源義親 誅伐せられ レ 

より 以來、 近 衞院の 御代 久壽ニ 年に 至る まで、 旣に 三十 餘年、 天下 靜に して、 民 唐堯虞 

舜の 仁惠に 誇み、 海內浪 治まりて、 國延喜 天 曆の德 政 を樂 みしに、 保 元に 合戰 ありて、 

洛中 始めて 騒ぎし を こそ、 あさまし さ 事と 思 ひしに、 幾程の 年月 を も 送らざる に、 又此 

の亂 出で 來て人 多く 滅びし かば、 世旣に 末にな りて、 國 亡ぶべき 時節 にゃある らんと、 

心 ある 人 は 歎き あへ も。 同じき 二十 九日 公卿 僉議 あみて、 此の程 大內に 凶徒 殿舍に 宿し 

狼藉 繁多な^、 淸 めら れ ずして、 還 幸な らん 事 然るべ からざる よし、 議定 區々 なみと^ 

聞 免け る 0 

【餘 薰】 餘德. 。〔愁歎 を 九族に 施す】 九族にまで 歎 を かける。 九族 は 高祖父、 曾祖父、 祖父、 父、 子、 

孫、 曾孫、 玄孫の 八 族に 自己 を 加 へ て いふ。 【樂 しみ を 舂 花の 前に 開き】 御 寵愛 を 受けて は、 恰も 春の 花の 開き 

し 如く、 一門 悉く 悅び。 【歎 を 秋の 霜の 本に 霜す〕 草木が 秋の 霜に 逢った 時の 如く、 一 族 悉く 悲歎に 沈む 。〔一夜 

の 月 早く 云々〕 皎々 たる 1 夜の 月 も 忽ち 陰晴 定めな， き 雲に お ほ はれる 。〔片時の 花 空しく 云々】 1 時^き 誇った 花 

も忽ら 無常の 嵐に 從 つて 散って しま ふ、 以上 二 句 は 人間の 榮枯 盛衰の はかなく して 賴 むに 足らざる に喩 へたの 

である。 〔生 界】 生物の 社會。 〔唐 堯、 « 舜】 支那 古代の 聖： 入 子。 【延 喜、 夭 曆】 延喜は 醍醐 天皇の 御代の 年號 で、 

K 曆は村 上 天皇の 御代の 年號 である。 此の 御代に は德 政が よく 行 はれて 天平 泰平であった。 【公卿 僉議】 公卿 達 一 
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が 集って 評議 をす る。 〔此の程 大 内に 凶 徒^ 舍に 宿し 云々】 近來锊 所の 殿舍に は、 凶 徒 信賴、 義朝 等が 立籠って. - 

亂暴を 極めた ので 非常に^れ てゐ る。 燒拂 つて 淸 めないで、 锊還 幸な さる 事 はよ くない。 

昨日まで は 朝恩の 厚き に 誇って、 餘德 がー 門 中に 及んだ けれども、 今日は 誅戮を 蒙って、 

九族まで も 歎 を かける。 朝廷に 仕へ て は" 御 寵愛 を 受けて、 恰も 春の 花の 開いた 如く、 一門 悉く 悅. 

び、 誡を 蒙って は、 草木が 秋の 霜に 逢った 時の 如く、 一族 悉く 悲歎に 沈む。 富んだ 夢を見ても 覺め 

て 後 は 悲しみ を感 する ばかりで ある 咬々 たる。 一 夜の 月 も 忽ち 陰晴 定めな き 雲に お ほ はれ、 朝の 笑 は 

夕の 淚と なる。 一 時^き 誇った 花 も 忽ち 無常の 嵐に 散って しま ふ。 盛んなる もの は 必す衰 へ ると いふ 

道理 は 眼前に 見えて ゐる。 生物の 社會に 於て、 誰か この 難 を 遁れる 事が 出来よう。 さても 堀 河 天皇 • 

嘉承ニ 年に、 對馬 守源義 親が 誅伐せられ てから 以来、 近 衞院の 御代 久壽ニ 年に 至る まで、 旣に 三十 

餘 年の 間、 天下 は靜 であって、 人民 は 唐 堯虞舜 の やうな 仁惠を 受ける 事 を 誇り、 國 中の 戰亂も 治ま 

つた、 國民は 1 吾 天曆の 如き 德 政に 浴す る 事を樂 しんで ゐ たのに、 保 元に 合戰 があって、 京都の 中 

が 始めて 騷 いだの を、 けしからん 事と 思った のに、 幾らの 年月 も 立たない のに、 又 此の 亂が 起って 

來て、 人が 多く 死んだ から、 世の中 は旣. に衰 へて しまって、 國が 亡びる やうになる 時節で あらう 

かと、 世 を 憂 ふる 人々 は 歎きあった。 同 二十 九日 公卿の 評議が あって、 近来 御所の 殴舍に は、 凶徒. 

^複、 義朝 等が 立範 つて、 ^暴 を 極めた ので、 非常に 穢 れてゐ る。 燒拂 つて 清めないで、 御 還 幸な 


さる 事 はよ くないと いふ やうな 事 を 評議し、 其の 說が區 々で 定まらな いとい ふ 事で ある。 

常 磐 註 連 附信西 子息 遠 流の 事  . 

おに 左 a| 頭義 朝の 末子、 九 條院の 雜仕常 磐が 腹に 三人 あり。 兄 は 今 若と て 七つな り， 

中 は S5S とて 五つ、 末 は 牛 若と て 今年 生れた も。 義朝此 等が 事 心苦しく 思 はれければ、 

金 王 丸 を 道よ 6S 返して、 「合 戰に打 負せ て、 何 地 ともなく 落ち行け ども、 心 は 跡 を 顧みて 

行 先 更に 覺 えず 。何處 にあり とも、 心安き 事 あらば、 迎へ 取るべきな 6。 其の 程 は 深山 

にも 身 を かくし、 我が 音信 を 待ち 給へ」 と 申し 遣 はされ ければ、 常 磐 聞き も あへ ず、 引 

きか づき 伏し 沈めみ。 幼き 人々 聲々 に 、「父 は 何處に まします ど。 頭 殿 は 1 と 問 ひ 給 ふ。 

& ありて 常 磐 泣く く、 「さても 何方 へ とか 聞きつ る」 と 問 ひければ、 「譜代の 御家人 達 を 

御 憑 候 ひて、 東の 方へ と 乙 そ 仰せ 候 ひし。 暫く も 御行 末覺 束な く 存じ 候へば、 暇 申し. 

て」 とて ど 出で にけ る。 

【九 條院】 藤原呈 子。 近衛 天皇の 皇后で、 翻白忠 通の 女。 【雜 仕】 雜仕 女の 事で、 三位 以上の 侍 所に 淳 
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いて、 雜役驅 使に 优 へる 女。 諸 大夫及 五位 六 位の 人の 女 を 選んで 任ずる 。【心 は 跡 を 顧みて】 心 は 常に 後に 殘っ 

て。 〔行 先 更に 覺 えず】 これから 先 落ちて 行く 心に も なれない 。【引き かづき】 上 著の 衣 を ひき かぶる。 泣^ を 見 

せない S である。 【譜代】 代々 つづく こと。 

1^ ここに 左 馬頭 義 朝の 末子が 九 條院の 雜仕常 磐 の^に 三人 ある。 兄 は 今 若と 言って 七つで あ 

る。 中 は 乙 若と いって 五つ、 末 は 牛 若と いって 今年 生れで ある。 義 朝は此 等の 事が 心配で ならな か 

つたから、 金 王 丸 を 道から 返して 、「合 戰に 負けて、 何處 とい ふ定 もな く 落ち行く けれども、 心 は 常 

に 後に 殘 つて、 これから 先 落ちて 行く 心に も なれない。 何 處にゐ て も、 安心の 出来る やうに なった 

ならば、 迎 へに よこす ある。 其の 間 は 深山の 中に でも 身を隱 して ゐて、 わしからの 便り を 待ち 

なさい。」 と 申し 遣 はされ たから、 常 磐 は 聞いても しま はすに、 上衣 を ひっかぶって 泣き沈んだ。 幼 

い 人々 は聲々 に T お 父上 は何處 にい らっしゃ るの だ。 頭 殿 は。」 と 問 はれる。 暫くして 常 磐 は 泣く 泣 

く、 「さて どちらへ いらっしゃ ると 聞いた の。」 と 尋ぬ たので、 「代々 お 仕へ した 御 家來達 をお 賴み にな 

つて、 東の 方へ 行かれる と 仰せられました。 一寸の 間 も 御行 末が 氣に かかり ますから、 お 暇 申して 

參 ります。」 と 言って 出て 行った。 

さる 程に 少納言 入道の 子 共、 僧俗 十二 人 流罪せられ り。 「君の 御 爲敢て 不義 を存ぜ ざ々 

し 忠臣の 子 共 なれば、 縱令 信賴義 朝に 流されて 配所に あもと も、 赫免 あ.^ て 召し こそ 返 


さるべき に、 結句 流罪に 處 せらる、 科の 條 何事 ど、 心得難し」 といへば、 此の 人々 元の 

如く 召し 仕 はれば、 信賴 同心の 事 ども、 天聽 にや 達せん ずらん と 恐怖して、 新 大納言 y 

宗、 別當惟 方の 勸 なる を、 天下の 擾亂に 紛れて、 君 も 思 召し 誤りて けらと、 心 ある 人 は 

申しけ るが、 虚名 は 立せ ぬ もの なれば、 幾程 もなくて 召し 返され、 經宗惟 方の 謀計 は顯 

れ ける にや、 終に 左遷の 愁に沉 みけり。 

【君の 御爲 云々】 主上の 御爲 のみ を 謀って、 敢て 不忠 不義の 心 を 抱かなかった 忠臣 信 西の 子供で ある 

から。 〔信 賴^ 心の 事】 弒宗、 惟 方 等が 初め 信賴に 同心した 事 。【虚名 は 立せ ぬ もの なれば】 眞^で ない 風閬 は、 

たと ひ 1 且は 取り はやされても、 終に は 成立たぬ ものであるから 。〔左遷】 祿位を 下し、 又は 配流す る こと をい 

ふ。 漢の 時に 右 を 尊び 左 を 卑しめた ので それから 出た。 

さて 少納言 入道の 子供 は 僧侶と 俗人で 十 一 一人 流罪に せられた T 主上の 御爲 のみ を 謀って、 

敢て 不忠 不義の 心 を 抱かなかった 忠 IS 倌 西の 子供で あるから、 縱令信 賴ゃ義 朝に 流されて 配所 こ， ゐ 

て も、 ぉ赦 しにな つて 召し 返される 害で あるのに、 結局 流罪に 處 せられる とい ふの は、 如何なる 科に 

よっての 事 か、 合點が ゆかない。」 と 或 人が 言 ふと、 此の 人々 を， 兀 のま まにして 召し使 はれたならば 

自分 等が 信賴に 同心した 事が、 天皇の 御 耳に 入る かもしれ ない とい ふ 察 を 恐れて、 新 大納言 經宗と 

如當推 方と が、 流罪 をお 勸 めした もの だか、 天下の 亂れに 紛れて、 君 もお 考へ 誤りに なった もの だ 
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と、 考の ある 人 は 雷った ので あるが、 眞實 でない 風聞 は、 たと ひ 一旦 は 取り はやされても、 終に は 

成り立たぬ ものであるから、 幾ら も 立たない 中に 召し 返されて、 經宗惟 方の 謀計 は あら はれた のか 

彼等 は 終に 配流 せられて 愁に 沈む やうに なった。 

信 西の 子 共、 內 外の 智 人に 勝れ、 和漢の 才 身に 備 はらし かば、 配所に 赴く 其の 日まで 

i 此處 彼處に 寄ら 合 ひ/ \、 歌 を 詠み 詩 を 作りて、 互に 名殘を ど惜 まれけ る。 西 海に 

赴く 人 は、 八重の潮路 を 別れて 行き、 柬國へ 下る 輩 は、 千里の 山川 を 隔てた る、 心の 

中 乙 そ哀 なれ。 中に も 播磨中 將成憲 は、 老いた る 母と 幼き 子と を 振 捨て、、 遼遠の 境に 

赴きけ る。 せめての 都の 餘波 惜し さに、 所々 にや すら ひて、 行き もやり 給 は ざ，^ ける が 

あばたぐ ち ほこり と •> 

粟田口の 邊に 馬を駐 めて、 

道の 邊の 草の 靑 葉に 駒と めて なほ ふる 里 を か へ り 見る かな 

かくて 近 江 を も 過ぎ行けば、 如何に 鳴 海の 潮干 潟、 二 村 山、 宫路 山、 たかし 山、 濱名 

の 橋 を 打 橋り、 小夜の 中 山、 宇津の. 3 を も 見て 行けば、 都に て 名に のみ 聞きし もの をと 

それに 心 を 慰めて、 富士の 高裰を 打 詠め、 足 柄 山 を も 越え ぬれば、 いづく を 限りと も 知 

らぬ 武藏野 や、 堀 兼の 井 を も 尋ね^て 行けば、 下野の^ 府に 著き て、 我が 住む ベかん な 


る、 室の 八 島と て 見遣ら 給へば、 烟心ぼ そく 上らて、 折から 感淚 止め 難く 思 はれし かば 

泣く，/ \ かくど 聞え ける。 

我がた めにあり ける もの を 下野 や 室の 八 島に 絕 えぬ あ も W は 

愛 をば 夢に だに 見ん と は m 心 は ざ. o しか ども、 今 は 住家と 跡 をし め、 習 はぬ 草の 庵、 譬 

へ ん方も 更に^ し。 

〔內 外の 智： 3 內典 外典の 學識 で、 內典は 佛餒、 外典 は 漢籍 をい ふ。 【八重の潮路】 遠くの 海路。 〔遼遠の 

境】 はるかに 遠い 地。 【せめての】 甚だしく。 〔粟田口】 京都の 入口。 三條 通に 通ず る。 【逍 Q 邊の 草の 靑 葉に 云 • 

々〕 かうな つても やはり 故 鄕に心 を 引かれて、 道の ほとりの 草の. 靑々 として ゐる 所に 駒 を 止めて、 彼方の 方ば 

かり 顧る ことで ある。 【如何に 鳴 海の 潮干 潟〕 自分 はどうなる だら うとの 意 を かけて ある。 嗚海は 尾張國 愛知 郡 

にある。 〔二 村 山】 尾張阈 愛知 郡。 【宫路 山】 三 河 國寳飯 郡。 【たかし 山】 髙師 山。 三 河 遠 江の 境。 【濱 名の 橋】 遠 江 

阈濱名 郡。 〔 小夜の 中 山】 遠 江 國小笠 郡と 榛原 郡との 境つ 【宇津の 山】 駿河國 安倍 郡と 志 太 郡との 境。 【都に て 名に 

のみ 聞きし もの を】 都で は 唯 各 だけ 聞いて ゐ たが、 今は實 際 見る 事が 出来た。 〔足 柄 山】 駿 河と 相 摸の 境に あ 

る。 〔堀 兼の 井】 武蔵 野に 在った 名高い 井。 【下野の 國莳】 下野 國都賀 郡。 【室の 八 島】 下野 國國莳 の 附近に ある 名 

所。 【我がた めにあり ける もの を 云々】 室の 八 鳥に 絕 えず 烟の 立ちのぼ るの は、 我が 故 鄕を思 ひこ がれる その 烟 

の 代りに 立つ ものであるの を、 今まで は それと 氣 がっかなかった。 思 ひの ひに 火 を かけて ある。 〔習 はぬ 草の 
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庵】 今まで 住んだ 事の ない 粗末な 家。 

1 信 西の 子供 は佛經 漢籍の 學識が 人に 勝れ、 日本 や 支那の 才智が 身に 傭って ゐ たから、 配所 

に 行く 其の 日まで も、 此處 彼處に 寄り合 ひくして、 歌 を 詠み 詩 を 作って、 互に 名殘 を惜 まれた。 

西 海に 行く 人 は、 遠くの 海路 を 別れ 行き、 東國へ 下る 人々 は、 千里 も 遠き 山河 を 隔てて 行った、 心 

の 中は哀 である。 中に も 播磨中 將成憲 は、 老年の 母と 幼年の 子供 を 振りす てて、 はるかに 遠い 地に 

行った ので ある。 甚だしく 都が 名殘り 惜しい ので、 所々 で 休んで、 行かれ もしなかった が， 粟田口 

iQ 邊に 馬を駐 めて、 

道の 邊の 草の 青葉に 駒と めて なほ ふる 里 を か へ り 見る かな 

と 詠まれた。 そして 近 江 を 過ぎて 行く と、 自分の 身 は 末 はどうなる 事 か、 彼方に 嗚 海の 潮干？^ が 見 

える。 二 村 山、 宮地 山、 たかし 山な ど を 後に して、 濱 名の 橋 を 打 渡り、 小夜の 中 山 や 宇， 津 の^を 見 

て 行く と、 都で は 唯 その 名 を 聞いて ゐ たが、 今 は寳際 見る 事が 出來 たと、 それに 心 を 慰めて、 富士 

の 高嶺 を 打 詠め、 足 抦山を 越える と、 何處が 限と も 知れぬ 程廣 ぃ武藏 野が 見え、 堀 兼の 井 を も 尋ね 

て 見て 行く と、 遂に 下野の 國府に 著いて、 そこが 自分の 住まねば ならぬ 窒の八 島 だな と 思って 見渡 

される と、 烟が心 ぼ そく 立ち上って、 其の 場合 感淚を 止める 事が 出来ない やうに 思 はれた から、 泣 

くく かやう お詠みに なった。 


まがた めにあり ける もの を 下野 や 窒の八 島に 絶えぬ おも ひ は 

きを 夢の 中に でも 見ようと は 思はなかった けれども、 今 は 自分の 住家と して 居住し、 今まで 住ん 

だ 事の ない 粗 sfl せられねば ならん みじめ さは、 何 i へよう i く譬へ f わがない。 

義朝靑 墓に 落ち 著く 事 

さる 程に、 左 馬頭 は 堅 田の 浦へ 打 出で、、 義隆の 首 を 見 給 ひ、 「八幡 殿の 御子のお, に 

は 此の 人 りこ そ あはしり るに、 後れ 奉 ^ て は i がな くこ そ覺 ゆれ」 とて、 泣く 泣 

く念佛 申し 弔； 3 て、 湖へ 馬の 太 腹 ひたる まで 打 入れ、 此の 首 を 深く 收 めら れけ 力。 | て 

船を尋 H 渡らん とせられ けれども、 折節 波風 烈しく して 叶 は ざら しかば、 其より 引き 

返し、 勢 多^ さして 落ちられけ るが、 「此の 第一 所に て は g ふま じ、 道 を 伊 へ て 落つ < 

し。 志 あらば 憂^ 必ず 春すべし。 gr する、 っ霸〕 と宣 へば 各 「3  くまで も 

御供 仕み てこ そ、 何ともな 6 候 はめ」. と S. せど も、 「存 ずる 旨 あみ、 疾く/ と宣、 

ば 力及ばずして、 波 3 野次 郞篛 通、 三 浦 荒 次郞義 澄、. 齋藤 別當、 岡 部六彌 太、 霞 小 

平 六 き 谷 次郞、 平 山 武者 所、 足 立 右^ t、 金子 十郞、 上總 t 八 郞を始 として、 二十 餘 

義 朝，^ に 落ち 著く 事 
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人 g 賜 はり、 思 ひ./ \ に國々 へ 下りけ り。 

ffla 【堅 田の 浦】 琶琵 湖の 西岸に ある。 【後れ 奉リ】 死に後れて。 

I , さても 左 馬頭 は 堅 田の 浦へ 出て 行って、 義隆の 首 を 見られ、 「八幡 殴の 御子の 殘 つて 居る お 

として は、 此の 人ば かりが あられた のに、 死に後れ 奉って はいよ/ \ 力なく 思 はれる の. だ。」 と 云つ 

て、 a く，^ 念佛 をして 弔 ひ、 湖へ 馬の 太 腹が ひたる まで 乘り 入れて、 此の 首 を 深く 牧 めら れた。 

間もなく 船 を 尋ねて 渡らう とせられた けれども、 丁度 波風が 烈しくて、 出来なかった から、 其お 力 

ら 引き返して、 勢 多 を さして 落ちられ たが 、「此の 勢が 一所に 行って は 落ちられまい。 逍を替 へて 落 

ちて 行け。 己と 志 を 同じう するならば 東 國で必 ゃ出會 ふやう にせよ。 暇る やる ぞ兵 共、 にと 霄 はれる 

と、 皆の 者 は 「s:s^ まで もお 供 をした 上で、 どう ともなり ませ， う。」 と 言 ふけれ ども、 「考 へる 所 力 あ 

るから、 早う く 落ちて 行け。」 と 仰し やる ので、 仕方 もなくて、 波 多 野次 郞義 通、 三 浦 荒 次郞義 

澄、 齋藤 別當、 岡 部六彌 太、 猪 俣 小 平 六、 熊 谷 次郞、 平 山 武者 所、 足 立 右 馬尤、 金子 十郞、 上總介 

八 郞を始 として、 二十 餘 人が お. 暇 を 賜って、 思 ひくに 國々 へ 下って 行った。 4 

義 朝の 一所に 落ちられ ける は、 摘子惡 源太義 平、 次男 中宮 大夫進 朝 長、 三男 右兵衞 佐 

賴朝、 式き 大輔重 成、 平 賀四郞 義宣、 乳母 子縑田 兵衞政 家、 金 王 丸、 僅に 八騎な 


き 5： 
釋 


i 兵 衞佐賴 朝、 心 は 猛しと いへ ども、 今年 十三、 8ぉし て | おの 軍に 疲れ 給 ひけ 1 

ば、 馬陲 をし、 野路の 邊 より 打ち 後れ 給へ み。 頭 殿 i 原 堤に て、 「若者 共 はさが み ぬ る 

が」 と宣 へば、 各 「 是れに 候」 と 答 へられし に、 兵衞 i! あはし まさず。 義朝 「I ^やさが 

もに けり。 若し 敵に や 生 捕らる らん」 と宣 へば、 縑田 「尋ね 進ら せ 候 はん」 とて 引き返 

し、 「佐 殿 やお はす」 と 呼ば はみ 奉れ ども、 更に 答 ふる 人 もな し。 

〔馬 睡〕 馬上で 睡る こと。 【野路】 近 江 國粟太 郡 0 〔さがりぬ るか〕 後れた のか。 〔篠 原】 近 江 國野洲 郡" 

〔無 慙】 佛敎の 語で 心に 耻ぢる ことがない の をい ふので あるが、 轉 じて、 ふびんと か 可愛 さうな 暂 に用ゐ る。 

義 朝が 一所に つれて 落ちられた 人 は、 嫡子 惡源 太義 平、 次男 中宮 大夫進 朝 長、 三男 右兵衞 

佐賴 朝、 佐 渡 式部 大輔重 成、 平 賀四郞 義宣、 乳母の 子 鎌 田 兵衞政 家、 金 王 丸の 僅に 八騎 である。 兵 

衞佐賴 朝 は 心の 勇猛で ある けれども、 今年 十三 歳で、 武具 を^け て 終日 戰 をした 爲に 疲勞 せられた 

から、 馬上で 睡 つて、 野路の 邊 から 後れられた。 頭 殿が 篠原 堤で、 「若者 共 は 後れた か。」 と 言 はれる 

と、 皆が 「ここに 居ります。」 と 答 へられた が、 兵 衞佐は 居られない。 義朝 「ふびんな 事 だ 後れて し 

まった。 若し 敵に 生 捕られる かもしれ ない。」 と 言 はれる と、 鎌 田 「お 尊 申し ませう。」 と 言って 引き 

, 返し、 「佐 殿 はいらつ しゃいません か。」 とお 呼び 申す けれども、 少しも 答へ る 人がない。 
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賴朝 おありて 驚き 見 給 ふに、 前後に 人 もなかり けり。 十二月 二十 七日 夜更 がた の J* な 

はば、 © さよ 暗し、 先 も 見えね ども、 馬に" 任せて 只 一騎 心細く 落ち 給 ふ。 森 山の 宿に 入 

i  tL  tM  n  ttu.  おちうど 

も 給 、ば、. 宿の 者 どもい ひける は、 「今夜 馬の足 音し げく 聞 ゆる は、 落人 にゃある らん. 

いざ 留めん」 とて、 ^^だ 多 出で ける 中に、 源內兵 衞眞弘 とい ふ 者、 腹卷 取りて 打懸 

ナ、 持ちて 走り出で ける が、 を 見 奉り、 馬の 口に 取りつ き、 「落人 をば 留め 申せ 

IV  rJJ 「 \  r7n  、- 1 ノレ  >  f  ^  9  ねさ 

と、 六&羅 より 仰せ 下され 候」 とて、 旣に 抱き 下し 奉らん としければ、 髭 切 を、 おて、 拔 

£ にしと、 打 たれければ、 眞弘が si 二つに 打ち割られて、 のけに 倒れて 死にに けり。 

績きて 出で ける 男、 「しれ 者 かな」 とて、 馬の 口に 取りつ く處 を、 同じ 樣に 斬り 給へば、 

Kf の^より 打ち落されての きに けり。 其の後 近^く 者 もなければ、 卽ち宿 を馳せ 過ぎ 

て、 河原へ 出で 給へば、 政 家に こそ 逢 ひ 給へ。 それより 打 連れ 急ぎ 給へば、 程なく 

isi こ 追 ひ附き 奉り 袷 ふ 。「など 今まで さがる ど」 と宣 へば、 云々 の 由 申されければ、 「縱 

5m となな りと も、^ でか 只今 斯く は" 4*齔 ふべき。 いしう したり」 とど 感じ 給 ふ。 鏡め の 

S ビも 過ぎし かば、、^ i 關は敵 固めた もとて、 小闢 にか、 りて、 小 野宿 よら 海道 をば 妻 

ずに なして 落ち 焓 へば、 雪 は 次第に 深くなる、 馬に 叶 はねば、 物 具して は 中々^ し 力. 5 


^ん とて、 皆 鎧 ども をば 脫ぎ 捨てら る 。佐 殿 は、 馬上に て 乙 を 劣り 給 はね ども、 §y に. 

なりて は 常に さがり 給 ひしが、 終に 後れ 進ら せられけ， 9。 

： 森 山】 近 江 國野洲 郡。 〔宿】 街道の 往來に 旅人の 便利 を はかり、 駄馬 や 人夫 を備へ 置き 其の 求に 應じ 

てつぎ たて をす る 所 をい ふ。 〔沙汰 人〕 官 から 討 取の 命 を 受けて 居る 人。 【拔 打〕 刀を拔 きざまに 切 付ける 。【しと 

と 打つ】 はった と 斬る 0〔眞 向】 額の 冲央部 「〔しれ 者】 普通 は 馬鹿者の 意で あるが。 こ と は油斷 のなら ぬ 者の： 

意。 【籠手の 覆】 手の かふ を 覆 ふ 所 。【爭 でか 只今 斯く は擧動 ふべき】 どうして 今 落ちて 行きよ る 場合、 こんな 大 

膽な 事が 出來る もの か o〔 いしう したり〕 よくも やった 。【鏡の 宿〕 蒲 生 郡 。【不 破、 小關】 美 濃 國不破 郡 。〔小 野】 

近 江 阈犬上 郡。 〔馬に 叶 はねば】 馬で 行く ことが 出來 ないから。 

賴朝は 暫くして 目 を さまして 兑られ ると、 前後に 人 もなかった。 十二月 二十 七日の 夜の 更 

けた 時分の 事で あるから、 暗 さは 暗し、 先 万 も 見えない けれども、 馬に 任せて 只 一騎 心細く 落ちら 

れる。 森 山の 宿に 入られる と、 宿の 者 共が 言った のに は、 「今夜 馬の足 音が 頻りに 聞え るの は、 落人 

であらう。 さあ 討ち取らう。」 と霄 つて、 宫 から 討 取の 命 を 受けて 居る 人が 數多 出て 來た 中に、 源內 

兵衞 眞弘 とい ふ 者が あって、 腹卷を 取って 打 懸け、 長刀 を 持って 走り出て 來 たが、 佐 殿 を 見 奉つ 

て、 馬の 口に 取りつ き、 「落人 を 留めよ と、 六波羅 からのお 言 ひつけであります。」 と 言って、 旣に抱 

き 下し 奉らう としたから、 髭 切の 名刀 を 以て、 拔 打に はった と 斬られた ので、 眞弘 の眞向 は. 二つに： 
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打ち割られて、 のけに 倒れて 死んだ。 緩いて 出て 来た 男が 「油斷 のなら ない 奴 だな。」 と 言って、 馬 

の 口に 取りつ くと 處を、 同じ 核に 斬られた から、 籠手の 覆から 打ち落されての いてし まった。 其の 

^近づく 者 もない ので、 直に 宿 を馳せ 過ぎて、 野洲 河原へ 出 でられる と、 政 家に 逢 はれる。 それ か 

ら打 連れて 急がれた ので、 程なく 頭 殿に 追ひ附 かれる。 「どうして 今まで 後れて ねたの だ CJ と 言 はれ 

るから、 かう，^ でした とい ふ 事 を 申される と T 縱令 大人 だっても、 どうして 今の 落ちて 行きよ る 

巧 合、 こんな 大瞻な 事が 出來る もの か。 よくやつ たもの だ。」 と 感心 をせられ る。 鏡の 宿 を も 過ぎた 

から、 不 破の 關は 敵が 守って ゐる といって、 小關を 通って、 小 野の 宿から 東海道 を 右手に して 落ち 

て 行かれる と、 雪 は 次第に 深くなる。 馬で 行く ことが 出來 ないから、 武具 を 著け て ゐては 却って 惡 

いだら うと 言って、 ^鎧な ど を脫ぎ 捨てられる。 佐 殿 は 馬に 乘 つて ゐた間 は 後れられなかった けれ 

ども、 徒歩に なつてから は 常に 後に なられた が、 とうく 後れて しま はれた。 

と かく  .  あ を ぼか  ちゃう じ やお ほひ  えんじ 4  ノ 

義朝は 兎角して、 美 濃の 國靑 墓の 宿に 著き 給 ふ。 彼の 長者 大 炊か 娘 延壽と 申す は、 頭 

殿御 志淺 からず して、 女子 一人 A はし ましけ 6^ 夜叉 御前と て十歲 になら 給 ふ。 年来の 

御宿 なれば、 其に 入り 給へば、 斜なら ず もてなし 奉る。 義朝爰 にて 宣 ひ^る は、 「義平 は 

山道 を 攻めて 上れ。 朝 長 は 信 州へ 下み、 甲斐 信 濃の 源氏 共 を 催して 上洛せ よ。 我 は 海道： 


を 攻め上るべし」 と あ々 しかば、 惡源太 「さ 承る」 とて、 未だ 知らぬ 飛驊 の！： の 方へ、 ^ 

の 根に 附 きて 落ち行かれければ、 中宮 大夫 は、 信 濃 を さして 下， 9 給 ふが、 龍 華に て 手 は. 

負 ひ 給 ふ、 伊吹の 下の 雪 は 凌がれた み、 創 大事に なりて、 叶 ひがた かりし かば、 歸 6 參 

られ けり。 頭 殿 此の 由 を 聞 i し 召して、 「あはれ 賴朝 は、 稚く ともかく は あら じ」 とど 宣 

ひける 。「さらば 汝 暫く 留まれ」 と 仰せければ、 朝 長 畏まみ て、 「是れ に 候 はて 定めて 敵に 

生 捕られ 候 ひなん。 御手に 懸けさせ 給 ひて、 心安く 思 召し 候へ」 と 申されし かば、 「汝は 

不覺の 者と 思 ひたれば、 誠に 義 朝が 子な b けり。 念佛 申せ」 とて 太刀 を拔 き、 旣に頸 を 

打たん とし 給 ひし を、 延壽、 大炊、 太刀に 取 附 きて、 「如何に 眼前に 憂目 を 見せ 給 ふ 

ど」 とて、 泣き ロ說 きければ、 「餘ら に 臆し たれば、 勇む るなら」 とて、 太刀 を さ、 れけ 

れば、 朝 長 帳臺へ 入り 給へば、 女も內 へど 歸も ける。 其の後 「大夫 は 如何に」 と宣 へば、 

「待ち 申し 候」 とて、 掌 を 合せ 念佛し 給へば、 心 もと を 三 刀 刺：^ て 首 を かき、 骸に 差し 

續ぎ、 衣 引き かけて 置き 給 ふ。 都に て 江 口腹の 御 女、 鎌 田に 仰せて 害せら る、 賴朝は 見 

え 給 はず、 朝 長 を も 我が 手に かけて 失 ひ 給へば、 一方ならず ど 思 はれけ る。 

{!ps 【長者】 遊女の 頭 だ つ 者。 【大 炊】 內記大 夫 行 遠の 女で、 爲義の 妾の 姉。 【山道】 東 山道。 【海道】 東海. 
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道 。【さ 承る】 承知し ました 。【不 覺の 者と 思 ひたれば 云々】 臆病者 だと 思って ゐ たから、 それ 程の けなげな ^悟 

は あるまい と 思って ゐ たのに、 さすが 義 朝の 子 だけあって よくも 言った 。〔勇む る〕 勇氣 をつ ける。 【帳臺 J 主人 

ォ  k 

の 常の 居間で、 1 尺ば かりの 高さに つくり、 客殿の 方へ 出る 口に 帳 を 垂れて ある o 【江 口腹】 江 口の 遊女の に 

出来た 子供、 江 口 は攝津 神^ 川が： S 川の 本流から 分睃 する 所に あって、 其 所に は 遊女が 多かった ので ある。 

B 義朝 はやつ との 事で、 美 濃阈靑 墓の 宿に 著 かれる。 彼の 遊女の 頭の 大 炊と いふ 者の 娘延壽 

とい ふの は、 頭 殿の 深い 寵愛 を 得て ゐて、 女の子が 一 人あった。 夜叉 御前と いって 十 歳に なられ 

る。 年来お 泊り になる 所で あるから、 其 所に 入られる と、 一 方なら す 御 欵待を 申し上げる。 義 朝が 

ここで 言 はれた のに は r 義平は 東 山道 を 攻め上れ。 朝 長 は 信 濃へ 下り、 甲斐 信 濃の 源氏 共 をよ び 集 

めて 上京せ よ。 わし は 東海道 を 攻め上る であらう。」 とあった から、 惡源太 は 「承知し ました。」 と 言 

つて、 未だ 知らない 飛 驛の國 の 方べ、 山の 麓に 沿うて 落ち行かれ たから、 中宮 大夫は 信 濃 を さして 下 

られ たが、 龍 華 越で 負傷 はせられ るし、 伊吹山の 下の 雪 は 押し わけて 進まれた し、 創が 重くな つて 何 

とも 仕方がなかった から、 歸 つて 来られた。 頭 殿が この 事 を 聞かれて、 「ああ 賴朝は 幼くても こんな 

に は あるまい。」 と 仰せられた。 「それで はお 前 は 暫く 留 つて 居れ。」 と 仰せられ たから、 朝 長 は 長 まつ 

て、 「ここに 居りましたならば きっと 敵に 生 捕られ ませう。 御手に かけて 殺され 御 安心なさい ませ。」. 

と 申された から、 お前 は 臆病者 だと 思って ゐ たから、 それ 程の けなげな 覺悟は あるまい と 田 ひ つて ゐ； 


たのに、 さすが 義 朝の 子 だけあって よくも 言った。 念佛 をせ よ。」 と 言って、 太刀 を拔 き、 旣に頸 を 

打た うとせられ たの を、 延 壽ゃ大 炊が 太刀に 取り 附 いて 、「どうして 眼の 前で 苦しい 目 をお 見せに な 

りまづ 力 」 と 泣きな がらく りかへ し-,— i 一一 U はれた ので、 「餘 りお ぢ けて ゐ るから、 勇氣 をつ けて やる 

の だ。」 と 言って、 太刀^ さしてし ま はれたがら、 朝 長 は 仕方なく 帳臺へ 入られる と、 女も內 へ歸ら 

れた。 其の後 r 大夫 はどうして ゐ る。」 と 言 はれる と、 「お待ち 申して 居ります。」 と 言って、 掌 を 合 t 

念怫 せられた ので、 胸部 を 三刀剌 して 首 を 斬り、 死骸 をつ ぎ 合せて、 衣 を 引っかけて 置かれた。 都 

で 江 口の 腹に 出来た 御 女 は 鎌 田に 言 ひつ けられて 殺される し、 賴朝は 見えられす、 朝 長 を も 我が 乎 

にかけ て 殺された ので、 非常に 情なく 思 はれた。 

暴  •  4  . 

義 朝野 間 下向 幷忠 致心替 の 事 ，  ，. 

さる 程に 義朝 は、 大、. 炊が 許に あはせ しが、 斯くて も あるべき ならねば、 M て 立ち 出で 

給 ふ。 大炊 は、 「是れ にて 御 年 を 送 6. 、 閑に 御 下 6 候へ」 と 申し けれども、 r 變は 海道 なれ. 

ば、 惡 しかりぬべし か 朝 長 をば 見績ぎ 給へ」 とて、 出 でんと し 給ふ處 に、 宿の 共 聞き 附 

けて、 二三 百 人 押し寄せた 6S。 佐 渡 式部 大輔之 を 見て、 「爱 をば 重 成 討死して 通し 進ら せ〕 
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i  らう ぜき  H- うにん ど さん /!> -. 

候 はん」 とて、 或 家に 走り 入り、 51 引き出し 打乘 りて、 「狼藉な り、 雜人 共」 とて、 散々 

に^ ^ して 子 安の 森に 馳せ 入り、 ^ふ 敵 十餘人 射殺し、 「左 馬頭 義朝 自害 するど。 我が 手 

おもて-;  i き き 

にかけ たりな ど 論ずべ からず， とて、 先づ 面の 皮 をけ づみ、 腹 十文字に 搔 切うて、 二十 

九と 申す に、 終に {仝 しくな りに けり。 皆 乙れ を 大將と 思 ひて 歸 みければ、 夜に 入 6- て 

宿 を 出で 給 ふ。  一 

WS3 【見 續ぎ狯 へ】 目 を かけて 大切に して 下さい。 〔わが 手に S けたり など 論ずべ からず】 わが 手で 討ち取 

つたな どと 功を爭 つて はなら な い。 

さても 義 朝は大 炊の 許に 居られた が、 かう して 居られる 事で ないから、 間もなく 出立 せら 

^る。 大炊は 「こ-で 年を越されて、 しづかに お下りなさい ませ。」 と 言った けれども、 「ここ は 東海 

道 だから 長く 居て はよ く あるまい。 朝 長に は 目 を かけて 大切に して 下さい。」 と 言って 出ようと せら 

れる 所へ、 宿の 共 者が 聞きつ けて、 二三 百 人で 押し寄せた。 佐 渡 式部 大輔が 之 を 見て 、「ここ は 私が 

討死 をして お通し 申し ませう。」 と 言って、 或 家に 走り 入り、 馬 を 引き出して 打 乘り、 「不都合 千 萬 だ 

下郎 共。」 と 呼ば はって、 散々 に 蹴散らして、 子 安の 森に 馳せ 入り、 手 向 ふ 敵 を 十餘人 射殺し 「左 馬 

頭 義朝は 自害 をす るぞ。 わが 手で 討ち取った などと 功を爭 つて はならない ぞ。」 とい ひ、 先づ顏 の-幾 

を f、 腹 を 十文字に 搔切 つて、 二十 九で あると いふのに、 終に 死んで しまった。 皆 これ を 大將と 


. 思って 歸 つたから、 夜に 入って 宿 を 出立 せられる。 

中宮 大夫 は、 夜 明くるまで 出 でられず。 大炊參 りて 見 奉れば、 空しくなり 給へ るに、 

小袖 引き 懸けて 置かれたり しかば、 「見績 ぎ 進ら せよ と は、 御 孝養 申せと にて あらけ り」 

とて、 泣く く 後の 竹 原の 中に 收め 奉りけ み。 其の後 平 賀四郞 にも 暇 賜 はりて、 勢 を附. 

けて 攻め上み 給 ふべ i 宣 へば、 「さて 何處を 差して 御 下ら 候 ふ ど」 と 申されければ、 「先 

うま もの、 ぐ  を まだ だい 

づ尾 張の 野 間に 行き、 忠 致に 馬 物 具 請 ひて 通らん ずる」 と宣， へば、 平 賀四郞 「長 田は大 

德人 にて 世 を 窺 ふ 者 なれば、 落人 隱し 奉らん 事^ 何」 と 申しければ、 「され ども 縑 田が 舅 

なれば、 . 何事 か あらん」 と宣 へば、 「さて は.、 義宣は 御上り に參 6 逢 ひ 奉らん」 とて 別れ 

け 6SO 

〔孝養〕 供養。 【野 間】 尾 張 國知多 郡。 【大德 人に て 世 を 窺 ふ 者】 富豪 者で、 世の 形勢 を 伺 ひ 自分に 有利 

な 方へ 附從ふ 者。 

中宮 大夫は 夜が 明ける まで 出られない。 大 炊が 行って 見 奉る と、 死骸の 上に 小袖 を 引つ か 

けて 置かれて あつたから、 「目 を かけて 御大 事に 取扱へ とい^ 事 は、 御供 養 をせ よと いふ 事であった- 

の だ。」 と 言って、 泣く く 後の 竹 原の 中に 葬り 奉った。 其の後 平 賀四郞 にもお 暇 を 賜って、 此の 後- 
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軍勢 を 集めた 上で 攻め上られ ると いふ 事 を 言 はれた ので、 「さて 何處を さして 御 下になります ぞ。」 と 

尋ねられた ところが、 「先づ 尾 張の 野 問に 行き、 忠 致に 馬 や 武具 を もらつ て 通らう と 思 ふ。」 と 言 はれ 

たので、 平賀 郞 「長 田 は 富豪 者で、 世の 形勢 を 伺 ひ 自分に 有利な 方へ 附從ふ 者であります から、 

落人 をお 隱し 申す 事 はします でせ うか どうで せう。」 と 言 ふと、 「けれども 銶 田の 舅に 當る ものである 

か. ら、 それ 程 心配す る 事 も あるまい。」 と 言 はれた ので 、「それで は 私 は 御上り の 場合に 御 ー緖 になり 

ませう。」 と 一一.；：：： つ て 別れた。 

莠朝鎌 田 を 召して、 「海道 は 宿 宿 通り 得が たきなる、 是れ よも： s: 海 へ 著 かば やと 思 ふ は 

如何に」 と宣 へば、 「鷲 栖玄 光と 申す は、 大 炊が 弟な り、 隱れ なき 强盜、 名 譽の大 剛の者 

にて 候。 憑み て御覽 候へ」 と 申せば、 然るべ しとて、 此の 由 を 仰せら る K お、 玄光悅 び 

て、 「是れ ならず は、. 何 搴か頭 殿の 御用 あるべき」 とて、 小船に て 下る 處に、 よふ 津に關 ： 

すゑて 船 を も搜 しければ、 此の 船 を も 寄せよ とて、 「何 船 ど」 ととが むれば、 「玄光 どか 

し」 とい ふ。 「玄 光な らんに は、 いかに 夜 は 行く ど」 とい へば、 「今日明日ば からの 年の 內 

なれば、 夜 も 得 休^ぬ ど」 とて 漕ぎ 通る。 同じき 二十 九日に、 尾 張の 國知多 郡 野 間の 內 

を. t- だしゃう じたで む：； i  まも 

海に 著き 铪ふ。 長 田 莊司忠 致 請け 取ら 奉 i て、 樣々 にもて なし 申せ ども、 「御馬 を 進ら せ 


よ、 急ぎ 御 通.？ あるべし」 と宣 ひければ 、「せめて 三日の 御 祝 過ぎて こそ、 御 立 候 ふべ け 

れ」 とて、 頻に 留め 奉れば、 力なく 逗留し 給 ふ。 . 

〔内海】 尾 張 國知多 郡。 【これなら ずば】 こんな 事で なければ 。【得 休まぬ ぞ〕 休む 事が 出来ない ぞ。 〔莊 

司】 莊園內 の 事務 を 掌理す る もの。 【三日の 御 祝〕 正月 三日の 御 祝。 

義朝は 鎌 田 を 召して 、「東海道 は 宿々 を 通る 事 はむ づ かしい。 これから 內 海へ つかう と 思 ふ 

がどう だ。」 と 言 はれる と、 「鷲 栖玄 光と いふの は大 炊が 笫 であります。 名高い 强盜 で、 聞え 渡った 大 

. 剛の者であります。 おたのみ になって 御覽 なさい ませ。」 とい ふので、 それ はよ からう と 言って、 こ 

の 事 を 仰せられ ると、 玄光 は悅ん で、 「こんな 事で なければ、 どうして 頭 殿の 御用 を 仰せつ けられる 

事が ある もの か CJ と 言って、 小船で 下って 行った 所がよ ふ 津に關 所 を かまへ て、 船 をも搜 して ゐた 

ので、 此の 船 を も 寄せて 來ぃ と 言って T 誰の 船 だ。」 ととが める ので 、「玄 光 だよ。」 とい ふ。 「玄 光な 

ら、 何故 夜行く の だ。」 とい ふと、 「年內 も 今日明日ば かりにな つて ゐ るから、 夜 も 休む 事が 出来ない 

の だ。」 と 言って 漕いで 通る。 同 二十 九日に、 尾 張 國知多 郡 野 間の か 海に 著 かれる。 長 田 莊司忠 致が 

受取り 奉って、 様々 に 御 款待 申 上げる けれども T 御馬 を 奉れ、 急いでお 膝に ならねば ならん。」 と 言 

はれた ので、 「せめて 正月 三日の 御 祝が 過ぎてから 御 立ちになる のがよ ろしう ござ いませう。」 と 言つ 

て、 頻りにお 留め 申す ので、 仕方なく 逗留 せられる。 
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鲁 

さる 程に 長田莊 司、 子息 先生 景致を 近附 けて、 「さても 此の 殿 をば 通し や 奉る、 是 にて 

メ 討ち 申すべき か、 如何に」 とい ふに、 景致 申しけ る は、 「柬國 へ 下り 給 ふと も、 人よ も 

助け 進ら せじ。 人の 高名に なさん よりも、 是れ にて 討ち 奉^て、 平家の 見參に 入れ、 義 

朝の 知行 分 を 7. つ 申し 賜らば、 子孫 繁昌に てこ そ 侯 はん ずれ」 とい ひければ、 「尤も 然るべ 

し。 但し 名 將の御 事 なれば、 小勢な りと も、 討ち 奉らん 事大 事な 6」 と 申せば、 「御 湯； 3 

ぶ さう  ： み 

かせ 給へ」 とて、 湯殿へ すかし 入れ 奉りて、 橘 七五郞 は、 近國に 無雙の 大力 なれば、， 組 

手なる べし。 彌七 兵衞、 濱田 三， 郞は 手き V なれば、 刺し殺し 進ら すべし。 ^田 をば 內へ 

召されて、 酒を强 ひふせ、 軍の 檨を問 ひ 給へ。 頭 殿 討 たれ 給 ひぬ と 聞きて 走う 出でば、 

つまど  iV と^  ら ひ 

^戶の 陰に 待ち 懸けて、 景致 斬り 伏せ 候 はん。 金 王 丸と 玄光 法師 をば、 外 侍に て 若者 共 

の 中に 取り籠め、 引き 張らて 刺し殺し 候 はんに、 何の 什 細 候 ふべき」 と 計らへば、 ^殿 

しつら ひて、 正月 三日に 莊司 御前に 參り、 「都の 御 合戰、 道す がらの 御辛勞 に、 御 湯 召さ 

,  やが  すき うかが 

れ 候へ」 と 申せば、 然るべ しとて、 纏て 湯殿へ 入 6 給へば、 三人の 者 隙 を 窺 ふに、 金 王 

丸 御劎を 持ちて、 御 垢に 参りければ、 都て 討つべき 樣 どなき。 程經 て、 「御 帷子 進ら せ 

よ」 といへ ども、 人 もな き 間、 金 王 丸 腹 を 立てて 走り出で ける 其の 隙に、 三人の 者 共 走 


6 違 ひて つと 入. o、 橘 七. 五郎む ずと 組み 奉れば、 心得たり とて 取りて 引き寄せ、 押し 伏 

-  わき  たけ 

せ 給 ふ 所 を、 二人の 者 共 左右よ 6 寄って、 脇の 下 を n 刀づ k 刺し 奉れば、 心 は 猛しと 申 

せど も、 「鎌 田 はなき か、 金 王 丸 は」 とて、 終に 空しくなり 給 ふ。 金 王 丸 走り 歸り、 之 を 

，見て、 「にくい 奴 原、 一人 も餘 すま じ」 とて、 三人ながら 湯殿の 口に 斬み 伏せた々。 

BB 【先生】 帶刀 先生の 事で 東宮 武官の 長。 〔知行 分】 領有して 居る 土地。 〔御 湯 ひかせ 耠へ】 御 湯 をお つか 

ひなさい ませ。 ひく は 浴 する こと。 〔すかし 入れ】 欺き 入れ。 【組 手】 耝 付く 人 。【手き き】 ここ は 大刀 打の 上手な 

の をい ふ。 【强 ひふせ 1 强 ひつけて のます。 〔外 侍〕 武家の 邸宅で、 中 門の 傍に ある 廊下の やうな 所。 番士の 詰 所 

である 。〔しつら ひ〕 十分 準備して。 【御 垢に 參る】 御 垢 を 流す。 〔帷子】 ゆかた。 

そのうちに 長田莊 司が 息子の 帶刀 先生 景致 を近附 けて T さて この 殿 を このまま お通し 申さ 

うか、 此 所で 討 取り 奉らう か。 どう 考へ るの だ。」 とい ふと？ 景 致が 言った のに は T 東國へ 下られて 

も、 人 はよ もやお 助け 申しますまい。 人に 手抦 をさせる よりも、 此 所で 討ち 奉って、 平家に 見せ、 義 

朝の 領有して 居る 土地 を も 願って もらったならば、 子孫 は 繁昌す るので ありませ う。」 と 言った ので、 

「尤もの 事 だ、 それが よから う。 但し 名將の 事で あるから、 小勢で あつても、 討ち 奉る こと は 容易 

でない、」 と 言 ふと、 「御 湯 をお つか ひなさい ませと 言って、 湯殿へ 欺き 入れ 奉り、 橘 七 五郞は 近國に 

ならび 無い 大力です から、 組 付く 人になる のがよう ございます。 彌七兵 衞と濱 田 三郞は 腕立ち であ 

義 朝野 間 下向 幷忠致 心 替の事  二 一 五 


平家物語 新釋  ニニ ハ 

ります から、 剌し 殺す こと を さすの がよう ございます。 鎌 田 をば 內へ お召しに なって、 酒を强 ひつ 

けて 飲ませ、 軍の 有樣 をお 尋ねさない ませ。 頭 殿が お 討 たれに なった と 閱 いて 走り出たならば、 妻 

戶の 陰に 待ち かまへ て 居て、 私が 斬り 伏せ ませう。 金 王 丸と 玄光 法師 をば、 外の 詰 所で 若者 どもの 

中に 取り 圍ん でお いて、 引 張って 剌し 殺します のに、 何の 手間 ひまが かかり ませう。」 と 計略 を 申 述べ 

たので、 湯 殴 を 十分 準備して、 正月 三日に 莊 司が 義 朝の 御前に 參 つて T 都に 於ての 御合戰 や、 道中 

に 於け る 御辛勞 の爲 お疲れで 御座いませう。 御 湯 をお 召し &さ いませ。」 と 申 上げる と、 さう しょう 

と 言って、 やがて 湯殿に 入られた ので、 三ん の 者 は 隙 を 窺うて ゐ たが、 金 王 丸が 御劎 4! 持って、 御 

垢 を 流しに 来た の で、 全く 討つ 事が 出来な い 。暫くして 「御 浴衣 を 持 つて 來て くれ。」 と いったけ れど 

も、 人もゐ ない ので、 金 王 丸が 腹 を 立てて 走り出た その 隙に、 兰 人の 者 共 は 走り 違つ. てつと 人リ、 

橘 七 五郎が むすと 組みつ き 奉る と、 よし 来たと 取って 引き寄せ、 押し倒される 所 を、 二人の 者 共が 

左右から 寄って、 脇の 下 を- 一刀 づっ剌 し 奉った ので、 心 は 勇猛であった けれども、 最早 かうな つて は 

仕方なく T 鎌 田 は 居ない か、 金 王 丸 はどうした。」 と 言って、 終に 空しくなられる。 金 王 丸が 走り^ 

つて、 乙 れを見 、「にくい 奴等 だ、 一 人も餘 すまい。」 と 言って、 三 入ながら 湯殿の 口に 斬り 伏せた。 

鎌 田兵衞 は、 忠 致に 向 ひて 酒を飮 みける が、 此の 由 を 聞きて つい 立つ 所 を、 酌 取りけ 

る 男、 刀を拔 きて 飛び 懸 る。 政 家 取りて 引き寄せ、 其の 刀 を 以て 二 刀 さす 所 を、 後より 


Hi も ひ 首 を 打ちて 落す。 鎌 田 も 今年 三十 八、 頭ぎ と 同年に て 失せに け， ，。 玄 光法^ 

は、 頭 ^ まれ s?f て、 是れ § 田が 15 ど あるらん、 先 g ま 討たん 

とて、 薙刀 持ちて 走， o 廻りけ るが、 鎌 田 もはや 討 たれぬ と 聞きて、 さらば 長 田め を 付た 

ば やとて、 金 王 丸と 二人、 面 も 振らず 切って 迥 .0、  ^がの 敵 斬り 伏せて、 IE の 口まで 

攻め入り けれども、 美 濃 尾 張の 習、 用心 きびしき 故に、 帳臺の 構した かここ^ へへ 2  a 

ば、 力なく 長 田 父子 をば 討ち 得ず して、 g に 走り 入り、 馬 引き出し 打乘 も/ \ 、「留めん 

と 思？ 留め りと 呼び けれども、 遠矢 少々 射 懸けた るば なにて、 近附く 者な かりし 

かば， 玄光 は鷲巢 に留， CZ 金 王 は 都へ 上， CS けみ。 

〔もと 首】 首の 胴に 接する 所。 〔靈〕 家 S にあって 土で 厚く ぬり 固め、 あかりとりが つけて ある。 

塵 又は 物 を 納めて 置く 所に J  。〔したたかに〕 しつず と 丈夫に。 【遠矢】 遠方から 射る 矢。 

鎌 田 兵 衞は忠 致と 向 ひ 合って 酒 を 飲んで ゐ たが、 この 事 を 聞いて つと 立ち上る 所 を、 酌 を 

して ゐた 男が 刀を拔 いて 飛び 懸る。 政 家 は 捕へ て 引き寄せ、 其の 刀 を 取って 二 刀 さす 所 を、 後から 

景致 が もと 首 を 打ち落す。 S も 今年？ 八 歳で、 頭 殴と 同年で 死んだ。 玄光 法師 は 霞が お 討た 

れ になった と 聞いて、 是は鎌 田が しわざで あらう。 先 づ政家 を 討ち取ら うと 言って、 薙刀 を 持って 
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走り 廻った が、 鎌 田 もはや 討 たれた と 問いて、 それなら 長 田め を 討た うと 言って、 金 王 丸と 二人で 

面 も 振らす 切って 廻り、 數 多の 敵 を 斬り 伏せて、 塗 籠の 口まで 攻め入った けれども、 美 濃 尾 張の 習 

慣 として、 塗 籠 は 十分に 注意して E 固に 造る 風 だから、 帳臺の 構造が しっかりと 丈夫に 持へ てあつ 

たので、 仕方なく 長 田 父子 を： JS ち 取る 事が 出来ないで、 厩に 走り 入り、 馬 を 引き出して 飛び 乘り飛 

び乘り T 討ち取ら うと 思 ふなら 討ち取れ。」 と 呼んだ けれども、 遠矢 を 少し 射 懸けた ばかりで、 近附 

く 者がなかった から、 玄光は 鷲 巢に留 り、 金 王 は 都へ 上った。 

鎌 田が 妻女 是を 聞き、 討 たれし 所に 尋ね 行き 「我 は 女の 身 なれ ども、 全く 二心 は 無き 

もの を、 如何に 恨し く 思 ひ 給 ふらん。 親子の 中と 申せ ども、 我 もさ 乙 そ 思 ひ 侍れ。 飽か 

ぬ 中には 今日 旣に 別れぬ。 情なき 親に 添 ふなら ば、 又も 薆き目 や 見ん ずらん。 同じ 道に 

俱し 給へ」 とてし ばらく は 泣き わたりけ るが、 夫の 刀 を拔く 儘に、 心 元に 差當 て、 俯伏 

しければ、 貫かれて ど 失せに ける。 忠次左 馬頭 を 討ち 奉る こと は 喜 なれ ども、 最愛の 娘 

を 殺し、 歎に こそ 沈み けれ。 

景致、 頭 殿の 御 首、 並に 鎌 S が 首 を 取り、 死骸 共 をば 一 つ 穴に 堀埋 む。 如何に 勳功を 

望めば とて、 相 傳の主 を 討ち、 現在の 婿 を 害しけ る忠 致が 所存 をば、 惡 まぬ 者 もなから 


〔我 もさ こそ 思 ひ 待れ J 私 も 親ながら 父 忠致を 怨めしく 思 ひます 。【あかぬ 中には〕 永年 連れ添うて、 

飽き もせぬ 親しい 中の 夫 。【同じ 道】 同じ 冥途の 道。 

鎌 田が 妻 はこれ を 聞いて、 夫の 討 たれた 所に 尋ねて 行って、 「私 は 女です けれども、 全く R 

心 は 持って ゐ ません のに、 どんなに か 恨めしく 思 はれる ので ありませ う。 親子の 中と 申しまして 

も、 私 も 父 忠致を 怨めしく 思 ひます。 永年 連れ添うて、 飽き もせぬ 親しい 中の 夫に は 今日. 旣に別 I 

ました。 無情な 親に 添うて ゐ たなら は、 又つ らい 目に 逢 ふので ありませ う。 同じ 冥途の 道 こつれて 

行って 下さい。」 と 言って、 暫く 泣いて ゐ たが、 夫の 刀を拔 くや 5 や、 むなさき にさし 當 てて、 うつ 

ぶし 様に 倒れた ので、 刀に 貫かれて 死んで しまった。 忠致は 左 馬頭 を 討ち 奉った 事 は 喜ばしい 事で 

ある けれども、 最愛の 女 を 殺して しまって、 非常に 歎いた。 景致は 頭 殿の 御 首と 鎌 田の 首 を 取つ 

. て、 死骸 ども は 一 つの 穴に 掘り 埋めた。 いかに 勳功を 望む と 言っても、 代々 仕へ たる 主人 を 討ち、 

尙 現在の 顰を 殺した 忠 致の 考を 憎まない 者はなかった。 

しょ 安祿 山が 主君 玄宗を 傾け、 養母 楊 貴妃を 殺し、 天下 を 奪 ひとりし かど も、 其の 子お け1 

緒に 殺され、 安 慶緖は 又 父 を 殺した るに 依らて、 史思 明に 殺さ 1 て、. 程なく 祿. U ^ょ铯 

義 朝野 間 下向 幷忠致 心 替の事  二-,^ 
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えぬ。 忠致も 行末 如何 あらんと、 人 皆 申し 侍りき。 譜代の 家人なる 上、 鎌 田 兵 衞も聱 な 

れば、 義 朝の 賴み給 ふ もこと わりな り。 情な かりし 所存 かな。 知らぬ は 人の 心； なう。 さ 

れば白 氏 文集に、 「天 を も 度り つべ く、 地 を も はか 6 つべ し、 只 人の み 防ぐべからず。 海 

底の 魚 も、 天上のお も、 K けれども 射つべし、 深 けれども 釣りつべし。 獨り 人の 心の 相 

しせき  •  ゑ 5 

向へ る 時、 咫尺の 間 も はかる 事 能 はず。 陰陽 神變皆 度ら つべ し、 人間 の^は 是れ 怒な り 

と い ふ rJ と を I とかく も、 今 乙 そ 思 ひ しられ たれ。 

gpq 【咫尺】 咫は. 八寸。 尺度の 短い 事。 又 接近す る ことに もい ふ。 【陰陽】 天地 間の 萬 物 を 造り 出す ニ樣の 

氣で、 互に 相反す る 性德を 有する もの。 【祌 變】 人智で 測り 知る 事の 出来ない 變化 。【人間 の^は 是怒 なり】 額に 

は 笑って ゐ るが、 心中に は 怒って ゐる。 

安祿 山が 主君 玄宗 皇帝 を 傾け、 養母 楊 貴妃を 狡し、 天下 を 奪 ひ 取った けれども、 其の 子の 

安 慶緖に 殺され、 安 慶緒は 又 父 を 殺した 爲に、 史思 明に 殺されて、 問 もな く安祿 山の 跡 は 絶えた。 

それ だから 忠致 も將來 どうなる だら うと 人々 は 言った。 代々 の家來 である 上に、 錄田兵 衞も聱 であ 

るから、 蕤 朝が 賴 まれた も 道理で ある。 それ だのに 討ち 奉る と は、 情ない 考 であるよ。 わからない 

物 は 人の 心で ある。 故に 白 S 文集に、 「天 も 度る 事が 出来る し、 地 も はかる 事が 出來 るが、 只 人の 心 


の 變る事 は 防ぐ ことが ffi 來 ない。 海底の 魚 も、 深い 所に 居る けれども 釣る 事が 出來 るし、 天上の 鼻 

も、 高く 飛んで ゐる けれども 射る 事が 出来る。 唯 人の 心 は 相 向って 居る 時 非常に 接近して ゐても 測 

り 知る 事 は 出来ない。 陰陽 や 神 變も皆 度り 知る 事が 出來 るが、 人間に 於て は 笑って ゐ るが 心に は 怒： 

つて ゐ ると いふ 事 は 測り 知る 事が 出来ない、」 と 書いて あるの も、 今 こそ 思 ひ 知る 事が 出来た。 

' 賴朝靑 墓に 下 著の 事 

さる 程に、 兵衞 佐の 有樣 こそいた はしけれ。 十二月 二十 八日の 夜、 父に も 兄に も 追 JS 

後れて、 雪の 中に 只 一人 さまよ ひ 給 ひける が、 小關の 方へ 行き もせで、 小 平と いふ 山寺- 

ふもと  あけぼの 

の 麓の 里へ 迷 ひ 出で 給 ふ。 曙の 乙と なる に、 と ある 小屋に 立ち寄ら 給へば、 男の 聲 とし 

なち うど  こも  いか 

て、 「あはれ 此の 山に も 落人な どや 籠る らん、 此の 雪に は爭 でか 働き 給 ふべき。 一人な，？ 

とも 召 捕 もて、 六 波羅へ 進ら せたら ば、 勸 賞に 預らぬ 事 はよ も あら じ J といへば、 爱. に 

あ， 9 ては惡 しかみ なんと 思 ひ 給 ひて、 足に 任せて ぬけ 給 ふ。 淺 井の 北部に やすら ひ 給 ひ 

ける を、 老尼見 つげ 奉 ft/ 家に 具して 行きければ、 老夫 同じく いた はも 進ら せて、 正月 

中 は隱し 置き 侍 もけ，^。 

賴朝靑 墓に 下 著の 事  メ ニニ 1 
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〔小 平】 未詳。 〔淺井 の 北 郡】 淺井都 の 北方。 - 

さても 兵 衞佐賴 朝 Q 有様 は氣の 毒であった。 十 一 一月 廿 八日の 夜 父に も 兄に も 追 ひつく 事が 

出来す 後れて しまって、 雪の 中に 只 一 人 さまようて 居られた が、 小關の 方へ は 行かないで、 小 平と 

いふ 山寺の 麓に ある 里へ 迷 ひ 出られる。 曙の 事で あるが、 ある 小屋に 立ち寄られ ると、 男の 聲 であ 

つて T ああ 此の 山に も 落人が 籠って 居る かも 知れない、 此の 雪で はとても 活動 は 出来まい。 一 人で 

も 捕へ て、 六 波羅へ 進ら せたならば、 御 褒美に 預ら ない 事 はよ もや あるまい。」 とい ふので、 ここに 

居て はよ く あるまい と 思 はれて、 足に 任せて 逃げられる。 淺 井の 北 郡に 休憇 せられて ゐ たの を、 老 

年の 尼が 見つけて、 自宅へ 連れて行 つたので、 老夫も 同じく ねんごろ にお 世話 をして、 正月 中は隱 

して 置いた。 

漸く 雪. も 消えし かば、 又 足に 信せ て 出で 給へ るが、 始の小 平の あたら を 通， cs 給 ひける. 

力、 人目 をク、 む 身な， ON しかば、 道に も あらぬ 谷 河に 附 きて たどり 給ふ處 に、 或 鵜 飼 見 逢. 

ひ 奉 6/  ひの^: に 情 あ も て、 一 人目 を 忍ぶ 御 事に こそお はせ、 あ， のま、 に^: せ睽 へ。 

いづく へ も 御 志の 所へ、 送ら 著け 進ら せん」 と 申しければ、 あ り のま v に 語 り て、 「 靑慕 

へ 行かば やと^ そ 思へ」 と宣 へば、 「さて は、 此の 御 姿に て は 叶 ひ 雛く 候」 とて、 女の 杉 


に 出で立た せ 奉 ft/ 持ち 給へ る 太刀 をば、 菅に 包みて 我 持ちて、 男の 女 を 具した る體お 

て、 靑 墓へ こ そ 下り けれ。 大 炊が 許へ 行き 給 ひ、 「賴 朝なら」 と宣 へば、 延壽斜 ならず 悅 

びて、 夜叉 御前の 御 方に 入れ 進ら せて、 檨々 にもて なし 奉り けれども、 柬國へ 御 下ら あ. 

るべ しとて、 急ぎ 出で 給 ふが、 髭 切 をば 大 炊に 預け 置きて 下り 給 ふ。 

【菅】 莎草 科、 かさす げ屬 草本の 總稱。 葉 は槪ね 細長で 尖り、 並行 脈 を 有し、 花 は槪單 性、 穗狀 花序- 

に 排列す る  。〔男の 女 を 具した る體】  男が 妻女 を 連れた 風。 

やっと 雪 も 消えた ので、 又 足の 進む ままに 出て 行かれた が、 始の小 平の 邊を 通られた 時、 

人目 を はばかる 身であった から、 道で もない 谷 河に 沿うて さ迷 ひ 歩かれて ゐ ると、 或 鵜 飼が お出 逢 

ひ 申し、 意外に 情の ある 男で、 「人目 を 忍んで いらっしゃいませう。 ありのままに お話し 下さい ま 

せ。 何 所へ でもお 望みの 所へ、 お送り 著け 申し ませう。」 と 申した ので、 ありのままに 語って T 靑墓 

へ 行きたい と 思 ふ。」 と 言 はれる と、 「それで はこの 御 姿で は出來 にくう 御座います。」 と 言って、 女の 

姿に 作り立て 奉り、 持って 居られた 太刀 をば、 菅に 包んで 自分が 持ち、 男が 窭女を 連れた 風で、 靑. 

墓へ 下って 行った。 大 炊の 許へ 行かれて T 賴 朝です。」 と 言 はれる と、 延壽は 非常に 悅ん で、 夜叉 御 

前の 御宅へ お留め 申し、 いろくお もてなし をした けれども、 束 國へ御 下りに ならねば ならない と、 

賴朝靑 墓に 下 著の 事  ニニ 三 
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苜 つて、 急いで 出られた が、 髭 切 をば 大 炊に 預けて 置いて 下られた。 

金 王 丸 尾 張より 馳せ 上る 事 

け しきつな 

氣色 紫ぎ 難く して、 喜ぶ にも 易く 移， 歎く にも 又 留まら ざれば、 あさまし かりし 年 

も 暮れ、 平 治 二 年 はなみに けみ。 正月 一 日 新 玉の 年 立ち返 もたれ ども、 內 裏に は 元 ル 元 

三の 儀式 事宜し からず、 天慶の 例と て 朝拜も 止めら る。 院も仁 和 寺に 渡らせ 給へば、 拜 

禮 もなか. Cs けみ。 斯か. Cs し處 に、 正月 五日い まだ 朝の 事なる に、 左 馬頭の 童 金 王 丸、 常 

磐が 許. に來 みて、 馬より 飛んで 下み、 暫 しが 程 は淚に 沈み、 良 あ， cs て、 「此の 三日の 曉、 

尾 張の 國野 間と 申す 所に て、 長 田 四 郞が爲 に 討 力れ させ 給 ひ 候 ひぬ」 と 申せば、 聞き も 

あへ ず、 常 磐 を 始めて 幼き 人々、 聲々 に 悲み給 ふど哀 なる。 其の後 道す がらの 事 ども 委 

しく 語み 申し V にど、 朝 長の 失せ 給 ひ、 森 六 郞の討 たれ 給 ふ を も 聞き 給 ひける。 陸奧六 

郞義隆 は、 相 摸の 森 を 知行せられ ければ、 森の 冠者と も 申しけ， cs。 

〔氣色 繋ぎ 難く して】 四季の 廻り は 留め 難くて、 卽 光陰の 鸫過は 速 かなので。 氣色は 四季の 氣 色の 

意-" 【新 玉の】 年の 枕 言。 【元三】 年、 月、 時 三つの はじめの 意で、 元日の 事 をい ふが、 又 元日と 並べて 一 ニケ 日の 


事 を もい ふ。 ここ は 後者の 意。 〔天 慶】 朱 雀： 大皇 の年號 で、 承 平 六年將 門が 反して、 天慶 三年 誅に伏 し た 。【朝 

拜】 朝賀に 同じく、 天皇が 大極殿に 出御 ましまして、 群臣の 賀を 受けさせられる 儀式。 〔院〕 後白河 院。 【s ；體】 

上皇、 女院等 の 御所に 參賀 する こと。 

光陰の 經過は 速 かなもので、 喜んでも 忽に 移り、 歎いても 又留ら ない ものであるから、 い 

やらし かった 年 も 暮れて、 平 治 二 年に なった。 正月 一日に 新 玉の 苹 は 立ち返った けれども、 禁中に 

. 於て は 元日 三ケ 日の 儀式 も出來 ない。 天慶の 例に 從 つてと 言って、 朝拜 もお めら れる。 後白河 院も 

, 仁 和 寺に 居らせられ たので、， 拜禮 もなかった。 かかる 場合に、 正月 五日の まだ 朝の 中の 事 だが、 左. 

, 馬頭の 童 金 王 丸が 常 磐の 許へ 來て、 馬から 飛んで 下り、 暫くの 間 は淚に 沈んで ゐ たが、 少し 立つ 

て T 此の 三日の 曉に、 御主 君に は 尾 張國野 間と 申す 所で、 長 田 四 郞の爲 にお 討 たれ 遊ばされ まし. 

た ％.と 言. ふと、 聞き も 終らす、 常 磐 を 始めと して 幼い 人々 に 至る まで、 聲々 に 悲しまれ たの は哀な 

ことで ある。 其の後 途中の 事 ど を も 委しく お話しし たので、 朝 長の 死なれ、 森六郞 がお 討 たれに な 

つた 事 も 聞かれた。 陸 奥 六 郞義隆 は 相 校の 森 を 領有して 居られた ので、 森の 冠者と も 言った。 

常 盤 かやう の 事 ども を 聞きて、 「さ ぼかみ の 軍の 中よ らも、 汝を 以て 幼き 者 ども の 事、 

を、 心苦しげ に 仰せられ しに、 旣に 空しくな ^給； 3 ぬ。 それにつ けても、 あの 君 § をば 

如何すべき」 とて、 伏し 沈みければ、 金 王 も 泣く/ \ 申しけ る は 、「わら はも 御供 仕 fcv 
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て、 如 if にもなる ベく 候 ひし かど も、 道す がら も 君達の 御 事の み、 心苦しき 御 まに 仰せ. 

候 ひし かば、 かや ラの事 も 誰か は 知らせ 進ら すべきと 存じて、 かひな き 命 生きて 參り侍 

るな 60 御子 息 達 も 皆 散々 になり 給 ひぬ。 縑 倉の 御曹司 も 兵 衞佐殿 も、 定めて 敵に こそ 

囚 はれ 給 ふらめ。 幼き は猶 憑み なし。 然れば 御 菩提 をば、 誰か は 弔 ひ 進ら すべき なれ 

ば、 年來の 御な じみに、 某なら とも 僧 法師に も 罷りな り、 なき 御 跡 を 弔 ひ 奉らん.」 と 

て、 纏て 走 も 出で ける が、 或 寺に 入らて 出家し、 諸國 七道 修行して、 義 朝の 後世 を 弔 ひ 

申しけ る こそ あらが たけれ。 

Bja 【君達】 貴族の 子供 をい ふ。 【縑 倉の 御曹司】 義平 のこと。 【幼き は猶 憑み なし】 幼い 方 はこの さき どう 

なる か羝 に出來 ない。 【御 菩提 をば 云々】 捶樂性 生が 出来る やうに 誰もお 弔 ひ 申す 人 もあります ま い。 【七道】 東 

海、 柬山、 北陸、 山陰、 山陽、 南海、 西 海の 七道 をい ふ。 【修行】 佛 道の 行 を 修める こと。 【後世 を 弔 ひ】 來 世に. 

於て 安樂が 出来る やうに 弔 ふ。 

常 ^はこの やうな 事 ども を 聞いて 、「それ 程 苦しい 軍の 中から、 お前 を 遣 はして 幼い 者 ども 

の 事 を、 心苦しげ に 仰せられ たのに、 旣に 死なれて しまった。 それにつ けても、 あの 子供達 をば ど 

うしたら よいの だら う。」 と 一 百って、 伏して 嘆かれた ので、 金 王 も 泣く く 言った のに は 、「私 もお 供 

をして、 どうにかなる 蒈 でありました けれども、 道中で もお 子樣 達の 事ば かり は、 御 心配で ならな. 


いとい ふ 事 を 仰せられました から、 この やうな 事 も 誰 一 人お 知らせ 申し上げる 者 も あるまい と^ひ 

まして、 つまらん 命 を 生きながら へて 參 上した のであります。 御子 樣達も 皆 散々 に なられました。 

鎌 倉の 御曹司 も 兵 衞佐殿 も、 きっと 敵に 囚 へられた ので ありませ う。 幼い 方 はこの 先 どうなる か輯 

になり ません。 さすれば 極樂 往生の 出來る やうに 誰もお 弔 ひ 申す 人 もあります まいから、 年来の 御 

なじみに よって、 私で も 僧に なって なき 御 跡のお 弔 ひ を 致し ませう。」 と 言って、 直に 定り 出た が、 

. 或 寺に 人って 儈 になり、 諸國 七道 を 修行して、 義 朝が 来世に 於て 安樂 を 得る やうに 吊った の は 奇特 

な ことで ある。 

長 田 義朝を 殺し 六 波羅に 馳せ參 る事附 義 朝が 

• 首 を 梟く る 事 

さる 程に 同じき 六日、 一 院仁和 寺 殿より 出で させ あはし ましたれ ども、 三 條殿は 去年 

燒 けぬ、 御所に なるべき 所 もなければ、 八 條堀河 皇后 宮大 夫顯長 卿の 宿所 を 御所に なし 

て 入らせ 給 ふ。 翌日 尾 張の 國の 住人 長 田 四郞忠 致、 子息 先生 景致 上洛し、 前 左 馬頭 義朝. 

幷に鎌 田 兵 部 政 家が 首 を持參 して、 不次の 賞 を 蒙るべき 由 望み 申しけ り。 是れは 昔の 平， 

長 田 義朝を 殺し 六 波 羅に馳 せ參る 事附義 朝が 首 を 梟く る 事  二.  二 七 
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大夫 致賴が 末葉、 賀茂 次郞行 房が 孫、 平 三郞宗 房が 子孫な り。 義朝 重代の 家人と して 鎌 

田 兵 部が 舅な も。 然れば 平大夫 判官 兼行、 ニ條京 極の 千 手 堂に 行き 向 ひて、 二の 首 を 請 

け 取りて 卽 ち赏檢 せらる。 今日は 重 日と て 渡されず。 同じき 九日 平大 夫^ 行、 總 判官 信 

房， 靑侍義 守、 忠目範 守、 善府生 朝忠、 淸 府生季 道、 此等を 始めて、 檢 非違 使 八 人 行き 

向； 3 て、 西 洞院を 上りに わたし、 左の 獄門の 樗の 木に ど 梟け たりけ る。 如何なる 者 かし 

たり けん、 左 馬頭 元は 下野 守たり しかば、 一首の 歌を誊 きつけた 6S。 

下野 はきの かみに こそな りに けれよ しと も 見え ぬ あげ づか さかな 

或 者 此の 落 書 を 見て 申しけ る は、 「昔將 門が 首 を 獄門に 梟 けられたり ける を、 藤 六 左 近 

と いふ 數奇の 者が 見て、 •  - 

將門は 米 かみより ど 切られけ るた はら 藤 太が はかりごと にて 

と 詠みたり ければ、 しいと 笑 ひけるな り。 

1 院】 上皇が 钩 二人の 時 は 1 院新院 など 申し上げる けれども、 此の 時 は 後白河 上皇が お 1 人で あ 令 

から、 j の 字 は 不用で ある。 【不次の 賞】 特別， の 賞。 【末葉】 後裔。 【重 日〕 己 亥の 日。 陰隔 道で wr 事 をす る 事 を 

忌み 避ける 日。 【靑 侍】 官位の 低い 侍 をい ふ 。〔善 麻 生】 府生は 街莳及 検非違使の 下役 をい ふ。 善 は 三 善 氏。 【淸 莳 


生】 淸は淸 原 氏。 〔左の 獄門】 左 京に ある 獄舍の 門" 【樗】 俗に せん^んと いふ。 喬木で 葉は槐 に似て 長く、 初夏 

長い 穗を 出して 淡 紫の 花 を 簇生す る。 【下野 はきの かみに こそ 云々】 下野 守 は紀伊 守に なった ので あるが、 よい 

き 位に 上った とも 思 はれない の 意と 義朝は 首 を 木の 上に かけられて 居る 意と を 兼ねて いって ある。 きの 上 は 木 

. の 上と 紀伊 守と を 兼ね、 よしとも は 好し ともと 義 朝と を かねて ゐる。 ^ 書〕 嘲弄 又は 諷刺の 意 を 合め た 匿名の . 

文。 【數 寄の 者】 風流 文 雉の 道 を 嗜む者 をい ひ、 特に 和 欲 又は 茶道な どに 心 を 寄せる 者 をい ふ。 【將門 は 米 かみよ 

3 ぞ 切られけ る 云々】 將門は 新米の 事から 見知られて ゐて、 秀鄕の 謀に 陷り、 こめかみの 處 から 斬られた の 意 

である。 こめかみ は 耳の 上で 物 を かめば 動く 所で あるが、 これで 新米の 事 を あら はし、 米の 緣 からた はらと 言 

つたので ある 。【しいと 笑 ひけり】 苦笑した。 

さても 同 六日に 後白^ 法皇 は 仁 和 寺の 御殿から お出 ましに なった けれども、 三 條殿は 去年 

燒 けて しまったし、 御所に なるべき 所 もない から、 八條堀 河の 皇后 宫大 夫顯長 卿の 宿所 を 御所に し 

て 入らせられる。 翌日 尾 張の 國の 住人 長 田 四郞忠 致と 子息の 先生 景致 とが 上京し、 前 左 馬頭 義朝並 

に 鎌 田 兵衞政 家の 首 を 持って来て、 特別の 賞 を 受けたい とい ふ 事を^んだ。 是れは 昔の 平大 夫致賴 

の 後裔、 賀茂 次郞行 房の 孫、 平 三郞宗 房の 子孫で ある。 義 朝に 代 * 仕へ た 家来であって、 鎌 田兵衞 

の 舅で ある。 故に 平大夫 判官 兼行が ニ條京 極の 千 手 堂に 行って、 二つの 首 を 受け取.. つて 直ちに 實撿 

をせられ る。 今日は 己 亥の 日 だとい ふので 街 を 引き 廻す 事 をせられ ない。 同 九日 平大夫 兼行、 總判 

食 信 房、 靑 侍の 義守、 忠目範 守、 善府生 朝忠、 淸 府生季 道、 此等を 始めと して、 檢非逮 使 八 人が 向 

長 田義翊 を^し 六 波 緝に馳 せ參る 事附義 朝が 首 を 梟く る 事  ニニ 九 
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つて 行って、 西 洞院を 上に 引き 廻し、 左 京に ある 獄舍の 門の 樗の 木に さらした。 どうした 者が した 

の だら う。 左 馬頭 は 元 下野 守であった から、 一首の 歌 を 書きつ けた。 

下野 はきの かみに こそな りに けれ よしとも 見えぬ あげ づか さかな。 

或 人が この 落 書 を 見て II！ 一口った のに は、 r 昔將 門が 首 を 獄門に 梟 けられた の を、 藤 六 左 近と いふ 虱 流人 

が 見て、 

將門 は.、： 八-かみより ぞ 切られけ るた はら 藤 太が はかりごと にて 

と 詠む と、 苦笑した ので ある。 - 

將門は 桓武の 御子、 葛 原 親王よ， CS 五代、 上 總介高 望の 孫、 良將が 子な， CNO 朱 雀 院の御 

宇 承 平 五 年 二月に 謀反 を 起し、 伯父. 常 陸大 椽國香 を 討ちて よ. 東 國を從 へ、 下 總の國 

相 馬 郡に 都 を 建て、 平 親王と 自ら 稱せ しが、 六 年に 當 もて、 天慶 三年 二月 藤 原 秀鄕に 討 

たれし 首、 四月の 末に 京 著し、 五月 三日に 笑 ひし どかし。 義朝 も名將 なれば、 此の 首 も 

笑 ひやせん。 秀鄕國 香が 子、 貞盛 と^に 向 ひて 攻めし かど も、 城 堅く して 落ち 難 か， o け 

れば、 秀鄉身 を やつして ねら ひける が、 將門 容貌 相似た る 兵 七 人 伴 ひて、 更に 主 從の儀 

なき 間、 都て 辨へ難 か 6 しに、 或 時秀鄉 新米 を 出したり ける 時、 將門を 見知 もて、 終に 


之 を 討つ とい へみ。 依らて かく 詠む なるべし。 

fflss 【高 望】 桓武： 人皇の 曾孫で、 平氏の 姓 を 賜って 民 II に 降り、 上總 介と なって 氏 孫 は 東國に 蔓延した， 

【大 椽】 國で 守、 介に 次ぐ. ^で、 大國に 限り 置かれた。 椽に 大少各 一 人づっ ある。 【やつし】 賤 しく か へ る。 〔^從 

の 儀】 君たり 臣 たる 舉動。 【辨へ 難 かりし に】 わからなかった が "【新米】 新 貢 米。 

將門 は桓武 天皇の 御子、 葛 原 親王より 五代、 上 總介高 望の 孫、 平 良將の 子で ある。 朱 雀 H< 

皇の 御代 承 平 五 年 二月に 謀反 を 起して、 伯父の 常 陸大 橡平國 香 を 討って から、 東 國を從 へ、 下總の 

國相馬 郡に 都 を 建て、 平 親王と 自ら 1 百って ゐ たが、 それから 六 年 目に 當る 天慶 三年 二月 藤 原 秀鄕に 

討 たれた 首が 四月の 末に 京都に 到 著して、 五月 三日に 笑った ので ある。 義朝 も名將 だから、 此の 首 

も 笑 ふだら う。 秀 鄕は國 香の 子貞 盛と ー緖に 向って 攻めた けれども、 城が 堅固で 落す 事が むづ かし 

かった から、 秀鄕は 姿を賤 しく かへ て ねらって ゐ たが、 は 額が よく 似た 兵 を 七 人 つれて ゐて、 

少しも 君と 臣 との 違の ある 擧動 をし ないから、 全く わからなかった が、 或 時 秀鄕が 新 貢 米 を 差し出 

した 時、 將門を 見知って ねて、 終に 之 を 討った とい ふこと である。 それで この やうに 詠んだ ので あ 

らう。 

同じき 十日 改元あって 永 曆と云 ふ。 rJ の 兵歡に 依ってな り。 去年 四月に 保 元 を 改めて 

長 田 義朝を 殺し 六 波 羅に馳 せ參る 事附義 朝が 首 を 梟く る 事  一一. 三 一 
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卒 治に 定 6 し。 平氏 繁昌して 天下 を 治むべき 年號 かと 申しし が、 果して 源氏 滅びて 平家 

世 を 取れり。 をの 時太宮 左大臣 伊通 公 は、 この 年號 甘心 せられず。 「平 治と は 山 もな く 河 

もな くして 平地な り 。高卑 なからん か」 と 笑 ひた まひし が、 終に 皇居 は 武士の 住家と 成り、 

主上 は 凡人の 亭に 宿らせ 給 ひける 乙 そ 不思議 なれ。 人の 口 程 恐し かみけ る 乙 と はなし。 

^ps 【改元】 年 號が改 ある。 【この 兵 観に 依ってな り】 昔 は 兵亂、 夭 災 などお あ. ると 直に 年號を 改めた" 【甘 

心】 心に 納得す る こと。 【凡人の 亭】 通常 人の 家。 

1H 同 十日に 年 號が改 つて 永曆 いふ。 此の 兵亂 があった が爲 である。 去年 四月に 保 元 を 改めて 

平 治と 定まった。 「平氏が 繁昌して、 天下 を 治める 事が 出来る 年號 か。」 と 一一 目った が、 栗して 源氏 は滅 

びて 平家が 天下 を 取った ので ある。 丼の 時大宫 左大臣 伊通 公 は、 此の 年 號に對 し 心に 納得す る 事が 

出来ないで、 「平 治と は 山 もな く 河 もなくて、 平地の 意で ある。 高い 卑しい の 別が なくなる だら う 

か。 しと 笑 はれた が、 終に 皇^ は 武士の 住家と なり、 主上 は 通常 人の 家に 宿らせられる やうに なった 

の は 不思議な ことで ある。 人 口 ほど 怖し い 事 はない • 

忠致尾 州に 逃れ 下る 事 


，さる 程に、 永 膀 元年 正月 二十 三日 除 目 斤 はれて、 長 田 四 郞忠致 は查岐 守に な 6/ 先生 

,禁 致 は兵衞 尉に なされけ る を、 父子 共に 嫌 ひ 申す。 「義 朝政 家 は 昔の 將門純 友に も 劣らぬ 

勇士な.^ 就中 柬國 に下荖 し 給 ひなば、 古り 貞任宗 任、 十二 年 支へ たりし より は、 

き 從ふ兵 多 かるべし 。然 らば ゆ、 しき 御大 事なる べき を、 事故な く誅 しと^め し は、 拔 

群の 戰功 なみ。 共の 上 彼の 人々 を 討ちて 進ら せん 者 A &、 不次の 賞 行 はるべし と rJ そ 仰 

せ 下されし か。 せめて は 彼が. 所帶 なれば、 播磨 の國を も 賜 はり、 左 馬頭に もな されん こ 

そ 面目なら め。 然らず ぱ本國 なれば、 美 濃 尾 張 を 賜 はりて こそ、 勸 賞と も存ぜ め」 と 中 

，  ノ  き  のこぎり  ひき 5an- 

せば、 筑後守 家 貝 「あはれ き やつ を、 二十の 指 を 二十日に 截り、 首 をば 鋸に て， 引 切に し 

さう でん  まさ  む こ 

候 はくや。 相傳の 主と 正しき 婿 を 殺して、 過分の 望 申す、 あまら 惡く覺 え 候。 後代の た 

めに 承り 沙汰し 候 はん」 と 申しければ、 淸盛 「誠に 彼が 所行 放逸な り。 我 も かく  そ 思 

へど も、 いまだ 朝敵の 餘黨 TP 多く、 義 朝が 子供 あるに、 今 彼 を 罪科せば、 自餘の 凶徒 を 

誰か 誅戮 せん。 依 もて 先づ 式の 如く 恩賞 を. S. し 行 ふなり。 それ を 不足に 存ず とも、 許 客 

なせ を」 と宣 ひけり。 重 盛 もに くまる k 由、 內々 間え ければ、 旣に誅 せらるべき など、 

歷聞 あみけ るに や、 面目 を 失 ふの みならず、 身體危 からし かば、 急ぎ 尾 張へ 处げ 下り：^ 

忠致 尾 州に 逃れ 下る 事  ニー 二三 
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Ayo 其の 朝、 宿に 狂歌 を 詠みて 捨てけ 5。 

落ち ゆけば 命ば から は いきの かみ みのを はらこ そ 聞か まほし けれ 

【ゆゆし】 程度の 甚だしい 意味で、 善惡 ともに いふ 。【事故な へ】 格别 大事に もなら ず。 【所 帶】 領 して 

ゐた 所。 【本國 なれば】 私 等の 本國 ですから。 【勸 賞と も存ぜ め】 動 功 相 常の 賞與 とも 思 ひませ う。 【後代の 爲に】 

後代 臣下た る 者の 見せしめの S に。 【承り 沙汰し， 候 はん】 仰 を 蒙って 相 當の罰 を 加 へ ませう。 〔放逸】 亂 暴で^ に 

背いて ゐる こと。 【式の 如く〕 法の 如く。 【許容な せ そ】 その 願 を 許すな。 【宿】 忠致 等の 京都の 宿所。 【落ち ゆかば 

命ば かり は 云々〕 逃げて 行ったなら 命ば かリは 助かる であらう が、 その S 後 はどうな るか 聞き 度い もので あ 

る。 いきの かみ は 生きと 瓷岐 守と を かね" みのを はり は 身の 終りと 美 潦尾張 を かけて ある。 

Bffl さて. 水曆 元年 正月 廿 三日に 任官 式が 行 はれて、 長 田 四 郞忠致 は壹岐 守に なり、 先生 景致は 

兵衞 尉に せられた の を、 父子 共に 嫌 ふ T 義朝ゃ 政 家 は 昔の 將門純 友に 劣らぬ 勇士です。 とりわけ 東 

國に 下り 著 かれたならば、 古の 貞任宗 任が 十二 年 支へ た 時よりも、 猶 以上に つき 從ふ 兵が 多く ある 

のでせ う。 さうな ると 非常に 大變な 事に なった のでせ うが、 格刖 大事に もなら す誅 してし まった の 

は、 比類のない 戰 功であります。 其の上に 彼の 人々 を 討ち取った 者に は、 特別の 賞を與 へる だら う 

と 仰せに なって ゐ ました。 せめて は 彼が 領 してね た 所です から、 播磨の 國をも 賜 はり.、 左 馬頭に で 

もして 下さらば 身の 名眷 であり ませう。 それが 出来なければ 私 等の 本國 です かち、 美 濃 尾 張 を 下さ 


いますなら、 勳功相 當の賞 與 とも 思 ひませ う。」 とい ふと、 筑後 守家貞 が、 「ああ あいつ を 二十の 指 を 

二十日に 截り、 首 を 鋸で 引 切に してやり 度く 思 ひます。 代々 の 主人と 眞の顰 を 殺して. おいて、 身分 

に 過ぎた 望 を. いふて ゐ るので す。 あまりに 憎らしく 思 はれます。 後代 臣下た る 者の 見せしめの 爲に 

仰 を 蒙って 相 當の罰 を 加へ ませう。」 と 言った ので、 淸盛 r 誠に 彼の 行は亂 暴で 道に 背いて ゐる。 自 

分 も その やうに 思 ふけれ ども、 まだ 朝敵の 殘 つて ゐる者 共 も 多く、 義 朝の 子供 も あるのに、 今 彼 を 

罰したならば、 他の 惡者 ども を 誰も 討ち 滅す 者が あるまい。 故に 先づ 法の 如く 恩賞 を與 へる ので あ 

る。 それ を 不足に 思っても、 その 願 を 許すな。」 と 言 はれた。 重 盛、 も 憎んで 居られる とい ふ 事が 內々 

聞え たから、 旣に 殺される だら うな ど ふ 噂が あつたの か、 名 譽を失 ふば かりで なく、 身の上 も危く 

なった ので、 い で 尾 張へ 逃げ 下った。 其の 朝 宿に 狂歌 を 詠んで 捨てて あった。 

落ち ゆけば 命ば かり はいきの かみ みのを はりこ そ 聞か まほ しれけ 

悪源太 誅 せらる、 事 

さる 程に 同じき 二十 五日、 縑 倉の 惡源 太、 近 江の 國石 山寺の 邊に 忍びて 居 給 ひける を 

籬波 三郞經 房が 郎等 生 捕り 奉 ftN て、 六 波羅へ 引いて 參る。 去ん ぬる 十八 日、 三條烏 丸な 

惡 源太誅 せらる  事  二三 五 
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さ 所に やつれお はしける を、 平家の 大勢 取り籠め けれども、 打ち破み て 落ちられ けるな 

60 其の 故 は惡源 太、 父の 敎に 任せて、 山道 を 攻め上らん とて、 飛驛 の！； に 下り 給 ふに 

^ の屬く 3 斜 ならず。 然るに 義 朝た 討れ 給 ひぬ と 聞え しかば、 皆心替 らして、 我が身 一 

人に なり ぬれば、 自^ を せんとし 給 ひしが、 徒に 死なん より は、 親の 敵の 淸盛 父子が 間 

一 人な うと も 討ちて、 無念 を 散 ぜんと 思 ひ 返し、 都に 上り 六 波羅に 臨みて 窺 ひ 給 ふ處に 

左お 頭の 郎等、 丹 波の, の 住人 志內 六郞景 澄と いふ 者に 行き 逢 ひ、 「如何に 汝日來 の 契約 

は」 と宣 へば、 「お でか 忘れ 奉り 候 ふべき。 さりながら 身 不肖に して、 見知る 人 もな けれ 

ば、 敵 を 計りて 命 をつ がんと^ じて、 知る 者に 附 きて、 纏て 平家の 被官 となり 侍み。 御 

目に 懸るど 幸 ひなる。 如何 S 召す」 とい ひければ、 卽ち景 澄 を 憑み て 彼 を 主と し、 義平 

下人に なみて、 物 を 持ちて 六 波羅に 入り、 歒 に近附 きて 窺 ひ 見られけ， 9。 

〔やつれお はしける 〕 みすば らし ぃ樣子 をして 居られた。 〔山道】 中 山道 T 日 来の 契約】 主從の 情誼 は 何時 

迄 も 變る寧 はない といった 日來の 契約。 【不^〕 愚かな こと。 【知る 者に 附 きて】 知ノに 周旋し でもら つて。 【被 官】 

大小 名に 属して、 其の 命 を 受ける 武士 をい ふ。 【如何 思 召す】 如何です、 敵 を 討つ お 思し召しはありません かの 意。 

_B その 中に 同 二十 五日、 錄 倉の 惡源 太が 近江阈 石山 寺の 邊に 隱れて 居られた の を、 雞 波三郞 


經 房の 家来が 生 捕って 六 波羅へ 引いて 來る。 去る 十八 日に 三條烏 丸と いふ 所で、 みすぼらしい 様子 

をして 居られた の を、 平家の ゆ 勢が 取り 圍ん だけれ ども、 打ち破って 落ちられた のであった。 其の 

故 は 惡源太 は 父の 敎に從 つて、 中 山 is! を 攻め上ら うとし y、 飛 驛の國 に 下られた が、 軍勢の つく 事 

は 非常な ものである。 ところが 篛朝 がお 討 たれに なった とい ふ 事が 聞え たから、 皆心替 りが して、 

自 分 一人 i なった ので、 自殺 をしょう と 思 はれた が、 無駄に 死ぬ るより は、 親の 敵の 淸盛 父子の 間 

に 一人で も 討ち取って、 無念 を 晴らさう と考へ 直し、 都に 上って 六 波羅に 行って 窺って ゐる 時に、 

左 馬頭の 家来 丹 波の 國の 住人 凉內 六郞景 澄と いふ 者に 行き 逢 ひ、 「お前 は H 來の 契約 はどう だ。」 と霄. 

はれる と 、「どうして 忘れる 事が ありませ う。 しかし 私 は 愚であって、 見知って ゐる人 もありません： 

から、 敵 を 討って 命 をつな がう と 思って、 知人に 周旋して もら ひまして、 直に 平家の 被宫 になり ま 

した。 お 目に かかった の は 幸であります。 どうです 敵 を 討つ ぉ考 へはありません か。」 と 言った ので 

そこで 景 ® をた のんで 彼 を 主人と し、 義平は 下郎に なって、 荷物 を 持って 六 波 維に 入り、 敵に 近附 

いて 窺って 居られた。 

' ' C  - .  げにん  いへ ぬし 

景 澄^に した V めしけ るに、 下人と 一所に あみて、 敢て 人に 見せ ざり しかば、 家主 心、 

しゃう じ す さ 

もとな くや 思 ひけん、 佝 となく 障子の 隙より 見 居 たれば、 景 澄が 膳 をば 下人に すゑ、 下 

人の 飯 をば 景澄食 W しかば、 あはれ 此の 人 は 源氏の 郞 等と 聞え しが、 疑 ひなき 惡源 太と 

惡 源太誅 せらる 上攀  二三 七 
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やらん を隱し 置きて、 六 波 羅を窺 ひ 申す に 乙 を。 餘 所より 閡 えて は惡 しかりなん とて、 

急ぎ 平家に 此の 申吿 げたり しかば、 取る 物 も 取り あへ ず、 十八 日 酉の 刻ば かりに、 難 波. 

次 郞經遠 、， 三百 餘騎 にて 押し寄せ、 四方 を 取ら 卷 きて、 f 縑 倉の 惡源 太のお はすが、 難 波 

； I ん K うし  ば さ 

次郞經 遠が § に參り 候」 と 呼ば はりければ、 御曹司 挎の そば を 高く 挾み、 石 切を拔 く. 

ま k に、 「源 義平爱 にあり、 よれ や 手柄の 程 を 見せん」 とて 走， 9 出で、 眞 前に 進みた る 兵 

いへ つ V さ 

四 五 人斬り 伏せて、 小屋の 軒に 手 を 打 懸け、 ひらりと 上み て、 家績 に何處 ともなく 失せ 

のた ま 

給へ るが、 石山の 邊に おはしけ るな り。 惡源太 六波羅 にて 宣 ひける は、 「我 敵に 窺 ひ 寄らん 

とて、 或 時 は 馬 を控 へて 門に た、 ずみ、 或 時 は 履 を 捧げて 緣に 至りて、 相 近づかん とせし 

が、 運 盡き ぬれば、 本 を 達せず して、 生きながら 囚 はる. 乂事 力なき 次第な み。 義平稃 の 

大事の 敵 を、 暫 しも 置く 事 然るべ からず、 速に 誅 せられよ」 とて、 其の後 は 物も宣 はず。 

〔したため】 食事。 【家主】 宿の 主人。 【心 もとな く〕 不審に。 【申す にこ そ】 下に あらめ の 語 を 略して あ 

る o〔 餘 所より 聞ぎ て は】 自分の 家に 居る のに 他の 家から 聞え て 行って はの 意。 【酉の 鬵】 午後 六 時 頃。 【袴の そ 

ば】 袴の 横の ar 【石 切〕 太刀の 名。 【拔 くま i に】 拔 くや 否や。 

1 景 澄が 常に 食事 をす るのに、 下郎と 一所に ゐ て- しひて 他人に 兒 せなかつ たから、 宿の、 王 


人が 不 * に-思つ たので あらう。 それとなく 障子の 隙から 見て ゐ ると、 景 澄の 膳 は 下部に 据ゑ、 下部 

の 釵を景 澄が 食った ので、 ああ 此の 人 は 源氏の 家來 だと 聞いて ゐ たが、 きっと 惡源 太と かいふ 者 を 

隱 して 置いて、 六 波羅を ねらって ゐ るの だら う。 他から M えて 行って は 身の 爲 によく & いだら うと 

思って、 急ぎ 平家に この 事を吿 げたので、 あわてふためいて 十八 日の 午後 六 時 頃に 難 波 次郞經 遠が 

三百 餘騎を 引きつれて 押し寄せ、 四方 を 取り 卷 いて、 「鎌 倉の 悪源太. がお いでになる が、 難 波次郞 

經 遠が 御 迎に參 りました。」 と 呼ば はった から、 義平は 袴の そば を 高く 挾み、 石 切の 太刀 を拔 くや 否 

や、 「源義 平 はこ こに 居る。 近寄って 來ぃ。 どれ 位 手柄 を あら はす か 見せて やらう。」 と 言って 走り出 

で、 眞 前に 進んだ 兵 四 五 人 を 斬り 伏せて、 小屋の 軒に 手 を かけ、 ひらりと 上って、 家傳 ひに 何處と 

もな く 逃げ失せられ たが、 石山の 邊に 居られた ので ある。 惡源 太が 六 波 維で 言 はれた のに は、 「我 は 

敵に 窺 ひ 近寄らう として、 或 時 は 馬を控 へて 門に 立ち、 或 時 は 履 を 捧げて 緣に 至り、 近寄らう とし- 

たが、  運が 畫 きたので、 本望 を 達せないで、 生ながら 捕 へられる 事 は 仕方のない 次第で ある。 義平 

程の 大事の 敵 を暫の 間で も 置く こと はよ くない。 速に お斬りなさい。」 とば かね、 其の後 は 一言 は 發- 

せられない。 

ぎて 難 あ 三郞に 仰せて、 六條 河原に 於て 誅 せられけ るに、 敷 皮の 上に なほり て、 些レ 

惡 源太誅 せらる 、事  二三 九 
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も膽 せず 申されけ る は、 「敵ながら も、 義平 程の 者 を、 白晝 河原に て 斬らる k 事 こそ！ ^な： 

れ。 去ん ぬる 保 元に、 多くの 源平の 兵共誅 せられし かど も、 晝は西 山 東 山の Mi ビて斬 

た な /\ 

A 適 河原に て 斬らる k を も、 d 夜に 入りて こそ 斬られけ る なれ。 弓矢 取る 身の 習 は、 今 

日 は 人の 上、 明日 は 身の上に て ある もの を、 平家の 奴 原 は、 上下 共に 都て 淸 なく、 勿 も 

ぐ まの まう で  ろじ 

知らぬ 者 共な り。 去年 熊 野詣の 時、 路 次に 馳せ 向；； 5 て 討たん とい ひし を、 すかし 寄せて 

一 度に 減さん と、 信賴 とい ふ不覺 人が い ひしに 附 きて、 今日 斯 かる 恥 を a る m そ 口 昔し け 

ゆ あ 3 ふじし ろ 

れ。 湯淺、 藤 代の 邊 にて、 取み 籠め て 討つ か、 安部 野の 方に 待ち受けて、 一人 も殘 さず 

討ち取る べかウ しもの を」 と宣 へば、 難 波三郞 r 是れは 何の 後 言 をい はせ 由し 侯 ふ ど j 

と 申せば、 惡源太 あざ 暌ひ、 「いしう いひた， CN。 實に 我が 爲 めに は 諍 はぬ 後 言 ど。 やれ 己 

は義 平が 首 打つ 程の 者 か。 晴の 所作 ど、 能く きれ。 惡 しく 斬るならば、 しゃ 頰 にぎ ひ附 

かんずる ど」 と宣 へば、 「を こ の 事 を 仰せら る k もの かな。 何で ふ 我 か 手に 懸け 奉らん 首 

の、 爭 でか 頰には 喫 ひ 附き給 はん」 と 申せば、 「誠に 只今 喫ひ附 かんずる にあらず、 終に 

は 必ず 雷と なりて、 蹴 殺さん ずる ど」 とて、 殊更 首 高らかに 差し 擧げ 給へば、 經房 太刀 • 

にら  ま I げ 

を拔き 後へ 廻れば 、「能く 斬れ」 とて 睨まれた る 眼 ざし、. 實に 凡人と は 見え ざり け. cs。 


【なほり て】 正座して。 【今日は 人の 上 云々】 今日は 人の 上に ある 事 も、 明日 は 我が身の 上に 廻って 來- 

る。 【すかし 寄せて〕 おびき 寄せて。 〔湯 淺〕 紀伊國 日 高 郡。 【藤 代】 紀， 伊^海 草 郡。 r 安部 野】 攝津國 束 成 郡 〔後^ 1: 

事の 過ぎ去った 後でい ふ 言。 【あざ 咲 ひ】 あざけり 笑 ふ。 【いしう いひたり】 よく 言った。 〔諍 はぬ 後 言 ぞ】 誠に 後 

言に 相違ない。 【啧の 所作 1 名譽の 仕事。 〔しゃ 頗】 しゃ は 罵る 詞 t を この 事】 馬鹿らしい 事。 【眼 ざし】 眼つ き。 

S やがて 雞波 三郞に 仰せつ けて、 六條 河原に 於て 斬られた が、 敷 皮の 上に 正座して、 少しも 

臆する 事な く 申された の は、 「敵で あっても 義平 程の 身分の 高い 者 を、 眞晝 に賀茂 河原で 斬られる と 

いふ 事 は殘念 至極な こと， である。 去る 保 元に 多くの 源平の 兵 共が 殺された けれども、 晝は西 山 東 山 

のへ， <ぴ で斬リ 、 適賀茂 河原で 斬られる 時に も、 夜に 入って 斬られた ので ある。 武士た る 者の なら 

はしと して、 今日は 人の 上に ある 事 も、 明日 は 我が身の 上に 廻って 來 るので あるのに、 平家の 奴等 

は 上下 共に 全く 無情で、 物事 を 知らない 者 共で ある。 去年 淸盛 等が 熊 野 參詣の 時、 途中まで 馳せ 

向って 討た うと 言った の を、 おびき 寄せて 一 度に 滅さ うと、 信賴 とい ふ不覺 者の 言った、 その 言に 

從 つたば かりに、 今日 こんな 恥 を 受ける やうに なった の は 口惜しい 事で ある。 湯淺、 藤 代の 邊で取 

り 圍んで 討つ か、 又は 安部 野の 方で 待ち受けて ゐて、 一人 も殘 さす 討ち取る 喾 であった もの を殘念 

至極 だ。」 と 言 はれる と、 難 波三郞 「これ はどうした 後 言 を 言 はれます か。」 といへば， 惡源 太が あざ- 

けり 笑って、 「よく 言った。  誠に 我が 爲に^ 後 言に^ 違ない。 さてお 前は義 平の 首 を 打つ 位の 身分の 

惡 源太誅 せらる、 事  二 四 1 


ヰ 治 物 詰新釋  一一 四 1】 

者 か。 それ 程で は あるまい。 名譽の 仕事 だぞ よく 斬れ。 下手に 斬る と頰に 樊 ひつく ぞ。」 と 言 はれる ■ 

と 、「馬鹿らしい 事 を 仰 しゃいます ねえ。 どうして 我が 斬り 奉った 首が、 頰に樊 ひつく 事が 出来 ませ 

う c」 とい ふと、 「誠に 今す ぐ 喫ひ附 かう とする ので はない。 終に はきつ と 雷に なって、 蹴 殺す 積り だ 

ぞ。」 と 言って、 殊更に 首 を 高く 差し あげ あられた ので、 經房は 太刀 を拔 いて 後へ 廻る と、 「よく 斬 

れ。」 と 睨まれ た^つき は、 寳に 並大抵の 人と は 見えなかった。 

淸盛 出家 幷瀧詣 附惡源 太 雷と なる 事 . 

さる 程に 仁 安二 年 十一 月、 淸盛 病に 侵され、 年 五十一 にして 出家し、 法名 淨; i ど ど 申、 

しける。 出家の 故に. や、 宿 病 次第に 本 あして、 翌年 夏の 比、 一 s: の 人々^ バ によ を 

なしけ る。 同じき 七月 七日、 攝 津の國 布引の 瀧 見 見ん とて、 入道 を 始めて 平氏の 人々 下 

もれけ るに、 難 波三郞 ばかり 夢見 惡 しき 事 あもとて、 供せ ざ， ON しかば、 傍輩 ども、 「弓矢 

取る 身の、 なで ふ 夢見 物 忌な どい ム、 さるお めた る 事 や ある」 と 笑 ひければ、 經房も S 

にもと 思 ひ 走， OS 下- CN、 夢覺 めて 參， O たる 由 申せば、 中々 輿に て、 諸人 瀧 を 詠めて 感を催 

す 折節、 天 俄に 陰り 夥しく はた、 がみな りて、 人々 興 を 醒す處 に、 難 波 三.^ 申しけ る は、 


r 我 lif る事是 なり。 先年 惡源太 最期の 詞に、 終に は 雷と なりて 蹴 殺さん ずる どと て、. 

おみし^^ 吊に 見えて むつ かしきに、 彼の 人 雷と なりたり と、 夢に 見し どと よ。 只今 手 鞠 

ばかりの 物、 i が 方より 飛びつ. る は、 面々 は 見 給 はぬ か。 其れ 乙 そ義 平の 靈 魂よ。 一定 

歸， 5 ざま こ B 房に 懸からん と覺 ゆる ど。 さあり とも 太刀 は拔 きてん もの を」 と、 いひ も. 

,め i  み  ち ん 

果てねば、 S 獻" C しくして、 經 房が 上に 黑電掩 ふと^ 見えし。 微塵に なりて 死にけ 

つぼ もと  けちえん  て： らク く， MX  X？  -  *r 

ら。 太刀 は拔 きた もけ るが、 鐸 本まで そら 返らたり し を、 結緣 のために、 寺 造の 釘に 寄 

せられぬ。 i いなど も 疎^^。 入道 は 弘法 大師の 御 筆 を 守に 懸けられた りし を、 恐し さ 

の あまもに、 頸に 掛けながら、 打 振り/ \ どせられ ける。 誠に 守の 德 にや、 近 附く樣 に 見 

えしが、 終に 空へ ど 上み ける。 惡源太 は 十三 歲縑 倉に 下り、 去年 十九に て 都に 上み、 異な 

る もな くして、 生年 二十に して、 永曆 元年 正月 二十 五日に、 終に 空しくなりに けり。 

09 【仁 安〕 六條 天皇の 年號 。【宿 病】 久しく 煩った 病氣。 〔おめた る〕 おそれた 。【夢 覺 めて】 迷の 夢が 畳め 

て 。〔中々 興に て〕 なか/ \ 面白くて。 【は. たたが み】 雷。 【むつ かし】 氣 味が 惡ぃ。 【巽〕 東南。 【一定】 きっと。 【歸 

り ざま】 歸 らうと する 時 【懸 らん】 落ち 懸 らう。 【太刀 は拔 きてん もの を】 太刀 を拔 いて 切り捨て ませう、 何の 

恐れる 事が， あります もの か 。【霹靂〕 かみなり 。【結 緣】 佛と緣 を 結ぶ こと。 【寺 作の 釘】 寺 を 作る 釘の 料。 【異なる. 

ひ  淸盛 出家 幷瀧詣 附惡源 太 雷と なる 事  二 四 三 
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思 出 もな く】 後に 思 ひ 出して、 われと 我が身 を 慰める に 足るべき 立身出世。 

S さて 仁 安 1 1 年 十 一 月、 淸盛は 病に 罹って、 年 五十 一 で 出家し、 法名 を淨 海と 言った。 出家- 

した 爲 だら うか、  宿 病 は 次^に 快癒して、 翌年 SQ 比に、 一門の 人々 や 他の 面々 も 祝 事 をした。 同 

七月 七日に 攝津國 布引の 瀧 を 見ようと して、 入道 を 始めと して 平家の 人々 が 下られた が、 難 波三郞 

ばかり はよ くない 夢を見た と 言って、 供 をし なかった から、 友人な どが 「武士た る 者が、 どうして 

夢見 や 物 忌な どの 事 をい ふの だ • そんなに おそれて ゐ てよ いもの か」 と 笑った から、 經房も 尤も だと 

思って 走り 下り、 迷の 夢が 覺 めて めて 參 つた 事 を 申し上げ ると、 なかく 面白くて、 ，人 は葡を 泥 

めて 感輿を 湧かして ゐる 折から、 { 仝が 俄に 曇って 非常に 雷が 鳴り、 人々 は 輿を酲 した 場合に、 

1 一： 郞が 言った のに は 、「私が 恐れる こと はこれ であります。 先年 惡源 太が 最後の 時の 詞に、 終に は霄 

となって 蹴 殺して やる ぞと 言って、 睨んだ 眼が 常に 眼の 前に 見えて、 氣 味が 惡 いのに、 区 は 彼の 入 

が 雷と なった と 夢に 見ました。 只今 手 鞠 位の 物が、 東南の 方から 飛んだ のです が、 諸君 は 見られ， ぶ 

力った のです か。 それ こそ 義 平の 靄 魂です。 きっと 歸 らうと する 時に、 私に 落ち 懸る だら うと 思 は 

れ ます。 それでも 太刀 を拔 いて 斬り 拾て ませう、 何の 恐れる 事が あります もの か。」 と、 言 ひも 終ら 

ぬ 中に、 かみなりが 夥しく 鳴って、 經 房の 上に 黑 雲が 掩ひ かかる やうに 見えた。 すると 經房 は體が 

^さく 切れく になって 死んで しまった 。太刀 は拔 いで ゐ たが、 鐸 本まで そり 返って しまったの を 


怫と緣 を 結ぶ ために、 寺 を 造る 釘の 料に 寄せられ だ。 怖し などい ふの も 愚の 至りで、 とても 言葉に 

いひ 現す 事 は 出来ない。 入道 は 弘法 大師の 御 筆 をお 守に かけて 居られた が、 恐し さの あまりに、 頸 

に 掛けながら、 打 振りく せられた。 誠にお 守のお 蔭であった らう か、 雷が 近附く 様に 見えた が、 

終に {仝 へ 上って しまった。 惡 源. ^は 十三 歳に 鎌 倉へ 下り、 去年 十九で 都に 上り、 格別 後に 思 ひ 出し 

て われと 我が身 を 慰める に 足るべき 立身出世 もなくて、 生年 二十歳で、 永曆 元年 正月 二十 五日に、 

終に 死んで しまったの である。 

賴朝生 捕らる る事附 常 磐 落つ る 事  . 

斯 かる 處に 同じき 二月 九日、 義 朝の 三男 前 右兵衞 佐賴 朝、 尾 張 守の 手よ も 生 捕りて、 

六 波羅に 著き 給 ふ。 同じき 次男 中宮 大夫進 朝 長の 首 を も 獻 らる。 其の 故 は 彼の 尾 張 守 

の 家人、 彌平兵 衞宗淸 尾 州より 上洛し ける が、 不破關 の あなた 關が 原と いふ 所に て、 な 

まめいたる 小 冠者、 宗淸が 大勢に 恐れて、 ■ 藪の 蔭へ 立ち 忍びければ、 怪 みて 搜す 程に、 

隱れ 所な くして とら はれ 給 ふに、 宗淸 見れば 兵衞佐 殿なら しかば、 喜ぶ 事 限み なし。 纏 

で e<  あ をぱか おは ひもと  、 ，  ， * 

^具足 i. りて 上る 程に、 靑 墓の 大 炊が 許に ど 宿しけ る。 聊か 聞き及ぶ 事 あみければ、 . 

賴朝生 捕らる る事附 常， 落つ る 事  ニ^ 
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何となく 後 EI に 出で く 見廻す に、 新しく 壇 築きた る 所に、 卒都婆 一本 立てたり。 卽ち其 

の 下 を ほらせて 見ければ、 幼き 人の 首と 骸と を^ 合せて 埋 みたみ。 之れ を 取 6, て 事の 仔 

紙 を尋 ぬれば、 力なく 大炊 有りの ま、 にど 申しけ る。 宗淸悅 びて、 同じく 持參 しけるな 

ち。 依りて 頼 朝 をば、 先 づ宗淸 にどぎ け 置きけ る。  •  • 

【お 張 守】 平 船 盛。 〔なまめ いたる】 美しい。 【冠者】 元服した ばかりの 若者。 又 無官で 六 位の 者 もい 

ふ。 こ "前者。 【具足】 引きつれる 。【聊 聞き及ぶ 事】 大 炊の 家は義 朝の 妾の 家で ある 事 や、 義朝朝 長 を 太 炊の 

家に 於て 手に かけた 事な ど を いふ。 

かかる 折から、 同 二月 九日、 義 朝の 三男 前 右兵衞 佐賴朝 は、 尾 張 守の 手で 生 捕って、 六 波 

羅 につれ て 来られる。 同じ 次男の 中宮 大夫進 朝 長の 首 を も 差 上げられる。 其の 故 は 彼の 尾 張 守の 家 

來、 彌平兵 衞宗淸 が、 尾 張から 上京した が、 不破 翻の 彼方 關が 原と いふ 所で、 美しい 元服した ばか 

りの 若者が、 宗淸の 大勢に 恐れて、 藪の 蔭へ 立ち かくれた ので、 怪んで 捜し. たから、 隱れ 場所が な 

くて 捕へ られ たが、 宗淸が 見る と 兵衞佐 殿であった ので、 喜ぶ 事 は 限りがない。 直に 引きつれ 奉って 

上る 中に、 靑 墓の 大 炊の 許に 宿った。 宗淸は 少し 閱 いた 事 もあった ので、 何となく 後 園に 出て 見廻 

すと、 新しく 壇 を 築いた 所に、 卒 S- がー 本立てて あった。 そこで 其の 下 を 掘らせて 見る と、 幼い 

人の 官と 死骸と を 接ぎ 合せて 埋めて あった。 之 を 取り出して その 事の わけ を 尊ね ると、 仕方なく 大 


炊 は 有りのままに 言った。 宗淸 は悅ん で、 同じく 持って 來 たので ある。 それで 賴朝 をば 先 づ宗淸 に 

預けて 置いた。 

其の 時延壽 腹の 姬君、 兵衞 佐の 召 捕られ 給 ひて、 都へ 上られければ、 「我 も義 朝の 子な， 

. およし  す ゆどの 

，れ ば、 女子な りと も、 終に はよ も 助けられ じ。 一人一人 失 はれん よ. は、 佐 殿と 同じ 道 

に M そせ めて ならめ」 とて、 伏し 沈み 給 ひける を、 大 炊延壽 色々 に 慰めて 取ら 留め 奉み 

け，^。 其の 瀨過 ぎければ，、 さりと もと 思 ひひ ゆるしけ るに や、 二月 十一 日の 夜、 夜叉 御 

せん  ■ くひ *~ か は  I う 

前 只 一 人靑 墓の 宿 を 出で 遙 隔たりた る杭瀨 河に、 身を投 けて こそ 失せ 給へ。 十 一 歲 とど 

聞え し。 武士の 子 は、 など か 幼き 女子 も猛 かるらん とて、 哀を 催さぬ 者 もなかり けり。 

： r  かう のとの 

母の 延壽 は、 志 深 か， 9 し 頭 殿に も 後れ 奉り、 其の 形見と も 思 ひ 慰みし 姬君 にも 別れに け 

れば、 一方ならぬ 物 思に、 同じ 流に 身 を 沈めん と 歎きけ る を、 大炊樣 々に しらへ けれ 

ば、 母の 心 も 破り 難くて、 せめての 悲し さに 尼に な. CN、 亡夫 幷に姬 君の 後 K を、 事な 

とぶら 

く 弔 ひける となら。 

〔同じ 道に こそせ めて ならめ】 せめて 冥途の 旅で も 1 緒に しょう 。〔其の 瀨】 せ、 の 場合。 卽 死なう とし 

た 場合。 〔さりと もと】 死なう とした けれども、 最早 死に はす ま いと。 〔こしら へ〕 論し 慰める o〔 母の 心 も 破" 難 

賴朝生 捕らる る事附 常磐菘 つる 事  二 四 七 
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くて J 母の 心に 背く 事 も出來 ないで。 【せめての 悲し さに】 悲 常に 悲しい ので。 

其の 時 延壽の 腹に 出来た 姬君 は、 兵衞 伎が 召 捕られて、 都へ 上った ので T 私も義 朝の 子で 

すから、 女子で あっても、 終に はよ もや 助けられますまい。 一人一人 殺される より は、 佐 殿と せめ 

て 冥途の 旅で も 一 緒に しょう。」 と 言って 泣き沈まれ たの を、 大 炊と 延壽が 色々 に 慰めて、 お留め 中 

し 上げた。 其の 場合 も 過ぎた から、 死なう とした けれども、 最早 死に はすまい と 思って、 心 を ゆる 

したので あらう か、 二月 十一 日の 夜、 夜叉 御前 は 只 一人 靑墓の 宿， を 出て、 遙に隔 つた 杭瀨 河. に 身 を 

投げて 死なれた。 十 U 成だった とい ふこと である。 武士の 子た る もの は、 どうして 幼い 女子まで も 

かう 猛く あるで あらう と、 哀を 催さない 者 もなかった。 母の 延壽は 深く 愛して 下さった 頭 殴に も 後 

れ 奉り、 其の 形見と も 思って 慰めて ゐた姬 君に も^れた から、 一方ならぬ 心苦し さう に、 同じ 流れ 

に 身 を 沈めようと 歎いた の を、 大 炊が 様々 に 諭し 慰めた から、 母の 心に 背く 事 も 出来ないで、 非常 

に 悲しい ので 尼に なり、 亡き 夫 幷に姬 君が 後の世に 於て 安樂な 生活 を 送る やうに、 一心に 弔った と 

いふ ことで ある。 

六波羅 より 左 馬頭の 子ども 尋ねれ ける に、 旣に 三人 出で きた， ov。 兄 二人 は 早 首 を 梟け 

られ ぬ、 賴朝も 纏て 誅 せらるべし。 此の 外 九 條院の 雜仕常 磐 腹に 二人 あり、 皆 男子に て 


あなり とて 尋ねられければ、 常 磐 之れ を 聞きて 、「我 故 頭 殿に 後れ 奉りて、 せん 方な きに 

i 此の 忘 形見に 乙 そ、 今日まで 慰む に、 若し 敵に も 捕 はれな ば、 片時 も堪 へて あるべ 

き 心地 もせず。 されば とて、 はか.， f しく 立ち 忍ぶべき 便 もな し。 身 一 つお にも 隱し難 

しば 

きに、 三人の 子供 引き 具して、 誰か は暫し 宿すべき」 と、 泣き 悲 みける が、 餘 りに 思 ひ 

得る 方 もな きま、 に 、「年 來 憑み 奉， CN たる 觀 音に こそ 歎き 申さめ」 とて、 二月 九日 夜に 入 

みて 三人の 少き人 を 引き 具して、 清水寺へ こそ 參り けれ。 

：雜 仕〕 雜仕 女の 事で、 三 位の 以上の 侍 所に 葸 いて、 雜役驟 使に 供へ る 女。 諸 大夫及 五位 六 位の 人の 

女 を 選んで 任ずる。 〔忘れ形見】 見て は 思 ひ 出す ベ き 記念品。 〔片時 も堪 へて あるべき 心地 もせず】 暫 しも 此の世 

に 生きな がらへ て 居る 心地 もしない。 〔はかばかしく 立ち 忍ぶべき 便 もな し】 確に 隱 家と 鎮 むべき 便の 者 もな 

い。 〔餘 りに 思 ひ 得る 方 もな きま 3 に〕 如何に 考 へ て もよ い 分別がない ので。 【歎き 申さめ】 悲しみ を訴へ てお 願 

ひしょう。 〔淸水 寺〕 京都 東 山に ある。 本尊 は 千手觀 音。 

六波羅 から 左 馬頭の 子供^ 尋ねられ たの.. に、 旣に 三人 出て 来た。 兄 二人 は 早 首 を さらされ 

た。 賴朝 もやが て 殺される であらう。 此の 外 丸 條院の 雜仕女 常 磐の 腹に 二人の 子供が あつ VJ、 皆 男 

子で あると いふので、 尋ねられ たから、 常 磐 は 之 を 聞いて、 「自分 はなくな つて 頭 殿に 死に後れて、 何 

. と も 仕方のないに つけても、 此の 忘れ形見が あるに よって、 今日まで 慰められて ゐ たのに、 若し 敵 

賴朝生 捕らる る 事 落つ る 事  二 四 九 ♦ 
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にで も 捕 へられたならば、 暫 しも 此の世に 生きながら へて 居る 心地 もしない。 それ だとい つて 確に 

隱 家と 賴 むべき 便の 者 もない。 身 一 つです らも 隱し 難いのに、 三人の. 子供達 を 引きつれて 行って は 

誰が 暫くの 宿で も かして くれよう か、 とても かして くれる 人 は あるまい。」 と 思って、 泣き 悲し， しだ 

が 如何に 考 へても よい 分^がない ので 、「年来お 賴み 巾し 上げた 觀音樣 に、 悲しみ を訴 へて お 願 ひし 

よう。」 と 思って、 二月 九日の 夜に 入って、 三人の 子供 を 引き連れ、 淸水 寺へ 參 g? した。 

母に も 知らせ じと 思 ひければ、 乳母 わら はの 一人 を も 具せ ずして、 八つになる 今 若 を 

ば 前に 立て、 六 歲の乙 若 をば 手 を 引き.、 牛 若 は 二つに なれば、 懷に 抱きつ k、 たそがれ 

時に. 宿 を 出で、 脚に 信せ てた どり 行く、 心の中 こそ 哀 なれ。 佛 前に 參らて も、 二 入の 子 

供 を 脇に 居 ゑ、 只 さめ^ \ と 泣き 居た. o。 終夜の 祈請に も 、「わら は 九つの 年よ. ftv 月詣ビ 

始めて、 十五になる まで は、 十八 日 ごとに 三十 三 卷の普 門 品を讀 み 奉り、 其の 年よ ら每 

月 法華經 三部、 十九の 年より、 日 ごとに 此の 三十 三體 の聖容 をう つし 奉る。 此の 如き 志 

大慈大悲の 御 誓に て 照し 知ろし召すならば、 わら はが 事 は 兎 も かく も、 只 三人の 子供の 

かひな き 命 を 助けさせ 給へ」 とくどき けり。 誠に 三十 三 身の. 春の 花、 匂 はぬ 袖 も あら じ 

かし。 十九 說 法の 秋の 月 、照さぬ むね もなかる べホれ ば、 さすがに 千 手 千 眼、 哀 とよみ そ 


ft はし 給 ふらんと ど覺 えけ る。 

【月 詣】 毎月 一 回 日 を 定めて 參詣 する こと。 【十八 日〕 觀音 の緣 日。 村 上 天皇の 應和 三年 六月 十八 日、 

寬空僭 正が 仁壽 殿で 觀 音の 開眼 供養 をした のに 始まる と いふ。 〔三十 三 卷の膂 門 品】 普 門 品 は 法華經 二十 八 品 中 

の鸫 文で、 觀 音が 三十 三種の 形 を 現し、 十九 種の 說法 を爲 し、 衆生 濟 度に 盡 される 旨を說 いて ある。 三十 三卷 

と は 同じ 經文を 三十 三回く りか へ して 隐 むこと。 【三十 三體】 觀昔が 衆 生 濟 度の 爲に化 現した とい ふ 三十 三 の 

形。 【聖 容】 神 佛の姿 をい ふ。 【大慈大悲】 廣 大無邊 なる 慈悲。 特に 觀世 音の 慈悲 をい ふ。 〔くどく】 くり かへ しく 

りか へ し 祈る。 【111 十三 身の 春の 花 云々】 三十 三體の 聖容を 花に たと へ、 其の 功德を 花の香に よそへ て 言った 

ものである。 【十九 說 法の 秋の 月 云々】 十九 稗の 說法を 秋の 月に たと へ、 其の 功德を 月の 光に よそへ て 言った 

ものである。 〔千 手 千 眼〕 六觀 音の 1 で、 同時に 無限の 動作 を爲 し、 1 切の 事理 を 知 照す る 自在 神 力 を 示す。 淸 

. 水 寺の 本尊が 千 手 糠 音で あるから いふ。 

ffll 母に も 知らせ まいと 思った から、 乳母 や 召使の 童 一人 4! もつれないで、 八つになる 今 若 を 

ば 前に 立て、 六 歳の 乙 若 をば 乎 を 引き、 牛 若 は 二つであった から、 懷に 抱きながら、 夕方に 宿 を 出 

て、 脚に まかせて、 さまよ ひ 行く 心の中 は哀 である。 怫 前に 參 つても、 一 一人の 子供 を 傍に 据ゑ、 只 さめ 

と 泣いて 居た。 終夜 祈り 願 ふに も 、「• 私 は 九つの 年から：：： 詣を 始めて、 十五になる まで は、 十八 

. 日 ごとに 三十 三回 普 鬥 品 を讀み 奉り、 其の 年から； 母 月 法 華經を 三部う つし、 十九の 年から、 毎日 此の. 
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三十 三體 のお 姿 をう つし 奉ります。 此の やうな 志 を、 廣 大無邊 なる 慈悲に よってお 教ひ 下されよう 

とする お 心に 照して 知ろし召すならば、 私の 事 は ともかく として、 只 三人の 子供の はかない 命 をお 助 

け 下さい ませ。」 とくり かへ しく 祈った。 誠に 三十 三體 より 發 する 功 德の光 は、 春の 花の香が 行 届 

かない 袖 もない やうに、 行亘ら ない 所 もない ので あらう。 十尤 種の 說法は 秋の 月が 照さぬ 屋根 もな 

いやう に、 至らぬ 隈 もない やうで あるから、 さすがに 千 手 千 眼も哀 と御覽 になる だら うと 思 はれた。 

漸ぅ曉 にもな. o 行けば、 師の 房へ、 入りけ るに、 日 來は左 馬頭の 最愛の 妻な りし かば、 

參詣の 折々 に は、 供の 人に 至る 1H で、 きょげ に 乙 そ ありし か。 今 は 引き 替 へて、 身 を や 

つせ るの みならず、 盡 きせぬ 歎に 泣きし をれ る 姿、 目 も あてられねば、 師の^ あまらの 

悲し さに T 年来の 御 情、 爭 でか 忘れ 進ら せん。 幼き 人 もいた はしければ、 暫しは 忍びて 

まし ませ かし」 と 申せば 、「御 志 は 嬉しく 侍れ ども、 六波羅 近き 所 なれば、 暫 しも 如何 侍 

らん。 誠に 忘れ 給 はずば、 佛師 の御憐 みより 外 は、 憑む 方 も 侍らねば、 觀 音に 能く/ \ 

祈. o 申して たび 給へ」 とて、 又 夜中に 出で ければ、. 坊主 泣く/ \ 、「唐の 太 宗は佛 像を禮 

して、 榮花を 一 や： の 春の 風に 開き、 漢の明 帝 は 經典を 信じて、 壽命を 秋の 月に 延 ぶと 申 

せば、 三寶の 御助筌 しかる まじく 候」 と 慰めけ，^ 宇多の 郡 を 心 ざせば、 大和 だ 路を尋 


ねつ、、 南に 指して 歩め ども、 習 はぬ 旅の 朝 だち に、 露と 爭ふ 我が 淚、 袂も裾 もし をれ け 

きさらぎ  こ は みちし ば 

$。  二月 十日の 事 なれば 1 餘寒猶 烈しく、 嵐に 凝る 道 芝の、 氷に 足 は 破れつ、、 血に そ 

む 衣， の 裾 子 ゆ ゑ、 餘 所の 袖 さへ し をれ けり。 はふ 伏 見の 伯母 を 尋ね 行き たれ ども 古 

• 源氏の 大將 軍の 北の方な どい ひし 時 こそ、 結び も 親み しか。 今 は 謀反 人の 妻子と なれば、 

うるさし とや 思 ひけん。 物詣 した， o とて、 情なから しか ども、 若し やと 暫しは 待ち 居つ 

く、 待つ 期 も 過ぎて 立ち返れば、 日 も 早 纏て 暮れに け 6,。 又 立ち寄るべき 所 もなければ 

あや  しぼ 

怪しげなる 柴の戶 にた V ずみ しに、 內 より 女 立ち 出で、、 情 あ. cs て ど 宿しけ る。 世に た、 

ぬ 身の 旅寢 どて、 憂 節しげ き 竹の 柱、 あるか ひ. もな き 命 もて、 獨る 歎く ど、 菅の七 ふと 

思 ふ 人 はなし。 され ど 今宵 もみ ふに 只、 伏 見の 里に 夜 を 明し、 出 づれぱ 纏て 木幡 山、 馬 

は あらば ゃ步 にても、 君 を 思へば 行く どと よと、 幼き 人に 語 ふつ、、 いざな ひ 行けば、 

此の 人 々歩み 疲れて 平伏し 給 ふ 時 は、 一人 を 抱け る 上に、 二人の 人の 手 を 引き 腰 を 押さ 

ベて、 行き 惱 みたる 有樣、 目 も あてられず。 玉 鉢の 道行く 人 も 怪しめば、 是れも 敵の 方樣. 

の 人に やと 膽を 消す 處に、 旅人 も 哀に思 ひければ、 見る 者 ごとに 負 ひ 抱きて 助け 行く 程 

^、 泣く/ \ 大和の 國 宇多の 郡 龍 門と いふ 所に 尋ね 至み、 伯父 を， みて 隱れ 居に けり ノ 
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fffl 【師の 房】 住職の. 住んで 居る 所。 【坊主】 坊の主 人の 義で住 凝 をい ふ 。【唐の 太宗】 姓 は 李、 名 は 世 民、 

高祖 を 助けて 天下 を 定めた。 穆 太后の S に弘福 寺 を 建て、 親臨して 自ら 硗を 製して 菩薩 戒弟 子と 稱し、 又玄弗 

法師 OS に 弘法 院を 建て、 お 太子、 文德， M 后の S に 慈 恩 寺 を 建てる 等佛を 信仰す る 事が 非常に 享 かった 。〔榮 花 

を 一 生 に 開き】 百花の 春風に^ き 誇る 如く、 一  生を榮 華の 中に 送った。 【漢明 帝】 後 漢の第 二 代、 顯宗 孝 

明 皇帝 をい ふ。 夢に 金 人の 長 一 丈餘も ぁリ、 頭に 光明 ある 者 を 見て、 群臣に 尋ねて、 西方に 佛が あるの を 知" 

使 を 天竺に 遣して 之 を 求め、 其の 像を畫 かしめ て國 中に 置いた。 これが 佛 法の 支那に 傳 はった 始 である。 しか 

し 帝の 在位 は 十八 年で、 壽命は 四十 八歲 であった。 【» 命 を 秋の 月に 延ぶ】 秋の 月が 永久に さやけ きが 如く、 寄 

命 を 永く 保った 。【三 寶】 佛と 法と 【宇多の 郡】 大和 國 山間の 一 郡、 東南 は 伊勢に、 北 は 伊賀に 通ず る 。【道 

芝】 路傍に ある 芝草 パ裾 子】 血の S に 衣の 裾 を 染めて、 すそ ご 色 をす る 意 を 末子に いひ かけて ある 。【餘 所の 袖 

さ へ し をれ けリ】 他人の 袖 さ へ憐 の^でし ぼる 程に ぬれた 。〔はふく】 や つと 歩いて 。【結び 11 睦び もに 同じ 

い。 【情な かリ し〕 無情に も面會 した か. つた。 【待つ 期 も 過ぎて 立ち返れば】 相當の 時間 待っても 鰐って 來 I か つ 

たから、 立ち去って 行く と 。【世に たたぬ 身】 忍びの 身。 【薆 節しげ き】 苦し い 事の 多い 意 を 竹の節の 多い のに か 

けて ある 。【菅 の 七 ュ】 ふ は 編 目の こと。 古肤に 【みちの くの 十 ふの 菅 ごも 七 ふに は、 君 をし なして 三 ふに 吾が 

ねん」 と ある。 * の 意 は 陸 奥で 出来る 十 筋の 絲目を 立てた すが ごもの 七 筋 分の 處へは 君 を 接させて、 三 筋 分の 

處へ 私が S ようとい ふので ある。 しなし はねさす こと 。【伏 見】 地名と^ る 意と を かけて ある。 〔木幡 山 云々】 き 

遣 集に 「山 科の 木： IS の 山に 馬 は あれ ど、 かちより ぞ來る 君 を 思へば」 と ある。 歌の 意 は木幡 山に 馬 は ある けれ. 


ども、 君 を 切に 思って るから その 馬 を 躍る 間もなく 徒 步で來 たので ある。 〔馬 は あらば や】 馬 も あれば よいの- 

に。 【玉 鉢】  道の 枕 言。 玉鋅は 玉で 飾った 鋅 で、、 鋅 はすべ て 匁の ある ものであるから 道の みに かかる 枕 言と なつ 

た。 〔龍 門】 實は吉 野 郡で ある。 

だんく と 夜 も 明けて い つたので、 住職の 住んで 居る 所 へ は 人った が、 平常 は 左 馬頭の 最愛， 

の 妻であった から、 參詣の 時には、 お供の 人に 至る まで、 立派であった。 今 は 其の 時分と は異 つて 

身 を みすぼらし くして ゐる ばかりでなく、 盡 きぬ 歎に 泣きし をれ て ゐる姿 は、 目 も あてられぬ 程氣 

の 毒で あるから、 住職 は あまりの 悲し さ、 に T 長年の 問お 情 を かけて 下さった 事 は、 どうして お忘れ 申 

しませう。 お 子 達 もお 可愛 さう であり ますから、 暫く は隱れ ておいで なさい ませ。」 とい ふと、 「御 志 

は 嬉しう 御座います けれども、 六 波羅の 近所であります から、 一 時の 間 もどう して 居られ ませう。 

誠に 昔の 情誼. をお 忘れに なち なければ、 佛ゃ 神の 御 憐みを 願 ふから 外に は、 賴む人 もありません か 

ら、 観音様に よくく お祈り をして 下さい ませ。」 と 言って、 又 夜中に 出て 行った ので、 住職 は 泣く 

く、 「唐の 太宗 は怫體 を禮拜 じて、 其のお 蔭で 百花の 舂 風に 唤き 誇る 如く、 一生 を榮 華の 中に 送り 

漢の明 帝 は 經典を 信じて、 其の 爲に 秋の 月が 永久に さやけ きが 如く、 壽命を 永く 保った と 申します 

から、 三寳の 御 助 は 無駄に はなるまい と^じます。」 と 慰めた。 宇多の 郡 を 志 ざして 行く ので あるか 

ら、. 大和 大路 を 尋ねながら、 南 を 指して 歩む ので あるが、 まだした 事 もない 旅に 朝立ち 出づる 苦し 

賴朝生 捕らる る事附 常^ 落つ る 事 .  二 五^- 


苓 *s 物 as 新釋  一一 五つ 

さに、 道に 置く 露と 爭ふ 程に 我が 淚が 落ちて、 袂も裾 もし をれ てし まった。 二月 十日 Q 事で あるか 

ら 餘 寒が 獰 烈しく、 風に 吹かれて こ ほった 路傍に ある 芝草の 上の 氷の 爲に足 は 破ら^て、 

W 血に 染まり しかも それ は 幼い 末子の ことで あるから、 それ を 見る 他人の 袖 さへ 降つ 淚で しぼる 

程に ぬれた。 やっと 歩いて 伏 見の 伯母 を 尋ねて 行った けれども、 昔 源氏の 大將 軍の 奧樣 などと 言つ 

た 時 こそ、 睦び 親しみ もした のであった。 今 は 謀 あ 人の 妻子と なって みれば、 面倒 だと 思った ので. 

あらう。 參詣に 出た といって、 無情に も面會 しなかった けれども、 若し 立ち 歸 るかと 暫く は 待って 

ゐ たが、 相當の 時間 待っても 歸 つて 来なかった から、 立ち去って 行く と、 日 も 早 や 直に 暮れて しま 

つた。 又 立ち寄る ことの 出来る 所 もない から、 粗末な 柴の戶 口に 立って ゐ たが、 內 から 女が 出て 卞 

て、 同情して 宿 をした。 忍びの 身で 旅寢 をす る 事で あるから、 苦しい 事 は 竹の節の やうに 多く、 生き 

てゐ るか ひもない 命 を 持って、 獨り 歎く ばかりで、 菅 ごもの 七 筋 分に 君を寢 させようと 思 ふやうな 

夫 もない。 しかし 今宵 も 三 筋 分のと こ. ろに 只 一人ね て、 伏 見の 里に 夜 を 明し、 立ち 出 づれば 直に 木 

幡 山に 来る。 ここに 馬 も あれ はよ いが、 そんな もの はなく、 昔 人 麿が、 君 を 思へば 徒歩で も 行く と. 

詠んだ ところ だと 子供に 語って 勵 ましつつ、 誘って 行く と、 此の 子供達 は 歩み 疲れて 倒れて しま は 

れる。 其の 時 は 一人 を 抱いて 居る 上に、 二人の 人の 手 を 引き 腰 を 押して、 行き 惱んで 居た 有 蒙 は 目 

も あてられん 程哀 である。 道 を 行く 人 も 怪しが つて 見る と、 是も 敵の 方で はない かと 思って 、い を ひ、 


やくさせて ゐる. 時に、 旅人 も哀に 思った から、 見る 人 毎に 負うたり 抱いたり して 行く 內に、 泣く 

く 大和の 國 宇多の 郡 龍 門と いふ 所に 尋ねつ いて、 伯父 をた のんで 隱れ て。 ヒ。 . 

賴朝遠 流に 宥めら る、 事 

さる 程に 兵衞佐 は、 いまだ 宗淸が ^ にあ はしければ、 尾 I 守より 丹 I 藤 三國弘 とい^ 

汙侍ー 人附 けられり う。 旣に 今日明日 誅 せられ 給 ふべ しと 聞え しかば、 宗淸 「御 命 助か 

らんと は 思 召し 候 はず や」 と 申せば、 佐 殿 「去ん ぬる 保 元に 多くの 叔父 親類 を 失 ひ.、 今. 

度の 合 戰に父 討 たれ、 兄弟 皆 失せ ぬれば、 僧 法師に もな， CS て、 父祖の" 後 lIAfc らは 5 やと- 

思へば、 命 は 惜しき ど」 と宣 へば、 宗 淸も哀 に覺 えて 、「尾 I 守の 母 と 申す は、 淸 

盛の ために は 繼《 にて あはせ ども、 重く 執し 給へば、 彼の 方な どに 附 きて 申させ 給 はば 

若し 御 命 助か， o あはします 事 も 候 ふべき もの を。 彼の 尼 は 若き よみ、 y 悲 深き 人に て 御 

渡り 候。 其の上 一日 參みて 候 ふ 時、 已が 5^ に賴 朝が あなる、 如何なる 者 どと 問 はせ 給 ひ. 

しかば、 御 年の 程よ み 殊の外 あとな しゃかに 候。 其み 姿 右 ゆ 助 殿に、 いたく 似 進ら させ 

給 ひて 候と 申しし かば、 世に ゆかしげ に 思 召した る にて こそ 候 ひし か」 と 語 6 申 

賴朝遠 流に 宥めら る  事  二.，，  J 
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しければ 、「をれ も 誰 人 か 申して 給 ふべき」 と宣 へば、 「さも 思 召し 候 はて、 叶 はぬ まで も 

も JI, 申して 見 候 はん」 とて、 池 殿へ 參り、 「何者が 申して 候 ふやらん、 上の 大 慈悲 者に て 

おはし 噯 すと て、 あはれ 賴 朝が 命 を 申し 助けさせ 給へ かし、 父の 後世 はんと 申され 候 

ひしが、 K はじく 候。 然るべき 様に 御 計ら ひ 候へ かし」 と 申せば、 「そ も賴 朝に、 尼 を 慈 

yj やうぶ き やう 

悲者と は 誰か 知らせけ る。 いさとよ 故 刑 部 卿の 時 は、 多くの 者 を 申し 免し、 が、 當時は 

如何 寺らん。 さても 右馬助に いたく 似たら ん無慙 さよ。 家 盛 だに あらば、 鳥に なりて 雲 

を ^ ぎ、 魚に なりて 水に も 入り、 誠に 來世 にても 逢 ふべ くば、 只今 死しても 行かん と 思 

ふ どと よ。 さて いつ 斬らるべき に 定まりた る ど」 と宣へ ば 、「十三 日と こそ 閬ぇ候 へ 」 と 

申せば 、「叶 はぬ まで も 申して 乙 も 兌め」 とて、 小 松 殿 其の 時の 勳 功に、 伊豫 守に 成り 給 

ひしが、 正月より 左- 妈頭 に轉じ 給へ る を 呼び 奉りて、 「賴 朝が 尼に 附 きて 命 を 申し 助けよ 

父の 棱世 をと はんと 申すな るが、 餘 り に 不便に 侍る、 能き 皆樣に 申して 給へ。 殊に 家 盛 

が赋だ ちに、 少しも 違 はずと 聞けば、 懷 しく 乙 を 侍れ。 右馬助 は それの 御爲 にも 叔父 ど 

かし。 赖朝を 助けて、 家 盛が 形見に 尼に 見せ 給へ」 と宣 ひければ、 重盛參 りて、 父に 此 

の 由 申されけ り e 


池禪 尼】 藤 原 宗蒹の 女で、 忠 盛の 妻で ある。 夫の 舊館池 殿に 住居して ゐ たので" ふ o【， 重く 執し J  us 

切に 取り扱 ふ 。〔右馬助〕 池禪 尼の 實子家 盛の 事 。〔世に ゆかしげ】 非常に 慕 はしげ。 〔さ 思し召し 候 はば〕 坊命 を. 

欲せら るるなら ばの 意 。  〔いさとよ】 さあ それば の 意 。 【故 刑 部 卿】 亡夫 忠盛。 【當時 は 如何 あらん〕 今 は 聞 入れて 

くれる かどう かわからない。 I： 鳥に なって 雲 を 凌ぎ 云々〕 天上に 居るなら 鳥に なって 雲 を 凌いでも 尋ねて 行か 

う。 水中に 居るならば 魚に なって、 水の 中で も 尋ねて 行かう の 意 。【稚 だち】 幼時の 生 ひ 立ち。 

さて 兵衞佐 はま だ 宗淸の 許に 居られた から、 尾 張 守から 丹波籐 三國弘 とい ふ賤 しい 侍 を 一 

人つ け^れた。 旣に 今日明日の 中に 斬られる であらう と 聞え たから、 宗淸 「御 命が 助からう とお S 

ひに な I せん. か。」 とい ふと、 簾 「去る 保 元に 多くが 叔父 や 親類 を 失 ひ、 今窘 合戰に 父が 討た 

れ 兄笫は 皆 殺された から、 僭に なって 父 や 祖父な どが 後の世に 安樂 を 得る やうに 弔 ひ 度い と 思 ふ 一 

力ら、 命 は 惜しい ぞ。」 と 言 はれる と、 宗淸も 哀に思 はれて、 「尾 張 守の 母池禪 尼と いふの は. 淸 盛の 

爲- には繼 母であります けれども、 淸盛は 大切に 取り扱 はれて 居ります から、 彼の 方な どに ついて 叻 

命 を 願 はれたならば、 若し 御 命の 助かる 事が あるか もしれ ません。 彼の 尼 は 若い 時から 慈悲 深い 人で 

あらせられます。 其の上 一 日參 上しました 時に、 お前の もとに 賴 朝が 居る 喾 だが、 どんな 男ぞ とお 尋 

ねに なりました から、 御 年の 程より 殊の外 おとなしう 御座います。 其の 御 姿 は 右馬助 殿に 非常に 似て 

いらっしゃいます と-申し またと ころが、 非常に 慕 はしげ に 思 はれた 御 様子で ございました。」 と 話し- 

賴朝遠 流に 宥めら る >r 事  一一 £t 
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たので T その 命乞 ひも 誰かして 下さる 方が あらう か、 とても あるまい。」 と 言 はれる と、 「左様に 思 召. 

されるならば、 ゆるされない にしても まづ 私が 申して みませう，」 と 言って、 池 殿へ 參り、 「誰が 申し 

たので あ hN ませう、 あなた 樣が 非常なる 慈悲 者で あらせられる からと言って、 ああ どうか 賴 朝の 命 

をお 願して お助け 下さい。 父の 後の世に 於て 安樂 を 得る やうに 弔 を 致した うご ざいます と 言 はれま 

したが、 ふびんであります。 命の 助かる やうに 御 取 計ら ひ 下さい ませ。」 とい ふと、 「それにしても 賴朝 

に、 私が 慈悲 者で あると は 誰が 知らせた の だら う。 さあ それ は それと して 故 刑 部 卿 御 在世の 時には、 

多くの 者 を 願って 免した が、 今 は 聞き入れて くれる かどう かわからない。 それにしても 右馬叻 に非窑 

に似て ゐ るとば ふびんな 事で あるよ。 家 盛 だに 生きて 居るならば、 天上に 居る.^ ら鳥 になって 雪 を 凌 

いで も 尋ねて 行かう。 水中に 居るならば 魚に なって、 水の 中で も 尋ねて 行かう。 誠に 來世 でも 逢 ふこ 

とが 出来るならば、 今す ぐ 死んでも 行き度いと 思 ふので すよ。 さて 何時 斬られる ことに 定まった ので 

す。」 と 曾 はれる から、 「十三 日と 承りました。」 とい ふと 、「ゆるされない にしても 願って みょう。」 とい 

つて、 小 松 殴が 平 治の 亂の戰 功に よって、 伊豫 守に なられた が、 正月から 左 馬頭に 轉 任せられて ゐた 

の をお 呼びして、 「賴 朝が 私に すがって 来て、 命 を 願って 助けて くれ、 父の 後世 を 弔 ひ 度い からと -I 一一 口 

ふので あるが、 あまりに 可愛 さう です。 都合よ く 願って 下さい。 殊に 家 盛が： S の 生 ひ 立ちに、 少 

しも 違 はない と 聞く ので、 懷 しく 思 はれる。 右馬助 は あなたの 爲 にも 叔父です よ。 頼 朝を叻 けて 家- 


, 盛の 置と して 私 £? 下さ V」 と f れた Q で、 重 S 行？ 父き SI した C 

, 淸盛 聞きて 、「池 殿の 御 事 は、 故 殿の 渡らせ. 給 ふと 思； 3 奉れば、 如何なる あま ノぉ まの り 

^とも、 f まじと き存 ずれ ども、 此の 事 は ゆ、 し I 事ず。 伏 ル中納 言、 越 あ 

はな どが きる？ ば、 何 X 助け 置き？ ま 大事 あるち。 大彎矢 取る 者の 子 

m— それに 逢なる べき 上、 霸な とが 子供 は、 幼 けれども if るべ f の を。 殊 

^朝 は I 階 も 兄に 超 ゆお、 ゆ 、しき 所が あるに や。 父 も 見と がめ 侍れば I、 重 

代の 中に け もし If 祕 肩の 物 具な ど與 へけ め。 I ぐ 助け ffit, の f とて、 ヌ 

ての 外 S 色 f  。 靡 STf て、 叶； 3 難き if る 由 申されければ、 池 置 を 流 

して、 「あはれ 戀 しき 昔 かな。 忠^の 時なら ば、 是れ 程に 輕くは B まれ 奉ら じ。 一 g の 源 

氏 皆 滅びず。 あの 幼 き者 一 人助け まれ f ま、 如何ば，？ の 事 か 侍え。 前世い 

賴 朝に 助 おられけ る 故 やらん、 聞く よりいた はしく 不便に 侍る どと よ。 御身 をお ろ ％ とま 

思 ひ 奉らね ども、 一 は 使 がらと 申す 事の 侍れば、 など まめ やかに 打く どきて、 曾 叶まず 

して 終に 失 はれば、 i^Iiii 其の上 i 助 fera? ま 

<( いつしか 謹が 意 はれて、 はたと 胸 塞がえ 湯水 も 快く 飮 まれねば、 自ら 久 

賴朝 遠泷に 宥めら る i 事  二、 
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しかるべし とも 覺ぇ候 はず。 あはれ 尼が 命 を 生さん と 思 召さば、 兵 衞佐を 助けて 給へ か 

し」 と 歎き 給へば、 重 盛 も 迷惑せられ ける が、 淚を 抑へ て、 「さ 候 はて、 今一度 狗^の 趣 

を 申して 乙 そ見荧 よめ。 司 じく 尾 張 殴 を も 添へ 申され 候へ。 諸共に 仰の 由 委しく 語り 候 

あ i 

はん」 とて、 賴盛 と共に 重ねて 此の 由 を 申されければ、 淸盛 もさす が 岩 木なら ねば、 案 

じ 煩 はれけ るに、 重 盛 「女 姓の いわけな き 御 心に 思ひ沉 みて、 申させた まふ 乙と を さの 

みは 如何 仰せ 候 ふべき。 然るべき 御 計ら ひも 候 はずば、 御 恨み 深く 侯 ふべ し。 あの 賴朝 

一 人誅 せられ 候 ふと も、 盡 きん 御 果報の 長久なる べきに あらず。 當 家の 運 末になら ば、 

諸國の 源氏 何れ か 敵なら ざらん。 又 助け 置かれたり とも、 榮耀 後輩に 及ぶべく ば、 何の 

恐 か 候べき」 と、 理を盡 して 申されければ、 先づ 十三 日 をば 延べられて、 糙の 返事 はな 

t けり。 

【あま 逆〕 天が さかさまになる 程な 無理な 言。 【ゆゆしき 重 事】 非常な 重大 事件。 【伏 見中納 言】 源師 仲。 【越後 中 

將】 藤 原 成 親 。〔仔細 あるべき もの を】 器量が あって 油斷の 出来ない 者 だもの。 【官加 階】 官位に 同じい。 【兄に 超 

ゆる 1 賴朝 は兵衛 佐で 從 五位 上 相當官 であり、 兄の 朝 長 は 中宮 進で 六 位であった からい ふ。 【見と がめ 侍れば q 

そ】 見込みが あれば こそ。 〔秘蔵の 物 具】 源 太が 産 表 や 髭 切な ど をい ふ 【かた^ \】 いづれ にしても 。【以ての外 

の氣 色】 と て も 出来ない 樣子 。〔題目】 問題。 【^く は 思 はれ 奉ら じ】 輕莨 はせられ まい。 【疎と は 思 ひ 奉らね ど】 


不. Kr と は 思 はないけれ ども。 〔使 がら】 使の 者 S なし 樣。 【まめ やかに 打く どき〕 熟 心に ロ說 いて。 【墨 s 

頼 盛。 i 木なら ねば】 岩 や 木の 如く 無情で ないかへ 【いわけな き】 幼稚な。 卽ち 道理の わからぬ こと。 〔さの み 

は 如何 仰せ 候 ふべき】 その やうに どうして すげ なく 仰せられます か 。【榮 耀 後輩に 及ぶべく ば】 榮 華の 幸福が 子 

孫にまで 及ぶ ベ き JS 命であるなら ば。 

淸 盛が 聞いて 、「池 殿に 封して はなき 父上が 生きて 居られる 様に 思 ひ 奉って ゐ るから、 どん 

な 天が さかさまになる 程の 鍾な 仰？ あっても、 そむき はす まと 思って t けれども ビの事 は 

非常な 熏大 事件で ある。 伏 見 中 納言ゃ 越後 中將 などの 様な 者 を 何十 人助けて 置いた とても 大事 ある 

まい 凡 武士た る 者の 子孫 は それ 等と は異 つた 取扱 ひ をせ ねばならん 上に、 義朝 などの 子供 は、 幼い 

けれども 器量が あって 油斷が 出来ない 者 だもの。 殊に 賴朝は 官位 も 兄に 超えて ゐ るの は、 非常にす. 

ぐれた 所が あるから だら う。 父も賴 朝に 見込みが あれば こそ、 代々 傳 はった 物 具の， 中で も、 特 こも 

藏 して ゐた物 具を與 へ. たので あらう。 いづれ にしても 助けて 置く 事 は 出来ない 男 だもの。」 といつ 

て とても 出来ない 樣チ である。 左^ 頭は歸 つて 来て、 とても 出来ない 題で ある 事 を 申された の 

で、 池 殿 は淚を 流して 、「ああ 昔が 戀 しい。 忠盛 生きて ゐ たなら ば、 これ 程に 輕蔑 はせられ まい。 源 

氏の 一門 は 皆滅ん だ。 あの 効い 者 を 一人 助けて 置かれた といっても、 どれ 程の 事が あらう。 前の世 

で賴 朝に 助けられて 居た 爲 であらう か。 賴 朝の 事 を 聞いて から 氣の 毒で ふびんに 思 はれる のです。 

賴朝遠 流に 宥めら る、 事  ：」 、ミ 
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あなた を 不十分と は 思 はない けれども、 一 つに は 事の 成る は 使の 者の 取りな し樣 にも よるとい ふ 事 

であるから、 なぜ 熱心に くり かへ しくり かへ し說 いて 願って みないの です。 それでも 缟 許されない 

で、 終こ賴 朝が 斬られる なれば、 私の 生きて かひな き 命が あっても 何に ならう。 其の上 賴朝 は^ 馬 

助の 面影に 似て ゐ ると 聞いて から、 いつの 間に か 家 盛の 事が 思 ひ 出されて、 はたと 胸が つまり、 湯 

水 をよ く 飲む 事が 出来ない から、 自然 久しく 生きて 居られる とも 思 はれない。 ああ 私の 命 を 生 さう 

と 思 はれるならば、 兵 衞佐を 助けて 下さい。」 と 歎 かれた ので、 重 盛 も 迷惑 をせられ たが、 淚を 抑ん 

で T 左様で ございま すれば、 今一度 仰せの 趣 を 申して 見 ませう。 同じぐ 尾 張 殴 も 私と 一 緖に參 る や 

うにお 賴 みなさい ませ。 諸共に 仰せの 趣 を 委しく 話し ませう。」 と 言って、 賴盛 と共に 重ねて この 事 

を 願 はれた ので、 淸盛 もさす が 岩 や 木の 如く 無情な もので ないから、 考へ 惱んで 居られた 時に、 重 

盛 「女子の 幼稚な 御 心で 思 ひ 沈んで 仰せられる 事 を、 その やうに どうして すげ なく 仰せ ら わます 

か。 適 當な御 取 計 をせられ なかったなら、 深く お恨みになる ので ありませ う。 ^の 頼 朝 一人 を 誅せ 

られて も、 忽ちに 盡 きる 御幸 運で あらば、 長く つづく 喾 はありません。 當 家の 運が 末に. なったなら 

ば、 諸 國の原 夭 は 一人と して 敵で ない もの はありますまい。 叉 助けて 置かれても 榮 華の 幸 F か 子 

孫にまで 及ぶ ベ き 運命であるなら ば、 何の 恐れる 所が ありませ う。」 と 道理 を盡 して 申された ので、 

先づ 十三 日に 斬る 事 は 延期 せられて、 as な 返事はなかった。 


然れば 今日 斬らる、、 明日 失 はる V など 聞え しか ども、 其の 日 も 延び けれ.. ば、 兵衞. 

，佐、 是は 偏に 氏神 八幡 大 菩薩の 御 助な. o と、 いよ/ \ 心中に ^ お 深く ど あはしけ る。 か 

. く 一  日 も 命 延びたら ば、 念， 佛をも 申し 經を も讀 みて、 父の 後世 を 弔 はんとて、 ぎぎ藝を 

作らん とし 給へ ども、 人、， 力 を 許し 奉らねば、 丹 波 藤 三 を 語ら ひて、 小刀 幷に 木の きれ 

を 乞 ひ 給へば、 阈弘 「何事の 御手す さび どや。 頭 殿 を 始め 進ら せて、 御兄弟 多く 失せさ 

せ 給 ふに、 御 經をも あそばさで」 と 申せば、 兵衞佐 「天下に 物 思 ふ 者、 我に 勝る 人 あら 

： じと こそ 思へ。 去年 三月に 母に 後れ、 今年 正月 父 討 たれ 給 ふ、 義平朝 長に も 別れ 奉る。 

されば 此の 人々 の 菩提 を もとはん と 思； 3 て、 卒都婆 をな うと も 作らば やと a ふ 故 なり。 

な 力ん プぐノ  •£ つ 

^中 故 頭 殿の 六 七日 も 今日明日 なり。 四十九日 も 近づけば、 異なる 供佛施 僧の 镶こそ 十 

はう とも、 それ をせ めての 志に せんと 思へば、 刀を尋 ぬるな り」 と宣 ひければ、 國弘も 

, 哀に覺 えて、 彌平 兵衞に 此の 由 を 語れば、 宗淸 感じ 奉りて、 小さき 卒都婆 百 本 作々 て 奉 

る。 自ら も 造 立 書寫 して、 或 僧に. あつら へて、 形の 如く  の 儀 を ど 遂げられ ける。 池 

&カ やうの 事 ども を 聞き 給 ひて、 彌ぃ たはし く 思 召しければ、 樣々 に. e. されて 流罪 こど. 

定まう ける。 
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【卒都婆】 梵 詰で 高 顧の 義。 方^。  W 塚。 簦廟 などと 譯 する。 塔に 同じい。 又 後世 細^い 板の 上部 を 

塔の 形に し、 鸫文 • の 句な ば を 記した もの をい ふ。 〔人 刀 を 許し 奉らねば】 附 添の 人が 頼 朝に 刀 を 持つ 事 を 許さな 

いから 【御手す さび ぞゃ】 掏 手 ^をな されます か 。【天下に 物 思 ふ 者】 世の中に 物 思 ひの ある 者 。【母に 後れ】 母 

に 死別した。 頼 朝の 母 は 熱 田 大宮司 藤 原 季範の 女。 〔供佛 旅^〕 佛の 供物 や 4s へ の 施。 【それ をせ めての】 卒都 

婆 を 作って それだけ でもの 意。 【造 立書寫 す】 卒婆婆 を 造り、 ^文の 句な どを寫 す。 【あつら 〈て】 頼んで。 

故にん rrn 靳られ るの だ、 明日 失 はれる の だな どと 噂 をした けれども、 其の 日 も 延びた の 

で、 兵衞佐 はこれ は 偏に 氏祌 八幡 大 菩薩の 御 助で あると、 いよく 心中に 深く 祈念して 居られた。 

この やうに 一 日で も 命が 延ん だなら、 念佛を もし、 經も 謓んで 父^ 後世 を 弔 ひ 度い と 思って、 卒都 

婆 を 作らう とせられた けれども、 附 添の 人が 刀 を 持つ 事 を 許さない から、 丹 波 藤； 一一に 談 して、 小刀 

並に 木の きれ を 乞 はれる と、 國弘 「何の 御手 慰 をされ ます か。 頭 殿を始 として、 御 兄お が 多く 御 逝 

去に なった のに 御經も あそばさないで。」 とい ふと、 兵衞 佐、 「世の中に 物 思 ひの ある 者 は 自分より 以 

上の 者 は あるまい と 思 ふ。 去年 三月に 母に 死別し、 今年 正月に は 父が お 討 たれに なり、 ^平 朝 長に 

も お^れした。 故に この 人々 の爲 に極樂 往生が 出来る やうに 弔. ひ 度い と 思って、 でも 作 ひ 度 

く 思 ふ 故で ある。 とりわけ 故 頭 殿の 六 七日 も 今日明日の 中で ある。 四十九日 も 近づいた ので、 特^ 

な佛へ の 供物 ゃ儈 への 施し は出來 ない としても、 卒都婆 を 作って そ. d だけで も 自分の 志 を あら はし 


たいと 思 ふから 刀 を 求める ので ある。」 と 言 はれた ので、 國弘 も哀に 思って、 彌平 兵衞 にこの 事 を 語 

ると、 宗淸は 感心して、 小さい 卒 百 本 を 作って 奉る。 賴朝 自ら も 卒都婆 を 造り、 經 文の 句な ど 

を寫 して、 或 僧に 賴ん で、 慣例 通り 供養の 事 を 終 へられた。 池 殿 はこの やうな 事 を 聞かれて、 いよ 

\ ふびんに 思 はれた から、 いろくと 願 はれて、 終に 流罪に するとい ふ 事に 定まった。 

おほぐさ か  a よわ 

其の 時人 申しけ る は、 「大草 香 親王の 御子 眉 輪 王 は、 七 歳の 時、 父の 敵繼父 安康 天皇 を 

- 害し 奉ら、 廚河 次郞負 任が 子 千代 童子 は、 十二 歲 甲冑 を帶 して、 父と 一 所に 討死す。 賴朝 

は旣に 十四 歲 どかし。 父 討 たれね と 聞けば、 自害 を もせで、 尼に 屬 して、 かひな き 命 生 

もげ  、  J ほん 

きんと、 歎く 乙 そ 無 下 なれ」 と 申せば、 又 或 人の いふ 、「いやいや 怖し。 義朝 不義の 謀反 

に與 して、 蓮 命 を 失 ふ 事 はさる 事 なれ ども、 熟 事の 心 を 思 ふに、 保 元の 忠節 拔群 なれ ど 

も、 恩賞 是れ 疎に して、 大方の 淸 盛に は 劣れみ。 依 もて 勳功 薄き 事 を 恨みて、 起す 處の 

はん 5«- やぐ  、  . 〕 の 

反逆 なれば、 君の 御 政の 不正より 起る 處 なれ ども、 下と して 上 を 凌ぐ が 故に、 身 を滅し 

畢 りね。 然 りと いべ ども、 大忠の 餘薰は 家に 留まれみ。 之れ を 以て 氏族の 中に、 必ず 門 

葉を榮 やかす 輩 あるべき なり。 賴朝稚 しとい へど も、 父が 子 なれば、 かやう の 事 を 心に 

籠め て や 命を惜 むらん。 如何なる 名將 勇士. も、 命 あみての 事な， CSC されば 越 王お 歡の恥 
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を 雪 ぎし も、 命 を全ラ せし 故な. CN 。譬 へば 吳國 に、 越 王 勾踐、 吳王夫 差と て、 兩阈の 

王、 互に 國を 併せん と 諍 ふが 故に、 吳は 越の 宿世の 敵な り。 仍， 9 て 越 王 十一 年 二月 上旬 

に、 臣范蠡 に 向 ひて、 『夫 差 は是れ 我が 父祖の 敏 なり。 討たず して 年 を 送る 事、 人の 嘲 を 

執る 處 なみ。 今 我 向って 吳を攻 むべ し。 汝は 我に 代うて 國を 治めよ』 と宣 ふに、 范蠡が 

いはく、 『越 は 十 萬騎、 吳は ニ萬騎 なり。 小 を 以て 大に 敵せ ず。 又 春 夏 は 陽の 時に て忠賞 

を 行 ひ、 秋 冬 は 陰の 時に て 刑罰 を專 とす。 今年 春の 初な り、 征罰を 致すべからず。 隣國 

に赍人 ある は、 敵國の 憂と い へり。 況ゃ 彼の. 臣 伍子 胥は、 智深 くして 人 をな づけ、 慮 遠 

くして 主を諫 む。 是れ 三の 不可な 6』 と 諫めければ、 勾踐 重ねてい はく、 『禮に 曰く、 父 

の 怨には 共に 天 を 戴かず。 軍の 勝負 必ず 勢の 多少に 寄らず、 時の 運に 順 ひ 時の 謀に よる 

者な り。 是れ汝 が 武畧の 足ち ざる 故な，^。 若し 時 を 以て 勝負 を 計らば、 天下の 人 皆 時 を 

知り、 誰か 軍に 勝た ざらん。 是れ汝 が 智慮の 淺き處 なり。 伍子 胥が あらん 程 は、 討つ 事 

叶 はじと いは ど、 彼と 我と 死生 を 知， CS 難し、 いつを か 期すべき。 汝が愚 三 つなり』 と 

て、 終に 吳に 向ふ處 に、 越 王 打 負けて 會稽 山に 引き籠る といへ ども、 叶； 3 難き 故に 降 < 

になり て、 面 縛せられ、 姑 蘇 城に 入. cv て 手 かせ 足 かせ 入れられて、 獄中に 苦み 給 ひける 


は、 范蠡 聞きて 肺肝 を碎 ける あまりに、 筐に魚 を 入れて、 商人の まね をして、 祐蘇城 

到らて、 一 喉の 魚 を 獄中に 投げ入れけ るに、 腹の 中に 一 句 を 納めたり。 其ゅ詞 に 曰く、 

『西 伯 囚，1 差 里 i 耳奔 ，， 于翟 『皆 以爲 ^王 r 莫， -死於 許 feo 勾踐 此の 一 句 を 見て 船5 を 霜 

せきりん  か はず 

んじ， 石淋 をな めて 本 國に歸 る 時、 行路に 蟇の 跳り 出で 來 たる を、 下馬して 拜 す。 國の 

人 之 を怪み 妙る を 知 もて、 范蠡 迎に參 りけ るが、 『此の 君 は 勇める もの を 賞し 給 ふ ど』 と 

申しければ、 近國の 勇士 附き順 ひて、 終に 吳王を 亡して 國を 併せ 畢ら ぬ。 されば K のる. 

とわ ざに も、 石 淋の味 をな めて、 會稽 の耻を 雪ぐ とい へら。 賴朝も 命 全くば と 思へば、 

尼 公に も附き 入道に もい ひ、 助かる 乙 そ 肝要 なれ」 とど 申しけ る。 

〔大草 香 親王〕 仁德 帝の 皇子。 【厨 河 次郎】 安倍 貞任. I 開けば〕 聞け どの ST だら う。 〔無 下な けれ】 此上 

もない 見苦しい 事 だ。 〔大方の 淸盛〕 普通の 功し かない 淸盛 P 〔大忠 の 餘薰】 大いに 忠義 をつ くした 餘德 。〔門 葉〕， 

1 門 末葉。 〔陽の 時】 陽 氣の發 する 時^ 忠賞を 行 ひ〕 功 ある 者 を 賞す る こと。 〔禮】 禮記。 周 末、 秦、 漢時代の， 

儒の 古 鱧に 關 する 說を輯 めた 書で ある。 本書 曲 鱧の 中に 「父 譬弗 一一 與共戴 r 天」 と ある 。【面 縛〕 手 を 後方に 縛し • 

て、 面の み を あら はすの をい ふ 。【姑 蘇绒】 吳 の都狨 。〔手 かせ 足 かせ〕 手錠 足 錠に 同じく、 鐵 又は 木で 作り、 手 

足 を 縛って 自由なら しめない やうに する 刑具 o〔 一 喉〕 一 尾に 同じ い 。〔西 伯囚麦 里 云々； J 西 伯は殷 の紂， 王の 爲に 

H はれて 菱 里の 獄に つながれ、 重 耳 は國亂 に. 遁れて 翟に奔 りました が、 終に 王と なり 覇者と なる 事が 出 來まレ 
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た。 それで 苦しくても 辛 棒な されて 敵に 命 を とらす やうな こと をして はなり ません。 【西 伯】 周の 文 王の こと。 

殷の 時に 崇侯 虎と いふ 者が 西 伯の 德を稅 み 諸侯に 人望の あるの を 憎んで 之 を 讒言した から、 紂王は 捕へ て羑里 

の^に 人れ た。 【重 耳】 晋の文 公の 名。 其の 父献 公が 驟 姬を寵 し、 其の 讒を 信じて 太子 申 生 を 殺した から、 重 耳 

は 其の 母の S なる 翟に奔 つた。 【石 淋】 尿道に 生ずる 石の 如き もの。 これ を 嘗めた の は 汚穢 を 忍び、 困苦に 堪へ 

る 練習 をした ので ある。 【行路に 蟇の 跳リ 出で たる を 云々】 勾 踐が吳 を 討た うとす る 時、 途中 蛙の 腹 を ふく、 りし 

てゐ るの を U- て、 その 勇 奮の 風 ある に 感じて 蹟拜し 士氣を 鼓舞した と旲越 春秋に 出て ゐる。 

其の 時世 人が 言った のに は T 大草香 親王の 御子 眉 輪 王 は 七 歳の 時、 父の 敵で ある 繼父 安康 

天皇 を 害し 奉り、 安倍 貞 任の 子 千代 童子 は 十二 歳で 甲胄 をつ けて、 父と 一所に 討死した。 賴 朝は旣 

に 十四 歳で あるよ。 父が 討 たれた と 聞いたならば 自害で もすべき だのに、 それ もしないで、 尼に た 

よってい つて、 つまらん 命を畏 ら へ ようと、 歎き 悲しむ の は此上 もない 見苦しい 事 だ」。 とい ふと、 又 

或 人が 「いやく これ は 恐ろしい 事 だ。 義朝は 不義の 謀反に 加 はって、 運命が つきた 事 は、、 もな 事 

である けれども、 よくよく 事の 眞相 を考へ てみ ると、 保 元の 亂に盡 した 忠節 は 衆人に 拔き 出て ゐ るけ 

れ ども、 恩賞 を 受ける こと は 甚だ 少なく、 普通の 功し かない 淸 盛に 劣って ゐ ました。 それで 勳 功の 認. 

めら れな かった 事 を 恨んで 起す ところの 反逆で あるから、 君の 御 政の 不正から 起った ところでは あ 

る けれども、 臣下と して 主君に 反抗す るので、 身を滅 してし まった のです。 けれど *> 大いに 忠義 をつ， 


くした 餘德は 家に 留 つて ゐ ます。 それで 氏族の 中に、 必す 一門 末葉 を榮 えさす 人が ある 箸で ありま 

す。 賴朝は 幼少で ある けれども、 父の 子であります から、 この やうな 事 を 心中に 考 へて ゐて 命を惜 

むので せう。 どんな 名將 勇士で も 命がなくて は 何の 役に も 立ちません。 故に 越 王が 會稽の 恥 を 雪い 

だの も、 命 を 全うした 爲 であります。 譬 へば 吳國に 於て、 越 王 勾 踐吳王 夫 差と いって 兩國の 王が 互に. 

國を 併合しょう として 諍った 故に、 吳は 越の 代々 の 敵です。 それで 越 王 は 十 一 年 一 一月 上旬に 臣下の 范 

蠡に 向って、 『夫 差 はこれ 我が 父 や 祖父の 敵で ある。 討たないで 年 H を 過す こと は、 人の 嘲 を 受ける と 

ころで ある。 今 自分 は 向って 行って 吳を 攻めよう。 お前 は 己に 代って 國を 治めて くれよ。』 と 言 はれる 

と、 范蠡 がい ふのに 『越 は 十萬騎 で、 吳は ニ萬騎 であります。. 小勢 を 以て 大勢に 勝つ 事 は 出来 ませ 

し。 又舂夏 は 陽 氣の發 する 時で、 功 ある 者 を 賞し、 秋 冬 は 陰 氣の發 する 時であります から、 刑罰の 事 を 

、王に やります。 今年 春の 初め ことであります から、 敵 を 征し又 罰 を 加へ るな どい ふ 事 をして はなり 

ません。 隣國に 賢人の あるの は 敵國の 憂で あると いひます。 まして 彼の 臣 伍子 胥は、 智慧が 深くて 

人 をな づけ、 思慮が 深くて 主君 を 諫めます。 これが 三つの 攻めて 悪い 理由であります。』 と 諫めた Q 

で、 勾踐が 重ねて 言 ふに、 『禮 記に いって ある。 父の 饕とは 共に 此の世に 生きて ゐな いと。 軍の 勝負. 

は必す 軍勢の 多少に よる もので ない。 時の 運に よるし 又 其の 時の 謀に よるので ある。 軍勢が 少なく 

て 勝つ 事が 出來な いのは、 お前の 武略が 足らない 故で ある。 若し 時の よいと か惡 いと か を 以て 勝負 
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を 計るならば、 天下の 人 は 皆 其のよ い 時 を 知って ゐて、 誰も 軍に 勝たない 者 は あるまい。 時が 惡 ( 

から 討って はならない なと 言 ふの は、 お前の 智慮が 淺ぃ爲 である。 又 伍子 胥が 居る 間 は 討つ 事が 出 

來な いとい ふなら、 彼と 我と どちらが 平く 死に、 いづれ が 後に 生き 錢 るか 知る 事 は出來 ない ので、 

何時 討てる かわからない。 お前の 愚な こと はこれ で 三つ だ。』 といって、 終に 吳に討 入った ところ 

が、 越 王 は 負けて ^稽 山に 立て籠った けれども、 どうす る 事 も 出来ない ので、 降 人に なって、 面？ 

せられ、 免 蘇 城に 入って、 手錠 足 錠 を 入れられ、 獄中で 苦しまれ たのです が、 范蠡が これ を 聞いて 

苦心 慘澹 した 末、 籠に 魚 を 入れて、 商人の まね をして 姑 蘇 城に 至り、 一尾の 魚 を 獄中に 投げ入れた 

のです 力 其の 魚の 中に 一 句 を 入れて やりました。 其の 詞 にかう 書いて あつたの です 。『西 伯 は殷の 

紂 王の 爲に囚 はれて 麦 里の 獄 につな がれ、 重 耳 は 國亂に 週れ て 翟に奔 りました が、 終に 王と な ひ 覇：. 

者と なる 事が W 来ました。 それで 苦しくても 辛 棒な されて 敵に 命 を とらす やうな こと をして はなり 

ません。』 勾 踐は此 め 一句 を 見て いよく 命 を 大切に し、 石淋を 嘗めて 困苦に 堪 へる 練習 をな し、 本 

國に歸 る 時、 途中に 蟇の 跳り 出た の を 見て、 勇 奮の 風 あるに 感じて、 馬から 下りて 禮拜 したので 

す。 國の 人が 之 を怪ん だの を 知って、 迎 へに 行って ゐた范 翁が 『此の 君 は 勇氣の ある 者 を 賞せられ 

るの だ ぞ。』 と 言った ので、 近國の 勇士 は 附き從 つて、 終に 吳王を 亡して 國を 併せてし まった ので 

す 故に 世俗の 諺に も、 困苦して 敵 を滅す こと を、 石 淋の味 をな めて、 會嗜 の阯を 雪ぐ といって b 


ります。 賴朝も 命 さへ 全かった ならばい つか は 仇 を 打つ 事が 出來 ると 思った から、 尼 公に もす が 

P. 入道に も 願って 助かった 事 は 大切な ことであります。」 と 言った。 

常 磐 六 波 歡に出 づる事  、. 

さる 程に 淸盛 は、 義 朝が 子 共 常 磐が 腹に 三人 あみと 聞きて、 しかも 皆 男子な， 尋ね. 

よと あ も しかば、 常 磐が 母 を 召し出して 問 はれけ る 程に、 「左 馬頭 殿 討 たれ 給 ひぬ と 聞え 

いづち  ^  C  、  * 

し 日よ 6V 子供 引き 具して、 何 地 ともなく 迷 ひ 出で 侍 6 ぬ。 爭 でか 知， O 侍らん」 と 申し 

ければ、 「何で ふ 其の 母 を 搦め捕み て 尋ねよ」 とて、 六 波羅へ 召し出し、 樣々 に i め 問 は 

れけ 6。 母 泣く く 申しけ る は T 我 六十に 餘る 身の 命、 今日明日 とも 知らぬ 老の身 を惜 

みて、 いまだ 遙， なる 孫 共の 命 をば、 爭 でか 失 ひ 侍るべき なれば、 知りた り とも 申す ま 

じ。 まして 知 A ぬ. 行末、 何とか 申し 侍らん」 とロ說 きければ、 水火の 責 にも 及ぶ ベ か 6> 

し を、 常 磐 宇多 郡に て 此の 由傳へ 聞き、 母の ために 薆 目にあ はん は 如何せん、 我 故 母の 

苦 を 見 給 ふらん i そ 悲し けれ。 佛 神三寶 もさ こそ 惡 しと 思 召 すらめ。， 子 共は縱 g の 子な 

れば、 終に 失 はれ 乙 そせん ずらめ。 隱 しも 果てぬ 子ども 故、 科な き 母の 命 を 失 はす 事 © 
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悲し さよと 忍へば、 三人の 子北ハ 引き 具して 都へ 上り、 本の 住家に 行きて 見れば、 人 もな 

し。 こ は 如何にと 尋 ぬれば、 あたりの 人、 「一日 六 波羅へ 召され 給 ひしが、 いまだ 歸り給 

はず」 とど 答 へけ る。 

【何で ふ】 何程の 事が ある もの か。 【誠め 問 はれ】 訊問せられ。 〔遙 なる 孫】 先の 遠い 孫。 【失 ひ はべ るべ 

き なれば】 どうして 失 ふこと が 出来 ませう、 とても 出来な いこと であります からの 意 。【三 寶】 佛* 法、 僭 。【僻 

事の 子】 惡^ を 働いた 義 朝の 子。 

さて 淸盛 は義 朝の 子供が 常 磐の 腹に 三人 あると 聞いて、 しかも 皆が 男子で ある 尋ね 出せと 

命ぜられ たから、 常 磐の 母 を 呼び出して 訊問せられ たと ころが、 「左 馬頭 殴が お 討 たれに なった と g 

いた 日から、 子供-て 引きつれ 一」、 何 處へか 迷 ひ 出しました。 どうして 私が 知り ませう。」 と 言った の 

で、 「何程の 事が ある もの か。 其の 母 をし ばって 捕へ て 来て 尋ねよ。」 と 言って 六 波羅へ e し 出し、 樣々 

に 訊問 せられた。 母が 泣く  く 言った のに は、 「私 は 六十に 餘る 身で、 命 も 今日明日の 中にはて るか も 

わからない 老體 であるのに、 それ を 惜んで 白狀し 、まだ 先の 遠い 孫 共の 命 をば、 どうして 失 ふ ひとが 

出來 ませう か。 それ はとても 出来ない 事であります から、 知って 居っても 申しますまい。 まして 行末 

を 知らないで 於て は、 どうして 申し上げる 事が 出來 ませう。」 とくり かへ しく 言った ので、 水責め 火 

資め にも せられる 苦で あつたが、 常 磐 は 宇多 郡で この 事 を 傅へ 間いて、 自分が 母の ために 苦し い 目に 

あ ふの は 仕方のない ことで あるが、 私の ために 母上が 苦しまれ ると いふの は 悲しい 事で ある。 蹄 や 


神 ゃ三寶 もどれ 程 か 憎い と 思 はれる ので あらう。 子供 は 惡事を 働いた 者の 子で. あるから、 終に 殺さ. 

れ るので あらう。 隱し S てること も 出来ない 子供の 爲に、 科 もない 母上に 命 をす てさせる 事 は 悲し 

W 事で あると 思った ので、 三人の 子供 を 引きつれて 都へ 上り、 本の 住家へ 行って みると 誰も 居な 

い。 これ はどうした 事 だと 尋ねて みると、 附近の 人が 「一日 六 波羅へ 召し出され ましたが、 まだお 

歸り になり ません。」 と 答 へ た。 

常 磐 先. づ 御所へ 參 ftv て 申しけ る は、 「女の 身の はかな さは、 若し 片時 も 身に 添 へ て や 見 

ると、 此の 稚き者 共 引き 具し、 傍 田舍に 立ち 忍びて 侍りつ るが、 わら は ゆ ゑ 行方 も 知ら 

うきめ 

ぬ 老いた る 母の、 六 波羅へ 召されて 憂目に 逢 ひ 給 ふと 承れば、 餘 りに 悲しくて、 恥 を も 

忘れて 參ゥ たも。 早々 稚き 者と 諸共に、 六 波 羅へ遣 させ あはしまして、 母の 苦 を 止めて 

給 はり 候へ」 と 申せば、 女院を 始め 進ら せて、 有りと ある 人々、 「世の つね は、 老いた る 

母 をば 失 ふと も、 後世 を こそ 弔 はめ。 少き子 共 をば 如何 殺さん と 思 ふべき に、 子 共 をば 

失 ふと も、 母 を 助けん と 思 ふらん ありがた さよ。 佛神も 定めて 憐み思 召す らん。 年來此 

の 御所へ 參 ると は、 皆 人知れ り」 とて、 尋常に 出で立た せて、 親子 四 人淸げ なる 車に 1 

て、 六波羅 へど 遣され ける。 
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【街 所】 もと 奉仕した 九倏！ K 呈 子の 锊所。 【片時 も 身に 添へ て や 見る〕 子供 等 を 片時で も 傍に おいて 見 

る 事が 出来る だら うか。 【行方 も 知らぬ】 妾の 行 先 も 知らない。 【女 院】 九條院 。【世の常 は】 世間の 人の 常と し 

て。 〔尋常に〕 粽麗 さつば りと。 

IB 常 磐 は 先づ九 條院の 御所へ 行って 申し上げ たのに は 、「女の 身の なさけない 事に は、 若し 1- 

寸の 間で も 身に 添へ てゐて 見る 事が 出来ようかと、 此の 稚ぃ者 共 を 引きつれて、 遠い 田舍に 隱れて 

居り ましたが、 私 故に 私の 行 先 を も 知らない 老母が、 六 波羅へ 召されて、 苦しい 目に 逢 はれる と 聞 

きました から、 餘 りに 悲しくて、 耻も 忘れて 參 りました。， 早く 子供と 一 緖に 六波羅 へお 差し出し 下 

さいまして、 母の 苦 を 止めて 下さい ませ。」 とい ふと、 女院を 始めと して、 すべての 人々 が 「世間の 

人の 常と して、 老いた る 母 を 失っても、 それに 對 して は 後世 を 弔って やらう。 稚ぃ 子供 をば どうし 

て 殺す 事が 出来る もの かと 思ふ箬 であるのに、 子供 を 失っても、 母 を 助けようと 思 ふことの 殊勝な こ 

とよ。 佛ゃ祌 もき つと 憐に思 はれる ことで あらう 。年來 この 御所へ 參 つて 居る こと は、 皆 人が 知って 

ゐ る。」 と 言って、 綺麗 さつば りと 身支度 を させて、 親子 四 人 を 美しい 車に のせ、 六 波羅へ 遣され た。 

見 S4 れし宫 の 内 も、 今日 を 限りと 思 ふに は、 淚も 更に 留まらず。 名 をのみ 聞きし 六 

羅へも 近づけば、 屠所の 羊の 步と は、 我が身 | つに 知られたり。. 常 磐 旣に參 り しかば、 
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伊勢 守景 綱. H. 次に て、 「女の 心の はかな さは、 暫 しも 若し や 身に 添へ 侍る と、 稚き者 S 具 

して、 片邊 土へ 忍びて 侍りつ るが、 行方 も 知らぬ 母 を、 召し 置かせお はします と 承み 

て、 御 尋の子 共 具して 參り 候。 母 をば 疾く /\ 助けお はし ませ」 とかき ロ說 きければ、 

聞く 人 淚をど 流しけ る。 淸盛 此の 由 聞き 給 ひて、 先づ 「子 共 相 具して 參 みたる 條、 - 神妙 

なり」 とて、 纏て 费 面し 給へば、 二人の 子 は 左右の 脇に あ， 稚き をば 抱きけ う。 淚を 

^へて 申しけ る は、 「母 は 元より 科な き 身に て 候へば、 御免し 候ぶべし。 子 共の 命 を 助け 

給 はんと も 申し 候 はず。 一樹の 下に 住み、 同じ 流 を 渡る も、 此の世 一 の 事なら ず。 高き 

も 卑しき-も、 親の 子 を思ぷ 習、 皆 さ こそ 侍らめ。 わら は 此の 子 共 を 失 ひて ま、 かひな き 

へんじ 

命、 片畤 も堪 へて あるべき とも 覺ぇ候 はねば、 先づ わら は を 失 はせ 給 ひて 後、 子 共 を v< 

兎も角も 御 計 ひ 候 は乂、 此の世の 御 情、 後世までの 御利益、 是れに 過ぎた る 御 事 候 は 

じ。 ながらへ て夜晝 歎き 悲 まん 事 も、 罪深く 覺ぇ 侍る」 とロ說 きければ、 六つ子 母の 顏 

を 見上げて、 「泣かで 能く 申させ 給へ」 といへば、 母 は彌淚 にど 咽び ける。 . 

_H 【屠所の 羊〕 屠殺場に 連れて 行かれる 羊。 摩 耶經の 偶に 「譬如 下 稱陀羅 驅レ羊 就中 屠 處ょ步 々近 二死 地 T 人 

喬亦. 5 レ是」 と ある。 【我 身 一 つに 知られたり】 自分の 身の 事 を 言った もの だと 思 はれた 。【申 次】 ^次ぎ 役 一.^ 邊 
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士】 片 田舍。 【 1 樹の 下に 住み 云々】 ゎづ かの 闢保を 結ぶ の も、 前世からの 闳 緣 である 意 を あら はした もので、 

說法明 眼 諭に 「涫ー I 一樹 下 T 汲 一二 河流 二 夜 同宿、 一 日 夫妻、 $1!^ 先卅 結緣」 と ある。 【兎も角も 御 計ら ひ餃は 

S 殺さう とも 生 さう とも 如何 樣 にも 御虔八 刀な されるならば 。【御利益】 御 功德。 現在 又は 未来に 於て よい 報 を 

うける やうになる 善行 をい ふ o 【罪深く 覺ぇ 侍る】 罪業が 深くなる やうに 思 はれます 。【六つ子】 六 歳になる 乙 若。 

見馴れた 御所の 內も、 <fr 日が 最後で あると 思 ふと、 淚も 少しも 留まらない。 名ば かリ 聞いて 

見た 事の ない 六 波羅へ 近づいて 行く と、 死地に 赴く の を 屠所に 行く 羊の 歩に 譬 へて あるが、 それ は 

全く 自分の 身の 事 を 言った もの だと 思 はれた。 常 磐 は 旣に參 つたので、 伊勢 守景 綱が 取次ぎ 役で、 

「女の 心の なさけない 事に は、 一寸の 間で も 若し 身に 添へ てゐる 事が 出來 るかと 思って、 稚ぃ者 を 

引きつれ、 片田舍 に 隱れて 居り ましたが、 私の 行 先 も 知らない 母 をお 召し 置きに なって 居る と 問き 

まして、 お尋ねの 子供 を つれて 參り まし た。 母 をば 早う くお 助け 下さい ませ。」 とくり かへ しくり 

かへ し 言った ので、 聞いて ゐる人 は淚を 流した。 淸盛 はこの 事 を 聞いて、 先づ 「子供 を 引きつれて 

來 たと は 感心 だ。」 と 言って、 直に 對 面せられ ると、 二人の 子供 は 左右の 脇に ゐて、 稚ぃ子 は 抱いて 

ゐた。 淚を 抑へ て 申した のに は 、「母 はもと より 科の ない 身であります から、 御免し 下さる ので 御座 

いませう。 子供の 命 を 助けて 下さい ませと も 申しません。 一樹の 下に 住み、 同じ 流 を 渡る の も、 此 

の 世 だけの 事で なく、 前世. からの 因緣 であります。 身分の 高い 者で も 卑しい 者で も、 親が 子 を 思 ふ 

なら はし は 皆 その やうで ありませ う。 私 はこの 子 W をな くして は、 生きて かひの ない 命で、 一寸の 


間 も 生きて 居られる とも 思 はれません か^、  ^づ私 をお 斬りに なって 後に、 子供 を どうで もな され 

て 下さい ホ， す^ら、 此の世に 於ての 御 情と 後の世 まどの 御功德 はこれ から 上の 事 はありますまい。 

+ 生きながら へ て夜晝 歎き 悲しむ の も、 罪業が 深くなる やうに 思 はれま す。」 とくり か へ りく 言 ふ 

と、 六つになる 子が 母の 顔 を 見上げて、 「泣かないで よく おっしゃい。」 といった ので、 母 はいよ く 

淚に咽 ばれた。 ， 

さし も 心强げ にあ はしつ る淸盛 も、 頻に淚 の 進みければ、 押 拭； して さあらぬ 1 

• にもて なし 給へば、 さばから 猛き兵 共、 皆 袖 を ど しぼりけ る。 忍び あへ ぬ 輩 は、 多く 座 

席 を 立 たれけ ると かや。 常 磐 は 今年 二十 三、 梢の 花 はかつ 散りて、 少し^ は 過ぎ たれ ど 

も、 中々 見所 あるに 異ならず。 元より 眉目 容 人に 勝れた るの みならず、 ^^きょ， 9{ぉ 仕し 

て 物 馴れたる 上、 口き きなりし かば、 理 正しう 思 ふ 心を續 けたみ 。綠の 黛み 紅の 淚に亂 

れて、 物 思 ふ 日數經 にければ、 其の 昔に は あらね ども、 打し をれ たる 樣、 猶 世の つねに 

は 勝れたり ければ、 「此の 事なくて は、 爭 でか 斯 かる 美人 をば 見るべき」 と 申せば、 或 人 

語りけ る は、 「能き 乙 そ赏 にも M とわり よ。 伊通 大臣の、 中宮の 御 方へ 人の ぼ 目 好からん 

を 進ら せんとて、 九重に 名 を 得た る 美人 を、 千 人 召されて 百 人選び、 百 人が 中より 十 人 

常 磐 六 波 羅に出 づる事  一 一 七 九 
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選び、 十 人が 中の 一 とて、 此の 常 磐 を 進ら せられし かば、 唐の 楊 貴妃、 漢の李 夫人 も、 ， 

是れに は 過ぎ じ もの を」 とい へば、 「見れ どもく、 彌 珍ら かなる も 理 かな」 とど 申し 

ける o  . 

Qa  〔さあらぬ 體】 かなしくな いやうな 樣子。 【口き き〕 辯 舌が うまい。 【理 正しう 思 ふ 心を績 けたり】 道理 

正しく 思 ふ 程の 事 を 言 ひつ， づけた 。〔其の 昔に あらね ども〕 昔の 漾な 美し さはない けれども。 【伊通】 中宫呈 子の 

父。 〔揚^ 姬】 玄宗の 寵姬。 天寶 W 年宮に 入った。 敏慧の 上に 艷麗 であ リ、 善く 帝の 意を迎 へて、 言 ふ所聽 かれ 

ざるはなかった。 遂に 安祿 山の 大亂を 醸して、 夭 寶 十五 年 馬 嵬驛で 殺された。】 李 夫人】 漢の武 帝の 寵姬、 絕世 

の 美人で 武 帝に 召され 非常なる 寵幸 を 受けた が、 不幸に も 未だ 若くて 卒した。 帝 は 之 を粦ん で、 その 像 をす 泉 

宫に畫 かしめ た。 そして 常に 之を睐 めて ゐ たが 思慕の 念猶已 まず" 自ら 詩賦を 作って 夫人 を傷掉 した。 

_ffl あれ 程 も心强 さう に あられた 淸盛 も、 頻に淚 が 流れた ので、 押 拭 ひくして、 かなしくな 

い 様子 をせられ たから、 それ 程强 い；^ 共 も、 皆 袖 をし ぼっ^,。 堪 へきれ ない 人 は 多く 座 を 立ち去つ 

たとい ふこと である。 常 磐 は 令 年 二十 三で、 梢の 花 は 一方に は 散って 少し 盛り は 過ぎ， たけれ ども、 

な. a く 見所 あるの も 同様で ある。 元來顏 かたちが 人に 勝れて ゐる ばかりでなく、 少ぃ 時から 宮仕 

をして 勿 馴れて ぬる 上、 辯 舌が うまかった から、 道理 正しく 思 ふ 程の 事 を 言 ひつ づけた。 綠ひ黛 も 

れつ 淚こ 亂れ て、 、に を 苦しめる 日數が 積つ. たから、 昔の 様な 美し さはない けれども、 打ちし， れた 


.樣 が、 やはり 世間 普通の 人より は 勝れて ゐ たので T こんな 舉 がなくて はどうし てこの 樣な 美人 を 見 

る 事が 出來 よう。」 とい ふと、 或 人が 語した のに は、 「突し いのは 道理で あるよ。 伊通 大臣が 中宮の 所 

ベ 美人 を 進めようと 思って、 宮中に 名高い 美人 を 千 人 召 出されて 百 人 を 選び、 百 人の 中から 十 人選 

び 十 人の 中の 第一 の 美人 だとい つて、 此の 常 磐 を 進められ たので あるから、 唐の 楊 貴 妃ゃ漢 の 李 夫 

人 も 是には 過ぎない だら うに。」 とい ふと、 「見ても くいよ く 珍ら しいの も 道理 だ。」 と 一一 目った。 

さる 程に 母 は 免され ける に、 「此の 孫 共 を 失 ひて、 明日 を 凡 知らぬ 老の命 1、、 助かりて 

も 何 かせん。 うたての 常 磐 や、 老の命 を 助けん とて、 あの 子供ら は 何し に 具して 參， os け 

ん。 四 人の子 供の 事 を 思 はんよ， CN、 只 老の身 を 先づ失 はせ 給へ」 とて、 泣き 悲 みける も 

理な ftso 足 昔の あら、 かなる を も、 今や 失 はる 、使なる らんと 膽を けし、 ^高 こ  11^  (ふ 

ヤ^ I レ X- 

、を も、 はや 其の 事よ と、 魂 を 失 ひける に、 大甙宣 ひける は、 r 義 朝が 子供の 事、 淸 盛が 私 

の 計 ひに あらず、 君の 仰 を 承りて 執り行 ふば かりなり。 伺 ひ 申して、 朝議に 乙 そ.^ は 

め」 と宣 へば、 一 門の 人々 幷に侍 ども、 「如何に かやう に 御 心 弱き 仰に て 侯 ふやらん。 お 

の 三 四 人 成長 候 はん は、 只今の 事なる べし。 君達の 御爲、 末代 懼 しくて そ 候へ」 と 申せ 

ば、 淸盛. 「誰も さミそ 思へ ども、 おとなしき 賴朝 を、 池 殿の 仰に て s け 置く 上よ、 兄 を 

常 H? 六 波 羅に出 づる事  二、  | 
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ば 助け、 稚き を誅 すべき ならねば、 力なき 次第な り」 と宣 ひけり。 常 磐 は 母子共の 命 今 

日に 延 ぶる も、 偏に 観音の 御 計ら ひと 思 ひければ、 彌 信心 を 致して、 普 門 品を讀 み 奉り 

子供に は名號 をも唱 へさせ 給 ひける。 かくて 露の命 も 消え やらで、 春 も 半 暮れけ るに、 

兵 衞佐殿 は 伊豆の 國へ 流さる と 聞え しかば、 我が 子 共 は 何 處へか 流されん と、 膽を 消し 

伏し 沈みけ るが、 稚 ければ とて、 流罪の 儀に も 及ば ざら けり。 

【うたての 常 磐 や】 情な い 事 をす る 常 磐です よつ 【早 その 事よ】 我れ を 殺さう と の 仰 事よ の 意" 私の は 

から ひに あらず〕 自分勝手に 取 計ら ふので はない、 【名 號】 彌陀の 名號。 卽ち 南無 W 彌陀佛 のこと。 

さて 母 は 免され たが T 此の 孫 共 を 狡して、 明日 死ねる かも わからぬ 老の 命が 助かっても 何 

になり ませう。 情ない 事 をす る 常 磐です よ。 老人の 命 を 助けよう として、 あの 子供 等 を どうしに 

連れて 來 たので せう。 四 人の子 供の 事 を 思って 悲しむ より 死んだ がまし であります。 只 老人 0 仏 を 

先づ お斬り 下さい ませ。」 と 言って， 泣き 悲しんだ の も 道理で ある。 足音の あら/ \ し うする の も、 

今 こそ 斬られる 使で あらう かと 心 を ひや./ \ させ、 聲 高に 物を霄 ふの も、 我れ を 殺さう との 仰 事よ 

と 魂 を 消して ゐた 時に、 大甙が 言 はれた のに は、 「義 朝の 子供の 事 は、 淸 盛が 自分勝手に 取 計らう の 

ではない。 君の 仰 を 承って 執ケ行 ふだけ のこと だ。 お 伺 ひして 朝 淳 の 御意 見に 從 ふこと にしよう。」 

と 言 は ると、 一 門の 人々 並に 侍 どもが 「どうして この やうに 御 心；： K い 事 を 仰せられる のでせ う。 


ぬの 三 M 人が 成長す るの は、 もう 直で せう。 お子様 達の 爲に 末が 恐ろしう 御座います。」 と 言 はれる 

と、 淸盛 「誰と て その やうに 思 ふけれ ども、 大分 大きくな つて 居る 賴朝 を、 池 殿の 仰で 助けて 置く 

上 は、 兄 をば 助け、 稚ぃ * ども を 殺す とい ふ 事 も 出来ない から、 仕方のない 次第で ある。」 と 言 は 

れた。 常 磐 は 母子 兩 方の 命が 今日まで も 延びる の は、 全く 觀音 様の 御 計ら ひだと 思った から、 • いよ 

いよ 信心 をして、 普 門 品 を讀み 奉り、 子供に は彌陀 の名號 をも唱 へさせられた。 この やうに して f 

の 如く はかない 命 も 消えないで、 舂も 半分 程 暮れた が、 ，兵衞 佐 殿 は 伊豆の 國へ 流された と 聞いた か 

ら 自分の 子供 は どこへ 流される だら うと 心 を ひゃく させて、 泣き伏して ゐ たが、 稚 いからと 言つ 

て 流罪に もせられ なかった。 

經宗惟 方 遠流幷 召し 返さる、 事ノ 

か k る 所に、 院は顯 長 卿の 宿所に 御 坐 あ， o ける が、 常 は 御 に 出で させ 給 ひて、 1, 了 

人の 往來 を御覽 ぜられ て、 慰ませ 給 ひける に、 二月 二十日の 比、 內 裏よりの 御 使と て， T 

ちつけ てけ り。 上皇 憤 6 深く して 淸盛を 召され 、「主上 は 幼く まし^せば、 是れ 程の 御 計 

ら； 3 あるべき とも 覺 えず？ 是れ併 じながら 經宗惟 方が 所 爲と思 召す、 いましめて 進ら.^ 

^宗惟 遠 流幷 召し 返さる， 1 事  二， > 三 
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よ」 と 仰せければ、 畏まらて、 「一年 保 元の 亂に、 親類 を 離れて 御 方に 參ゥ て忠を 致し 候 

ひき。 去年 一 力 を 以て 21 徒 を 妹戮 仕り、 一 命 を輕ん じて 君 を 位に 卽け 進ら せ 候。 幾度な 

6 とも、 院宣 勅 詮に從 ひ 候 はん ずれ」 とて 纏て 官軍 を 差し 遣し、 經宗惟 方の 宿所に 押し 

寄せ たれば、 新 大納言の 許に は、 雅樂助 通信、 前 武者 所信 安と いふ 者、 二人 討死して け 

AVO され ども 兩人 共に 別事な く 召 捕りて、 御 壸の內 に 引き 居 ゑた.^。 

Is  ！ 【^敷】 一段 高く 構へ た宋で 行幸 や 祭な どの 時、 その 行裝を 見る 爲に、 路傍 又は «內 の 築 十： の 1 部 を 

くづ して 造り 設ける もの。 これ は 庭 隅な どに もとから 設けられ てあつた ものである。 【打ちつ けて けり】 桟敷 か 

ら 外方が 見えない やうに 板 を 打ちつ けて 塞いだ ので ある。 【併しな がう】 悉く。 皆。 【一 力】 一 人の 力。 【お 族 を 離 

れて】 保 元の » にお 父 ギ忠正 等 は崇德 院に锊 味方した けれども、 自分に 親族に « れて 後白河 夭 皂の钧 味方 をし 

たの をい ふ。 【锥樂 助】」 雅樂寮の 次官。 雅樂寮 は 朝 延の默 音 樂の事 を 掌る 役所。 【5ssffi】 中 li。 

B 此の 時に 後白河 上皇 は顯長 卿の 宿所に ゐら、 せられた が、 平常 剁 桟敷に お出 ましに なって、 一 

通行人の 往来す るの を御覽 になって、 慰められて 居られた が、 二月 二十日の 比、 内裏からの 御 使 だ 

といって、 板 を 打ちつ けて 塞いで しまった。 上皇 は 非常に 憤られて 淸盛を 召されて、 「天皇 は 御 幼少 

であるから、 これ 程までの 御 計ら ひ をせられ ようと も 思 はれない。 これ は 悉く 經宗惟 方の しわざと 

思 はれる。 しばって 引出して 來 い。」 と 仰せられ たので、 長って T 私 は 一 年の 保 元の 亂には 親類 を 離 


れて御 味方に f 忠義 を盡 しました。 昨年 は 一 人の 力で 悪者 ども を 討ち 平げ、 一 命 をす てて 君を鄉 

位に ぉ卽け 申しました。 幾度で も 院宣 や 勅 詫に 從 ひます。」 と 雷って、 間もなく 官軍 を 差し 遣し、 經 

宗惟 方の 宿所に 押し寄せ たので、 ¥納 言の 經宗の 許で は 雅樂助 通信と 前 武者 所信 安と いふ 者が 反 

杭して 二人 討死した。 けれども 兩人 一 緖に 何事もなく 召 捕って、 中庭の 內に 引き 据 ゑた。 

旣に 死罪に 定まり まる を、 法 性 寺の 大殿、 「昔 嗟 蛾 天皇 弘仁 元年 九月に、 右兵衞 瞀藤原 

仲 成を誅 せられし よ， o、 去ん ぬる 保 元元 年まで、 帝 二十 五代、 年紀 三百 四十 七 年、 かの 

間、 死せ る 者 二度 歸ら ず、 不便なら とて 死罪 を 停められ たりし を、 後白河 院の錄 宇に、 

少納言 入道 信 西 執權の 時、 始めて 申し 行； 3 たらしが、 中二 年 を經 て、 去年 大亂 起る、 其 

や, \  - 

の 身 纏て 誅 せられぬ。 懼 しく こそ 侍れ。 公卿の 死罪 如何 あるべ からん。 其の上 國に 死罪 

を 行へば、 海內に 謀反の 者絕 えずと 申せば、 死罪 一等 を 宥めて、 IS 流に ゃ處 せられん」 

と 申させ 給へば、 「尤も 大 殿の 仰 然るべ し」 と、 諸 卿 同じ 申されし かば、 新 大納言 經宗を 

， i  げき  しゃう げん 

ば 阿波の 國、 別 當惟方 をば 長 門の 國 へど 流されけ る。 官外 記の 記錄に は、 令 S 左 近將監 

射 二 殺 仲 成 於 禁所 一と 註し たれば、 正しく 頸 を 刎ねられ けん 事 は、 猶 久しく やなり ぬら 

ん 0  、 

鐽宗惟 遠流幷 召し 返さる X 事  二心 E 
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_spa 【法 性 寺の 大殿】 忠通。 【藤 原 仲 成】 藤^ 種繼の 子。 妹藥 子、 平弒； 大 皇に寵 せられた が、 共に 上皇に 勸 

めて 重お を 計った。 そこで^ ^天皇 は藥： ナの 01 を やめ、 仲 成 を 右兵衛 莳に囚 へ しめられた。 〔執 攉】 院 中の^ を 

^理 する 長官。 【官外 記】 太， お^の 書記。 大外記 少外記 各 一 人あった。 【左 近 將監】 左 近 衞府で 少將に 次ぐ 官。 C 

/ こ は 紀淸成 を いふ。 【猶 久しく やなりぬ らん】 仲 成よりも 以前の 事であった の だら う 。【禁所】 兵 衞府に 同じ い。 

旣に兩 人 は 死罪と 定まった の を、 法 性 寺の 大 殿が、 「昔 嵯哦 天皇 弘仁 元年 九月に、 右兵衞 督 

藤 原 仲 成を誅 せられてから、 去る 保 元元 年まで 帝 は 二十 五代、 年紀は 三百 四十 七 年であります。 そ 

の 間に 死んだ 者 は 一 一度と 歸ら ない ので ふびんだ と 言 はれて 死罪 を 停められました のに、 後白河 天皇 

の 御代に、 少納言 入道 信 西が 執權の 時、 始めて 申し上げて 死罪 を 行 ひました が、 中二 年を^て、 昨年 

大亂が 起り、 其の 身 も 直に 殺されました。 恐ろしい 事であります。 公卿 を 死罪に するとい ふ 事 は ど 

うでせ うどう もよ くない 事であります。 其の上 國に 死罪に 行 ひます と、 國內に 謀反 をす る 者が 絡え 

ない と 申します から、 死罪 一等 を 免して、 遠 流に 處 せられる のがよ ろしう 御座いませう。」 と 申され 

ると 、「至 極大 殿の 仰せられる 所が 當然 であります。」 と、 諸 癖が 賛成せられ たから、 新 大納言 經宗 を. 

ば 阿波の 國へ、 別 當惟方 をば 長 門の K へ 流された。 太 政官の 書記の 記錄に は、 左 近將監 をして 仲 成 

を 兵 衞府で 射 设 させた と 記して あるから、 眞に頸 を 斬られた 事 は 仲 成よりも 以前の 事であった ので- 

あら ケ。 


さる 程に、 彼の 人々 の隱謀 次第に 顯れ て、 君 も 罪な き 由 聞こし召されければ、 信 西が. 

子ども 皆 以て. 召し 返さる。 御 政に つきて、 仰せ 合せら る、 方な きままに、 彼 鞸門を ど 

忍ばせ 給 ひける。 師仲卿 も 終に 遁る k 所な くして、 播盧中 將成憲 の 配所、 室の 八 a へど、 

遣され ける。 伏 見 源 中 納言三 河の 八橋 を 渡る とて、 

夢に だに かくてみ か はの 八橋 を わたるべ しと は 思 は ざ ゥしを 

と 詠まれた 6 し を、 上皇 聞こし召されければ、 召し 返せと ど 仰な りけ る。 誠に 詠歌の 德 

^るべ し。 

〔彼の 人々 の隱 謀】 鸫宗惟 方 等が 信 西の 黨與を 除き 自ら 摟カ を收 める S に、 先づ 信頼に 勸 めて 信 西 を. 

殺さし め、 ついで 淸盛 によって 信 賴をも 倒し、 叉院を も抑壓 して、 ^帝 を 擁して 事 を專ら にしよう とした 計 

略。 〔君 も 罪な き 由】 信頼の 子供 等の 罪な き 由。 【彼の 禪門〕 信 西 入道。 【夢に だに かくてみ か はの 云々〕 この やう 

にして 三 河の 八つ橋 を 渡らう と は 夢にも 見なかった のに、 今 赏 際に ここ を 渡る こと はまこと に 悲し い 事で あ 

る。 みか はの みは 見る の 意 を かねて ゐる。 

. 1 その 中に 彼の 經宗惟 方 等の 隱 謀が 次第に 顯れて 来て、 君 も 信賴の 子供 等の 罪のない 事 をお 

聞きに なった ので、 信 西の 子供 も 皆 召し 返される。 御 政治に ついて、 御枏談 なされる 方 もない ので 

- 鸫宗惟 遠流幷 召し 返さる i 事  二八 七 


If  U 物語 新釋  二八 八 

彼の 信 西 入道の 事 をな つかしく 御 思 ひ 出しに なった。 師仲卿 も 終に 遁れる 事が 出来ないで、 播磨中 

将成憲 の 配所で ある 窒の八 島へ 遣され た。 伏 見 源中納 言が 三 河の 八橋 を 渡る 場合に、 

夢に だに かくてみ か はの 八橋 を わたるべ しと は 思 は ざり し を 

と 詠まれた C を、 上皇が お聞きに なった ので、 召し 返せと 仰せられた。 該に 歌の 御蔭で ああ XV- 

其の後 新 大納言 經宗 も、 阿： S の國 より 召し 返されて、 右大臣になる。 人 あはの 大臣と 

ど 申しけ る。 又大宮 左大臣 伊通 公、 「e に 住めば 輿 ある 事 を 聞く もの かな。 昔 乙そ黍 大臣 

あ-りけん なれ、 今 粟 大臣 出で 来たり。 いっか 又 稗 大臣 出で 來ん ずらん」 と 笑 はれけ り。 

大饔行 はるべ かりけ るに、 尊者に 此の 大臣 請 じ 奉りければ、 使者の 聞く を も 憚らず 、「粟 

はたご ぶる ま ひ 

大臣 上々 て、 旅籠 振舞 せらら るくな。 伊通 は 得參ら じ」 とど 申されけ る。 別當 入道 は、 

御 憤 深く して 召し 返さる まじき 由 聞え ければ、 心細く や 思 はれ けん、 故鄕へ 一首の 歌 を 

ぞ 送られけ る。 

乙の 瀨 にも 沈む と 聞けば なみだ 河流れ しよりも ぬる V 袖 かな 

と 詠みたり し を、 聞く 人哀を 催し、 君 も 戚じ思 召されければ、 終に 敉免を 蒙りて、 上洛. 

せられけ ると な 6SO 


釋 


【世に 住めば】 世に 生存して 居れば。 〔黍 大臣】 吉 備眞備 のこと。 吉備と 黍と 音が 通じる からの 洒落。 

眞 備は國 勝の 子で、 稱德 帝の 時の 右大臣で ある。 【大 黎】 大臣に 任ぜられた 人が、 公卿 を 請 待して 開く 宴會。 【尊 

者〕 大 響の 時. の 正客。 【旅籠 振舞】 道中 安 仝に 歸 つた 時に 催す 祝宴 をい ふ。 ここ は 旅から 上った 人の 饗應 である. 

かち、. 戲 れて霄 つたので ある。 旅籠 は 食料 を 人れ て 旅行に 携 へる 簿。 【別 當 入道】 惟 方の こと。 〔この 瀨 にも しづ 

むと 聞けば 云々〕 この度 も 免され ない との 事で あるから、 初めて 流された 時よ 9 も、 1 層 悲しみの 淚に袖 をぬ. 

らす ことで あるよ。 

其の後 新 大納言 經宗 も、 阿波の 國 からお 召し 返されて 右大臣になる。 世の 人が あはの 大臣 

と 言った。 又大宮 左大臣 伊通 公が 「世に 生存して 居れば 面白い 事 を IS くもの だ。 昔 は 黍 大臣と いふ 

のが あ ひたさう だが、 今 は 粟 大臣が 出来た。 何時か 稗 大臣が 出た 来る だら う。」 と 笑 はれた。 大饗を 

行 はれる 箬 であった ので、 正客に 此の 大臣 を 御案內 したと ころが、 使者の 聞く を も 憚らす、 「粟 大臣. 

が 上って、 旅籠 振舞 をせられ るの だな。 伊通 は 行く 事 は 出来ない。」 と 一一 一一 口 はれた。 別 當惟方 は 君の 御 

憤が 深くて 召し 返される 事 は あるまい とい ふこと が 聞え たから、 心細く 思 はれた ので あらう。 故鄕 

へ 一 首の 歌 を 送られた。 

この 瀨 にも 沈む と 聞けば なみだ 河流れ しよりも ぬるる 袖 かな 

と 詠んだ の を、 聞く 人 は哀を 催し、 君 も 感動せられ たから、 終に 御免され つて、 京せられ た. 

經宗惟 遠流幷 召し 返さる \ 事  • 二八 九 • 
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とい ふこと である。 

賴朝遠 流 附盛安 夢 合の 事  ， 

さても 賴朝 は、 伊豆の 國へ 流されければ、 池 殿、 兵 衞佐を 召されて 泣く ぐ宣 ひける 

は T 昨日まで も 御 市 故に 心を碎 きつる が、 配所 定まりて 流され 給 ふべき なり。 尼 は 若き 

より 慈悲 深き 者に て、 多くの 者北ハ 申し 助けたり しか ども、 今は斯 かる 老 尼の 申す 事、 叶 

ふべ しと も覺ぇ ざら しが、 左 馬頭の 能く 申されて、 旣に 命の 助か. o 給 ふ 事の 喜し さよ。 

C  ど 

今生の 喜び 是れに 過ぎた る 事な し J と ロ說き 給へば、 賴朝 「御 恩に 依， o て、 かひな き 命 

を 助けられ 進ら せ 候 ふ 事、 生々 世々 にも 報じ 盡し 難く こそ 唉 へ。 其れ ビ附 きて、 遙々 と 

罷り 下り 侍らん 道す から、 我が 方 樣の者 一 人 も 候 はねば、 如何 仕るべき」 と 申され けれ 

ば、 「誠に それ もいた はし。 親 祖父の 時より 召し 仕 はる \ もの も、 ， 世に 恐れて AJ そ. 隱れ SJ 

て 侍らめ。 今 は 宥められ ぬと、 披露 をな して 御覽ぜ よかし | と はから はれし かば、 きて 

其の 由 屈 聞す るに、 侍少々 出で 来たり。 彼の 侍 共同 心に 申しけ る は 、「今 は 御 出家の 事 を 

申されて、 御 下向 候 はく 御 心安く 候 ひなん。 池 殿 も 能く 思 召し、 平家の 人々 も 然るべ し 


とこ そ存ぜ られ候 はめ 一と 中し 勸 めけ るに、 纈纈源 五 盛 安ば からど、 耳に お l;g き 申しけ 

る は、 「如何 申し 候 ふと も、 御髮惜 ませお はし ませ。 君の 助からせ 給 ふ 事た I まにあらず、 、 

八 5! 大 菩薩の 御 計ら； 3 と覺ぇ 候」 と. & せば、 打 頜き給 ひけら。 御 出家 あれと いふに も、 

ななり 給 ひそと いふに も、 共に 音 もし 給 はぬ、 心の中 乙 そ 躍し けれ。 

【御 事】 御身。 〔左-ぬ 頭】 重 盛 0〔 生々 世々】 生れ か はって 出で 遭 ふ、 今の 世 も 後の世 も、 卽ち 未來永 勃 

の 意 。【わが 方樣の 者】 わが 家に 召使って ゐた 家來共 。【宥められぬ】 ゆるされた 。〔はから はれし かば】 方法 を敎 

i てく おたから L, 風聞す るに】 言 ひふら すと 。〔音 もし 給 はぬ. - 御返^: を 4 ^ら I ぬ。 

さて 賴朝は 伊豆の 國へ 流される ことにな つたので、 池 殿が 兵 衞佐を 召されて 泣く く 言 は 

れ たのに は T 昨日まで も 御身 故に 心 を 苦しめた が、 今 は 配所が 定まって 流される 箸です、 私 は 若い 

時から 慈悲 深い 者で、 多くの 人々 を 願って 助けた けれども、 今頃 はこの やうな 老 尼の いふ 事が 聽か 

れ ようと は 思はなかった が、 左 馬頭が 能く 申されて 命の 助かられた 事 は 嬉しい 事です よ。 此の世に 

於ての 喜び は是に 越した 事はありません。」 とくり かへ しく 言 はれる と賴朝 「御 恩に よって、 はか 

ない 命 を 助けられました 事 は、 未来永劫に 百 一 つて 報じ 盡す事 は 出来ません。 それにつ いて 遙々 と 下 

つて 行きます 途中、 召使って ゐ. た 家来 共 も 一人 も 御座いま せんから、 どう 致し ませう。」 と 申される 

と T 誠に-それ も氣の 毒です。 親 や 祖父の 時から 召し使 はれて ゐた者 も、 世の中 を 恐れて 隱れ てゐる 

賴朝遠 流 附盛安 夢 合の 事  二 九！ 
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のでせ う、 今 は ゆるされ たと 披露 をして ごらんなさい。」 とよい 方法 を敎 へて くれたから、 直に 其 Q 

苇を言 ひ觸ら すと、 侍が 少々 集って 來た。 彼の 侍 共が 心 を 一 つに して 言った のに は、 「今 は 御 出家な 

される とい ふ 事 を 申されて、 お下りに なられたならば、 御 安心で 鉀座 いませう。 池 殴も氣 持よ く 思 は 

れ、 平家の 人々 も それ はよ い 事 だと 思 はれる ので ありませ う。」 と 申し上げて 勸め たが、 IS 纈源吾 盛 

安ば かり は、 耳に ささやいて 言った のに は、 「どんなに 申しましても、 御髮を 落す 事 はお 惜しみな. さ 

いませ。 - 君が 助かられた 事 はた だ 事で はあり かせん。 八幡 大 菩薩の 御 取 計ら ひだと 思 はれます。」 と 

いふに 打うな づ かれた。 御 出家なさい ませと いっても、 御 出家なさい ますな と 言っても、 どちらに 

も 御 返答 をせられ ない 心の中 は 恐ろしい 事で ある。 

、水曆 元年 三月 二十日、 旣に 伊豆^ 國へ 下られければ、 池の 禪 尼へ 暇 申しに 参られけ 

らっ 禪尼 熟御覽 じて、 「不思議の 命 を 助け 奉る 志 思 ひ 知も铪 はぐ、 尼が 言葉の 末 を 少しも. - 

違へ ず、 弓箭 太刀 刀、 狩 漁な どい ふ 事 耳に も 聞き入れ 給 ふべ からず。 人の 口 はさが なき 

もの なれば、 御身 も 二度 事に a ひ、. 尼に も 重ねて 憂 耳 聞かせ 給 ふな」 など、 細々 と宣へ 

ば、 賴朝も 今年 十四 なれば、 幼稚 なれ ども、 人の 志の 眞實 なる を 思 ひ 知らて 淚に 咽び、 

袖す しぼる ばかりにて A はしける が、 良 あらて、 「父母に 後れ 候； 3 て 後 は、 哀を かくべき 


人 も 侍らぬ に、 懇の御 志 ありがたく itsv 候へ」 とて、 頻に 泣き沈み 給へば、 禪尼も 誠に 

さ こそと、 心中 推し量られて 、「人 は 能く 親の 孝養、 志 深さが 冥加 も あり、 命も存 ふべき 

事に て ある どと よ。 經 を も饋み 念 佛をも 申して、 父母の 後世 を 弔 ひ 給 ふべ し。 尼 は 子と 

： 思 ひて、 かやう に 申すな り。 其の 故 は、 尼が 子に 右馬助 家 盛と て 候 ひし どと よ。 それが 

€ 歉に 能く 似 給 ひたれば、 最 惜しく 思 ふなり。 都て 眉目 貌心樣 人に 勝れて、 鳥 羽 院に召 

し 仕 はれて 御覺 よかり しが、 此の 大贰 殿い まだ 中 務少輔 と 申し V 時、 祇園の 社に て 事 を 

し 出し、 社 人の 訴 ありし かば、 山門の 大衆 擧 もて 流罪せられ よと、 公家；^ &し、 かど も 

： 君 抱へ 仰せられし を、 弟 家 盛 さ v へな りと て、 咒咀 すると 聞え しが、 誠に 山 王の 御霊に 

や、 二十 三の 年 失せ 侍りし なり。 かひな き命堪 へて あるべ^ とも 覺ぇ ざり しが、 早 十一 

年に なり 侍りけ る どや。 何事に つけても 思 ひ 出さぬ 時 もな きに、 御 事 さへ 打 添へ て、 淚 

を 流し 心を盡 しつる に、 先づ 嬉しく こそ 候へ。 御身 は 行末 遙な ら、 尼 は 明日 を も 知らぬ 

身 なれば、 餘波 こそ 惜しく 候へ」 と、 心苦しげ に 打 歎き 給へば、 佐 殿 もまめ やかなる 志 

の 程 を 思 ふに も、 如何して 此恩を 報ぜん とも 覺 えず、 終夜 泣き i そ あかされ けれ。 

〔下られければ】 下る ことにな つたので の 鬣。 【さが なき】 よくない。 【人 は 能々 親の 孝養 云々】 人 はよ 

镇朝遠 流 安 夢 合の 事  二 九 三  < 
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く 親の 亡魂に 封し 供養し、 志の 厚い 者が 神佛の 加護 を 蒙り、 長生 もす る ものです よ。 【钩覺 えよ かりし が】 钩恩 

寵が 厚かった が 。【大 貳】 淸 盛。 【紙 園】 四^ 賀茂 川の 東に ある。 祭神 は 素 盞呜 尊。 阒融 天^の 天 祿 三年、 n: 吉祌 

1* の 末社と した。 【事 を 仕出し】 一 成阖 の 社 人と 爭： K をした こと。 【山門の 大衆】 延曆 寺の 僧徒。 【抱へ 仰せら t し 

を〕 ^盛 を かば はれて 訴を きき 入れられなかった の を 【家 盛 ささ へな り】 家 盛が 故障 を いって、 山門の 穎 を 達 

せしめた いと 想像した C 【山 王】 日. fH 山 王 C  、比截 山の 祭神 o 【かひな き 命】 家 盛に わかれ 生きて かひの たい 命。 【» 

事 さへ 打 添へ て 云々】 あたたの 事 さへ 添 ひ 起って 来て、 淚を 流し、 心を盡 したが、 思 ひが 叶って 先づ 嬉しい 事 

です。 、  - 

Ha 永曆 元年 三月 二十日、 旣に 伊豆の 國へ 下られる 事に なった ので、 池の 禪尼 へお 暇 乞 ひに 

行かれた。 禪 尼が よくく 御覽 になって、 「不思議の 命 をお 助けした 私の 志が おわかりに なるならば 

私の 言葉 を 少しも 違へ す、 弓箭 太刀 刀な ど を もて あそび、 狩 漁な どい ふ 事 を 耳に き 入れて はな 

りません。 人の 口 はよ くない ものであります から、 あなた も 一 ； 度危ぃ 目に 遭 ひ、 私に も 重ねて 悲し 

い 事 を 聞かせて 下さるな。」 など 細々 と 言 はれる と、 賴朝も 今年 十四になる わで、 幼ハ けれども、 

人の 志の 眞實 である 事 を 思 ひ 知って 淚に 咽び、 袖 もし ぼる 程で あられた が、 暫くして 「父母に 死 こ 

後れて 後 は 情 を かけて くれる 人 も 御座いま せんのに、 御 懇切な 御 志 はありが たう 御座います。」 と 言 

つて、 非常に 泣き沈まれ たので、 禪尼も 誠に 左樣 であらう と、 心中 を 推量せら^-て、 「人 i よく 親 ひ 


亡魂に 對し 供養 をし、 志の 厚い 者が 祌怫の 加護 を 蒙り、 長生 もす る ものです よ。 經をも 讀み念 例 も 

申して、 父母の 後の世に 於て 安樂で ある やうに 弔 ひなさい。 私 は あなた を 自分の 子と 思. つて このべ 

うに 言 ふので す。 其の 故 は 私の 子に 右馬助 家 盛と いふ ものが あつたので すよ。 それの 容貌に あなた 

がよく 似て 居られた から、. 非常に 殺す の を 惜しく 思の ふです。 すべて 顏 かたち や 心の 持 様が 人に 勝 

れてゐ て、 鳥 羽院に 召し 仕 はれて 御 恩寵が 厚かった のです が、 此の 大贰 殿が まだ 中 務少輔 と 言った 

時、 祗 園の 社で 爭論を 起して、 社 人の 訴 があった ので、 延曆 寺の 佾徒等 は 皆 流罪に せられよ と、 朝 

廷に 申した けれども、 君 は 淸盛を かば はれて 訴を きき 入れられなかった の を、 站家 盛が 故障 をい つ 

て、， 山門の 願 を 達せし めない と 想像して、 のろ ふとい ふ 事でした が、 誠に 日吉山 王， の 御 靈の爲 だか 

二 4* 三の 年に 死んで しまった のです。 あって かひの ない 命で、 生きて 居られよう とも 思 はれな かつ 

たが、 早 十】 年に なった のです よ。 何事に つけても 思 ひ 出さない 時 ははい のに、 あなたの 事 さへ 添 

ひ 起って 来て、 淚を 流し 心を盡 したが、 思 ひが 叶って 先づ 嬉しい 事です。 あなた は 將來の 永い 身で 

す。 私 は 明日 死ぬ るか も わからない 身です から、 名殘り 惜しい のです。」 と 心苦しげ に 打 歎 かれた の 

で、 左 殴 も 池の 禪 尼の 親切な 志の 程 を 思 ふに つけても、 どうして 此の 恩 を 報す る 事が 出来る とも 思 

はれす、 終夜 泣き明かされた。 

1 二月 二十日の 曉池殿 を 出で、、 東 路遙に 下られけ り。 郞等少 々あらし も、 皆 留められ 

賴朝遠 流 附盛安 夢 合の 事  二 九 五 
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て、 僅に 三 四 人 乙 そ 具したり しか。 盛 安 も大津 までとて、 馬 鞍 尋常に して 供したら ける 

に、 佐 殿 は 「ぎ^? の 流さる、 は大 なる 歎なる が、 賴 朝が 流罪 は 希代の 悅 なり」 とど 宣 

ひける。 され ども 內の i パ にても ありし かば、 雲上の 交 も 忘れ 難し。 皇后 宮司 にても 侍 

らし かば、 其の £ ぎ も 惜し かりき。 親に も あらぬ 池の 禪 尼の、 情 を かけ 給 ふに も 別れ 奉 

れ文、 あが 乾く 隙 どなき。 越 烏 南 枝に 巢を かけ、 胡馬 北風に 嘶え ける も、 生 土 を 思 ふ 故 

どかし。 東 平 王と いふ 者の 旅の空 にて 失せけ るが、 墓の 上なる 草 も 木 も、 故鄕の 方へ ど 

i きけ る。 生 を かへ ての 後まで も、 生 土 は 忘れ W 習なる が、 追 立の 檢使 靑侍季 通、 粟田 

ろ 11  きて ちた^ も D  らう ザき 

口より 次第に、 各 次に 玩物を 奪 ひ 取らて、 狼藉 殊に 甚し。 盛 安 も大津 までと 申したり し 

が、 &ケ 留まり ゆる 上、 勢 多に は 橋 もなくて、 船に て 向の 地へ 渡ら 給へば、 旁 心苦しく 

たォ r 

て 打 送り 奉る 處に、 社の 見えけ る を、 「如何なる 神 ど」 と 問 ひ 給へば、 武部 明^と 申す。 

5&の 「さらば 今夜 は 此の 御前に 通夜して、 行路の 祈 を 申さん」 とて、 社埴 にど 留まり 給 

ひける。 夜、 ^ け 人 定まらて 盛 安 申しけ る は、 「都に て 御 出家 然るべ からざる 由 申し 候 ひし 

か、 不思議の 夢想 を 蒙ゲ たりし 故な， 9。 君御淨 衣に て、 八幡へ 御參ら 候 ひて、 大 床に^ 

します。 盛 安 御供に て數 多の 薆の 上に 伺候したり しに、 十二 三 許なる 童子、 弓箭 を 抱き 


セ大 床に 立た せ 給 WT 義 朝が 弓胡籙 召されて、 參 りて 候』 と 申されし かば、 御寶 殿の 5： 

より、 けだかき 御聲 にて、 『深く 納め 置け、 終に は賴 朝に 給 は するど。 • 是れ賴 朝に く は 

せよ』 と 仰せら るれば、 天童 物 を 持ちて 御前に 差 置かせ 給 ふ。 何やらん と 見 奉れば" 打 

鮑と いふ ものな み。 君 恐れて 左右な くま ねら ざり し を、 『其れた ベよ.』 と 仰せら る。 數へ 

て 御覽ぜ しかば、 六十 六本 あり。 彼の 鮑 を兩 方の 御手に て 押し 握りて、 太き 所 を 三 口 ま 

ねりて、 小さき 所 を 盛 安に 投げ 給 ひし を 、取み セ、 懷中 すると 見て、 打 驚き 存じ 候 ひし 

は、 故 殿 乙 そ 一旦 朝敵と ならせ 給へ ども、 御 弓胡籙 八幡の 御寶 殿に 納め 置かれ、 終に は 

君に 給 はんず るな み。 又 打 鮑 六十 六本 まねり し は、 六十 六 箇國を 打 召され 候 はんず る 

と、 合せ 申して 候 ひつ」 と 申せば、 其の 返事 をば し 給 はで、 「いざせ めて 鏡まで」 と宣へ 

ば、 「何處 まで も 御供 仕らん と 存じ 候へ ども、 八十に 餘る 老母 相 勞る事 候へば、 今日明日 

を も 知り 難し。 如何にも 見なし 候 はて、 纏て 參 らん」 と 申して 候へ ども 、「人の なさに こ 

そ、 かくは 仰せ 候 ふらめ。 母の 事 は 兎も角も 侍れ。 伊豆まで 御供 仕らん」 と 申せば、 「其 

れは思 ひも 寄らず o 志 はさる 事 なれ ども、 汝が 母の 歎かん 事、 併し がら 我が 僻事なる ベ 

. し」 とて、 「母 如何にもな^ なん 後、 参るべし」 とて、 再三 止め 給へば、 力なく 泣く /(- 

賴朝遠 流附盛 安^ 合の 車  二 九 七 
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： 都へ 上りけ ■ - ,1、絲 衡；  一 ^^^%wm^^0^M^ 

【馬 鞍専 常にして】 馬 も ta も 相 赏立 淤 にして。 【內の 蔵人】 禁中の 蔵人。 蔵人 は 天皇に 近侍す る {»2 人 

で、 其の 職掌 は 初 は 機密の 文書 及 訴松を 掌った が、 後に は 宮中 一 切の 事務 を^る やうに なった。 【雲上の 交】 宫 

中に 於け る 交。 【越^ 南 枝に K を かけ 云々】 越の 國は 南方で あるから 其の 國の鳥 は 他國へ 行っても、 尙 南方に 向 

つて ゐる 枝に 粜を かけて 故^ を 望み、 胡 は 北方の II であるから、 其の 國 の 馬 は 他國へ 行って ゐて も、 北方から 

吹いて 来る^ を迎へ て は 嘶く とい ふ義 で、 故 鄕は慕 はれる ものである こと をい ふ。 文選の 古詩に 「胡馬 依 二 北風 i 

越 鳥 ffi  二 南 枝 こ と ある。 〔生 土】 生れた 十 • 地 *【 追 立 0 撿使】 罪人の 追放 を 家る 者。 檢非違 使の 職で ある。 【靑 侍】 

官位の ひくい 。〔武^ 明 神】 日本 武« を 祀る。 勢 s 村 大字 神領 にある。 【通夜】 瓧 寺に 參 US して 終夜 祈願す る. こ 

と 。【定まって〕 ね しづ まって。 【夢想】 夢の 中に 神佛の 示現が ある こと。 【淨 衣】 白い 狩 衣。 神事に 用 ひる "【E】 

^を 敷きつ めた 所， 【胡 錄】 矢 を An つて 背に 負 ふ 具。 餛 に似て 輕粗 である。 【天童】 童 形の 天人。 【打 鮑】 飽の肉 を 

薄く 長く へ いで 乾した もの。 【打 驚き】 目が 畳める 。【存じ 候 ひし は】 思ひ考 へ てみ ましたのに は e 〔故 殿； I  *5S。 

•t いざせ めて 鎵 まで】 さあせ めて まで 見送れ。 【扣勞 る 事】 病 ^。【見 成し 候 はば】 見す ゑが つきましたなら • 

【人の なさに こそ〕 お^する 人が なく 心細い ので。 【僻事】 よくな い 事。 

ffla 三月 二十日の 曉に池 殿 七 出て、 東海道 を遙に 下られた。 家來 どもが 少々 あった けれども、 

皆 留められて、 僅に 三 四人 を 引き連れて ゐた。 盛 安 も大津 までと 言って、 馬も铵 も相當 立派に して 


俱 をした が、 佐 殿 は 「世間の 人 は 流される の は 非常な 悲しみで あるが、 賴 朝の 流罪 はまた とない 悅ば 

しい 事で ある。」 と 1| 目 はれた。 けれども 禁中の 蔵人で もあった から、 宮中に 於け る 交 も 忘れ 難い。 皇后 

宫の司 もして ゐ たから、 其の 名 殘りも 惜しかった。 親で もない 禪 尼が 情 を かけて 下さった がそれ にも 

- お別れし たので、 I の 乾く ひま もない。 越 鳥が 南 枝に 巢を かけ、 胡馬が 北風に 對 して 嘶いた の も、 

生れた 土地 を 思 ふ 故で ある。 東 平 王と， いふ 人が 旅行 中に 死んだ が、 \慕 の 上の 草 も 木 も 故鄕の 方へ 靡 

，いた。 ，死んで 後まで も、 生れた 土地 は 忘れられないなら はしで あるが、. 追 立の 檢 使で 卑しい 侍の 季 

通が、 粟田口から 次第に 路々 玩具 を 奪 ひ 取って、 亂暴 をす る 事が 甚だしい。 盛 安 も大津 までお 供 を 

したいと 言った が、 他の 人々 が 留まった 上、 勢 多に は 橋 もなくて、 船で 向の 地へ 渡られる 事で ある 

から、 何 かにつ けて 心苦しく 御迗 りして ゐる 時に、 社が 見えた ので T どうした 神 ぞ。」 と 問 はれる 

と、 武部明 神と いふ。 佐 殿 「それなら 今夜 は 此の 御前で 通夜 をして、 行く 道中の 無事で ある やうに 

お祈り をしょう。」 と 言って、 社 壇に 留まられた。 夜が 更け 人が ね しづ まつてから、 盛 安が 言った の 

は、 「都で 御 出家 をな されて はよ くないと 申し ましたの は、 不思議の 夢想 を 蒙った 故であります。 そ 

の 夢 は 君が 白い 狩 衣 を 着て、 八幡へ 御參 りに なって、 大 床に ゐら せられます。 私 は 御供 をして 多く 

の S の 上に 謹んで 控 へそ 居りました ところが、 十二 三位の 童子が、 弓箭 を 抱いて 大 床に お立ちに な 

り、 『義 朝の 弓 ゃ胡籙 をお 召しに なりました ので、 持って 參 りました。』 と 申された ので、 御寳 殿の 內 

頼 朝 遠 流附盛 安^ 合の 事  二 九九 
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から、 けだかい 御聲 で、 『深く 納めて 置け、 終に 賴 朝に 與 へる ぞ。 是を賴 朝に 食 はせ よ。』 と 仰せられ 

ると、 童 形の 天人 は 何 か 持って 御前に 差 置かれます。 何で あらう と 思って 見 奉る と、. 打 鮑と いふ も 

のであります。 君 は 恐れて 容易に 召し あがられなかった が、 『それ をた ベよ。』 と 仰せられます。 數へ 

て御覽 になった ところが、 六十 六本あります。 その 鮑を兩 方の 御手で 抿 つて、 太い 所 を 三 口 召し あ 

がられて、 小さい 所 を 盛 安に お投げに なった の を 取って 懷 中に 入れる と 見て 目が 覺め、 思ひ考 へて 

みました のに は、 故 殿 こそ 一旦 朝敵と ならせられた けれども、 御 弓 や 胡籙を 八幡 様が 御寳 殿に 納め 

て 置かれ、 終に は 君に 下されようと せられる のであります。 又 打 鮑 六十 六本 を 召し 上った の は、 日 

本 六十 六 简國を 討ち 從 へられる ので あると 夢 判じ を 致しました。」 と 申し上げる とその 返事 はせられ 

ないで、 「さあせ めて 鏡の 宿まで 見送れ。」 と 雷 はれる ので T 何處 まで も 御供 を 仕らう と は 思 ひます け 

.れ ども、 八十に 餘 つて ゐる 老母が 病氣 であり ますから、 今日明日の 命 も 知る 事が 出來 ません。 どう 

とか 見す ゑが つきましたなら 直に 參り ませう。」 と 申 上げた けれども. T お供 をす， る 人が なく 心細い の 

で この やうに 仰せられ るので ありませ う。 母の 事 はどうで もよ ろしう 御座います。 伊豆まで 御供 を 

致し ませう。」 と 言 ふと T それ は 思ひ锊 けない 事で ある。 志 は 尤も だが、 お前の 母の 歎く やうになる 

こと は、 全く わしに とっても 善くない 事で あらう。」 といって 、「母の 見す ゑが ついた 後 參れ。 I と^つ 

て、 再三 止められ たので、 仕方なく、 泣く く 都へ 上った。 


き 五 


兵 衞佐殿 は、 尾 張の 國熱田 大宮司 季範が 女の 腹な り。 男子 二人 女子 一 人 どお は しけ 

る。 女子 は 後藤 兵 衞實甚 養 君に して、 都に 隱し 置きけ み。 今一 人は駿 河の 國に香 貫と、 

から  たてまつ まれよ し  けら 

ふ 者搦め 出して、 平家へ 獻れ ば、 希義 とい ふ 名 をつ けて、 土 佐の 國氣 良と いふ 所へ 流 3 

れて あはしければ、 氣 良の 冠者と ど 申しけ る。 兵 衞佐は 伊豆の 國、 兄弟 東西へ 別れ 行 

く、 宿業の 稃： そ 悲し けれ。  、 

【氣 良〕 長 岡 郡に ある。 【宿業】 前世の 報い。 

兵 衞佐殿 は 尾 張 國熱田 大宮司 季範の 女の 腹 に^れた ので ある。 男子 一 一人 女 子 一人 あられ 

た。 女子 は 後藤 兵衞實 基が 養女と して、 都に 隱 して 置いた。 今一 人 は駿河 s 香 貫と いふ 者が 搦め s 

して、 平家に たてまつ ると、 希義 とい ふ 名 をつ けて、 土 佐の 國氣 良と いふ 所へ 流されて 居られた か 

、 ら、 氣 良の 冠者と 言った。 兵 衛佐は 伊豆の 國に 流され、 兄笫が 東西へ 別れて 行く、 前世の 報 は悲レ 

いとと である。 

牛 若 奥州 下向の 事 

a て も 常 磐 をば 淸盛 最愛して、 近所に 取り 居 ゑて、 通 はれけ ると ど 聞え し。 されば 其 

牛 荐奧 州 下向の 事  一 二 〇1 
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の 腹の 男子 三人、 流罪 を 道れ て、 兄 今 若 は、 醍醐に のぼ 6/ 出家して 禪師公 ダ濟 とど 申 

しける。 希代の 荒 者に て、 惡禪師 とい ひけり。 中 乙 若 は、 八 條宮に 候 ひて、 1 公 圓濟と 

名乘 りて、 • 坊官 法師に て どお はしける。 弟 牛 若 は、 鞍馬 寺の 東 光 坊阿闍 梨 蓮 忍が 弟子、 


しゃな 


禪林房 阿 闍梨覺 日 か 弟子と なりて、 遮那 王と ど 申しけ る。 十一 の歲 とか や、 母の 申す 事 

を 思 ひ 出して 諸家の 系圖を 見け るに、 實 にも 淸和 天皇より 十代の § 裔、 六 孫 王よ， 八 

代、 多田滿 仲が 末葉、 伊豫 入道 賴義が 子、 八幡 太郞義 家が 孫、 六條 判官 爲義が 嫡男、 ^ 

左 馬頭 義 朝が 末子に て 候 ふなみ。 如何にもして 平家 を滅 し、 父の 本望 を 達せん と 思 はれ 

ける こ^ 懼 しけれ。 晝は 終日 學文を 事と し、 夜 は 終夜 武藝 を 稽古せられ け， o。 僧正が 谷. 

にて、 天狗と 夜な/^ 兵法 を 習 ふと 云々。 されば 早足、 飛越、 人間の 業と は覺 えず。、 

jffi  〔取り 居 ゑて】 住ませて 置いて。 【醒豳】 寺の 名。 山城 國 宇治 郡。 【八 倏宫】 圖惠法 親王。 後白河 天皇の 

皇子で 天 王 寺の 別當。 〔i; 官 法師】 坊官の 璩 にある 法師。 坊官は 惽爵の 事務 を 取る もので、 坊！ K や 公 名 を つけ、 

常に 齒 ^染め、 妻帶 する。 【六 孫 王】 源 » 基。 涛和 天皇の 皇子 良 純 S 王の 長子で ある。 後 瘕姓を 賜って 臣下に 降- 

り、  平將 門の 叛 する に 及びで は 藤原忠 文と ともに 怔 伐に 向 ひ、 藤 原 純 友の « に は 小 野 好古と ともに 之 を 討ち、 

武功が 甚だ 多かった。 賊徒 平定の 後 は 信 a、 美 澄、 伹馬、 武藏 等の 守 介 を »| て溪守 府^ 軍と なり、 天 暦年 宁 


上野 介に 任じ、 應治 元年 四十 五 歳で 率した。 【务田 jf:w】 源^:。 弒基 € 畏子。 人と 爲り 武略で、 和歌 をよ くし 

た。 村 上、 冷泉、 圓融、 花 山の 四 朝に 仕へ て f に 重んぜられた。 常 武蔵铮 諸 國の守 介 を歷て 、鎮守府 將軍 

に拜 し、 內 昇殿 を ゆるされた。 後剃髮 して 滿廈 と號 し、 攝淨の 多 田に 居た が 長德 三年 八十 六 歳で 卒した。 

さて 常 磐 をば 淸 盛が 非常に 愛し、 近所 ii 住ませて 置いて 通 はれた とい ふこと である。 故に 

其の 腹の 男子 三人 は 流罪 を遁れ て、 兄 今 若 は醐醍 寺に のばり、， 出家して 禪師公 全^と いった。 世に 

珍ら しい 荒々 しい 僧で、 悪 禪師と 首った。 中の 乙 若 は 八條官 のお 傍に 居て、 卿 公圓濟 と名乘 つて、 

坊官 法師に なって ゐ た。， 弟 牛 若 は 鞍馬 寺の 東 光 坊阿閡 梨 蓮 忍の^ 子の 禪林房 阿 日の * 子にな^ 

つて、 遮那 王と 言った。 十一 歳の 時であった か、 母の霄 つた 事 を 思 ひ 出して 諸家の 系圖を 見た とこ 

ろで、 牛 若 は 實に淸 和 天皇から 十代の 遠い 子孫で、 六 孫 王から 八 代、 多 田 $ の 子孫、 伊豫 守 人道 

賴義の 子 Q 八幡 太郞義 家の 孫で、 六條 判官 爲義の 長男、 前 左 馬頭 義 朝の 末子であった。 如何にもし 

て 平家 を滅 し、 父の 木 望 を 達しようと 思 はれた のは懼 しい ことで ある。 晝は 終日 蓽 問 を 尊ら にし、 

夜 は 終夜 武藝を 稽古 せられた。 儈 正が 谷で、 天狗に 毎夜 兵法 を 習った と 云々。 故に 早足 や 飛越な ど 

は 人間の しわざと も 思 はれない。 

まう  おはぐらき やう 

母 常 磐は淸 盛に 思 はれて、 姬君 一人 儲けた 6 しが、 す さめられて 後 は、 一條 大藏卿 長 

成の 北の方に ならて、 子供 數多 出で 來 たり。 此の 遮那王 をば、 蓮 忍 も覺日 も、 「出家し 給 
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へ」 とい へば、 「兄 二人が 法師に なうた る だに 無念なる に、 左右な く はなら じ。 兵衞 佐に 

申し 合せて」 など 申され けら。 强 ひて い へば、 突き殺さん 差し 違 へんな ど、 內々 もい は 

れ ければ、 師匠 も 常 磐 も、 繼父大 藏卿も 力及ばず、 只 平家の 聞き をのみ ど 歎 かれけ る。 

【姬 君〕 廊の御 方と いひ、 花 山 K 左大臣 兼 雅の上 藤 女房と なる。 【す さめられ】 寵が衰 へる T1 倏大裟 

舞】 參議忠 能の 子。 

母 常 磐は淸 盛に 愛せられて.， 姬君を 一 人 儲けた が、 寵が衰 へて 後 は、 一 條大藏 卿 長 成の 輿 

方に なって、 子供が 澤山 出来た。 此の 遮那 王に 蓮 忍 も 覺日も 「出家しなさい」 と 言 ふと、 「兄 二人が 

法. g になった だけで も殘 念で あるのに、 自分 は 容易になる 事 は 出来ない。 兵衞 佐に 相談して から。」 

など 申された。 强 ひて 言 ふと、 突き殺さ うか、 差し 違へ て 死なう かな ど、 ひそかに 一一 目 はれた ので、 

師匠 も 常 磐 も、 籀父大 藏卿も 仕方なく、 只 平家に 聞え る 事ば かり を 心配して 歎 かれた。 

或時奧 州の 金 商人 吉次 とい 人 者、 京 上りの 次に は、 必ず 鞍馬へ 參 りけ るに 逢 ひ 給 ひ. 

て、 「此の 童 を 奥へ 具して 卞れ。 ゆ 、しき 人 を 知り たれば、 其の 悅には 金 を 乞 ひて 得させ 

ん ずる」 と宣 へば 、「御供 仕らん 事 は 安き 事に て 候へ ども、 大衆の 御 咎ゃ候 はんず らん」 

と 申せば、 「此の 童 失せたり とも、 誰か 尋ね 候 ふべき。 土用の 死人 を、 盜 人の 取りた る^ 


き 5： 


己 そ 候 はん ずれ」 と宣 へば、 「其の上 は 細 候 はじ」 と 約束し ける が 、「但し 定 日よ、 同 透 


ご 


の 人の 計ら； 3 にて 候 ふべ し」 と 申す 處に、 其の 人 又參詣 せり。 遮那王 語ら ひ 寄み て 、「御 

へん  、 

邊は、 何れの 國の何 氏に てまし^ す ど」 と、 細々 と 問 ひ 給へば 、「下 總の國 の 者に て 候。 

深 粞三郞 光重が 子、 陵助賴 重と 申して、 源氏に て 候」 と 答へ ければ、 「さて は 左右な き 人 

ござん なれ。 誰に か 結び 給 ふ」。 1 源 三位 賴 政と 乙 そ 結び 候へ 一 と 申せば 、「今 は坷 をか隱 

まゐ  ばべ  ノ，  ノ 

し 進ら せ 侍るべき。 前 左 馬頭 義 朝の 末子に て 候。 母 も 師匠 も 法師に なれと 申され 候/ど 

も、 存 ずる 旨 侍， OS て、 今まで 罷ら 過ぎ 候へ ども、 終始 都の 住居 難儀に^ え 候。 御 邊具レ 

て、 先 づ下總 まで 下り 給へ。 其れ 上り 吉次を 具して、 奥に 通り 侍らん」 と 委細に 語り 給 

へぼ、 「仔細な し」 と 約諾して、 生年 十六と 申す、， 承 安四 年 三月 三日の 鞍 導 を 出で 


あ， つまち 


東 路遙に 思 ひ 立つ、 心の 程 こそ 悲し けれ。  , 

【金 商人】 砂金な どの 賣買 をす る 商人。 【ゆゆしき 人〕 大層え らい 人 、。〔その 悅】 その 御禮。 〔土用の 死人. 

云々】 土用の 死人 は 腐敗し 易く 處 置に 困る 者で あるから、 これ を盜 人が 取って 行けば 非常に 好 都 All で あ る。 

それで 嫌って 居る 者 を 連れ出して くれれば 一 同が 喜ぶ 譬に言 つた ものである 。【定 日】 出 發の日 を 定める こと。 

〔語ら ひ 寄りて〕 話 を もちかけて、 【左右な き 人 ござん なれ】 自分の 身の上 を 語る に は此上 もな いよ い 人 だな あ 
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の 意" 誰に か 結び 給 ふ】 誰と 親しくせ-りれ ます か。 【奥に 通り 侍らん】 奥州へ 下向しょう。 

_B 奥州の 金 商人の 吉 次と いふ 者が、 上京の ついでに は 必卞铵 馬へ 寄る のであった タ、 或 時 出 ■ 

逢 はれて 、「私 を 奥州へ つれて 行って くれ。 大& えらい 人 を 知って ゐ るから、 其の 鱧に は 金 を 貰って 

やらう。 と 一一 一-口 はれる と 、「お供 をす る 事 はお 安い 事であります けれども、 お 僭 達の 御咎が あるか も 失 

れ ません。」 とい ふと、 「私が 居 なくなっても 誰が 尋ねる もの か。. 土用の 死人 を 盗人が 取って 行った と 

同樣だ CJ と 一一 一一 I： はれる と、 「それならお 供しても 差 閊へは 御座いますまい。」 と 約束した が、 「但し 出發 J 

日 を 定める 事 は、 同道の 入の 取り K めに 從ひ ませう。」 と霄 つてね る處 へ、 其の 連れの 人が 寺へ 參詣 

に來 た。 遮那 王が 話 を 持ち かけて、 「あなた は 何 所の 國で、 何とい ふ 方です か。」 と詳 II に 問 はれる 

と 、「下 總の國 の 者であります。 深 栖三郞 光重の 子で、 陵助賴 重と いって、 源氏で 御座います。」 と 答 

へ たので 、「それで は 此の上 もない よい 人 だ。 誰と 親 しくせ られ ます か。」 r© 三位 賴 政と 親しくし 

てゐ ます。」 と 1K ふと 、「+ は 何 をお 隱し しませう。 私 は 前 左 馬頭 籙 朝の 末子です。 母 も 師匠 も 法師に 

なれと 申されます けれども、 考 へる 所があって、 今まで その ま&で 過して & ました けれども、 何時 

まで も 都に 住居して ゐる こと は 難儀で あると 思 ひます。 あなたが 連れて、 先 づ下總 まで 行って 下さ 

い。 それから 吉次を つれて 奥州へ 下向し ませう。」 と 委しく 語られた ので、 「お 易い ことです。」 と 約束 

して、 生年 十六と いふのに、 承 安四 年 三月 三日の 暧に 鞍馬 を 出て、 東路の 遠い 彼方 を 慕って、 旅に 


出で立つ、 心の中 は 悲しい 事で ある * 

其の 夜 鏡の 宿に 著き、 夜更けて 後、 手づ から 髮 取り上げて、 懷 より 烏帽子 取ら 出し、 

ひたと 著け て 打 出で， 給へば、 陵 助 「早 御 元服 候 ひける や。 御名 はいかに」 と 問 ひ 奉れ， 

ば、 「烏帽子 , もなければ、 手づ から 源 九 郞義經 と 乙 そ 名乘り 侍れ」 と 答 へ て、 打 連れ 給 

- きせ  ふ. 》す 

ひて、 黃瀨 河に 著き て、 北條へ 寄らん と宣 ひし を、 「父に て 候 ふ深粞 は、 見 參にス みて 候 

すぐ 

パ  へど も、 賴重 はい まだ 御 目に 懸，^ 候 はず、 後日に 御文に て や 仰せ 候 はん」 と 申せば、 直 

に 通み 給 ひけり。 

〔髮 取り上げて〕 今まで 童 形に 結んだ 髮を といて、 結 ひ 直し、 成人の 形に したので ある。 【元服】 男子 

の 成人した 祝儀で、 十四 五 歳に なった 時に 行 ふ。 髮を 大人の 形に 結び、 冠 を 加へ、 大人の 服 を 藩け、 幼名 を 止 

めて 烏帽子名 をつ ける。 〔烏帽子 親】 元服の 時、 之に 烏帽子 を 著せ、 烏 帱子名 をつ ける 人。 〔黃瀨 川〕 駿河 國駿東 

郡。 【北 條】 伊豆 國田方 郡。 北條氏 はこ i に 居住した から 氏と した。 こ X に 立 寄らう としたの は、 時 政の 許に 居 

る賴 朝に 面會 する S である。 

0 其の 夜に 鏡の 宿に ついて、 夜が 更けて 後に、 自ら 髮を結 ひ 直して、 懷 から 烏帽子 を 取り 出ー 
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し、 ぴったりと 著て 来られる と、 陵 助 「早 御 元 股な されました か。 御名 は 何とつ けられました ノーと 

お尋ねす ると 、rq 帽子 親 もない から、 自分で 源尤 郞義絰 と名乘 つた c」 と 答へ て、 一 緖に 出立して 黄 

瀨 川に 著き、 北條へ 寄らう と 言 はれた が 、「 父で 御座います 深栖 は、 御 兄上樣 にお 目に かかって 居り 

ます けれども、 私 はま だ §：：= にか かって 居. リ ません。 それで 御 兄 上様へ は 後日 御手 羝で御 通信な さ 

いませ。」 と 一一 一-:: つたので、 直に 通って (仃 かれた。 

でに 一年 忍びて a はしける が、 武^ 人に 勝れて、 山 だち 强盜 をい ましめ 給 ふ 事、 凡夫 

*.  V  さ り 

の 態と も 見え ざ りし かば、 「錐 囊を脫 すと い へば、 始終 平家に や 聞え なん 一 と 申せば、 「さ 

らば 臭へ 通らん」 とて、 先づ 伊豆に 越えて、 兵衞佐 殿に 對 面し、 此の 由 を 申して 、「若し 

平家 聞きな ば、 御爲 然るべ からず。 されば 奧へ下 6 侍らん」 と宣 ふに、 佐 殿 「上野の 阈 

の大窪 太郞が 女、 十三の 年 熊 野參の 次に、 故 殿の 見參に 入り 了り しが、 父に 後れて 後、 

人の 妻と ならば、 卒 家の 者に は 契ら じ、 同じく は 秀衡が 妻と ならん とて、 女 夜^ をして 

しのぶ  よこどり 

奥へ 下る 程に、 秀衡が 郞等信 夫小大 夫と いふ 者、 道に て 横 取して、 二人の 子 を 儲けた 

ら。 今 も 後家 分 を 得て、 乏しから であなる ど。 それ を 尋ねて 行き 給へ」 とて、 文を誊 き. 

て 進ら せらる。 


ipa 【山 だち】 山賊 。〔錐 翁を脫 す】 人に 膨れた 者 は 如何に 包み 隱す とも、 錐が 嚢中から 尖端 を脫 する .ゃ うに 

自然に 世に あら はれる とい ふ 意。 史 記の 平原 君の 傳に 出て ゐる 句で ある。 【御爲 然るべ からず】 兄 上の 御爲 にも 

よろしくあります ま い。 【後家 分〕 後家に 對 する あてが ひぶち。 • 

下總に 一年 隱れて 居られた が、 武勇 人に 勝れ、 山賊 や 强盜を 縛り 捕へ る こと は、 普通の 人 

のし わざと も 見えなかった から T 囊 中の 錐 は必す 外に 脫出 するとい ひます から、 つまり は 平家に 聞 

える かもしれ ません。」 とい ふと、 「それなら 奥州へ 行かう。」 と 言って、 先づ 伊豆に 越えて 行って、 兵 

衞佐 殿に 面會 し、 奥州へ 下る 理由 をのべ て、 r 若し 平家が 聞いたならば、 兄 上の 御爲 にもよ ろしく あ 

りますまい。 それで 奥州へ 下らう と 思 ひます。」 と 言 はれる と、 佐 殿 r 上野 國の大 窪 太郞の 女が、 十 

三の 年に 熊 野へ 參詣 する 次に、 父上に お 目に かかって 歸 つたが、 父が 死んで 後、 人の 妻と なるなら 

ば、 平家の 者と は 結婚し ますまい。 同じく 結婚 するならば 秀衡の 妻に なり ませう といって、 女 は 夜 

にげ をして 奥州に 下る 中に、 秀衡の 家 來の信 夫小大 夫と いふ 者が、 途中で 横 取に して、 二人の 子 

供 を 儲けた。 今 も 後家 分 を 得て、 何 不自由な く暮 して ゐ るの だ。 それ を 尋ねて 行きなさい。」 と： 一：.：： つ 

て、 紹介 狀を 書いて 與 へられた。 

卽ち奧 へ 通 6 給 ひて、 御文 を附け 給へば、 夜に 入 クて對 面 申す。 尼 は 「佐 藤 三郞嗣 

信、 佐 藤 四， 郞 忠信と て、 二人の 子 を 持ちて 侍る。 嗣信は 御用に は 立ち 進ら すべき 者 なれ 
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ども、 酒に 醉ひ ぬれば、 少し 口 あらなる 者な り。 忠信 は 天性 極 信の 者な 6」 とて 奉りけ 

り。 多賀 郡に 越えて、 吉 次に 尋ね 逢 ひ、 「秀衡 が 許へ 具して ゆけ」 と宣 へば、 平 泉に 越え 

て、 女房に 附 きて 申したり しかば、 卽ち 入れ 奉りて、 「もてなし かし づき 奉らば、 不 家に 

聞え て責 あるべし。 出し 奉らば、 弓矢の 長き 瑾 なるべし。 惜み 進ら せば、 天下の 亂な るべ 

し。 兩國の 間に は國司 n 代の 外、 皆 秀衡が 進退な り。 暫く 忍びて おはし ませ。 眉目 能き 

冠者 殿 なれば、 姬 持ちた らん 者 は、 ぎに も 取ら 奉り、 子な からん 人 は、 子に もし 進ら すべ 

し」 と 申せば 、一 義經も かく こも 存じ 候へ。 但し 金 商人 をす かして、 召し 具して 下ら 侍り 何 

にても 賜 はりた く 候」 と宣 ひければ、 金子 三十 兩 取り出して、 商人に 乙 そ 取らせ けれ。 

其の 時、 上野の 國松 井田と いふ 所に 一宿せられ ける に、 家主の 男 を 見 給 ふに、 大酃の 

者と 覺 えければ、 後平 家 を 攻め上られ ける 時、 語ら ひ 具し 給へ り。 伊勢の 國の目 代に 連 

れて、 上野に 下りけ るが、 女に 附 きて 留噯れ る 者 なれば、 伊勢三 郞と 召され、 「我が 烏 S. 

子 子の 始 なれば、 義の字 を さかりに せん」 とて、 義 盛と つけ 給へ り。 堀 彌太郞 と 申す 

は、 金 商人と ど 聞え ける。 

【钩文 を附け 給へば】 兄の 手紙 を 後家の 許に 届けられ ると。 【極 信の 者】 至極 正直な 者。 【平 泉】 陸中馨 


井 郡。 〔女房に 附 きて】 後家からの 結 介で、 ^街の 妻女に ついて 申し入れた ので ある。 【もてなし かし づき 奉ら 

ば】 大切に してお 世話 を 申ししたならば 。【弓矢の 長き 疵】 卑怯の 振舞で あると いづて、 長く 武士た る ものの 恥 

辱と なる 。【惜 み 進ら せば】 衮餒 を 惜んで 平家から 沙汰が あっても 引渡さなかった な" ば。 〔國同 目 代の 外 云々】 

朝廷から 任命せられ た阈司 か、 又は 其の 代官た る 目 代の 治めて 居る 以外の 土地 は、 秀衡 の， 思 ひの ままに 支配す 

る 事が 出來 る。 〔眉目よ き〕 « かたちの 美し い。 〔烏帽子す】 烏帽子 親に 對 して いふ。 卽 元服して 冠 を 加 へた 入 

を、 i| 糈子 親から さして 烏帽子 子と いふ。 

5ffl そこで 奥州へ 行かれて、 手紙 を 後家の 許に 出される と、 夜に 入って 面.， 會を する。 尼 は 「佐 

藤 三郞嗣 信、 佐 藤四郞 忠信と いって、 二人の 子供 を 持って ゐ ます。 嗣信は 御 役に立つ ことの 出来る 

ものであります まれ ども、 滔に醉 ひます と、 少し 口が あらくな ります。 忠信 は 生れつき 至極 正直な 

者であります。」 と 言って、 二人 を 家来に 差 上げた。 多賀 郡に 越えて 行って、 吉次を 尋ねて 面會 し、 

r 秀衡の もとへ つれて 行け。」 と霄 はれる と、 平 泉へ 越して 行って、 秀衡の 妻女に ついて 申し入れた 

ので、 直に 內へ 入れ 奉って T 大切に してお 世話 を 申したならば 平家に 聞え てと がめ をう け ませう。 

それ かと 言って お出し 申したならば、 長く 武士た る 者の 恥辱と なり ませう。 叉 惜しんで 平家から 沙 

汰 があって も 引渡さなかったなら ぼ、 天下の 亂 となり ませう。 兩國の 間に 於て は 國司目 代の 治めて 

居る 外の 土地 は、 皆 秀衡の 思 ひの ままに 支配す る專が 出来ます。 暫く かくれて おいでなさい ませ。 

御顏 かたちの 美しい 若 殴であります から、 女 を 持って ゐる者 は 婿に も 取り 奉 r  、子の ない 者 は 養子に 

牛 若奧州 下向の 事  三 一 一 
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もお 迎へ しませう。」 と 言 ふと、 「私 も 暫く 隱れ てゐ ようと 思 ふので す。 しかし 金 商人 を 欺いて、 連れ 

て來 たのです。 何 かやって 下さい。」 と 言 はれた ので、 金子 三十 兩を 取り出して、 商人に 取らせた。 

其の-時 上野の 國松 井田と いふ 所に 一宿せられ たが、 家主の 息子 を 見られる と、 非常に 剛勇な 男と 思 

はれた から、 後平 家 を 攻め上られた 時、 誘って 連れて行かれた。 此の 男 は 伊勢の 國の目 代と 一緒 

に、 上野に 下った ので あるが、 女と 關 係が 出来て 留 つて ゐた 者で あるから、 伊勢三 郞と 呼ばれ、 

「わが 烏帽子 子の 最初 3 者で あるから、 義の字 を 盛んにす る 意味の 名 をつ けよう。」 と 言 はれて 義盛 

とつ けられた。 堀 彌太郞 とい ふの は 金 商人の 事で あると いふ。 

賴朝 義兵 を擧 げらる、 事幷 平家 對 治の 事 ： 

さる 程に 兵 衞佐殿 は、 配所に て 二十 一年の 春秋 を 送られけ るが、 文覺 上人の 勸に 依. 5 

て、 後白河 法皇の 院宜を 賜 はり、 治 承 四 年 八月 十七 日、 和 泉 判官 兼 高 を 夜 討に してより 

こ っぽき ね^さ  せい  、 

後、 石橋 山、 小 坪、、 絹 笠、 所々 の 合 戰に身 を 全うして、 安房 上 總の勢 を 以て 下 總の阈 を 

打ち 靡け、 武藏 の國へ 出で 給 ひ ぬれば、 八 箇國に 靡かぬ 草木 もなから け 6。 

醍醐の 惡禪師 全濟、 八條卿 公圓濟 あ、 此の 由 聞きて、 關 固めぬ 前にと、 急ぎ 馳せ 下ら 


ければ、 平家 M て 土 佐へ 流し k 希義 うてと、 當國の 住人、 蓮 池 次 郞權守 家 光に 仰せ 附け 

られ しかば、 家光參 うて、 「兵衞 佐 殿、 坂 東に て 謀反 起させ 給 ふとて、 君 を 討ち 進ら せよ 

と、 飛脚 下 著 候」 と 申せば 、「いし ラ吿 げたり。 我每日 父の ために、 法華經 を讀 誦す、 今 

日い まだ 讀み 終らず、 暫し相 待て、」 とて 持佛 堂に入り、 御 經ニ卷 讀み終 もて、 腹 掇き切 

力て 失せ 給 ふ。. リ：  ， . . 鍵？ ■ 

ffla 【文覺 上人〕 藤原爲 長の 子で、 俗名 を 盛 遠と いふ。 文 覺が高 尾の 神 護 寺に 居た 時、 堂坊 修造の 大願 を 

發し、 四方の 檀那 を說き 廻った ので、 院の御 氣色を 損じ、 伊豆に 配流せられ たが、 やがて 賴 朝を訪 うて 謀反 を 

勤めた。 【石橋 山〕 相 模國小 田 原の 西南、 海岸に ある。 〔小 坪、 絹 笠】 相 模國三 浦 郡。 【いしう 先げ たり〕 よくも 吿 

げ 知らせた。 【持 傲 堂〕 持佛 又は 父祖の 位牌な ど を 安置す る 堂。 又 佛間を もい ふ。 持怫は 常に 己の 居室に 安置 

し、 又 身に 添へ 持って 信仰す る佛 をい ふ。 

H その 中に 兵 衞佐殿 は、 配所で 二十 一年の 年月 を 送られた が、 文覺 上人の 勸 によって、，， 後 白 

河 法皇の 院宣 を 賜り、 治 承 四 年 八月 十七 日に 和 泉 判官 兼 高 を 夜 討に してから 後、 石橋 山、 小 坪、 絹 

笠 等、 所々 の 合戰に 於て 身 を 害する 事な く、 安房 上總の 軍勢 を 以て、 下 總の國 を 打ち 從へ、 武藏の 

國へ 出られた ので、 關東 八箇國 の內に 於て 靡き 從 はぬ 者 も 無かった。 醍醐の 惡禪師 全 濟ゃ八 條卿公 

園濟 も、 此の 事 を 聞いて、 關所を 固めない 前にと、 急いで 馳せ 下られた ので、 平家 は 直ちに 土 佐へ 

賴， 朝 義兵 を擧 げらる る事幷 平家 對 治の 事  三 1 一 ご 
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流した 希義を 討てと、 その 國の 住人、 蓮 池 次 郞權守 家 光に 仰せ 附 けられた ので、 家 光が 行って T 兵 

衞佐 殿が 阪 東で 謀反 を 起された とい ふので、 君 をお 討ち 申せとの 飛脚が つきました。」 と 言 ふと、 「よ 

くも 吿げ 知らせた。 自分 は 毎日 父の ために 法 華 經を讀 んでゐ るが、 今日は まだ 讀み 終らない。 暫 ， 

待って 居れ。」 と 言って 持佛 堂に入り、 御 經ニ卷 を讀み 終って、 腹 を 切って 死なれた。 

九郞 御曹司 は、 秀衡が 許に おはしけ るが、 佐 殿旣に 義兵 を 擧げ袷 ふと 聞え しかば、 打 

立ち 給 ふに、 秀衡、 紺地の 錦の 直 垂に紅 下 濃の 鎧、 金 作の 太刀 を 添へ て 奉る。 「馬 は 御用 

に隨 ひて、 召さるべし」 とど 申しけ る。 • て 信 夫に 越え 給へば、 佐 藤三郞 は、 「公私 取り 

認めて 參 らん」 とて 留まり、 弟 四お. は卽ち 御供す。 早 白 河の 關 固めて ければ、 那須の 湯 

まう で  ノぉ なば の  バ W 

詣の 料と て 通り 給 ふ。 兵 衞佐殿 は大庭 野に 十 fffi 餘騎 にて、 陣取りて おはしけ る 所へ、 究 

竟の兵 百餘騎 許に て 參み給 ふ。 佐 殿 「何者 ど」 と 問 ひ 給へば、 「源 九郞 義經」 と 名のり ま 

しませば、 「昔 は 八幡 殿 後三年の 合戰の 時、 弟義光 刑部丞 にて おはしけ るが、 弦 袋 を陣の 

座に 留めて、 金澤の 城へ 馳せ 下り 給 ひける を こそ、 故 入道 殿の 二度 活き給 ひたる 樣に覺 

ゆれと て、 鎧の 袖 を ぬらされけ ると 乙 そ 承れ」 と 頻に悅 び 給 ひけり。. 

【釘 下癀の 鎧】 胴 は 薄紅で、 草摺、 袖 は 最上 を 白、 次 薄^、 次 中 紅、 下 は 本 紅に 銥 した 鎧ノ 【公私 取り 


認めて 參 らん】 公用 私用 を 取り片付けて 參り ませう。 〔.m 河の 關〕 磐 绒國白 河 郡。 〔那須 の 湯詣の 料〕 下野の 那須 

の溫 泉へ 湯治に 行く 爲め。 〔大庭 野〕 相模阈 高座 郡。 【弦 袋〕 弦卷 ともい ふ。 革で 斑 徑五寸 ばかりの 蛇の目の 紋形 

に 造り、 弓の 弦を卷 いて 太刀の 帶に附 けて 下げた ので ある。 【陣の 座】 左 近、 右近の 陣の 座と いって、 日華、 月 

華の 兩門內 にある。 朝廷に すべての 公事が 行 はれる 時、 公卿の 着す る 座席で ある。 義 光の 此の 時の 行 は 辭職を 

表明した ものである。 〔故 入逍】 賴義 のこと。 

九郞 御曹司 は 秀衡の 許に 居られた が、 佐 殿 は旣に 義兵 を擧 げられ たと 聞え たから、 出立せ 

られ るので、 秀衡は 紺地の 錦の 直 垂に紅 下 濃の 鎧と 金で 装飾した 太刀 を 添へ て 奉る 。「馬 は 御 入用 だ 

けお 召し 下さい ませ。」 と 一一 一一 口 つた。 間もなく 信 夫に 越えて 行かれる と、 佐 藤 三郞. は、 「公用 私用 を 取り 

片付けて 參り ませう。」 と 言って 留り、 ^の 四郞は 直ちに 御供 をす る。 早 白 河の 關を 固めて ゐ た-一の 

で、 那 須の溫 泉へ 湯治に 行く 爲 めに 通る といって 通行 せられる。 兵衞佐 は大庭 野に 十 萬餘騎 で、 陣 

を 取って 居られる 所へ、 设も强 い 兵ぽ騎 ばかり 連れて 參られ る。 佐 殿 「何者 だ。」 と 問 はれる と T 源 

九郞義 經。」 と 名 乘られ るので、 「昔 は 八幡 殿が 後三年の 合戰の 時、 免義 光が 刑部丞 であられ たが、 弦 

袋 を陣の 座に 留めて、 金澤の 城へ 馳せ 下られた の を、 八幡 殿 は 故 入道 殿の 二度 生れて 来られた 様に 

思 はれる といって、 鎧の 袖 を ぬらされ たと 聞いて ゐ^。 」 と 言って、 頻に悅 ばれた。 

甲斐 源氏、 武田、 一 條、 小 笠 原、 逸見、 板 垣、 賀々 美 次郞、 秋 山、 淺利、 伊澤 等、 駿 

賴朝 義兵 を擧 げらる る事幷 平家 對 治の 事  三 一 五 
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河の 目 代 廣政を 討ちて ければ、 平家の 大將小 松權亮 少將維 盛、 其の 勢 五 萬餘騎 にて、 富 

士 河の はたに 陣を とも、 賴朝は 足 柄 箱 根 を 打 越えて、 黃瀨 河に 著き 給 ふ。 其の 勢 二十 

萬騎 なり。 平家の 兵の 中に、 齋藤別 當實盛 「源氏^ 討 を やし 候 はんず らん」 と 申しけ る 

夜、 富士 河の 沼に 下ら 居け る 水鳥と も、 軍勢に 恐れて 飛び立ち ける 羽音に 驚きて、 矢の 

1 つも 射ず して、 都 へ^げて 上りけ り。 養 和 元年 三月に、 一 牛 家 又 墨 俣に て 支へ たり。 卿 

^ しさ 

00, 義圓と 改名した， -け るが、 深 入して 討 たれて けり。 醍醐の 惡禪師 は 後、 有驗に 

任じて、 駿 河の 阿閬梨 とい ひける が、 僧綱に 轉 じて、 阿野の 法 橋と ど 呼ばれけ る。 壽永 

二 年 七月 二十 五日、 北陸 道 を 攻め上 6. ける 木曾義 仲、 先づ 都へ 入る と 聞え しかば、 平家 

は 西 海に 赴き 給 ふ。 され ども 池 殿の 君達 は 皆 都に 留まり 給 ふ。 其の 故 は 兵 衞佐鎌 倉よ 

あま ごぜ 

り、 「故 尼 御前 を 見 奉る と 存じ 候 ふべ し」 と、 度々 申されければ、 落ち 留まり 給 ひける。 

本領 少しも 相違な く、 安堵せられ ければ、 昔の 芳志 報い 給 ふと ど覺 えし。 

Iffl- 【黑 俟】 美 費 阈 安八 郡。 【有職】 已講、 內供、 阿闍 梨の 三 僧職 を IS たもの をい ふ。 【僧 網】 僧正、 僧都、 

律師の 三 僧 官、 並に 法 印、 法眼、 法 橋の 三 僧位 をい ふ。 【阿野】 駿河 國铰東 郡。 【故 尼 钩前を 見 奉る 云々】 故 池 緙 

尼 を 見る が 如く 思って 大切に しょう、 決して 疎略に はしない の 意。 【本領〕 本の 領地。 【安堵】 領地 を 本の 如くに 


與へ 置く こと。 【昔の 芳志】 昔池禪 尼の 盡 された 親切。 

甲斐 源氏、 武田、 一條、 小 笠 原、 逸見、 板 垣、 賀々 美次郞 1 秋 山、 淺利、 伊澤 等 は、 駿河 

の 目 代 廣政を 討った ので、 平家の 大將小 松 權亮少 將維盛 は 其の 勢 五 萬餘騎 で、 富士川の 岸に 陣を取 

り， 賴朝は 足 抦箱根 を 越えて、 黄瀨 河に 著 かれる。 其の 勢 は 二十 萬騎 である。 平家の 兵の 中で、 齋 

藤 別當實 盛が 「源氏 は 夜 討 をす るか もしれ ません。」 と 言った 夜、 富士 河の 沼に 下りて 居た 水鳥 ども- 

が、 軍勢に 恐れて 飛び立った 羽音に 驚いて、 矢の 一 つも 射ないで、 都へ 逃げ 上った。 養 和 元年 三月 

に、 平家 は又黑 俣で 防いだ。 卿 公 圓濟は 義圓と 改名して ゐ たが、 あまり 敵の 中へ 深入りして 討 たれ 

た。 醍醐の 惡禪師 は 後に 有職に 任ぜられ、 駿 河の 阿闍梨 といった が、 僧綱に 轉 じて、 阿野の 法 橋と 

呼ばれた。 壽永ニ 年 七月 二十 五日に 北陸 道 を 攻め上った 木曾義 仲が 先づ 都へ 入る と 聞え たので、 平 

家 は 西 海の 方へ 行かれる。 けれども 池 殿の 御子 息 達 は 皆 都に 留まられる。 其の 故 は兵衞 佐が 鎌 倉 か 

ら、 「故 尼 御前 を 見 奉る 如く 思って 大切に 致し ませう。」 と 度々 申された ので、 落ちる 事 を やめて 留っ 

て 居られた。 其の 人々 に は 本の 領地 を 少しも 相違な く與 へられた から、 昔池禪 尼の 盡 された 親切に. 

報いられ るの だと 思 はれた。 

さる 程に 長 田 四 郞忠致 は、 平家の 侍 共に も 憎まれし かば、 西國へ も參ら ず。 斯くて は 

賴朝 義兵 を擧 げらる る事幷 平家 對 治の 事  】1】 1 七 
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纏て 國人 共に 討た れんと や 思 ひけん、 父子 十騎 ばかり、 羽 を 垂れて 鎌 愈 殿へ ど參 りけ 

る。 「いしう 參 りたり」 とて、 土 肥 次郞に 預けられけ るが、 範賴 義經、 二人の 舍弟を 差し 

上せられ ける 時、 長 田 父子 を も 相 添へ 給 ふとて、 「身 を 全うして 合戰の 忠節 を 致せ。 毒藥 

變 じて 甘露と なるとい ふ 事 あれば、 勳功 あらば、 大 なる 恩賞 を 行 ふべ し」 とど 約束し 給 

ひける。 然れば 木 曾 を 返 治し、 平家の 城 攝州ー の 谷 を 攻め 落す 註 進の 度 ごとに、 「忠 钤景 

致 は 軍す るか」 と 問； 3 給 ふに 、「又な き 剛の者に て 候。 向 ふ 敵 を 討ち、 當 る所ケ 破らず と 

いふ 事な し」 と. B. せば、 八 島の 城 落ちたり と 聞え し 時、 「今 はしゃつ 親子に 軍な させ そ。 

討 ぜんとて」 と宣 ひける が、 軍 果て v 土 肥に 具して 歸り參 りければ、 「今度の 擧動祌 妙な 

らと聞 ゆ。 約束の 勸賞 取ら するど。 相 構へ て 頭 殿の 御 孝養 能《 申せ。 成 綱に 仰せ 含 

めた る ど」 と ありし かば、 喜びて 罷り出で たる を、 彌三 小次郞 押し寄せて 長 田 父子 を搦め 

捕り、 磔 にこ そせられ けれ。 磔 にもた どに は あらず。 頭 殿の 御 墓^に、 左右の 手足 を以 

て、 竿を尋 がせ、 土に 板 を 敷きて、 土 磔 とい ふ ものにして、 なぶり 殺しに どせられ.^ 

る。 「平家の 方へ も 落ち行かず、 さらば 城に も 引き 乙 もみ、 矢 一 つ を も 射ず して、 身命 を捨 

てて 軍して、 ほしから ぬ 恩賞 かな。 是も只 不義の 致す 所、 業報の 果す 故な， 9」 とど、 人 


々申しけ る。 又 何者か レた りけん、 

鎖へ ども 命の ほど は 壹岐の 守 みのを はり をば 今 どた ま はる 

か， CN とりし 縑 田が 首の むくいに やか、 る ラき目 を 今 は 見る らん - 

と 詠みて、 作者に 鎌 田 政 家と 窨 きたる 高札 を こそ 立てたり けれ。 之 を 見る 者 ごとに、 哀， 

とはい はで、^ る を 返して 惡 まぬ 者 どな かりけ る。 されば 武道に、 血氣の 勇者、 仁義の 勇" 

者と いふ 事 あり、 如何にも 仁義の 勇者 を 本と す。 忠致景 致 も隨分 血氣の 勇者に て、 拔群 

の 者な りし かど も、 仁義な きが 故に、 譜代の 主君 討ち 奉りて、 終に 我が身 を滅 しけり。 

I - 【羽 を 垂れて】 鳥が 羽 を 垂れた やうに、 打 萎れて 勢の ない こと 。【毒 藥變 じて 甘露と なる】 禍が變 じて. 

^る 譬。 甘露 は 露の 甘味 ある もので、 古から 太平の 世に 祥瑞 として 降る ものと せられて ゐ るが、 實は 夏日. 

木の 繁茂す る 所に 生ずる ありまきの 體 から 分泌す る 甘い 液で ある。 【註 進】 事變を 急ぎ 報告す る こと。 【しゃつ】 

彼奴。 罵って いふ 詞。 〔討 ぜん】 罪に 行 はう。 【相 構へ て〕 よく 管つ けて。 〔孝養】 亡き人の 爲懇に 後ず 弔 ふこ 

と 。【嫌へ ども 命の 稃は 云々】 婊 つた けれども 命の ある 間 は 生きて ゐ たが、 今 はいよ く 身の 終と なった。 みの 

を はり は 美 濃 尾 張 を かけて ゐ る。 【かりとりし 縑 田が 首の 云々】 缣 田の 首を切り 取った 報で、 この やうな 苦しい. 

め を 見る ことで あらう。 【唇 を 返して】 誹り 笑 ふさ ま， 

さて 長 田 四 郞忠致 は、 平家の 侍 共に も 憎まれた から、 西 國へも 行かない。 この やうに t て、 
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ゐて はやが て國人 共に 討 たれる かもし れんと 思った の だら う、 父子 十騎 ばかりが、 打 萎れて 賴 朝のと. 

ころへ 行った T よく 參 つた。」 と 一一 目って、 土 肥 次郞に 預けられ たが、 範 賴義經 二ん の 弟 を 差し 上せら 

れる 時に、 長 W 父子 を も 家来の 中へ 加 へられる と. S ふので、 「身 を 大切に して 合戰の 場合に 忠義 をせ 

よ。 毒 藥が變 じて 甘露と なるとい ふ ことがあ るから、 手柄 を あら はしたならば、 非常な 恩賞 を與へ 

よう。」 と 約束 をせられ た。 故に 木 曾 を打滅 し、 又 平家の 城 攝津國 一 の 谷 を 攻め 落した 注進の 度 毎に 

「忠致 景致は 車 をす るか。」 と 問 はれた が 、「又とない 剛勇の 者であります。 向 ふ 敵 を； ^ ち、 當る 所-を 

破らない とい ふ 事はありません。」 と 申し上げ ると、 八 島の 城が 落ちた と 聞え た 時、 「今 は 彼奴 等親 子 

に 軍 を させな。 罪に 行 はう。」 と 言 はれた が、 軍が 終って、 土 肥に 從 つて 歸 つて 来たので ノ 今度の 働 

きぶり は 殊勝であった とのこと だ。 約束の 褒美 を與 へる ぞ。 よく 氣を つけて 頭 殿の 後世 を 大切に 弔 

へ。 褒美の 事 は 成 綱に 一一 目 ひ 聞かせて ある ぞ。」 と 言 はれた ので、 喜んで 退出した の を、 彌三小 次郞が 

押し寄せて、 長 田 父子 を 搦め捕り、 磔 にせられた。 磔も 普通の 仕方で ない。 頭 殿の 御 墓の 前で、 左 

右の 手足で 竿 を 尋 どらせ、 土の 上に 板 をし いて、 土磔 とい ふ ものにして、 なぶり 殺しに せられた。 

「平家の 方へ も 落ちて 行かす。 それで 城の 中に 籠って、 矢 一 つ 射る こと もしないで、 只 身命 を 投げ 

出して 軍 をして、 欲しく もない 恩賞 を もらった もの だ。 是も只 不義の 行の 爲に 受けた ところで、 惡： 

い 事 をした 報いが あら はれて 來た 結果で ある。」 と 人々 は 言った。 又 何者が したの だら う P 


嫌 へど も 命の ほど は 壹 岐の守 みのを はり をば 今ぞ たま はる 

かりとりし 鎌 H が 首の むくいに やか かるう き 目 を 今 は 見る らん 

と 詠んで、 作者に 鎌 田 政 家と 書いた 高札 を 立てて あらた。 是を 見る 人 每に哀 と は 言 はないで、 唇 を- 

返して 惡 まぬ 者はなかった。 故に 武道に 血氣の 勇者、 仁義の 勇者と いふ 事が あって、 如何にしても. 

仁義の 勇者 を 第一と する。 忠致景 致 も隨分 血氣の 勇者で、 類のない 剛の者であった けれども、 仁義 

が 無かった ので、 代々 仕へ た 主君 を 討ち 奉って、 終に 我が身 を滅 した。 

爱に池 殿の 侍 丹 波 藤 三 國弘と 名のりて、 鎌 倉へ 參り たりし か. ば、 「我 も 尋ねた く 思 ひつ 

れ ども、 公私の 忿 劇に 思 ひ 忘れ、 今に 無沙汰な り」 とて、 卽ち對 面し 、「只今 納殿 にあら 

ん もの、 皆 取り出で よ」 と 下知し 給 ひければ、 金銀 絹布 色々 の 物 ども を、 山の 如く 積み 

• ひ a- で も の  .V しょう 

上げたり。 「是れ は先づ 時に 取りての 引出物な り。 訴訟 はなき か」 と 問； 3 給へば、 丹 波の 

やが  しゅぐ 

國細 野と 申す 所 は、 相傳 の私領 にて 侍る 由 申せば、 糠て 御 下 文 賜 はりて けみ。 「財 寶を宿 

次に 送れ」 とて、 都まで ど 持ち 送りけ る。 其の 時、 か V る 運 を 開くべき 人と は 思ば ざり 

しか ども、 餘り にいた はしくて、 情 ありて 奉公し ける 故な 6N。 兵 衞佐宣 ひける は、 「首 は 

池 殿に 續 がれ 奉る。 其の 芳志に は、 大納言 殿 を 世に あらせ 申し 侍， 9。 髮は 縐纈源 五に 繽. 
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がれた み。 但し 盛 安は雙 六の 上手に て、 院 中に て御雙 六に 常に 召され、 院も御 覽ぜら る. 

なれば、 君の 召し 仕 はせ 給 はんもの をば、 爭 でか 呼び 下すべき と 思 ひて、 斟酌す るな 

5.. と 語り 給へば、 此の 由 源 五に 告げたり しか ども、 天性 雙 六に 嗜 きたる うへ、 院 中の 

參入を 思 出と や 存じ けん、 終に 下ら ざ りけ り。 

【忿 劇】 多忙。 〔納 殿】 金銀、 衣服、 調度 等 を 納め 置く 所。 〔時に 取リ ての 引出物】 當 座の 進物。 古 は 馬 

を 引き出して 贈った からい ふ。 【下 文〕 院宫、 検非違使 麿 又は 幕 麻、 ^門、 寺瓧 等から その 管轄して ゐる 土地 又 

は 人民に 下す 文書。 ここ は 細 野を舆 へる との 下 文で ある。 【宿 次に， 送れ〕 官物を 運ぶ 樣に、 驛 から 驛 へと 次々 に 

運送す る こと 一 情 ぁリて 奉公し けち 故な リ】 親切に 仕へ 奉った 故で ある 。【斟酌】 遠慮。 【思 出】 思 出と もた るべ 

き 各譽な こと。 

ここに 池 殿の 侍で 丹 波 藤 三 國弘と 名のって、 鎌 倉へ 參 つたので T 自分 も 尋ねた く 思った け 

れ ども、 公私の 多忙の 爲に思 ひ 忘れ、 今に 無沙汰 をして ゐる」 といって、 直に 面會し T 今納 殿に 入れ • 

て ある もの を も 取り出せ。」 と 命ぜられ たので、 金銀 絹布 や 色々 の 物 ども を、 山の やうに 積み上げ 

た。 「是れ は 先づ當 座の 進物で ある。 訴訟 はない か。」 と 問 はれた ので、 丹 波 國の細 野と いふ 所 は、 代々. 

相傳 へた 我家の 領地で ある 事 を 申し上げ ると、 直に 下 文 を 賜った 。「財. M を驛 から 驛 へと 轉送 せよ。」 

と 言って 都まで 持ち迗 つた。 其の 昔 この 様な 運 を 開く ことの 出来る 人と は 思はなかった けれども、 あ 

まりに 賴朝 がふ びんであって、 親切に 仕へ 奉った 故で ある。 兵衞 佐が霄 はれた のに は、 「首 は 池 殿に つ、 


いで 頂いた。 其の 厚い 情に 對 して は、 大納言 殿 を 助けて 立派な 生活 を させた。 髪 は 纈纈源 五のお 蔭 1 

で斷ら すに すんだ。 故に 何 か 恩 報じ をしたい が、 しかし 盛 安は雙 六の 上手で、 院 中で 御雙 六の 時 は 

常に 召され、 院 も御覽 に.^ るから、 君の 召し 仕 はれる 者 を、 どうして 呼び 下す ことが 出来ようと 思 

つて、 遠慮して ゐ るので ある。」 と 話された から ク此 のこと を 源 五に 吿 げた けれども、 生れつき 雙六. 

がすき な 上に、. 院 中に 出入 をす る こと は、 思 出と なるべき 名譽な こと ふ 思った の だら う、 終に 鎌 倉 

へ は 下らなかった。 . 

九郞 判官 は、 捤原平 三が 讒言に 依って、 都の 住居 難儀な りし かば、 又奧 州に 下り、 秀. 

衡を賴 みて 過され ける が、 秀衡 がー 期の 後、 縑倉 殿より 泰衡 をす かして 判官 を 討た せ、 

後に 泰衡 AJ も滅 されけ る M そ懼 ろし けれ。 かくて 日本 國殘る 所な く 打ち 從へ給 ひて、 建 

久 元年 十 一 月 七日、 始めて 京 上， CS せられけ るに、 近 江の 國. 千 松原と いふ 所に 著 かせ 給 ひ 

淺 井の 北 郡の 老翁 を 尋ねら る、 に、 二人の 老者を 以て 參る。 土瓶 二つ を 持參 せり。 「あれ 

は 如何に」 と 問 ひ 給へば、 「君の 昔き 乙し めされし 濁酒なら」 と 申せば、 「誠に さる 事 あ 

う」 とて、 三度 傾けて、 r 汝、 子 は 無き か」 と 仰せければ^ 候」 とて 奉る。 卽ち 召し 具せ 

られ ける が、 足 立が 孑 になされ て、 足 立 新 三 郞淸恒 とて、 近習の 者に て 有み けるな り 9 
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さて 「此の 老翁に 引 物せ よ」 と 仰せ あ， O しかば、 白 鞍 置きた る 馬 二 匹、 色々 の重寶 入^た 

る 長 持 二 合 ど 賜 はりけ る。 又、 昔の 鵜 飼 を 召し出して、 小 平 を 纏て 賜 はりけ る。 

入洛 あらし か は、 卽ち院 參し給 ひたる に、 法皇 も 往事 思 召し出で て、 殊に 哀げ に； 

ひげきり  10 と 

そ 見えさせお はしけれ。 髭 切と いふ 太刀、 淸 盛が 許に ありし を、 御 守の ためとて、 院に 

召し^ かれたら し を、 今度 賴 朝に 賜 ひけみ。 靑 地の 錦の 袋に 入れられたり。 三度 拜 して 

賜 はらけ. ると なん。 

【 一 期の 後】 1 生の 後卽 死後。 【すかして〕 欺いて。 〔近習】 側に 仕 へ る もの。 〔白 鞍】 白 覆輪の 鞍に 同じ. 

く、 銀で 覆輪 をした ものである C 【哀れげ にこ そ 昆 えさせて おはし けれ】 感慨 深く 見えさせられた。 

B 九郞 判官 は 梶原平 三が 纔言 によって、 都に 住む 事が むづ かしかった から、 又 奥州に 下り、 

秀銜を 賴んで 過され たが，、 秀衡の 死後 鎌 倉から 泰銜を 欺いて、 判官 を 討た せ、 後に 泰衡を も 減され 

たこと は 恐ろしい ことで ある。 この やうに して 日本 國を殘 る 所な く 打ち 從 へられて、 建久 元年 十 一 

月 七日、 始めて 上京せられ たが、 近 江の 國千 松原と いふ 所に 御 著き になり、 淺 井の 北 郡の 老翁 を 零 

ねられる と、 二人の 老人 を つれて 來る。 土瓶 二つ を 持って来た。 「あれ はどうした 物 だ 匸と問 はれる 

と、 「君が 昔 召し あがった 濁酒で 御座います。」 と 言 ふと T 誠に そんな 事 もあった。」 と 言って、 一 二度 


X 孤 を 傾けて、 「お前に 子 はない か。」 と 仰せられ たので 、「御座います。」 といって 奉る。 それで 召し つれ 

られ たが、 足 立の 子と せられ、 足 立 新 三 郞淸恒 といって、 近習の 者と なった ので ある。 さて 「此の 

老翁に 何 か 贈物 をせ よ。」 と 仰せられ たから、 白 鞍 を 置いた 馬 二 匹と、 色々 のす ぐれた 寳物を 入れた 

長 持 二 合 を 賜った。 又 昔の 鵜 飼 を 召し出して、 小 平 を 直に 賜った。 入京せられ たので、 直に 院の御 

所 〈參 られ たが、 後白河 法皇 も 昔の事 を 御 思 出し. になって、 殊に 感慨 深く 見えさせられた。 髭 切と 

いふ 太刀 は淸 盛の もとに あつたの を， 御 守の ためだと いって、 院に 召し 置かれ^の を、 今度 賴 朝に 

下された ので ある。 青地の 錦の 袋に 入れられ てあつた。 三度 拜 して 頂戴した とい ふこと である。 

あまん 

此の 太刀に 附 きて 數 多の 說 あり。 賴朝 卿關が 原に て囚 はれ 給 ひし 時、 隨 身せられ たも 

しかば、 淸 盛の 手に 渡って、 院 へ參， ^けりと 云々。 又 或說に は、 今の は 眞の髭 切に は あ 

あ をば か おは ひもとな ゐ  ノ- 

らず、 實の 太刀 は 以前より、 靑 墓の 大 炊が 許より 進ら せけ るな り。 其の 故 は、 兵衞 佐、 

ぁプ  めしう ど  ， 

大 炊に 預けられ ける を、 賴朝 囚人と なり 給 ひし 時、 此の 太刀 を 尋ねられけ るに、 今は隱 

しても 何 かせんと や 思 はれ けん、 有りの ま、 に 申されけ り。 卽ち、 大 炊が 許に 尋ねられ 

ける に、 源氏の 重代 を、 平家 方へ 渡さん ずる 事 乙 そ 悲し けれ。 兵衛佐 M を 召され 給 ふと 

i 義 朝の 君達 多ければ、 よも 跡 は 絕ぇ給 はじ。 先づ隱 して 見ん と 思 ひげれば、 泉水と 
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て、 同じ 程なる 太刀 ありけ る を、 拔き替 へて 進ら する。 髭 切 は 柄鞘圓 作な り。 定めて K 

しさい  のた ま 

殿に 見せ 進ら せらるべし。 佐 殿 わら はと 一 つ 心に なりて、 仔. 細な しと 宣 は^、 本よりの 

^なり。 若し 是れ にあらず と 巾され ば、 女の 事に て 候へば、 取り 違へ 候 ひけり と 申さん 

に、 ぶしから じと 思案して、 泉水 を 上せけ るな り。 難 波 六郞經 家、 請け 取りて 上りけ る 

を、 纏て 賴 朝に 見せ 奉りて、 是れ かと 問 はれけ るに、 あらぬ 太刀と は 思 はれ けれども、 

長者が 心 を 推量して、 それなる 由 を ど 申されけ る。 淸 盛大に 悅 びて 祕藏 せられけ る を、 

院へ 召されけ るな.^。 眞の髭 切 は、 先年 大 炊が 方より 進ら せけ ると 云々、) 

【隨 身せられ】 身に 添へ 持つ。 【仔細な し】 間違 はな い 。【本よりの 事な り】 もとより 何もい ふ 事 はない。 

【あらぬ 太刀】 眞實の 太刀で ない。 

此の 太刀に ついて 數 多の 說が ある。 賴朝 卿が 關が 原で 捕 へられ 給うた 時、 身に 添へ て 持つ 

てゐ たから、 淸 盛の 手に 渡って、 院へ參 つたので あると 云々。 又 或說に は、 今の は 眞の髭 切で はな 

い。 ほんものの 太刀 前に、 前以て 靑 墓の 大 炊の 所から 進上して あつたの である。 其の 故 は 兵衞佐 

が大 炊に 預けられ たの を、 賴 朝が 囚 はれ 人と なられた 時、 此の 太刀 を 尋ねられ たが、 今は隱 しても 

何にも ならない と 思 はれた ので あらう、 有りのままに 言 はれた。 それで 大 炊の 所へ 尋ねて 来られた 

が、 源氏に 代 々傅った 名刀 を、 平家へ 渡す とい ふこと は 悲しい ことで ある。 兵衞佐 こそ 囚 はれの 身 


i なられた けれども、 義 朝の 御子 息 達 は^いので あるから、 よも や 跡の 絶えられる こと は あるまい。 

まづ隱 してみ ようと 思 はれた ので、 泉水と いって 同じ 位の 太刀の あつたの を、 拔き替 へて 差 上げ 

られ る。 髭 切 は 柄 も 鞘も圓 作りで ある。 きっと 佐 殿のお 目に かける の だら う。 佐 殿が 私と 同一 の 心 

になって、 間違 ひ はない と 言 はれたならば、 もとより 何もい ふ 事 はない。 若し 是れ でない， と 言 はれ 

たなら ば、 女の 事で ある， から、 取り 違へ ましたと 申し上げても、 何の 不都合 も あるまい と 思案して、 

泉水 を 差 上げた ので ある。 難 波 六郞輕 家が 受取って 上った の を、 直に 賴 朝に 見せられて、 是れか 

と 問 はれた が、 眞實の 太刀で はない と 思 はれた けれども、 長者の 心 を 推量して、 それで あると いふ 

事 を 言 はれた。 淸盛は 大いに 悅ん で祕藏 せられた の を、 院へ 召された ので ある。 眞の髭 切 は 先年 大 

炊の 所から 進上した と 云々。 

其の 京 上 もの 度、 盛 安 を 召して、 樣々 の 重 寶を賜 はり、 「如何に 今^で 下ら ざり ける 

： ど。 大莊を も 賜 はりた けれども、 折節 闕所 なし， 然るべき 處 あらば、 賜 ふべ し t とど 宣 

ひける。 「誠に 今まで 參ら ざる 條、 私なら ぬと は * しながら、 不義の 至ら、 併しながら 徼 

蓮の 至極な り」 とど、 盛 安 も 申しけ る。 建久 三年 三月 十三 日、 後白河 院 崩御な りし かば 

纏て 盛 安 鎌 倉へ で參 りけ る。 賴朝對 面し 給 ひて、 「最前 も 下向した りせば、 然るべき 所 

賴朝 義兵 を擧 げらる る事幷 平家 對 治の 事  \  三 二 七 
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*まか 


を も 賜 はんず るに、 今まで 遲參 こそ 力なき 次第 なれ。 小 所 なれ ども 先づ馬 飼へ」 とて、 

多 Si 莊 半分 を ど 賜 はらけ る。 由緒の 由 申しけ るに や、 美 濃の 國上中 村と いふ 所 を も、 同 

じく 賜 はりて け，^。 建 久九年 十二月 貢 馬の 次に 、「明年 正月 十五 日 過ぎば 急ぎ 下るべし。 

多記莊 をば、 一圓に 賜ぶべし」 と 仰せ 遣され ける に、 明くる 正 治 元年 正月 十三 日、 鎌 倉 

殿御 年 五十 三に て 失せ 給 ひけみ。 源 五 之れ を も 知らず、 十六 日 京 を 立ちて 馳せ 下る 程に 

三 河の 國 にて 早 此の 事 を 聞きし かど も、 わざと も 下るべき 身 なれば、 鎌 倉に 下 著して、 

身の 不運なる 由 語りけ る 程に、 昔の 夢想の 不思議な ど 申しければ、 齋院 次官 親 能 「其の 

鲍の尾 を 卽ち食 ふと だに 見たら ば、 猶 めでた からまし。 賜 はりて 懷中 せし ばかり なれば 

にや、 殘る所 ある」 とど 申されけ る。  Z 

Bja 【大 莊】 大 なる 莊園。 【閑 所】 主の かけて 居る 土地。 【私なら ぬ】 自分勝手 ではない。 院の 御用 をつ とめ 

てゐ たから いふ。 〔馬 飼へ〕 馬の 飼料に せよ。 【多 記の 莊〕 丹 波 阈多記 郡の 内で あらう 。【由緒】 その 家に 昔から 翳 

係が ある。 【貢 馬】 朝廷に 馬を献 ずる こと 。【昔の 夢想】 八幡 瓧 に參詣 して、 天童よ リ打飽 を. 賜った 夢の こと 。【脔 

-V 院 次官】 齊院 司の 次官。 齊 院は內 親王、 女王の 賀茂 神社に 奉仕 せられて ゐる方 をい ひ、 齋院 司は齋 院に關 する 

1 切の 事務 を 掌る 役所 をい ふ。 〔親 能】 中原 親 能。 大江廣 元、 lis: 康信 等と 共に 親 朝に 仕へ て 親 in せられた。 


其の 京 上りの 時に 盛 安 を 召して、 様々 の 大切な 寳物を 賜 はり、 「どうして 今まで 下つ で來な 

か. つた かノ大 なる 莊園 をも與 へたい けれども、 丁度 主の かけて ゐる 土地 もない。 相當な 所が あるな 

ら與 へよう。」 と 言 はれた。 「誠に 今まで 參 りまん でした 事 は、 自分勝手 ではない と 申しましても、 道に 

背いた ことであります。 しかし 此の上 もない 不運な ことであります。」 と 盛 安 も 言った。 建久 三年 三 

月 十三 日、 後白河 院が 崩御に なった ので、 間もなく 盛 安 は 鎌 倉へ 行った。 賴 朝は對 面せられて、 「以 

前に 下向して 來 たなら ば、 相 當な所 をも與 へたので あるが、 今まで 遲 れて來 なかった ので 何とも 仕 

方がない。 小さい 所で ある けれども、 先づ 馬の 飼料に でもせ よ。」 といって、 多 Pi 莊を 半分 下さつ 

た。 昔から 關 係の ある 事 を 言った ので あらう か、 美 濃の 國上中 村と いふ 所 を も 同じく 下さった。 J 

久九年 十 一 一月 朝廷に 馬を献 する 次に、 「明年 正月 十 i 日が 過ぎたならば 急い で 下され。 多 記莊を 全部 

與 へよう。」 と 仰せ 遣 はされ たのに、 . 明くる 正 治 元年 正月 十三 日に 鎌 倉 殿 は 御 年 五十 三で 失せられ 

た。 源 五 はこの 事 を も 知らす、 十六 日 京 を 立って 馳せ 下って 居る 時に、 三 河の 國で早 此の 事 を おい 

たけれ ども、 わざく でも 下らねば ならん 身で あるから、.. 鎌 倉に 下り づ いて、 自身の 運の 惡ぃ事 を 

話した 時に、 昔の 夢想の 不思議であった 事な ど 言 ふと、 齋院 次官 親 能が 「其の 鮑の 尾 を 直ちに 食つ 

たと だに 見たならば、 ー罾 目出度かった ので あらう。 賜って 懷へ 入れた とい ふだけ であった 爲 であ 

らう。 殘る 所が あるの だ。」 と 言 はれた。 

頼 朝 義兵 を擧 げらる る事幷 平家 對 治の 事  三 二お 
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さても 淸盛 公、 兵 衞佐を 助けお かれし 時、 よも 只今 當家を 覆 さんん と は 思 ひた ま は 

じ。 同じく 九郞 判官の ニ歲 にて、 母の 懷に 抱かれけ る を、 我が 子孫 亡 v^、 へき 仇と 思 ひな 

いか な だ 

ば、 爭 でか 宥め 給 ふべき。 これし かしながら、 八幡 大 菩薩、 伊勢大神宮の 御 計ら ひと ど 

てう  ばか ま  しんる >v ん つぼ 

あぼ ゆる。 趙の 孤兒は 袴の 中に 隱れ てな かず、 晋の遣 孫 は壺の 中に 養 はれて、 人と なる 

と 申せば、 入の 子孫の 絕ゅ まじき に は、 か k る 不思議 も ありけ るな み。 義朝 は、 鳥羽院 

みブ のとう  I 

の 御宇 保安 四 年 癸 卯の 年生 まれ、 三十 四歲 にして、 保 元元 年に 忠節 をいた し、 勳功を 蒙 

i 朝恩に 浴し ける、 今度の 謀反に 與 して 身を滅 しき。 然れ ども 賴朝 義經 二人の 子 あり 

/  ぐ わい けい^, - 

て、 兵衞佐 三十 四、 判官 二十 ニ歲 にて 義兵 を 擧げ、 會稽の 恨 を 雪ぎ、 二度 家 を さかや か 

ひのとう  つち Q とう 

し 給へ i 賴朝は 近衛 院の久 安三 年 T 卯の 年 誕生す、 義經は 二 條院の 平 治 元年 己 卯の 年 

うまれ たれば、 三人と もに 單閼の 年の 人な り。 中に も賴 朝、 平家 を 亡し 天下 を 治めて、 文 

す  しゃう ゑんが うはう  ふ 

治の 始、 諸國に 守護 を 居 ゑて、 あらゆる 所の^ 園鄕 保に 地頭 を 補して、 武士の 輩 をい さ 

め、 廢れ たる 家 をお 乙し、 絕 えたる 跡 を繼 ぎて、 武家の 楝梁 となみ、 征夷 將 軍の 院宣 を 

蒙れり。 卯 は是れ 東方 三 支の 中の 正方と して、 仲春 を つかさどる。 柳 は 卯の 木な り。 春 

いとなみ  9 うえ い 

の 陽氣を 得て、 天道 惠の眉 を ひらき、 營繁 くさ かゆれ は、 柳營の 職に は、 卯の 年の 人 


は、 實に たよ， CN ありけ る もの かな。 

【趙の 孤兒】 支那 春秋の 時、 趙 盾と いふ ものが あって、 朔を 生む だ。 大夫屠 岸 賈が朔 の 一族 を滅レ 

た 時、 朔に 遺子が あつたので、 賈は之 を も 殺さう 丄 して 求めた が、 妻が 袴の 中に 隱 して 免れし める 事が 出來 

た。 【晋の 遺 孫 は 云々】 未詳。 〔單 閼】 太 歳が 卯の 方に 在る の を 單閼と いふ。 卽ち 卯の， 年 をい ふ。 〔莊 園〕 勢力 ある 

社寺 又は 貴人の 私有地。 【鄕 保】 鄕は 郡の 下にあって 數村を 合せた もの。 保 は 都市で は 戶數を 本と した 土地の 小 

區 劃の 名で あつたが、 地方に 於て は民戶 によらない 可な り廣 ぃ區 劃の 名と なった。 【地頭 を 補し】 賴 朝が 天下 を 

扳 るに 及んで、 平家 並に 義 經 の 殘黨を 追 捕す る を 名と し、 國に 守護、 莊阈 以下に 地頭 を 置いて 以て 追 捕 祖稅の 

事 を 取扱 はしめ る 事と した。 【いさめ〕 いましめ。 【棟梁】 むなぎう つばり で、 首領の. 意に 用 ひる。 【東方 三 支】 十 

U 支 を 方角に 配赏 すると、， 卯 を 正苽. とし、 寅 を 北東、 辰 を南柬 とする。 卽ち 卯が 中央に 位する。 【柳 昏】 將 軍の 

役所の^ 稱。 漢の將 軍 周 亜夫が 細 柳と いふ 陣營に 居た のでい ふ。 

さても 淸盛公 は 兵 衞佐を 助けて 置かれた 時、 よも や 今 我が家 を 倒す 人と は 思 はれなかった 

ので あらう。 同じく 九郞 判官が 二 歳で 母の 懷に 抱かれて ゐ たの を、 我が 子孫 を 亡す 仇と 思ったなら 

ば、. どうして 免され る もの か。 これ は 悉く 八幡 大 菩薩、 伊勢大神宮の 御 計ら ひと 思 はれる。. 趦. の 孤 

兒は 袴の 中に 隱れて 泣かす、 晋の遣 孫 は壺の 中で 養 はれて 成人した とい ふから、 人の子 孫が 絶えさ 

うにない 時には、 この やうな 不思議な 靠 もあった ので あるつ 義朝は 鳥 羽院の 御代 保安 四 年 癸 卯の 年. 

頼 朝 義兵 を擧 げらる >r 事幷 平家 對 治の 事  、 三 三 一 
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に 生れ、 三十 四 歳で 保 元元 年に 忠義 を盡 し、 恩賞 を 蒙り、 朝恩に 浴した ので あるが、 今度の 謀反に 

加って 身を滅 した。 けれども 賴 朝義經 二人の 子が あって、 兵 衞佐は 三十 四、 判官 は 二十 二で 義兵 を 

擧げ、 平家から 受けた 耻を 雪いで、 一 一度 家を榮 えさせられた。 賴朝は 近衛 院の久 安三 年 丁 卯の^に 誕 

生し、 義© は ニ條院 0 平 治 元年 己 卯の 年に 生れた ので、 三人と もに 卯の 年の 人で ある。 中に も賴朝 

は 平家 を 亡し 天下 を 治めて、 文治の 始、 諸國に 守護 を 置いて、 すべての 莊 園ゃ鄕 保に 地頭 を 補して， 

武士 共 をい ましめ、 廢れた 家^! 與し、 絡え た 後 をつ いで、 武家の 頭と なり、 征夷 大將 軍の 院宣 を 蒙 

つた。 卯 はさて 東方 三 支 中の 中央に 位する ものと して、 仲春 を つかさどる。 柳ば 卯の 木と 書く。 春 

の 陽氣を 得て、 天道 は惠を かけ、 經營 する 事 も 多く 榮 えて 行く ので あるから、 柳營 卽將 軍の 職に は. 

卯の 年の 人 は 實に緣 の ある ものであるよ。 
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